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ウクライナ：混乱と革命はドルの武器である
はじめに 地政学の実際の動き ロシア世界への攻撃
あなたが政治に興味がないとしても、政治はあなたに興味を持つでしょう。この辛辣な言葉の真実性が改めて確認されました。 2013年末から2014年前半にかけて、何百万人もの人々が「政治的冬眠」から目覚めた。彼らは自分たちの人生を生きました。彼らは愛し、子供を育て、計画を立て、最善を望みました。しかし、彼らの希望は叶う運命にありませんでした。大きな政治は、「小さな」政治にさえ興味を持ったことのない人々の生活に乱暴に侵入してきました。ロシア国境近くで爆発。ウクライナは我が国国民の一部であり、ロシア世界の一部です。最初は、この地政学が街に登場することは、ちょっと楽しくて陽気なショーのように見えました。そして、多くの人がお金を稼ぐため、または単に「訪問」するためにそこに行きました。 2004 年の繰り返し - 新しいマイダン。しかしその後、それは完全に悲しいものになりました：警官やベルクートの戦闘員、バットを持って鎖につながれた過激派を焼き殺しました。地政学は、マスクをかぶった一般人の生活にも入り込んでいます。マスクをした顔は 2013 年から 2014 年の「政治の季節」の象徴です...
そして怖くなってきました。そのとき、1917 年 2 月の写真が突然テレビ画面に浮かび上がりました。無政府状態、法執行機関の解散、路上での暴力、「革命中に」間違った行動をとった人々のアパートへの夜ごとの訪問。
出来事は恐ろしいスピードで進みました。 2 か月後、大祖国戦争の不気味な写真が現実になり始めました。オデッサで死刑執行人によって火刑に処せられ、拷問を受けた人々。マリウポリ、スラビャンスク、クラマトルスクで殺害された。
地政学とは、資源の支配をめぐる大国間の競争です。それが要点です。この闘いは終わりがなく、終わりも始まりもありません。これは、軍隊、政党、為替レートによって動きを決定する巨大なチェスです。このゲームでは人命は決して大切にされませんでした。
ロシア世界はこのゲームの主要プレイヤーの 1 つです。プレイヤーになるのではなく、ゲームのオブジェクトになりましょう。自分自身を取り除くことは不可能であるため、ゲームのルールとその意味を理解し、対戦相手を見ることが非常に重要です。そして彼らを「パートナー」ではなく、まさにライバルだと考えてください。好きなように呼ぶことができますが、本質は失われてはいけません。
彼らはロシア世界、独特のロシア文明を破壊したいと考えています。最低でも弱体化し、最高でもリメイクし、規範と価値観を変更します。戦争は地球に対する影響力を獲得する手段であり、私たちの「パートナー」はそれを完璧に習得しています。しかし、ロシアを必要のない戦争に引きずり込むには、他人の手で戦うのが最善だ。一人の人間の 2 つの部分を互いに戦わせること。彼らはすでにインドでこれを実行しており、インドとパキスタンの2つの部分に分けています。そして、これら2つの国家は、セルビア人、クロアチア人、ボシュニャク人同様、互いに戦った。彼らが一緒だったとき、彼らは大きくて強いユーゴスラビアを持っていました。現在、主権政策を持たない断片も存在する。
私たちは理解する必要があります。ウクライナで起こったことには、非常に特定の主催者と非常に特定の目的があったということです。
目標は、ロシアの勝利の記憶を葬り、最終的に「ロシア」問題を解決することだ。
私たちが存在しなくなるように。
第 1 章 Euromaidan の顧客は誰ですか?
ロシアの新たな政策はウクライナから始まった
2013/12/23
重要な出来事は、日常生活に忙しい一般の人々には気づかれずに通り過ぎてしまうことがよくあります。 1917年10月、ボリシェヴィキが個人的な関心事に没頭して権力を掌握したことに誰かが気付かなかった。 1991年8月の当時、「一揆」に見せかけた自国の崩壊に気づいた人はいなかった。
そこで今日、私たちの目の前で、ロシアは外交政策の方式を変えた。
ロシアの新たな政策はウクライナから始まった。
ゴルバチョフとその共犯者による地政学上のプレーヤーとしてのロシア・ソ連の裏切り清算の後、我が国には長い間独自の外交政策がなかったが、その著名な代表者はコジレフ外相であった。彼はすべてに同意し、米国と西側諸国のいかなる行動にも常に「イエス」と答えた。
実際のところ、現代ロシアの外交政策はプーチン大統領のもとでのみ現れた。これ以前は、最大の成果は「ジェスチャー」でしかなかった。ロシアの空挺部隊のプリシュティナへの行進（現イングーシ首長ユヌスベク・エフクロフのおかげ）、プリマコフ首相の飛行機が大西洋上で旋回したこと（戦争の開始に応じて）。ユーゴスラビア爆撃）。
ロシアは2000年代にアメリカやヨーロッパの利益ではなく、自国の利益を守り始めた。まず第一に、コーカサスで秩序を確立しテロ組織を排除すること、次に米国のイラク侵略を支持しないことである。
2013年、スノーデン、シリア、ウクライナなど、我が国の一連の外交政策の成功がすでに見られました。今日のこうした成功には、かつて「白いリボン」を着けていた人たちも異論を唱えず、今日では明白なことを否定して笑い者になることを望んでいません。
国防総省、CIA、国務省の機密データへのアクセス、中東における影響力の拡大（アラブ諸国への武器供給の追加契約、石油とガスの生産契約）。ロシアは、ウクライナでの航空機と造船に関する新たな協定、原子力エネルギーに関する契約（ロスアトムは世界中で集中的に原子力発電所を建設しており、ウクライナ企業からの支援は害にはならない）、さらにウクライナのNATO基地の除外に関する契約を受け取った。もう一つのプラスは、イスカンダル人が欧州連合国境のすぐ近くの戦線に静かに戻ってきたことだ。私たちのヨーロッパとアメリカの「パートナー」は、慰めとして、ソチオリンピックのボイコットを直接宣言できないため、単に「行かないで」と言うヨーロッパ諸国の指導者のために、疲れきった「ユーロマイダン」と航空券の節約を受け取りました。 」とそこでプーチン外交の素早い行動に対する抗議の意を表明した。
しかし、2013 年は我が国の外交において大きな成功を収めた年だけではありませんでした。ロシア外交政策の本質は根本的に変わった。守備から攻撃に移りました。もちろん、外交的な性質の防御と攻撃の両方を意味します。以前は、この地域におけるロシアの行動はすべて防御的であった。シリアを例に考えてみましょう。ロシアが国家によるシリア国家の破壊を許さなかったという事実は、今日誰の目にも明らかである。どうやってやったの？武器供給、外交支援、その他の「特別支援」など、さまざまな方法で。しかし、それは常に私たちの「パートナー」の動きへの反応でした。
彼らは「平和的な抗議活動参加者」に資金を提供し、武器を提供し始めています - 私たちはアサドを支援します。彼らは侵略の準備をしている - ロシアの軍艦がシリアに来て、NATOの艦船とシリアの海岸の間に立っている。我が国の「パートナー」はシリアへの射撃を開始するだろう。ロシア艦艇の防空部隊は我が国艦隊の戦闘部隊の安全に対する「脅威として」ミサイルを撃墜するだろう。海兵隊はタルトゥースに上陸した――もしそこで混乱が発生し、西側特殊部隊が「平和的デモ参加者」の形で海岸に上陸した場合、我が国の海兵隊は安全を確保するために基地周辺の秩序を回復する措置を講じる義務を負うだけだろうロシア艦隊の。手段は異なりますが、それは常に相手の行動に対する反応、つまり他のチェスプレイヤーの動きに応じた動きです。これはスノーデンの場合であった。ロシアは彼の「到着」に応じて、彼から一定の保証を受けて、彼にその広場に姿を消す機会を与えた。私たちは彼を採用して連れ出したのではありません。彼は私たちのところに来るように頼んだのです。
西側諸国は、西側諸国自体が自らの歩みを放棄するため、決して現実にはならない報復脅迫から成るロシアの外交政策に慣れている。そしてウクライナ情勢では、一夜にしてすべてが変わった。
ロシアが初めて攻勢に出た。近隣諸国から主権を「奪う」というEUと米国の措置を阻止するための行動を起こす代わりに、クレムリンは初めて、脅迫を示す以上の行動をとった。彼はこれまで脅迫するだけであったことを実行に移した。そしてこれはワシントンとブリュッセルにとって完全な驚きとなった。プーチン大統領はなんとかヤヌコービッチに奴隷協定に署名しないよう説得したが、ヨーロッパ人の不屈の理由は、ロシアが実際にこれを行うだろうという信念の欠如によって正確に説明された。 「パートナー」の驚きはヒステリーと脅迫に取って代わられた。世界中の外交官のこのような礼儀のない行動は、おそらく1918年にボルシェビキ・ラデク（ブレスト交渉の代表団のメンバー）がブレストの壇上でドイツの兵士と将校に反戦宣伝のビラを配布して以来観察されていない。 2013年、西側の外交官はこう言った。
◆ ウクライナを内戦で脅した。
◆ ヤヌコビッチ大統領の不当性について語った。
♦ ユーロマイダンにテントを張った。
◆ デモ参加者に食事を与え、無許可のデモに同行した。
◆ ウクライナの寡頭政治家に圧力をかける。
西側は「オレンジ」革命ですらなく、「外交革命」を完全に実行しようとした。しかもほぼ公然と。
これに対し、ロシアは再び「パートナー」を上回った。彼女は再び前進し、米国と欧州が予想していなかった行動をとった。ヤヌコーヴィチ大統領のロシア訪問中に合意が調印されたが、それについてはさらに詳しく説明したいと思う。なぜ？なぜなら、彼らはすでに憶測の対象となっており、勝利を敗北に見せかけようとしているからである。
ウクライナのガソリン価格は大幅に引き下げられた。
これで誰が負けたの？ガスプロム？はい、この会社は国が 51% 所有しており、収益の一部を失いました。しかし、自問してみましょう。この規模の公開会社を運営する目的は何でしょうか? 49%の個人投資家に利益をもたらしますか?いいえ。ロシアの利益に従ってください。ここではお金は二の次であり、目的ではなく手段にすぎません。ロシアの利益は何ですか?それらは非常に単純です。ウクライナ領土の管理（経済、政治、軍事）がEUとNATOの手に移るのを防ぐことです。特に頑固なリベラル派のために繰り返しますが、重要なのはロケットの飛行時間です。彼らがハリコフの近くに配置されている場合、撃墜するには遅すぎます。質問: 我が国の安全を低下させないために、ガスの価格をどれくらい下げることができますか?答え: そのような概念はお金では測られません。もしお金が主要なものであれば、国債と財政赤字を抱える米国は、世界中の「人権擁護活動家」に数十億ドルを割り当てることは決してなかっただろう。しかし、彼らは選ばれます。なぜなら、それは戦略的に重要な地域での影響力を維持および増大させ、ドルの独占を維持し、最終的には支出よりもはるかに多くのものを受け取るのに役立つからである。
したがって、地政学をお金で測るのはまったくの愚かなことだ。しかし、ここでもリベラル派はあからさまに嘘をつき、「お金の無駄遣い」についてワニの涙を流し、ロシアが獲得したものを報道していない。
そしてこれが私たちが獲得したものです。ウクライナの造船工場は私たちの注文を受け取り、ウクライナの軍事産業は私たちの軍隊のために働き始めます。参考：ソ連の崩壊後、約500の軍事企業がウクライナ領土に残ったが、20年間の「独立」（実際には分裂）の間、ウクライナ軍は次の武器を除いて新しい武器を受け取らなかった。数十の戦車。
そしてもう一つ、金融の分野からです。ルーブルは、ドルやユーロと同様、ウクライナにおける「第一級」通貨になりつつある。注: NBU はウクライナ国立銀行、つまり中央銀行です。
「NBU はルーブルを自由に兌換可能にするだろう」[1]
NBU には外貨の分類子の第 1 グループにルーブルが含まれており、これにより当銀行は金と外貨準備を増やすことができます。これはロシア中央銀行とのスワップのおかげで実現します。数年前、ウクライナ人はロシア人にガソリン代をロシアルーブルで支払うと約束した。しかし、それは NAC にとって利益にはなりませんでした。これまでグループ 1 には、外国貿易取引の支払いに広く使用されていた 11 通貨が含まれていました。自由に交換可能な通貨のグループにロシア通貨が登場すれば、ウクライナへのロシア資本投資の注入が容易になるはずだ。
ロシアが150億ドル相当のウクライナ国債を購入へ
この点についてはリベラル派が特に憤慨した。これだけの幼稚園が建てられるのです！ロシア中央銀行（GER）の金と外貨準備がすべて米国とその同盟国の債券に投資されていた状況がリベラル派を悩ませなかったのは面白いことだ。そして、この状況は常にありました。これはロシアが西側に有利な貢物を支払う形態である。誰も私たちにこれらの借金を返済することはできません。
さらに、準備基金からの資金は西側諸国の債券にも預けられています。リベラルがこれを異常だと考えているという話は聞いたことがありません。
さらに、国民福祉基金の資金は同じ債券、つまり「先進民主主義国」の国債に預けられています。
これは間違っていて犯罪だというリベラル派の怒りの記事を読んだことがありますか?一方、国民福祉基金の資金は、同じ西側諸国の債務債務に組み込まれています。「...国民福祉基金の資金は、外国の州、外国政府機関、中央政府の証券の形で債務債務に組み込まれることができます。」次の国の銀行: オーストリア、ベルギー、イギリス、ドイツ、デンマーク、スペイン、カナダ、ルクセンブルク、オランダ、アメリカ、フィンランド、フランス、スウェーデン。
ご覧のとおり、ウクライナはこのリストに含まれていません。ウクライナ国債を購入するには、法律を改正する政府の特別命令を発令する必要がある。つまり、問題は、プーチン大統領がその資金からウクライナ国債を買うために資金を調達しているということだ…ロシアはその資金で米国と欧州の国債を購入すべきだ。実際、私たちはアメリカ国債の代わりにウクライナ国債を買っています。 「私たちの西側の「パートナー」を犠牲にして、私たちはウクライナの政治を買収しているのです。
しかし、それだけではありません。
プーチン大統領がいくつかの重要なことを予見していなかったら、プーチン大統領ではなかったでしょう。
1. ウクライナのガス料金は、契約の合意によって決定されます。契約上の最高価格は変更されず、追加契約の有効期間は 3 か月間のみです。ウクライナの政策が変更されれば、以前の価格に戻る可能性がある。今後、ウクライナ指導部は3か月ごとにモスクワに飛んで「報告」し、新たな追加協定を締結する予定だ。
2. ウクライナ債券150億ドルも一度にではなく徐々に支出される。ウクライナの政策が変更されれば、ロシアは債券を購入できなくなる可能性がある。今のところ、30億でしか購入していません。
3. ロシアとの合意によりヤヌコービッチはより安定する：ウクライナ大統領が交代すれば「オレンジクーデター」が起こり、ロシアはガソリン価格を値上げし、ウクライナ政府債務を買わなくなる可能性がある。ウクライナビジネスの観点からヤヌコーヴィチ氏に「必要性」を加えることで、ロシアは同氏の自国への依存度を高めている。私たちに頼ることによってのみ、彼は権力を維持し、新しい任期で再選されることができます。
4. 「欧州統合」の主な支持者はウクライナの寡頭政治家であった。それらの生産にとって、ガスの低価格は重要な議論です。結局のところ、西洋は何も提供しません。
そして最後に言いたいこと。ウクライナと締結された経済協定には政治的要素も伴う。そしてこれは正常なことだ。資金を投資する際、ロシアはその投資を保護しなければならない。したがって、我々はブリュッセルで決定が下され、我々がいかなる形でも影響を及ぼせないようなウクライナを見たくない。
IMFの人々はロシアに対して常に全く同じ態度をとってきた。結局のところ、リベラル派は常に、我が国に対する政治的動機に基づいた IMF 融資は正しくて良いものだと私たちに言い続けてきました。この組織のリーダーは自分たちの投資を守らなければなりません。
だからロシアは守る。そして、より積極的で攻撃的な方針へと方針を転換する。
ヴィクトル・ヤヌコビッチは野党と何を交渉しているのか？
2014/01/21
先週末、ウクライナの首都から多くのニュースがもたらされた。第一に、「野党」による議会の活動を阻止しようとするあらゆる試みにもかかわらず、議会地域党は予期せぬ形で一連の法律を採択した。するとマイダン指導者らは集会を呼びかけることで応じたが、彼らの推計によれば参加者は「100万人」や「50万人」ではなく、わずか8万人にすぎなかった。それは、いずれにせよ、活動的な「プロテスタント」の数が桁違いに少ないということです。並行議会の創設を求める声が上がった集会の後（これは権力を簒奪し、刑法の最も重大な条項を「撤回」しようとする試みだ！）、過激派グループが突然政府庁舎への突入を決意した。 。誰もいない日曜日の夕方（！）。警察は武装勢力の進路を遮断し、武装勢力に対するあらゆるいじめに断固として耐えた。ストライキ、焼夷弾の投射、バスへの放火――これに対し、警察と内軍兵士は自分たちの身を守るだけで、夕方遅くに放水銃を1台だけ使用しただけだった。情熱を消すか、火を消すかのどちらかです。
何が起こっているのか、そしてなぜウクライナの法執行機関は武装勢力の解散と逮捕の命令を受けていないのか?
なぜなら今、ウクライナで交渉が行われているからだ。そして、これには何も新しいことはありません - 交渉、交渉、あなたがそれを呼びたいものは何でも構いません。政治は一般に 2 つの部分に分けられます。1 つは行動、もう 1 つは交渉と交渉です。行動が完了し、交渉が始まります。
ウクライナ政府はウクライナ野党と交渉している。
双方とも行動を起こした。当局は法律を採択しましたがまだ公布しておらず、その効力は公布された瞬間から始まります。野党はこの出版を阻止したいと考えている。なぜ？なぜなら、これらの法律によれば、「反対派」全体が寝台に送られる可能性があるからです。
会話はこんな感じで進みます。あなたたちは私たちを追い詰めている、と野党指導者たちは言う。法律を公布すれば、私たち全員を刑務所に入れることができます。私たちが彼らに対して抗議を続ければ。そして、私たちが抗議しなければ、活動家や有権者の目には、新しい法律を恐れる卑怯者のように、私たちはすべての権威を失うことになります。それで、これをしましょう - あなたはそれらを公開しません、そして私たちはマイダンを徐々に縮小し、それを私たちの勝利として見せかけています。
こうした交渉開始を背景に、ニュースフィードには相反するニュースが流れた。政府は法律の公表を拒否しているか、法律の公表を計画しているかのどちらかです。すぐに暴動が始まり、その間、マイダンの指導者たちはこの荒れ狂うマイダンを制御できないことが判明しました。その鮮やかな象徴は、消火器をかけられたクリチコであり、そのため彼は誰にでも見えるが、「革命家」ではなかった。
そしてここで私たちは質問に答える必要があります - なぜウクライナ政府は解散を許可しないのですか？答えは多層的です。
1. 米国からの圧力を受けている政府は、野党と合意に達する意欲を示さなければならない。
2. この状況において、ウクライナ当局にとって治安部隊を武装勢力の攻撃にさらすことは、交渉の切り札を手に入れることになる。ああ、これは本当です。
ここで、紳士の皆さん、アメリカの皆さん、あなたが言ったように、私たちは交渉し、交渉し、法律を公布しません。しかしその一方で、約束を守らない人もいます。それらにどう対処すればよいでしょうか？私たちの「ベルクート」は現場に根付いており、私たちがそれをコントロールしています。 「マイダンの指導者」は何を支配しているのでしょうか？それが何もないことは自分の目で確認できます。消火器の管理すらしていない。
いつの時代も、どのような統治者のもとでも、政治家の間違いは兵士や将校の血によって正されてきた。そして今日、ベルクート出身の勇敢な隊員たち、徴兵隊員、その他のウクライナ治安部隊が、過去4年間の「欧州統合」の誤った政策の代償を支払っている。
ポグロミストや過激派に関して言えば、チェーホフによれば、第一幕で舞台に吊るされた銃は第二幕で必ず発砲しなければならないという。そしてマイダン指導部もこのシュートを阻止することはできない。憎しみに駆られた群衆は予想外の行動をとり、日曜日の夕方、現時点で急ぐ意味のない場所へ殺到する。
月曜日が来るが、交渉は続く。月曜日、ウクライナのTViチャンネルは、ベルクートの狙撃兵がマイダンの活動家を銃撃しているとの報道を流した。他のメディアは屋上で狙撃兵を目撃したと報じている。
そこには諜報機関の狙撃兵がいますか？必ずあるはずです。ただし、デモ参加者への発砲のためではなく、挑発を阻止するためであり、その一般名は「無名狙撃兵」だ。銃撃が始まり、犠牲者は「血なまぐさい政権」のせいだとされ、感情とヒステリーはエスカレートする。私たちは最近、シリア、リビア、イエメン、エジプトで「正体不明の狙撃兵」を複数回目撃した。それより少し前にキルギスとタイ、さらにそれより早い1993年にモスクワ、1990年にビリニュスで。
狙撃兵に関する「ランニングライン」の出現は当局からのヒントです。私たちは人を殺し、あなたのせいにするでしょう。ちなみに、警察が行動しないもう一つの理由はまさにこれです - 彼らは過激派を粉砕し始め、混乱の中で「野党」はすぐにいくつかの死体を組織します。 「血なまぐさい政権」は単独でそれを行うわけではないので、私たちはそれを助ける必要があります。すべての革命には英雄が必要です。そしてできれば死んでいる...
交渉は非公開で行われているため、何が話されているかは推測することしかできない。そして同じように、出来事の発展について考えられるシナリオをいくつか想像することができます。
したがって、繰り返しになりますが、提案されている交渉にはいくつかの目標があります。
いわゆる「野党」（というか、その背後にいる西側諸国）の目標。
「欧州連合の電撃戦」であるウクライナ攻撃は失敗した。プーチン大統領のロシアを知る西側戦略家は、プーチン大統領がいかなる状況下でもウクライナにおけるリビア、さらにはエジプトのソフトシナリオを決して許さないことを理解せざるを得ない。こうした状況下では、ロシア・ウクライナ間のガス協定以前から可能であった権力の強制奪取はもはや不可能となっている。その開始は、国連の任務を確保し、「平和維持軍」の地位を獲得したロシア軍が、かつてオセチアに入ったようにウクライナに入るであろうという事実につながり、その後、彼らはウクライナを耳としては見なくなるだろう。
これに基づいて、西側は一時的に撤退し、少し遅れて新たな攻撃を開始することを決定しました。この撤退の最も重要な要素は「マイダンの組織的崩壊」である。組織化はマイダン活動家の目から見て野党指導者の正当性を維持できるため、必須の条件である。それらのほとんどは、西側が管理するメディアを通じた最強のプロパガンダを背景に、扇動者によって組織された単なるプロパガンダを受けた市民たちだ。これは、「マイダンの勝利」と宣言できる理由が必要であり、この「勝利」を背景に、「家に帰る時間だ！」と言える理由が必要であることを意味します。このような演出は「マイダン歩兵」に拒絶反応を引き起こすことはなく、期待に騙されたという感覚を彼らに残さないでしょう。
さらに、ガス協定の改定はもはや不可能であるため、1月16日に採択された法律の拒否はまさに「勝利」である可能性があることに注意すべきである。 「組織的撤退」のもう一つの可能性は「スタンピード」だ。西側諸国は、「プロの敗者」（つまり「マイダンの指導者」）の更なる行動が、マイダンとの緊張を高めることになるという事実から、「マイダンの指導者」とその後のマイダンの活動家全員への支援と資金提供をやめる準備がすでにできている。ロシア、そして個人的にプーチン大統領と。現在の状況のこのエスカレーションは、目に見えてすぐに利益をもたらすものではないが、ヨーロッパが既にロシアに依存している多くの問題に疑問を投げかけている。
ウクライナ政府の目標
それはまた、「マイダンを落ち着かせる」ことでも構成されていますが、同時に力を使わずにマイダンを落ち着かせることです。なぜ？なぜなら、ウクライナ政府はのけ者になって、ロシアとEUの間の矛盾を利用するのをやめる準備ができていないからだ。したがって、政府は新たな法律を破棄し、公布しない用意がある。しかし、彼女は必要なこと、つまり流血と騒音のない抗議活動の終結を実現するためにマイダンと交渉する必要がある。これが、ウクライナ政府が「商標の多ベクトルアプローチ」を維持し、ロシアから受け取った150億ドルを冷静に使用することを可能にする唯一のものである。さらにロシアのガソリンも割引。
このような状況と交渉案の背景を踏まえると、以下のようなシナリオが考えられる。
L 私たちは友好的に合意しました。これは、法律が公開されないため、発効しないことを意味します。そしてマイダンは、当局のそのような決定を紙や口頭で（しかし公に）記録し、高らかに「勝利」を宣言するだろう。その後、徐々に解散が始まり、通りや広場からデモ参加者が解放されるだろう。終了プロセスには 3 ～ 6 か月かかります。
2. 当局は、「反対派」に対し、法の放棄の発表前、またはそのような発表と同時にでも、マイダンを管理する能力を証明し、マイダンの崩壊を開始するよう要求するだろう。マイダンは管理が行き届いていないため、ここで困難が生じる可能性があります。ウクライナでも、1905年以降のロシアのように、地政学的な「パートナー」から革命家の必要性がすでに消え、一般の革命家たち自身がこのことについて語ることを「忘れていた」ような状況が繰り返されるかもしれない。この政策は、後に「パートナー」自身が皇帝の秘密機関が武器を持った船を捕まえるのを手伝い、軍法会議を「見て見ぬふり」をしたという事実で表現された。外国諜報機関は「革命家」への寛大な資金提供を打ち切り、「開発予算」を「生存予算」にまで削減した。この場合、ヤヌコービッチには野党を完全に粉砕する機会がある。まず、抗議活動の指導者たちとの合意を大声で宣言することだが、これは普通のマイダン活動家にとってはあらゆるパターンから脱却することになるだろう。そして、反対者は約束を守らない人々だと宣言する。その結果、実際にマイダン指導者に対する「静かな弾圧」が行われており、法律が公布されるか否かはもはや問題ではなくなる。
3. ヤヌコーヴィチは、マイダンの傀儡師たちや西側諸国と合意に達することが可能であると錯覚している。これは、恒久的なマイダンと、さらに約6か月間「平和なし、戦争なし」政策を意味する。その後、西側諸国が大統領選挙での彼の勝利を保証してEUに急転向するか、ロシアに急転直下して「ロシアのカード」を切って自らの勝利を確実にしようとするかのどちらかである。
4. マイダンの指導者たちは自分たちの状況の重大さを理解しておらず、自分たちが「状況の主人」であると考えて受け入れがたい条件を提示したため、私たちは何にも同意しませんでした。これは法律の公布と実際の施行の開始につながります。ヨーロッパはヒステリックになり、愚かな取り組みを進めています。権力の継続といわゆるエリートの首都の合法化を保証できるのはロシアだけであるため、ウクライナはロシアに向かって進んでいる。
これら 4 つのオプションの 1 つまたは 5 つ目 (それらをある程度の割合で組み合わせたもの) は、3 つのプレーヤー (ロシア、ウクライナ、西側 = EEC + 米国) に次のような結果をもたらします。
1. ロシア - 結果は程度の差こそあれプラスになるか、ゼロ（戦闘引き分け）になります。
2. ウクライナ – オプションはポジティブにもネガティブにもなり得ます。ウクライナ国民とマイダンと権力エリートの代表者のために。スプレッドは大きく、最もネガティブなものから最もポジティブなものまであります。
3. しかし、3 番目のプレーヤーである西側には、良い選択肢がありません。西側外交の最大の成功は、ロシアが最悪の選択肢、つまりゼロを選択できることかもしれない。面を温存しての戦闘ドロー。
要約します。この傾向は続いていると言えます。それはロシアのことわざ「爪が引っかかると鳥全体が失われてしまう」で表現できます。そして私たちは「西洋の鳥」について話しています。彼女はシリアで行き詰まり、今ではウクライナの混乱に首まで突っ込まれている。彼女はマスクをすべて捨てました。視覚障害者でも彼らの意図が「平和的」であることが分かる場合、「平和的デモ参加者」を支持します。当局から交渉の切り札を奪うため、当局に対し「特殊部隊を市内から排除する」よう要求している。
西側の側で物事を結び付けようとする必死の試み。しかも、大した意味もなく、利益もなく、勝利もない。
ガガウジア氏はキシナウに警告
2014/02/04
モルドバが独立を失った場合、ガガウズ自治区は自らの運命を決定する用意ができている。このことは、先週末ガガウジアで行われた住民投票の結果によって明確に示された。
一言で言えば、起こっていることすべての意味は次のとおりです。モルドバの「欧州統合者」は、その独立を犠牲にしてその領土をルーマニアに「明け渡す」用意がある。しかし、いかなる状況であっても、モルドバの二つの地域がルーマニア領になることはありません。それが沿ドニエストルとガガウズです。そして、それらは理解できます：あなたは生きて生きています、自分自身をロシア人、モルダビア人、ウクライナ人、またはガガウズ人だと考えてください。そしてキシナウの役人があなたのところに来て、あなたは…ルーマニア人だと告げます。
「ガガウジアでの住民投票の結果：独立賛成98.9％、関税同盟賛成98.47％、EU反対97.22％。
ガガウジアで2月2日に行われた住民投票の開票速報公式データによると、自治区住民の圧倒的多数がガガウジア独立の延期、ロシア・ベラルーシ・カザフスタン関税同盟への統合に賛成、統合に反対に投票した。 EUに入る。 REGNUM特派員は2月3日、ガガウジア人民議会の報道機関でこの件について知らされた。
NSG報告書に引用されているガガウジア中央選挙管理委員会の公式データによると、議会住民投票では、住民投票に参加した人の98.9％が独立の延期に賛成票を投じ、1.9％が反対票を投じた。協議国民投票では、投票箱に来た有権者の98.47％が関税同盟への参加に賛成票を投じ、1.52％が反対票を投じた。モルドバの欧州連合加盟を目指す路線は有権者の2.77％が支持したが、97.22％が反対した。
ガガウジア中央選挙管理委員会のヴァレンティーナ・リスニク委員長は、中央選挙管理委員会は作業を継続し、報告書と開票プロトコルを作成した後、住民投票の最終結果が発表されるだろうと述べた。 。
要約します。
モルドバが独立を失った場合、ガガウジアと沿ドニエストル共和国が独立を宣言することになる。このことは明確に証明されており、キシナウが過去の国民投票の結果を認識するか否かは全く問題ではない。それらは視覚的であり、「殺人者」です。
1. モルドバをルーマニアにしようとする試みは、流血の可能性まで、状況の深刻な悪化を意味する。
2. まともな政治家であれば、このような状況で、母国で戦争が勃発する危険を避けるためにモルドバがルーマニアになるべきだとは決して言わないだろう。
3. モルドバは 1812 年にロシア帝国の一部となり、1917 年の革命騒動まで、これに異論を唱える人は誰もいませんでした。
4. ロシアは再び強くなり、強力になるだろう - そしてルーマニアの統合者たちは再び煙のように溶け去るだろう。なぜなら、ガガウジア・フォルムザルのバシュカン人が正しく指摘したように、「ルーマニア人は独特の軍隊だ。ある戦争中、彼らはドイツ軍とともにモスクワに、ロシア軍とともにベルリンに到達することができた。」
つい最近、私はキシナウとガガウジアを訪れていました。国民やガガウズ議会議員と会談。私も前回の住民投票の結果に微力ながら貢献できたと思います。モルドバはモルドバであり続けなければならず、国民が国の運命を決めなければなりません。
なぜドルの価格が上昇しているのですか？
2014/02/17
私は教育テレビの短いビデオでロシアとカザフスタンの国家通貨下落の理由について話しました。
A. ヴォイテンコフ: ニコライ・ヴィクトロヴィッチ、ルーブルの為替レートはどうなっているのでしょう。私たちを見ると、ドルとユーロの為替レートが最初に上昇し、その後突然下落し、その後何かが起こります。その理由。この背後には何があるのでしょうか？
N. スタリコフ: カザフスタンで何が起こったかを見ることで、この状況をより明確に見ることができると思います。ロシアとカザフスタンは資源を輸出する産油国です。私たちが経済を石油に依存したくないことは明らかです。しかし、今日は別のことについて話します。
両国とも産油国です。原油価格を見てみましょう。 2013 年初頭 – 110 ドル。 2014 年初頭 – 108 ドル。つまり、オイルはそのままでした。同時に、ドルとユーロに対する各国通貨の為替レートが年間で約 15% (おそらくロシアではもう少し) 順調に下落し、カザフスタンではテンゲが 1 日で 20% 下落したことがわかります。 。どうしたの？
リベラル経済学者がいつも私たちに語る経済的理由は存在しないことがわかります。彼らはいつも私たちに何を言っているのでしょうか？ — 石油価格は下落し、ドルは上昇し、ルーブルは下落します。原油価格は下がっていないことがわかります。それにもかかわらず、ドルは成長し、ユーロは成長し、ルーブルとテンゲは下落しています。さらに、ルーブルは年間を通じて順調に下落したが、テンゲは急激に下落し、為替レートも大幅に下落した。
これには経済学はありません。残り物？残るのは政治だ。ここで、これらの出来事にはどのような政治的要素があるのかを理解しましょう。何が起こっているのかを理解するには、ロシアやカザフスタンの中央銀行が国家から独立していることを忘れてはなりません。これは、現在起こっていることを例にとると理解できます。
アメリカ合衆国は深刻な困難に直面しています。数学が関わってきました。 2 兆の国の借金を返済するのに少額の利息が必要な場合、15 兆の借金には多額の利息が必要になります。そして米国は新たな債務を発行することでこの利息を同様に支払っている。実際、この金額はパーセンテージごとに増加します。
世界のドル需要は減少している。同意します。今日のドルは 10 年前と同じではないことはすでに一般に受け入れられています。ドルは弱く、ドルで買える額は減ります。これはドルの人気が低いことを意味します。これは、誰かがルーブル、テンゲ、ユーロ、またはその他の通貨でお金を保管していることを意味します。ドルがなければ、米国債を購入することはできません。いずれにせよ、アメリカの債務を購入するには、まず少なくともドルを購入する必要があるからです。
この問題を解決するには、債務証券の需要を増やすために、米国はドルの需要を増やす必要があります。しかし、米国は経済を根本的に改善することはできない。債務が常に増加していることがわかっているため、経済は始動していません。
米国は経済状況を改善できない、何ができるだろうか？資源を汲み出す必要がある国々の状況はさらに悪化する。ルーブル、テンゲ、ウクライナ・グリブナ、ポーランド・ズロチ（程度は低いが）、アルゼンチン、ブラジルなどの他国の通貨を崩壊させれば、これらの通貨の資源はより信頼できる資産、すなわちドルと債務へと流れ込むことになる。 。
米国はどうやってこれを行うのでしょうか？ここで私たちは独立した中央銀行について思い出します。これはカザフスタンの例で特に明らかです。テンゲの為替レートが 1 日で突然 20% 下落しました。質問: 何が起こったのですか?昨日はさらに 1 ドルあたり 155 テンゲでしたが、今日は 185 テンゲになりました。何が変わりましたか?原油価格の壊滅的な下落はありましたか?何？何もない！
そして、これが起こったのです。かなり長い間、ロシアから、カザフスタンから、その他の国から、アメリカ人は資産を引き出し、株を売り、通貨を購入し、国外に引き出し始めました。中央銀行はこれに少し対抗しようとしますが、その後、金と外貨準備がなくなったままになることに気づきました。そして実際、ある素晴らしい瞬間に、この状況は解放され始めます。ロシアではこの状況が少しずつ解除されたため、通貨は年間を通じて徐々に下落しました。カザフスタンでは突然それをやった。本質的にこれは妨害行為です。
社会的なパニックが起こり、誰もが不幸になっています。普通ならこんなことはしないだろうということはわかりますよね。この国のまともな指導者であれば、財務担当大臣がイメージを損なわずに為替レートを1日で暴落させることを許すはずはない。我々はカザフスタンが最も安定した国の一つであることを認識しており、カザフスタンの指導者はソ連崩壊後の空間だけでなく原則的に我々が目にする中で最も賢明な指導者の一人である。これは、中央銀行が国の指導者の許可なしに行動することを意味します。彼は単に、IMF の原則に基づいた彼の指示に基づいて、自国通貨の引き下げを開始します。そうしないと、金と外貨準備がなくなってしまうからです。そして、このような壊滅的な転倒が起こります。
もっとわかりやすい例、日常的な例に行きましょう。中央銀行は、リンゴや梨の木を振って果物を振って、アメリカ人の友人にそれを持っていく巨大な人物です。カザフスタンは一日で20％貧しくなった。これは、アメリカ人がカザフスタンからさらに20％受け取ることになることを意味する。彼らはロシアからさらに数パーセント受け取ることになるだろう。
見て。ロシアで何が起こっているのか：私たちの金と外貨準備はすべて有価証券に保管されており、これは中央銀行に属するものです。私たちの国富基金と積立金も主にこれらの証券に投資されています。いわゆる予算ルールが採用されており、その本質は非常に単純で、米国債の購入を10％増やすというものである。しかし、これではもう十分ではありません。彼らは自国のためにより多くのクリームをすくい取るために、他国の為替レートを下げる必要がある。これが起こっていることの意味です。
中央銀行の独立性に戻りましょう。こうした状況を目にした人々は、「誰がこの責任を負うのか？」という疑問を抱きます。カザフスタン国立銀行の総裁は解任されるべきだ。右？それは間違いだ。なぜなら、中央銀行に関する法律（ロシアとカザフスタンの両方、一部のアメリカ人顧問は書いている）を見れば、この指導者を解任できるポイントがわかるだろう： 1. 第一のポイント - 彼の契約は期限切れである。彼はそれを使い果たしたわけではない。 2. 第二に、彼はカザフスタンの法律に違反しました。彼はそれらをまったく壊さなかった。同氏はカザフスタン中央銀行に関する法律と内部指示に従って行動した。何も壊れませんでした。 3. 彼に対して刑事訴訟が提起され、刑事裁判所の評決が下されている。彼はいかなる刑事犯罪も犯していません。 4.健康上の理由により、送信できます。雄牛のように健康です。 5. そして最後に、彼自身が声明、辞任届を書きました。いいえ。
カザフスタンとロシア両国の中央銀行総裁が解任され得る5つの理由を以下に挙げる。これがすべてなければ、国の通貨レートは少なくとも 50% 崩壊することになり、何もすることができません。これが逆説です - これが独立性です。彼はアメリカ人との合意に基づいて任命される - 任命手続きがある。しかしリコールの手続きはない。これが大きな問題です。
なぜカザフスタンでこれが起こったのでしょうか。ロシアでは為替レートが徐々に下落しているのに、すべてが一度に崩壊しましたか？なぜなら、カザフスタンでは、どうやらナザルバエフがカザフスタン中央銀行に一定の影響力と圧力を及ぼすことができなかったからである。そしてロシアでは、ウラジミール・ウラジミロヴィッチがエルヴィラ・ナビウリナに電話し、彼女と心から話し合ったので、このプロセスは非常にスムーズに行われましたが、同時にしっかりと行われました。
これからどのような結論が導き出されますか?中央銀行は国家に従属する必要がある。今日の状況では、親密な会話以外に中央銀行に影響を与える手段はありません。あなたがこのマネージャーを解雇した場合、彼は州法と国際法の両方に従って、直ちに仲裁を申し立て、このポストに復帰することになります。なぜなら、彼はやるべきことをすべてやったからです。なぜならシステム全体が米国とその欧州同盟国に有利に資源を吸い上げることを目的としているからだ。それが主な問題です。
そして、これから間接的に何かが起こるかもしれません。想像してみてください。カザフスタンの大統領が、中央銀行はうまく機能していないと言い始めました。今日私たちが目にするのは、彼は良識ある政治家として、何を言っているのか？ 「そうですね、為替レートが20％下がったのは良いことです。しかし、カザフスタンの国民生産者は優遇されるだろう。」彼らはそれを理解できるでしょうか？もちろん通貨安の影響もあります。
しかし、リーダー（政治家）がこれを言っているのは、彼が他のことを言ったらさらに悪いことになるからであることを理解する必要があります。
A. ヴォイテンコフ: そうですね。彼は、「彼らはとても悪い、私の言うことを聞かない、私たちの進路を台無しにした」とは言えません。
N. スタリコフ: わかりました。もっと柔らかい言葉遣いで言いましょう。 「カザフスタン中央銀行の頭取は、規制当局および管理者の機能に対処できなかった。すべてが起こるべきように起こることに、私は対処できませんでした。」これから何が起こるでしょうか？国際機関、あらゆる種類のムーディーズ、スタンダード＆プアーズ、その他の機関は何をしているのでしょうか?彼らがカザフスタンの信用格付けを下げているのは、中央銀行がうまく機能しておらず、国の指導者が独立した中央銀行の能力に干渉しているためです（これが最も重要なことです！）。そして、カザフスタンでは、その証券がもはや株価で取引されていないため、金融市場でさらなる問題が発生している。
このスキャンダルを開始するとすぐに、状態は悪化します。このシステムはこのように巧妙に機能します。私たちは何を目指して努力すべきでしょうか？国内排出センターの創設に向けて。おそらく超国家的で、ロシア、ベラルーシ、カザフスタンの問題を一度に解決するというものだろう。新しいユーラシア連合の枠組みの中にある排出センターであり、そこでは私たちの通貨がおそらくスムーズに、あるいはおそらくスムーズではないかもしれないがドルから切り離され、私たちは超国家的なソブリン排出の機能を受けることになる。これが本来あるべき姿です。そしてこの問題を実行するのは中央銀行であり、国の指導部に直接従属します。そうすれば、そのような大混乱は決して起こらないでしょう。私たちがこのシステムに組み込まれている限り、あらゆる危機はアメリカ人の問題解決を助けるために組織されているということを理解しなければなりません。
現時点ではあまり明白ではないかもしれないことを言っておきます。テンゲとルーブルの為替レートの下落は、ドルとアメリカ経済の巨大な問題によって引き起こされています。ここに実際のパラドックスがあります。
A. ヴォイテンコフ: それでは、他国の通貨が下落すると予想すべきでしょうか?
N. スタリコフ: それは少しずつ起こっています。例えば、ポーランドズロチも下落した。しかし、ポーランドは欧州連合に含まれています。ズロチを失い始めれば、「民主主義が高い生活水準をもたらす」システム全体が崩壊するだろう。これが最初です。 2番。ポーランドの経済は小さい。ポーランドの木から何も振り落とさないでください - 梨が 1 個落ちてくるでしょう。しかし、ロシアの市場やカザフスタンの市場からは、かごいっぱいのリンゴや梨を振って、アメリカのパートナーに持っていけば、すぐに食べてもらうことができます。それが問題なのです。
A. ヴォイテンコフ: 彼らはカザフスタンから私たちを揺さぶり、その後他の誰かを揺さぶりに行くのですか？欧州連合ではなく、インド、中国、その他の誰かです。
N. スタリコフ: はい。しかし、私たちは、彼らが再び気分が悪くなったときに、また私たちを揺さぶることを理解する必要があります。何らかの理由で、彼らの危機は私たちに影響を与えます。非常に賢いシステムです。米国経済が好調なときは、そこにすべてが行き着くため、米国経済は私たちから資源を吸い上げます。米国経済が悪化しても、同じ資源が私たちから引き抜かれます。
これに関連して、このグローバル金融経済の中で、私たちは決して正常に生きることはできません。私たちは常に極端だからです。私たちは常に、領主が問題を解決するときに前髪がひび割れる奴隷です。
したがって、私たちはこのシステムから徐々に離脱し、ソブリン排出量に戻る必要があります[3]。
米国政府が主催した抗議活動がウクライナ情勢を不安定化させている
2014/02/16
アメリカの政治家ポール・クレイグ・ロバーツはウクライナ情勢を分析している[4]。そして彼は、近隣諸国での抗議活動が「CIA、米国国務省、そしてワシントンとEUの資金提供を受けた非政府組織（NGO）によって組織されている」ことにまったく疑いの余地を持たない。
しかし、彼の「海の向こうからの視点」には「詳細」が見えていない。結局のところ、ウクライナのEECへの直接加盟についての話はまったくなかったのだ。しかし一般に、米国政権でレーガン政権下で働き、現在は現代米国政策の批判者となっている人物の考えを知ることは非常に有益です。
アメリカの政治家は、ウクライナで起こっていることの理由を明快に語った：「西ウクライナでの抗議活動は、CIA、アメリカ国務省、そしてワシントンとEUが資金提供して協力している非政府組織（NGO）によって組織されている」 CIAと国務省と。抗議活動の目的は、EUに加盟しないというウクライナ独立政府の決定を覆すことである。」
詳細についてポール・クレイグ・ロバーツの意見に同意するのは難しい。同氏は、「EU政府にとっての目標はEUを拡大することだ」と指摘する。そうではありません - 誰もウクライナをEECに受け入れるつもりはありませんでした。目標は異なります - 植民地としてのウクライナの領土。違いはありますか？彼女は大きいです。植民地は決して大都市と同等ではありません。その任務は大都市に資源を送り込むことです。
アメリカの目標の「詳細」について、著者は次のように書いている。「ワシントンの目標は、アメリカの銀行や企業による強盗のためにウクライナを提供し、ウクライナをNATOに加盟させることであり、そうすることでワシントンはより多くの軍事基地をアメリカに置くことができる」ロシアと国境を接する。」 NATOのインフラをロシアに近づけたいという願望は、ロシア連邦の国境付近で起こったこと、そして現在起こっていることに確かに表れています。ウクライナとの国境からモスクワまではわずか500kmです。ロケットのために - 夏のひととき。飛行時間は非常に重要な特性です。しかし、ウクライナを破壊するにあたって、アメリカ人は多くの目標を追求している。より正確に言えば、これらはすべて第 2 レベルの目標であり、手段です。主な目的は、米国の競争相手の一つとしてロシアを弱体化させることだ。
ポール・ロバーツもこれに全面的に同意し、「世界中でワシントンの覇権を阻む国が3つある、ロシア、中国、イランだ。これらの国々はそれぞれ、プロパガンダを通じた主権の破壊または劣化として米国政府の標的となっており、米国政府の意向で強制的に駐留する国々に駐留する米軍基地からも標的にされている。」
ポール・ロバーツの記事は、ビクトリア・ヌーランド国務省代表の会話の「漏洩」の結果としての有名な「マット」が世界中で聞かれたときに発表された。そして、誰がウクライナの首相になるべきかを決定するのは国家自身であり、その過程でヨーロッパの意見にさえ耳を傾けないことは誰の目にも明らかになりました。
「二枚舌のオバマによって国務次官補に任命されたネオコンのビクトリア・ヌーランドの反応は、「EUなんてくたばれ！」だった。電話での会話の中で、彼女は、ワシントンがウクライナ国民に押し付けようとしていたウクライナ政府のメンバーについて、独立を信じている彼らがあまりにも無自覚で、急いでワシントンの腕の中に飛び込もうとしていることを詳細に説明した。私はかつて、米国の人口ほどナイーブな国民はいないと考えていました。しかし、私は間違っていました。西ウクライナ人はアメリカ人よりもさらに純朴だ」とアメリカの政治家は書いている[5]。
彼は、ヴィクトリア・ヌーランド自身が、米国がウクライナの「民主主義支援」に50億ドルを「投資」したとすでに述べたことに言及している[6]。
「私はこれまでの人生で、自国の独立を破壊するウクライナの抗議活動参加者ほど無分別な人々を目撃したことがない」と、米国の外交政策における二重基準を好まない米国の政治家は書いている。
「ウクライナの「抗議活動参加者」が暴力的だったにもかかわらず、警察は制止した。米国政府は、これらの抗議活動を反乱に変え、米国政府がウクライナを乗っ取ることを期待して、抗議活動の継続に既得権益を持っている。今週、米国下院は暴力的な抗議活動が警察によって弾圧された場合に制裁を科すと脅迫する決議案を可決した。言い換えれば、もしウクライナの警察が暴力的なデモ参加者に対してアメリカの警察が平和的なデモ参加者に対して振る舞うのと同じように振る舞えば、これはワシントンがウクライナの内政に干渉する理由になるだろう。米国政府はウクライナの独立を破壊するために抗議活動を利用しており、米国政府が次期ウクライナ政府として設置する予定の傀儡のリストを既に用意している。」
第 5 列は関税同盟とどのように戦っているのか
2014/02/19
関税同盟は、共通の地政学的空間の回復に向けた第一歩です。ロシア文明の枠組みの中で団結した、スラブ人、トルコ人、その他の民族の強力な連合の回復。
米国はこれを理解しています。彼らは理解し、抵抗します。
何としてでもウクライナをロシア（ベラルーシ、カザフスタンなど）から引き離そうとする今日の試みは、ゴルバチョフの裏切りのおかげで、何百年もの間一つの全体であった経済と政治システムの再統合に障害を生み出すことに他ならない。異なる状態になった。
関税同盟の「マイナスの影響」、「無価値」、「無価値」の宣伝がすべての国で行われています。
ウクライナ
ここでは関税同盟がビラで呼ばれています...タイガ。 CUに参加した後、全員がすぐにタイガの伐採された森に送られるというひどい印象を与えます。
ロシア
「関税同盟創設から2カ月以上が経過した。ロシアの新聞ベドモスチは、匿名の情報筋の話として、関税同盟によるロシアの損失について次のように書いている。実際の輸入データに基づいたものではなく、事前に決められた方式に従って、ロシアの予算、ベラルーシ、カザフスタンに配分された。」[8]
カザフスタン
「カザフスタンの野党は、ロシアおよびベラルーシとの関税同盟からのカザフスタンの脱退問題について住民投票を開始している…反対派は、関税同盟は利益をもたらす経済プロジェクトというよりは、ソ連を回復する試みに近いと信じている。」[9]
ベラルーシ
「ベラルーシは関税同盟と集団安全保障条約機構から離脱しなければならない。この声明は、ベラルーシ人民戦線党のアレクセイ・ヤヌケビッチ党首と同党の大統領候補グリゴリー・コストゥーセフが8月23日に表明した「国益の保護に関する宣言」に含まれている。ベラルーシ人民戦線は、「我が国の土地は近隣諸国に対する『盾』、『前哨基地』、『緩衝材』となることを意図したものではない」ため、ベラルーシ領土からロシア軍事基地を撤収する必要があると宣言した[10]。
「関税同盟への参加はまだベラルーシに具体的な成果をもたらしていない。それどころか、専門家によれば、その事実上の計画経済はロシアやカザフスタンの市場経済と競争することができなかった。現在、この国は深刻な金融経済危機に直面しているが、関税同盟に参加することで危機はさらに近づいた。」
「専門家」と「反対派」によれば…すべての国が損失を負担していることに注意してください。同時に。ベラルーシ人、カザフ人、ロシア人は、誰かが勝つと自分たちが負けると言われます。しかし、そんなことは起こりません。
アルメニアとキルギスの関税同盟への参加に関する話が出るや否や、同様の情報がアルメニアとキルギスの「独立」メディアに掲載された。
アルメニア
「アルメニア大統領公邸前で抗議集会が開催され、参加者らは昨日モスクワでセルジ・サルグシャン大統領が関税同盟に参加する用意があると署名した声明に反対すると述べた。行動の参加者は「ソ連」のアイスクリームを持ってきており、これは本質的にアルメニアが旧ソ連の回復に向けて一歩を踏み出していることを示している。」
「アルメニアでは、市民主導で統一関税同盟への参加に抗議している。
「我々はロシアとの関税同盟に反対する」というイニシアチブは、アルメニアのこの構造への加盟に反対する声明を発表した。声明で指摘されているように、もし関税同盟に加盟すれば、アルメニアはEUと緊密で包括的な自由貿易協定を締結し、経済全体に欧州基準を導入することができなくなる。
「深く包括的な自由貿易地域からアルメニアが得られる利益が関税同盟と両立しないという事実は脇に置いておこう。また、グラニュー糖、肉、建築資材の価格上昇の場合と同様に、私たちは主に単一関税同盟外の国からこれらを輸入しているため、深刻な経済的損失を被るという事実も脇に置きましょう。
関税同盟は権威主義と蔓延する汚職によって指導されています。これは、言論の自由の欠如で「輝いている」ロシアの国境を拡大する試みである。
アルメニア人はロシア文明ではなくヨーロッパ文明の一部であり、私たちは民主主義的価値観の体系を持っており、自由と独立は私たちの自己認識の一部であるため、他人のくびきを容認しません。
私たちは、アルメニアが統一関税同盟に参加すれば、実際に主権を失い、しばらくすると法的に登録され、アルメニアは世界の政治地図から抹消されるのではないかと懸念している。」
第5列がどこで発言する場合でも、自由、普遍的な人間の価値観について常に同じマントラを唱え、ウクライナ（アルメニア、ベラルーシ）が関税同盟に参加すれば破壊されると国民を怖がらせている。同時に、ロシア帝国とソ連で何世紀にもわたって一緒に暮らしてきたのに、なぜアルメニア人もウクライナ人も、そして一般のどの国民も失踪したり「移転」しなかったかについては全く説明されていない。
第五列のお気に入りのフレーズは、ウクライナ人（アルメニア人、ベラルーシ人）はヨーロッパ文明の一部であるという言葉でもあります。
これらのパターンに従って、キルギスの「反対派」が全く同じことを言っているのは非常に面白い。そしてさらに。
キルギス
「…キルギスを、カザフスタンやベラルーシのような関税同盟内の豊かな国家と比較することはできません。これら 2 つの州は、キルギスと比較して、ロシアに関連した経済的特徴を多く持っています。彼らには、ロシアと同等の条件で競争できる十分な強力な企業、工場、工場があります。
第二の特徴は、ロシアを中心とする上記諸国は全体主義国家であるということである。今日、ベラルーシはヨーロッパで唯一の権威主義国家のままです。それはヨーロッパに消えない黒い染みのように残っている...
ベラルーシはヨーロッパで唯一の権威主義国家であり、キルギスタンは中央アジアで唯一の民主主義国家です。
キルギスには関税同盟による多くの悪影響があります。まず、関税同盟の後援の下、食料品の価格を均一化するために価格が大幅に上昇することが知られています。中国の消費財がより高価になることは明らかです。」[14]それはありふれた「ホラーストーリー」のセットのように見えるだろう：ロシアは悪い、すべてのものはより高価になる、など。
しかしさらに、キルギスの良心的なジャーナリスト、ナザルクル・ジュシュバエフはリベラルな同僚全員を上回っている。
「それでも、民主主義的価値観に傾いているキルギスにとって、さらに先を見据えて欧州連合との協力に努め、その加盟国となることは良いことだろう。中国が最近、この世界の権威ある組織の一員になろうと努力しているのは、確かに理由がないわけではないでしょうか？キルギスが世界貿易機関の一員として欧州連合と貿易および経済関係を築くのははるかに容易になるだろう。」[15]
このキルギス人ジャーナリストは明らかにアメリカからの助成金の増額に値する。彼は、真の「全体主義に対する戦士」にふさわしいように、顔を赤らめたり、その場で事実を改ざんしたりすることなく、あからさまに嘘をつきます。
彼は三文でこう言いました。
♦ キルギスが欧州連合に加盟する可能性について話します。
(リベラル派以外の人には、これがさまざまな理由から不可能であることは明らかでしょう。キルギスがアジアに位置するという事実だけがあればですが!)
現実には不可能であるこのエントリを、関税同盟に参加するための何らかの代替策として提示してください。
(ナザルクル・ジュシュバエフが米国の51番目の州になる可能性について書いていないのは不思議だ。キルギスタンにとって、その確率はEECに加盟するのと全く同じである。)
♦ 欧州連合の加盟国になりたいという中国の願望について書いてください。
（彼はどこからこれを入手したのでしょうか？残念ながら、このような独占的な情報を管理しているのはキルギスの反政府派だけだと思います。中国共産党の指導者でさえこのことを知りません。）
♦ EEC への神話上の「参入」が経済の活性化と EEC との関係の「確立」に役立つ可能性があることを指摘します。
（WTO加盟国のキルギスが今日EECと通商関係を築くのを妨げているのは何なのか、お聞きしたいのですが？）
この結論は、次のことを示唆しています。私たちは、さまざまな国に住んでいて、人々が単一の地政学的空間に統合されるのを遅らせるために金を受け取っているアメリカ人の有給プロパガンダ主義者の意見に耳を貸さずに前進する必要があります。
第2章 ウクライナのクーデター：アメリカ製
ウクライナ - 野党の敗北の年表
2014/01/27
ウクライナから次々と届く憂慮すべきニュースの中で、「風」が吹いている方向を見極めるのは非常に難しい。多くの事実を評価し、結論を導き出し、今後の出来事の方向性を理解します。
ウクライナの住民を捉えている祖国と子供たちの運命に対する不安感を私は完全に理解しており、共有しているという事実と、法と秩序を守る愛国者の側で何が起こっているのかについての誤解を見て、私はこう言いました。私の視点を表現しようとします。さらに、明らかに、一般のマイダン活動家自身も何が起こっているのかを冷静に評価することができない。野党の中で状況を十分に理解しているのは、ヤツェニュク、クリチコ、チャグニボクの「トリオ」だけだ。だから彼らは暗い気持ちで歩き回っているのです。
1. 自問してみましょう - 実際、すべてはどこから始まったのでしょうか?ヤヌコーヴィチがEECとの奴隷化協会協定に署名しなかったため。マイダン運動は当初どのような要求を打ち出しましたか? 「夢」を取り戻しましょう。つまり、契約書に署名します。ヤヌコービッチに対する圧力はまさにここから始まった。 「非署名」以前には、大統領が「正統性を欠いている」と発言した「反対派」は一人もいなかった。そしてヤヌコーヴィチが署名を拒否するとすぐに、彼はたちまち批判と非難の渦の中心にいることに気づいた。
2. 今では誰もこの協会協定のことを全く覚えていません。これは、目標が達成されたことを意味します。ウクライナは奴隷協定に署名しておらず、「食糧のために」西側諸国に引き渡されたわけでもない。
3. 一方ではアメリカ大使館が主導し、他方ではウクライナ指導部が主導する「野党」の今後のあらゆる動きは、微妙なチェスゲームである。他の政党と同様に、一般市民、彼らの命と健康を駒とするのはひどいことだ。
4. ヤヌコビッチはまったく屈服しなかった、まったく諦めなかった。チェスのゲームのように、相手に主導権を渡し、犠牲を払い、相手を追い詰めた。
ヤヌコービッチは当初、過激派を解散させなかったが、大統領政権を襲撃しようとする彼らに本性を示す機会を与えた。徴兵された兵士たちが「平和的なデモ参加者」によって殴られ、火傷を受け、石で打ちのめされたのはこの時だった。
その後、当局は実証的に厳しい一連の法律を採択し、それに従って「抗議活動」の指導者らには実際の期限が与えられた。したがって、彼らは非常に困難な立場に置かれます。
実際、「オレンジ革命」には独自の特別なドラマツルギーがある。抗議活動は本当は平和的に行われるべきであり、それが国民がクーデターを支持しているかのような幻想を生み出している。路上での戦闘は「オレンジ色のドラマ」全体を台無しにし、それは「平和的抗議活動」（建物の押収や封鎖）の背後に隠れた暴力を意味するだけである。 「オレンジ主義」の本質は、次のような 2 つの単語で表現できます。私たちは平和であり、血なまぐさい政権が私たちを殺している (殴られている) のです。 「抗議活動参加者」がテレビカメラの監視下で警察を殴打したり燃やしたりすると、結果は逆になる。
「反対派三人組」の難しさは、「抑圧的な法律」が採択された後、それに反応せずにはいられないことであった。去ることはできません。彼らは弱者になり、支持者をすべて失います。留まるということは、正しい分野から離れ、反逆者になることを意味します。戦闘員の光輪を失い、犯罪者の光輪を獲得します。
ここでは、数百人の過激派がグルシェフスキー通りを通ってラーダの建物に侵入する試みがありました。道路は「ベルクート」によって封鎖された。攻撃が始まり、再び全世界は、警察が平和的なデモ参加者ではなく、武装し訓練された過激派と対峙していることを認識した。この「効果」は、200人の法執行官の負傷によって償われた。 (すべてのチャンネルが「反対派」である現在のウクライナ情勢では、情報戦に勝つにはこれ以外に方法はないようです。)
注意してください：ラーダへの攻撃は日曜の夕方に始まりましたが、そのときは数人の清掃員以外には誰もいませんでした。そして、それを何度か繰り返しましたが、成功しませんでした。誰も反対側からラーダに入ろうとしませんでした。攻撃のみ、正面からのみ。これは「勝利ではなく参加」が目標だったということだ。重要なのは、彼らの切り札である戦闘員を示すことであり、空の建物に侵入することではありませんでした。
この緊迫した状況において、ウクライナ指導部は正しい行動をとったが、やはり法執行官は消極的で、過激派が「姿を現す」ことを許した。何の抵抗も受けなかったので、彼らはただ気が狂い、ほとんど制御不能になりました。しかしベルクートは制御不能にはならなかった。権力の新たな切り札となったのは何ですか? 私たちは私たちの軍隊を制御し、あなたはあなたの軍隊を制御しますか?
その後、「反対派」は自分たちの状況の悲しい真実を認識してヤヌコビッチと交渉に行った。 「トリオ」の目標は、「オレンジ」ではなくなり、したがって西側諸国から必要とされなくなったマイダンを崩壊させることである。西側の学芸員らは彼らの告発に対する支援を削減し始めた。抗議活動が平和的だったとき、マイダンには何人の外交官と「クッキー」がいたか覚えていますか？本当の戦闘が始まった後、彼らは全員姿を消しました。
「クリチコ・チャグニボク・ヤツェニュク」の任務は単純だった。勝利として受け入れられる何らかの譲歩を獲得し、それを誇らしげに持ち帰ってマイダンを縮小することだ。
合意に達することは不可能でした - 法律は公布され、施行されました。
今や動きは「野党」次第となった。そしてそれは完了しました。デモ参加者の死体が現れた。しかし、彼らを「ベルクート狙撃兵」の犠牲者として偽装しようとする試みはすべて失敗した。西側の新聞が「血なまぐさい政権」について怒号を上げなかったのは重要である。
当局の反応は、新たな「警察の不作為」を表明してデモ参加者の殺害を否定するというものだった。さて、ベルクートがその場に根を張って立っている場合、どうやって彼女を責めることができますか。 10人くらいが「奪って」また同じ場所に立たなければ。
忘れないでください - 時間は力を得るために機能します。感情によって動かされる群衆は恐ろしい力です。しかし、彼女には一つ弱点があります。それは、彼女は長い間巻き上げることができないということです。
「野党」の次の切り札は地方の政府庁舎の占拠だった。西側諸国の友人たちに「民衆の蜂起」の様子を伝えようとする期待は、またしても失敗しつつある。現地の新聞の論評は、クリチコ、反ユダヤ主義者のチャグニボク、優柔不断なヤツェニュクに対する辛辣な失望だ。彼らは建物を占領することも好みません。ウクライナは依然としてニュースや一面で第一位を保っているが、ウクライナに割り当てられる時間は減少している。日曜日のドイツの新聞（一部）ではすでにウクライナのことが２面に載っています。
マイダン指導者たちは、すでに西側諸国からの支援を奪われており、彼がまだ手続きを求めて不平を言うであろうことを承知しているが、彼自身はすでに「マイダン2014プロジェクト」を終了させている。 「Elections 2015」プロジェクトを開きます。
「トリオ」への莫大な贈り物は、強制的な解散になる可能性がある。その場合、彼らは正当な理由でマイダンを解体し、殉教者となり、「マイダン2015」を率いるあらゆる機会を得る。しかし、ヤヌコビッチはこれを理解しており、彼らが望むものを与えません。
ここでウクライナ大統領は見事な「騎士の一手」をとった。同氏はヤツェニュク氏を首相に、クリチコ氏を社会問題担当の副首相に就任するよう提案している。 「反対派」は叩きのめされる。動きは最強です。
ヤツェニュクとクリチコに同意するということは、次のことを意味します。
責任を自分たちに課し、彼らはそれをヤヌコーヴィチに委ねたいと考えている。そうすれば、新しい選挙の時までに彼はすべての責任を負うことになるだろう。
◆ ヤヌコーヴィチはいつでも彼らを不名誉に解雇することができる。
♦ ソ連時代の農業のように、社会問題は一般的に悪いところです。成功は不可能であり、失敗は保証されています。
◆ 二人が同意するということは、三人目のチャグニボクと口論することを意味する。彼にはいかなるポジションも提供されていない。しかし、過激派の大部分は彼のものである。そして、ヤツェニュク首相は何をするのでしょうか、解散したくないスヴォボダ過激派を解散させるのでしょうか？
大統領の申し出を断るのも不可能です。あなたは軽薄なピエロのようです。叫んでも働けないのか？
だからこそ、「反対派」の答えはトロツキーの伝記から引用されているのである。我々は同意しないが、拒否もしない。何故ですか？何も言うことはありません。ノックアウト！
それで？これから交渉は続くだろう。野党は「彼らの下で」採択された法律を「取り消し」、これを大勝利と宣言してマイダンを崩壊させようとするだろう。 （他の「ヤヌコビッチの譲歩」も同様に、彼らに口実を与えているだけだ。）
要約しましょう。正確かつ有能な手段を通じて、ウクライナ当局は「野党」を、いかなる行動も自らの立場を悪化させるだけであるような状況に追い込みました。クーデターは失敗し、成功するはずもない。これは指導者たちが一般のマイダン活動家に教えていないことだ。現在、交渉は「反対派」の勝利のためではなく、彼らの敗北の受け入れられる形のためのものである。
西側諸国は、いくつかの地域やキエフでの権力の武力掌握が国内の分裂と潜在的な戦争につながることを十分に理解しているが、それは必要のないことである。ウクライナの崩壊により、西側諸国は西洋人を受け入れず産業はゼロとなり、ロシアは西洋人を受け入れず、ウクライナの産業をすべて受け入れることになる。ロシアもまた、ウクライナの崩壊を必要としていない。なぜなら、我が国の国境近く、我が国の艦隊が拠点を置き、我が国の兄弟姉妹が住んでいる場所での戦争は、我が国にとって巨大な問題となる可能性があるからである。
これは、「反対派」に対する西側の支持が日に日に減少しており、ロシアからのヤヌコーヴィチに対する支持（助言と信用があれば）は減らないことを意味する。
それでおしまい。
残っているのは、ベルクート出身の選手たちに改めて多大な敬意を表することだけです。彼らの忍耐力、勇気、そしてプロフェッショナリズムこそが、現在のチェスゲームの主な資源となっています。
今日の出来事が1991年の統一国家崩壊の反響であることに留意したいと思います。国家エリートの創設政策、別々の「アパナージュ公国」、美しく「独立」と呼ばれる分裂、これらすべてはゴルバチョフとその共犯者による国民の裏切りの結果となった。そして、いつものように、生じた穴は兵士と将校の死体で塞がれます。今日キエフで負傷したベルクートの兵士または内軍の兵士は、1991年に我が国の国民に課せられた内戦、内戦の犠牲者である。 2008年にツヒンバリで死亡したロシア軍兵士のように、かつては統一されていた国の空間で起きた多くの民族間紛争の多数の犠牲者のように。
この犠牲が無駄にならないことを祈りたいと思います。
キエフでクーデター未遂事件が発生
2014/02/19
2004 年、最も純粋で古典的なバージョンの「オレンジ革命」がウクライナで起こりました。 10年後、同じ場所、マイダンで、私たちは「オレンジ」シナリオによる権力掌握の最終的な崩壊を目の当たりにする。
ウクライナの支配権を巡る繊細なチェスゲームに敗れた西側諸国は、駒を混ぜ合わせて「盤面で頭上に」当てることを決意した。権力掌握のオレンジ色のルールは捨て去られた。カーネーションを手にした少女たちや「平和的なデモ参加者」は過去のものになりつつあります。これらは、訓練された過激派、射殺された法執行官、政府の建物の押収、放火、強盗、殺人など、対応するすべての属性を備えた古き良きクーデターに取って代わられています。
キエフでの今日の出来事は、西側資本による「反対派」が権力掌握のための武力行使への率直な移行を明確に示している。なぜこのようなことが起こったのでしょうか?
プーチン大統領は少し前にこう言いました。
「私の意見では、すでに述べたように、起こっていることはすべて、ウクライナと欧州連合との関係に直接関係しているわけではありません。これは国内の政治プロセスであり、強調したいのは、この国の現在の正当な政府を揺るがす野党による試みである。さらに言えば、今起こっていることはすべて、これが革命などではなく、周到に準備された行動であることを示唆している。私の意見では、これらの行動は今日のために準備されたものではありませんでした。彼らは 2015 年春の大統領選挙キャンペーンの準備をしていました。ある事情によるちょっとした誤ったスタートではあるが、これらは全て大統領選挙に向けた準備だ」
西側諸国は、即興で新しい人物の配置を構築する必要がありました。その結果、我々はナチスのチャグニボク、ボクサーのクリチコ、リベラル派のヤツェニュクという奇妙なトリオを目にしたが、彼らは何も達成できず、2か月半で支持者の間でも完全に権威を失った。マイダンへの支持はウクライナ西部地域と過激派の若者の間でのみ提供された。 「国民の支援」について語る必要はなかった。
「野党」の暴力行為とウクライナの法執行官の勇気が世論の変化につながった。ヤツェニュク、クリチコ、チャグニボクは西側のハンドラーからの圧力を受けて譲歩を余儀なくされた。押収された行政建物の明け渡しが始まり、当局は恩赦を発表し、ロシア財務大臣は20億ドルの追加資金提供を発表した。そして突然すべてが変わりました。 1日で変わりました。
西側諸国は、完全に失敗した「オレンジ」シナリオと世論の変化が、2015年のウクライナ大統領選挙における次期ユシチェンコ、つまり西側の傀儡の勝利に向けた全ての計画を危うくする可能性があることに気づいたので、すぐに行動してください。今。過激派の準備が100パーセント整っていなかったという事実を考慮しても。
したがって、「失意した」マイダンと武力による権力掌握の試みとの間には、2014 年の残りの期間、中断されることはなかった。西側の「パートナー」は、「オレンジ」シナリオでの敗北を見て、「ボード上の駒をリセットする」ことを決定しました。彼らは当初、2015 年までに権力を掌握する準備をしていたので、彼らが言うように「ひざまずいて」即興で行動したのです。そして、彼らは暴力的なシナリオに対する準備ができていませんでした。そしてパワーグリップも「膝上」で得られます。例えば、マイダン期間中に政府が不在だった場合と同様に、現在も当局からの厳しい対応に備える準備ができていない。
しかし、今日の「パートナー」が置かれている2つの州である時間的プレッシャーとツークツヴァンは、彼らに敗北か完全な混乱かの選択を迫ります。彼らは混沌を選びました。しかし、この混乱自体が、「オレンジ」テクノロジーとしてのマイダンがすでに失われたことを示唆しています。
私たちの目の前で野党が発表した最高議会への行進は、武力による権力掌握の試みとなった。その口実は、西側諸国とその傀儡であるウクライナの憲法改正による予期せぬ願望であり、大統領の権限を剥奪するものであった。彼の力の重要な部分。注意してください：ヤヌコーヴィチ大統領が欧州統合の必要性について話している間、西側諸国はウクライナ首脳が欧州連合と奴隷協定を締結したことに非常に満足していたため、憲法を変更しようとする者は誰もいませんでした。
ヤヌコーヴィチがこの文書への署名を拒否するとすぐに、野党は彼の権限の一部を剥奪したいという欲求で激化した。これを政治と呼ぶのは難しく、純粋に政治的な行為です。残念ながら、国内軍の兵士、警察官、一般国民が、この政治利用とウクライナの利益に対する直接的な裏切りの代償を払っている。クーデターのシナリオは何世紀にもわたって変わっていない。これは権力の要所を強制的に掌握するものだ。昨日の最高議会への突破の試みは、数人の死亡をもたらしたが、クーデター未遂であった。
情熱の激しさは、ウクライナで最近起きた出来事の中でもまったく異例だった。過激派が喜んで人殺しをしたことはこれまでなかった。クーデター未遂への対応は、当局がその責務を厳格に遵守すること、すなわち、権力を掌握し強奪しようとするあらゆる試みを厳しく抑圧することであり、これはどの国においても重大な犯罪行為である。
残念ながら、政治には奇跡はありません。国内の親ナチス組織や過激派キャンプの活動を長年見て見ぬふりをし、首都の中心部でのたいまつ行列やバンデラ派の行進を許可すれば、うまく終わらせることができない。悲しいかな、ロシア文学の古典は政治に対する彼の評価において間違っていなかった。ウクライナ政治におけるナチスの膿瘍は自然に解決しないだろう。掃除する必要があります。そして治療します。
改めて、ウクライナで殺害された人々の家族と友人に哀悼の意を表し、ウクライナ治安部隊と政府関係者の不屈の精神と勇気を祈りたいと思います。
キエフ。マイダン。未知の狙撃兵
2014/02/20
今日ウクライナで見られるクーデター未遂には「神聖な犠牲」が必要だ。警察とベルクトは銃器を使用しないため、非常に不快な状況が生じました。
警察官が殺害され、ヴェスティ紙の特派員など無差別に人々が殺害されたが、武装勢力の中には法執行官の射殺に関連した死傷者はいなかった。
「革命」は奇妙なものであることが判明しました - ほとんどの場合、秩序の擁護者だけが殺されました。しかし、奇妙なことに、これは常に起こります。結局のところ、法執行機関は命令を実行し、過激派は自由に行動し、最も過激な部分は誰にもコントロールされません。
しかし、クーデターの場合は「写真」が必要です。おそらく政府が国民に向けて発砲していると思われます。私たちには犠牲者が必要であり、抗議活動参加者の死も必要です。
1993年のクーデターの際、リビア、シリア、エジプト、キルギス、モスクワで「当局の狙撃兵」を射殺したとして当局を非難する試みがなされた。キエフでは、グルシェフスキー通りでの衝突中にユーロマイダンがキルギスタンからの10年前の写真を積極的に広め、それを「ベルクートの狙撃兵」の現在の写真であるかのように偽装した。
これらはすべて古いトリックです。このことについては何度も書いてきました。しかし、西側諸国はいつでも同じように行動します。原則は次のとおりです。
屋上に“正体不明の狙撃兵”が現れる。これらは西側諜報機関の職員です。 1993年にモスクワでアメリカ大使館の屋上から人々を直接銃撃した。
1. この悪党たちの任務は人を殺すことです。デモ参加者を殺し、警察官を殺し、傍観者を殺す。彼らはあらゆる方向に撃ちます。
2. 抗議活動参加者や過激派の死については当局が非難され、警察官の死については過激派が非難されるだろう。ランダムな通行人、できれば若い女の子が火に油を注ぐでしょう。彼らの死は、銃器の発砲を実際に禁止している当局の責任でもあるだろう。
3. 最終的な目標は、大量の犠牲者を出した大規模衝突であり、その後、米国とその同盟国は「人を殺し、一線を越えている」ヤヌコービッチに圧力をかけることができるだろう。さらに、リビアからシリアまでのオプションも可能です。
しかし、出来事が進展するためには、まず人々を殺す「正体不明の狙撃兵」が存在する必要があります。
革命には「聖なる犠牲者」が必要です - 「正体不明の狙撃兵」が過激派を撃ちます:
西側メディアは情熱を煽るのに一役買っている。人を殺す人もいれば、必要な感情的背景を作り出す人もいます。
「マイダン独立地域での午前中の戦闘で、22人が死亡したとBBCが報じた。反対派は、隣接する建物の屋上から狙撃兵が発砲し、13人が死亡したと主張している。死亡した活動家たちは全員、20歳くらいの男性で、胸や首にひどい傷を負っていた。
マイダン段階から彼らは、インスティトゥツカヤ通りやグルシェフスキー通りでも屋上に狙撃兵がいて射殺していると報告している。それらを排除することはまだ不可能です。」[16]。
当局は13人の戦闘員の死をまったく理解していない。意味が無い。暴徒を怒らせずに、緊張の原因全体を排除する必要があります。スナイパーライフルではなく、群衆を解散させたい場合は機関銃が使用されます。
警察への射撃も「正体不明の狙撃兵」によって同じように行われますが、その目的は多少異なります。警察官を殺すためではなく、怪我を負わせるためです。そのため、彼らも怒り、怒りに満ちており、ウクライナ当局は米国がさらなる行動に必要とする最も厳しいシナリオを決定する。
「法執行機関は以前、狙撃兵による攻撃を報告した。内務省の公式情報によると、警察官１人が死亡、２９人が負傷した。マイダン地域での武器の使用により、特殊部隊と国内軍の撤退が生じた。」[17]。
29人を負傷させたこの狙撃手は誰ですか?悪い？あるいは、逆に、非常に良いです - 彼の仕事はまさに警察官を傷つけることです。
そしてここで「ランダムな人々」、つまりジャーナリストに対する銃撃が行われます。ジャーナリスト、特に西側のジャーナリストの死は、西側の報道機関全体に正しい雰囲気を与えるだろう。そしてスナイパーが発砲する。しかし、彼の被害者がどのような経路を代表するのかは明らかではない。そしてそのチャンネルはロシアのものであることが判明した。ジャーナリストは防弾チョッキを着ていたので助かった。
「ビデオ代理店RUPTLYのプロデューサー、ダニイル・アニシモフは、キエフのマイダンでの武力衝突を取材中に批判を浴びた。ジャーナリストは窓から銃で撃たれたとき、中心部のホテルの1つである14階のロビーにいた。実弾はアニシモフの防弾チョッキに命中し、接線方向に通過し、撮影スタッフのテレビカメラに命中した。アニシモフによれば、どこから発砲されたのかは不明である[18]。
自分を大事にして下さい。ウクライナ支配をめぐるワシントンのゲームで、彼らに大砲の餌食にさせてはいけない。
ウクライナクーデターの原動力：裏切り、脅迫、「正体不明の狙撃兵」
2014/02/23
ウクライナの首都で「正体不明の狙撃兵」が約３０人を殺害した。西側諜報機関の挑発者たちは、情熱を煽るために警察官、マイダン過激派、無作為の通行人を殺害した。目的はクーデター。武力クーデター。 「抗議活動参加者」の一部と警察が警棒で殴り合い、盾で身を守る中、何者かが冷酷に人々を銃撃した。これは誰ですか？
これを理解するのは難しくありません。
クーデターの仕組みはすべて明らかだ。
実際に西側諜報機関によってキエフの屋根に仕掛けられた「正体不明の狙撃兵」による人々の殺害は、当局の暴力を告発する機会となっている。そして当局に対して暴力を使い始めます。西側および西側が支配するウクライナのメディアはこの挑発を取り上げ、西側とウクライナの世論を形成している。これは、「野党」、西側当局と諜報機関、そして「独立系メディア」が血みどろの輪舞を先導する多段階のゲームだ。
どうしたの？
マイダン終了直後（つまり「オレンジシナリオ」）、当局が武装勢力に恩赦を与え、武装勢力がほとんどの建物を撤去したとき、西側主導の「野党」は反乱を開始した。クーデター。武装勢力は警察への攻撃を開始したが、これは混乱を生み出し、「正体不明の狙撃兵」が発砲を始める状況を作り出すために必要だった。死体も必要だし、血も必要だ。したがって、武装勢力の指揮官は「兵士」を虐殺するために送り込み、「無名の狙撃兵」が射撃を開始する。早速、「ベルクートがどのように撃っているのか」が分かる動画がインターネット上で配信され始めた。
新しい？新しいことは何もありません。インターネットには次のようなビデオが溢れています。
◆「“血なまぐさいカダフィ大佐”の軍隊が人々に向けて発砲している」。
◆「血まみれのバシャール・アサドの軍隊が人々に向けて発砲している」。
◆「ムバラク大統領の軍隊が国民に向けて発砲している。」
現在、彼らは「ヤヌコビッチが国民に発砲命令を出した」とするビデオを追加した。
関係は明らかであり、シナリオは同じです。これらは挑発者や演出されたビデオです。
さらにイベントは次のように展開します。 「正体不明の狙撃兵」による人々の殺害を受け、ヤヌコビッチ氏に圧力がかかる。西側諸国は、血の責任は西側にあると主張している。解決策は簡単です - 諦めます。そしてヤヌコビッチ氏はどうやら動揺したようだ。ハリコフで行ったインタビューの中で、同氏は「西側仲介者による安全の保証について」語っている。
ヤヌコーヴィチの仲間の中には、プーシスト側に駆け寄って彼とウクライナを裏切る者もいる。そしてヤヌコビッチはインタビューでこう語った。
ウクライナのクーデターの原動力：裏切り、脅迫、狙撃兵。
「野党」の計画、実際には米国の計画は次のようにさらに発展しました。
1. 警察はマイダンから撤退する。ロックが解除されます。 （キエフ市長はヤヌコーヴィチを裏切る。）
2. 次に、政府地区が過激派によって制圧される。これでクーデターが正当化される可能性がある。
3. 決定を下すのに十分な「野党」議員がいない。地域党の議員は、定足数を獲得するために買収され、脅迫され、殴打される。国会議員ではなく、投票カードさえ持っているにもかかわらず、単純に投票する人もいます。
4. 投票の目的は憲法を変えることです。これはヤヌコーヴィチの権力を奪うために必要だった。これは、軍隊と組織を掌握し、クーデターの鎮圧を許さないための治安大臣の任命である。
5. ヤヌコービッチは失速している。彼らが彼に何を言ったのか、何を脅迫したのか、おそらく私たちは決して知ることはないだろう。
6. 早期選挙に同意したことで、彼は罠に陥る。すべての権力を放棄したため、彼はもはや事態の成り行きに影響を与えることができない。
7. 議会では、地域党の議長を殴り、辞任するよう脅迫しました（この声明を見た人、そこにいたでしょうか？）。新しい議長が任命される - これはヤヌコビッチの代わりに新しい大統領選挙の日程を設定するために必要である。
8. 国会は刑法の条項を変更し、ティモシェンコは釈放される。 （注意してください。同じ議会は、彼女が「治療」のためにドイツに行くことができるように法律を変えるという決定を2013年11月に下すことができませんでした！そして今、同じ議員は単に彼女を釈放しました！）
1917 年 2 月のシナリオに従った迅速な複数のステップ - 新しい政府の創設。まず反乱、次に新しいラーダ（1917 年 2 月 - 臨時政府）を通じて反乱が正当化されました。
このクーデターの条件は、一部のエリート層の義務的な裏切りと、国の指導者の犯罪的な軟弱さである。ヤヌコーヴィチにはクーデターを鎮圧する義務があり、そうするあらゆる機会があった。しかし彼は躊躇し、翌日すぐに西側諸国は上記のシナリオ全体を実行した。
これについては何と言えますか? 1941年、ナチスはキエフを占領しました。 1943 年 11 月に彼は釈放されました。
心の存在と国民の力への信頼を失わないようにしましょう。[19]
ヤヌコービッチはなぜ権力を失ったのか、ウクライナで分裂は起こるのか
2014/02/24
芸術のあらゆるジャンルには独自の名前があります。オペラ、バレエ、オペレッタなどがあります。同様に、政治的な「ジャンル」にも明確で正確な名前があります。選挙民主主義もあれば、独裁政治もあり、君主制もある。そして、権力を獲得する方法にも定義があります。選挙での正当な勝利、王位の正当な継承があります。そしてクーデターが起きる。これは、前政権に対する暴力による政権交代が起こるときです。
ウクライナで起こったことはクーデターと呼ばれます。ヤヌコビッチ大統領は議会令により権力の座から追放された。国会議長が辞任（追放？）。憲法が変更されました。内務省長官が交代した。政府の建物は警察ではなく過激派によって警備されている。多くの法律が廃止されましたが、これらすべてはわずか数日で起こりました。その理由は、最初は平和的な抗議活動、次に法執行官との殴打や喧嘩、そして警察官と民間人の殺害だった。その後過激派が当局を掌握し、国会はロシアのリベラル派の言葉で「狂った印刷業者」のように法律を大量に作り始めた。権力を獲得する手段としての暴力。これらすべてを何と呼ぶことができますか？クーデター。ジャンルの古典。
何が起こったのかを定義したので、これがどのようにして可能になったのか、そして今後何が期待できるのかを見てみましょう。
ヤヌコビッチがEECとの連合協定に署名しなかったことに対する西側の最初の反応は、マイダンの組織だった。平和的な抗議活動、「盗まれた夢」についての話、これらすべてはヤヌコーヴィチ氏の立場を変えて協定に署名するためにヤヌコーヴィチ氏に圧力をかけようとする西側諸国の試みの隠れ蓑にすぎなかった。その結果、ブリュッセルはウクライナを経済的、政治的に統治する実際の権利を獲得するはずだった。ほぼ4年間（！）「欧州統合」について話し続けてきたヤヌコーヴィチ大統領は西側諸国に非常に適しており、欧州では誰も「汚職」や「不法行為」について語ったり、近くに豪華な邸宅があることを非難したりする者はいなかった。首都の。
ヤヌコビッチが署名を拒否するとすぐに、事態は急速に動いた。間もなく、すべての「抗議者」はすでに「欧州統合」のことを忘れ、大統領の辞任を要求し始めた。私は今、人的死傷者をもたらしたこの衝突のすべてのマイルストーンを詳細に思い出すことはしません。
さて、他のことについて、つまり主要なことについてです。平和的に権力を掌握するという「オレンジシナリオ」は2004年にはうまくいったが、2014年にはうまくいかなかった。
「平和的な抗議活動」は「警察の平和的な抵抗」によって阻止された。燃え上がるベルクートのメンバーと内部部隊は、「オレンジ」シナリオを阻止しただけでなく、それを敗北に落とし込み、「平和的デモ参加者」の本当の姿を明らかにした。
2014年2月に数日で凡庸な負け方をしたヤヌコービッチは、なぜ11月から1月にかけて持ちこたえることができたのだろうか。なぜなら、「オレンジシナリオ」のとき、彼には良きアドバイザーがいたからだ。公式には、ロシアはウクライナ紛争にいかなる形でも干渉しなかったが、これは正しい立場である。しかし、自問してみてください。融資している政策が維持されるという保証なしに、誰かに 150 億ドルを融資しますか?そして30億？しそうにない。そして、西側諸国がこの政治的路線に融資を割り当てることを拒否したのと同じように、ロシアはまさに特定の政治的路線を維持するためにウクライナに融資する用意があった。したがって、ウラジーミル・プーチンを世間知らずな政治家だと考える理由はない。これは、ロシア指導部が単にヤヌコーヴィチに顧問を「割り当てる」義務を負っていたことを意味する。彼が権力を維持し、EECとの奴隷協定への署名の拒否によって設定された政治的ベクトルを維持するのに役立つ措置を「提案」できるようにするため。
ヤヌコビッチ氏の「オレンジ」シナリオ全体は、提案された行動をきっかけに動いた。そして彼は事実上「反対派」に勝利した。 2014年2月17日、当局は暴動の参加者に恩赦を与え、過度の暴力の告発を止めて防ぐことができた（「反対派」はベルクートからグルシェフスキーに2人の死体を吊るそうとしたが失敗した）。押収された建物（そして実際に解放され始めた）。 「反対派」が自分たちの成功として何かを示すことができるように、ヤヌコーヴィチは2015年春ではなく2014年12月に選挙を行うと約束しただけで、実際それは彼にとって重要ではなかったので、「野党」に何かを示す機会を与えた。任意 - または成功。
（今なら彼らに尋ねることができるが、法律によるよりほぼ1年早い2014年5月の選挙は、何百人もの人命と何百人もの足の不自由な国民を犠牲にしたのだろうか？）
そして次のことが起こりました - 「オレンジ」シナリオは終了し、Maidan 2014 は終了しました。そしてすぐにクーデターが始まりました。この結果は、ヤヌコーヴィチが大統領選挙で自国の候補者を倒す可能性があると感じていたアメリカにとっては興味がなかったようで（そしてユリア・ティモシェンコはまだ刑務所にいる！）、権力を掌握するという力強い試みにゴーサインを出した。 2月18日、ラーダへの「平和行進」は多数が死亡、多数が負傷する虐殺となった。武装勢力は地域党の事務所を焼き払い、そこで人々を公然と殺害したが、これまでにやったことのないことだった。
政府は暴力に対してどう対応すべきでしょうか?十分に。 「平和的抗議活動」がベルクートの立場によって敗北したのと同じように、暴力的なクーデターもベルクートの行動によって排除されなければなりませんでした。
最初はそうでした。数分どころか数時間もかからずに武装勢力は包囲網に追い込まれ、地下鉄は停止され、キエフの入り口は封鎖された。残ったのは、強い手で秩序を回復することだけだった。 「反対派」はその理由と全体像を示した。これは完全な勝利であり、ご存知のとおり、勝者は審査されません。彼らは人々に当局への服従、違法な武装集団の結成、政府機関の占拠などを呼びかけた「野党」の指導者を裁くつもりだった。2月18日の夜、クリチコとヤツェニュクは混乱し、意気消沈していた。
しかしヤヌコビッチ大統領は反乱鎮圧命令を出さなかった。治安部隊はその命令を待たなかった。ヤヌコビッチは動揺した。そして彼は反対派や西側の使者と交渉を始めた。ヤヌコビッチは、私たちとあなたの側の両方で彼のお気に入りの2つのチームのゲームを開始しましたが、これが彼を権力の喪失に導きました。
ヤヌコーヴィチは金、身の安全、そして億万長者の息子の安全の保証を選び、法の側に立ってプーシストと戦ったすべての人を裏切った。
（彼自身、悪名高いインタビューで個人的に受け取った保証について自分自身に語った。カメラの前でそれについて話さないという感覚さえ彼にはなかったのだ！）
西側の銀行に保管されているお金の存在（他に何十億ドルも保管できるだろうか？）、そして西側の金融システムと結びついた息子の存在が、ヤヌコビッチを降伏に導いた。彼は状況に応じた厳しい手段を使って自分を打倒しようとする試みに対して危険を冒さず、西側との「握手」を維持することを決めた。彼はもうどんなアドバイスにも耳を傾けませんでした。彼はウクライナを裏切った。
そして、カダフィ、フセイン、ミロシェビッチ、その他多くの人々が騙されたのと同じように、彼も西側諸国に騙された。
当局が抵抗をやめると、クーデターは即座に勝利し、その後数時間のうちにヤヌコーヴィチは全権力と、最愛の住居を含む所有物すべてを失った。
これは「何が起こったのか」という質問についてです。
次に、状況がどのように発展するかについて話しましょう。クーデターは常に自らを正当な政府と称する。そして、他に正当な権威が存在しない場合、彼は最終的に正当な権威となります。
ウクライナで分裂が起きるのか？今日の状況では、それは存在しません。なぜなら、分割するには2つの権力の中心が必要だからです。そして今日、キエフには元プーチストだけがいる。クーデターに対抗するには、次のような新しい権力中枢が必要です。
1. 政府は、Rada が非合法な政府であり、過激派の脅迫の下で下されたすべての決定は重要ではないと宣言するでしょう (そしてこれには十分な理由があります)。 5月の選挙は実施の決定が違法であるため、同様の方法で実施されることはない。
2. 大統領は、正当な大統領はヴィクトル・ヤヌコビッチであると発表するだろう。彼は好むと好まざるにかかわらず、正当な選挙が行われる12月まで大統領の任期を務めなければならない。そしてウクライナの新大統領に権力を移譲する。
3. そしてこの権力中枢は、ヤヌコビッチ法務大統領に代わって、法執行機関や軍隊を制圧し、委託された地域に自衛隊を創設する用意ができているだろう。
第二の権力中枢の出現がなければ、ウクライナの分裂は起こらないだろう。彼らは集会やピケでクーデターと戦わない。この「オレンジシナリオ」は反対集会によって阻止され、暴力的な権力掌握は別の正当な権力中枢の創設（または維持・回復）によってのみ阻止できる。
近い将来、そのような権力の中枢が現れるかどうか、ヤヌコーヴィチ自身にはそのような能力がないので、そのような人格が現れるかどうかがわかります。そのような権力中枢が形を作り始めるまで、ウクライナに分裂は起こらないだろう。
この第二の合法的なセンターが出現するまでは、ロシアからの援助に関する話はすべて挑発だ。なぜなら、西側諸国とは異なり、ロシアには今日、どうしようもない権力中枢が存在しないからだ。既存の権力中枢は撤退し、新たな権力中枢は存在しない。ロシアは新興権力中枢を支援することはできるが、それを生み出すことはできない。西側は「西側反体制中枢」を創設したのではなく、それを支援し、資源を供給しただけだ。産科医は出産を手伝うことはできますが、妊娠を手伝うことはできません。
この新たな権力の中枢の出現がなければ、ロシアによるいかなる行動も占領とみなされることになり、我々は予測不可能な軍事紛争に巻き込まれる危険にさらされており、それは米国の「パートナー」が必要としているものである。彼らはシリアで深刻な軍事紛争の火をつけることに失敗しており、それがウクライナ領土に現れたら喜ぶだろう。
法執行官殺害で英雄の称号を与える政府は長くは続かない
2014/02/25
勝利したクーデターには同じドラマツルギーがある。正直に律法を守り、誓いを守った人々は追放され、敵となります。逆に、法を破って武力で権力を掌握しようとした者が英雄となる。
これが 1917 年 2 月に起こったことです。警察官が殺害され、憲兵と警官が殺され、負傷しました。そして、市街戦で死亡した当時の「平和的デモ参加者」に加え、革命とは関係のない理由で死亡し遺体安置所で発見された全員が「革命の犠牲者」と宣言され、ペトログラードの中心部に埋葬された。シャン・ド・マルスにて。
今日、私たちは、その正当性の疑わしいウクライナ新政府が、法の忠実な奉仕者の血で汚されており、まさにこの道をたどっているのを目の当たりにしています。
ニュース1.
2014 年 2 月 24 日
「最高議会は、抗議活動で亡くなった参加者に「ウクライナの英雄」の称号を授与する決議を採択した。
...この決議は、2013年11月から2014年2月までの平和的な抗議活動中に武力紛争に参加して亡くなった民間人に「ウクライナの英雄」の称号を死後授与するという提案を次期ウクライナ大統領に上訴することを規定している。この決議は採択された瞬間から発効する。」[20]。
私は、ウクライナの次期大統領が賢明でこのようなことをしないことを願っています。実際、今日の時点で、すべての「平和的デモ参加者」には恩赦が与えられている。これは、誠実に命令に従い、宣誓に忠実であった警官や内軍兵士の死、負傷、切断は捜査されないことを意味する。そして罰せられた。
美しい言葉の陰に隠れて法を犯した者ではなく、誓いを忠実に守り続けた者が英雄の称号に値する。同時に、殺害された過激派と傍観者の圧倒的多数が「正体不明の狙撃兵」、つまり西側諜報機関の職員や「平和的なデモ参加者」の中からの挑発者によって殺害された（死体は後頭部を撃たれた時点で、空白範囲）。
ニュース２．
クーデターで瀕死のウクライナ経済の責任は誰にあるのか。その主催者、マイダンの主催者。マイダンの前、戦闘の前には大惨事はなかった。ロシア世界の他の地域の経済との不自然な関係の断絶により、ウクライナ経済はゆっくりと衰退していた。マイダンが始まり、経済は崩壊し、2月18日にクーデターが始まり、経済は崩壊した。
正統性が疑わしい新政権は何をするつもりなのか？
借りる。ついにはウクライナを西側債権者の手中に収めるためだ。しかし、ヤヌコビッチもそれを受け入れるつもりだったのだろうか？はい、でも量はまったく異なりますし、静かな環境です。ロシアはウクライナに150億ドルを数回に分けて融資する計画だった。
「革命家」はどれくらい必要ですか？
「...「新当局」は、2014 年から 2015 年にかけて同国が必要とするマクロ金融支援の計画額を 350 億ドルと見積もった。
そして、について。ユーリ・コロボフ財務大臣は、国家の「近代化のための」援助を配分するために、EU諸国、米国、その他の国々、IMFおよび国際金融機関の代表が参加する国際援助国会議の開催を提案した。」
参考: 2013 年のウクライナの予算は 500 億米ドル未満でした。
もしあなたがすでに持っているものから借りれば、ウクライナは米国、欧州連合、そしてIMFへの永遠の束縛に陥るだろう。
こちらも参考に: 2013 年 4 月の時点で、ウクライナの国家債務はほぼ 700 億ドルでした。
そして今、勇敢な少年たちは国の借金を直ちに、一気に50％増やすことを提案しています。本物の「政治家」の考え方が明らかです。それとも、それを掴んでベルリン、ロンドン、ブリュッセルへ逃げようとする派遣労働者なのでしょうか？
この借りた金を誰も盗まないこと、そしてウクライナ国民が何世紀にもわたってこの巨額の借金を返済しないことを誰が保証するのだろうか。
要約しましょう：クーデターの首謀者によって建設されているウクライナは次のようになります。
英雄という称号は、長い懲役刑を必要とするものに与えられる。
本物の英雄にとっては、何もなくても迫害されても構いません。
借金、つまり束縛が加速度的に増えていく。
そんな社会と権力はいつまで続くのでしょうか？
ウクライナの新政府は合法か?
2014/02/27
今日は合法性についてお話したいと思います。ウクライナのクーデターを背景に、このことについてどこまで話せるだろうか？
しかし少しの間、ウクライナや西側の多くのメディアが今日伝えているように、すべてが起こったと想像してみよう。「絶望した」人々がやって来て、憎まれている政府を打倒したのだ。そして、新しい政府を樹立するための親密なプロセスが始まります。
現在ウクライナで起こっていることは、ウクライナ憲法とどの程度一致しているのでしょうか?
まず、生活の現実についてです。過激派は機関銃を手に地方議会の会合に出席します。これはもはや秘密ではなく、ビデオはインターネット上で簡単に見つけることができます。
国会の人民議員の一人は、明白な理由から名前は言及しませんが、国会のホールでそのような写真を個人的に見たと述べました。機関銃を持った数人がセッションが行われているホールに入り、脇に呼び出され... O.ウクライナのトゥルチノフ大統領は、彼に何かを思慮深く説明しました。
このような。国会は「自衛隊」、つまり同じ過激派によって警備されているということを思い出してもらいたい。ここでどうやって議員たちの意思を自由に表現することができるのでしょうか？
地域党や共産主義者の一部の議員が、これまで投票を拒否していた法案に「突然」投票したのはなぜだろうか。圧力、家族への脅迫、家を燃やすという脅迫。キエフではすでにいくつかの家が焼かれ、いくつかのアパートは略奪された。
このような状況下で「新しいRada」が票を獲得した。投票など、民主主義の基礎と考えられるプロセスを詳しく見てみましょう。彼らは今、どうやってRADAに投票しているのでしょうか？
そういうわけです。講演者は、これこれの番号を持つこれこれのプロジェクトが投票中であることを発表します。テキストは誰にも配布されず、下読みや議論もまったくありません。今すぐ投票してください。繰り返しますが、テキストは誰も見ていません。 「平和的な抗議活動参加者」が中庭や投票場の外を歩いている。ご覧のとおり、それらは盾や棍棒だけではありません。クラブは厳密に言えば「民主的な手段」ではありませんが。
これはまさにすべての最も重要な「決定」が投票で決定された方法であり、反政府派と武装勢力による権力掌握を記録した。
多くの議員は議場に姿を見せなかったが、投票結果によれば彼らは「賛成」に投票したようだった。特に - 共産党から。どうして？はい、それは非常に簡単です - 彼らはカードを取り出してボタンを押すだけです[22]。
しかしつい最近、今日このように自分たちで必要な意思決定を大量に行っている人々が、この方法に断固として反対しました。
ちょうど 1 年前の 2013 年 2 月、野党の強い要請により (!!!!)、最高議会は「自分自身とあの人のため」の投票を禁止する法律を採択しました。これに関する情報は次のとおりです: -rada-prinyala-popravku-protiv-knopkodavstva-117487_.html。
しかしそれにもかかわらず、かつての野党、そして現在の「新政府」は、欠席した議員全員に冷静に投票した。
「わずか1年前、「あの人のため」に国会で投票することに反対してフラッシュモブや抗議活動を組織したとき、ウクライナのジャーナリストたちはなんと規律正しく見えたのだろう！彼らは、すべての議員が自分自身に投票すべきだと、何と激しく主張したことでしょう。
ねえ、あなたたちは私たちの原則的な人々です、今どこにいるのですか？土曜日中、議会（またはその残骸）で運命のような投票が行われたが、誰も手を掴む者もいなかったし、「特別に投票しろ！」と叫ぶ者もいなかった。全て？もう誰も必要としていませんか？ 「革命のご都合主義」はすでに支配的ですか？
午前中、「ヨーロッパの価値観の担い手」の群衆が、午後に議会を去ろうとしたグルシェフスキー議員を殴打し、同議員のカードが採決された。これは無料投票ですよね？
そして、ホールでピョートル・シモネンコ、アレクサンダー・ゴルブ、その他のウクライナ共産党議員を見た人はいるだろうか？共産主義者の席（写真で見ることができます）には、最大7〜8人が一日中座っていました。さらに、そこにウクライナ共産党の議員がいたかどうかはまったくわかりません。マルティニュクを除いて、そこに誰かを認識するのは困難でした。しかし、投票結果を見てください！共産党各派閥の30人以上が定期的にトゥルチノフの任命、ティモシェンコの釈放、ヤヌコーヴィチの解任に投票しており、その中にはシモネンコ、ゴルブ、そして会場を欠席した派閥のほぼ全員が含まれていた！
同時に、ユーロマイダン過激派がウクライナ共産党中央事務所を破壊した。そして、当時共産党議員は国会で冷静に投票したとでも言いたいのでしょうか？本当にそこには何があるのでしょうか？
より多くの役職を - より少ない役職で、結局のところ、トゥルチノフは選出されなければなりません!」[23]
クーデター後に人々が国会にどのように投票したかを理解したところで、下された決定がウクライナ憲法とどの程度一致しているかに目を向けてみましょう。憲法ですらありませんが、憲法です。それは大統領の権限が少ない古いバージョンのウクライナ基本法に戻るかどうかの問題だったからである。
まず、少し感情があります。なぜなら、今日のウクライナでは、すべてが法律ではなく、それらで満たされているからです。
合法的に選出されたヤヌコビッチ大統領の打倒を何らかの形で正当化するために、「革命家」たちは、ある憲法に基づいて選出されたヤヌコビッチは旧憲法が返還されたときに正統性を失ったと主張している。これを当然のこととして、少し同意しましょう。それでは、廃止された憲法とそれとともに得た権利を返還した議会を何と呼びますか? RADU もこの「古い」憲法の下では選出されませんでした。この論理では、大統領が正統でない場合、議会も正統ではないことになります。
しかし今日、ウクライナは論理や法律ではなく、「革命のご都合主義」によって支配されている。
しかし、それでも憲法を見ていきます。議会がヤヌコーヴィチ大統領の退陣と任命を宣言したとき、それは違反されたのだろうか... O.社長？
以下は、憲法裁判所によって返還されたウクライナ憲法 (クーデター当時に施行されていた憲法) と 2004 年版 (大統領の権限が縮小された古い憲法) からの抜粋です。
クーデター当時に施行されていたウクライナ憲法:
「第 105 条。ウクライナ大統領は、再無効化の時間における不完全性の権利を正当化している。ウクライナ大統領の名誉と品位を侵害した罪で、有罪者は法に基づいて訴追される。ウクライナ大統領の称号は法律で保護されており、ウクライナ大統領が弾劾により罷免されない限り永久に保持される。」
「第 105 条。ウクライナ大統領は、権限の執行期間中、免除の権利を有する。ウクライナ大統領の名誉と尊厳に対する攻撃について、加害者は法律に基づいて責任を問われる。ウクライナ大統領の称号は法律で保護されており、ウクライナ大統領が弾劾によって罷免されない限り、生涯保持される。」
「反対派」が望んで返還した、2004年に改正されたウクライナ憲法：
「第 105 条。ウクライナ大統領は、再無効化の時間における不完全性の権利を正当化している。ウクライナ大統領の名誉と品位を侵害した罪で、有罪者は法に基づいて訴追される。弾劾の結果としてウクライナ大統領だけが罷免されていないため、ウクライナ大統領の称号は法律で保護され、永久に保持される。」
「第 105 条。ウクライナ大統領は、権限の執行期間中、免除の権利を有する。ウクライナ大統領の名誉と尊厳に対する攻撃について、加害者は法律に基づいて責任を問われる。ウクライナ大統領の称号は法律で保護されており、ウクライナ大統領が弾劾によって罷免されない限り、生涯保持される。」
ご覧のとおり、記事の本文は同一です。そして大統領は弾劾の結果罷免されるまで大統領であり続けるとはっきり言っている。
「弾劾」とは何ですか？これは大統領を権力の座から排除するための具体的な手順である。これは合法で憲法に明確に規定されており、小型武器の有無にかかわらず「平和的抗議活動参加者」による議会占拠の結果ではない。
ウクライナ憲法をさらに読んでみましょう。弾劾はどのように行われるのでしょうか？結局のところ、この手続きの結果としてのみ、ヤヌコーヴィチ大統領は権力の座から解任され、任命されることができます... O.この位置。そして大統領を罷免しない限り、法的根拠に基づいて逮捕し裁判を行うことは絶対に不可能だ。
「第 111 条。ウクライナ大統領は、国家に対して何らかの不正行為を行った場合、弾劾によりウクライナ最高議会によってその職から解任されることができる。弾劾の結果としてウクライナ大統領がその職から解任されたという話は、主にウクライナ最高評議会の憲法上の構造によるものである。
捜査を実施するため、ウクライナ最高議会は特別検察官と特別捜査官を含む特別時限捜査委員会を設置した。時間ごとの調査委員会の調査結果と提案は、ウクライナ最高議会の会議で検討されます。
詐欺の証拠を理由に、憲法上の性質の3分の2以上を占めるウクライナ最高議会は、ウクライナ大統領の召命について決定を下す。
弾劾によるウクライナ大統領の罷免に関する決定は、ウクライナ憲法裁判所による文書の審査とその廃止の後、少なくとも4分の3の確率でウクライナ最高議会によって受け入れられる。弾劾手続きの調査と再検討のための憲法上の手続きを維持し、ウクライナ大統領を含めた行為が危害やその他の悪のために国家の兆候を奪っている人々の責任をウクライナ最高裁判所に撤回しなさい。」
「第 111 条。ウクライナ大統領は、大反逆罪またはその他の犯罪を犯した場合、弾劾によってウクライナ最高議会によって罷免される場合がある。
弾劾によるウクライナ大統領の罷免の問題は、ウクライナ最高議会の憲法構成員の過半数によって開始される。
捜査を実施するため、ウクライナ最高議会は特別検察官と特別捜査官を含む特別臨時捜査委員会を設置する。
臨時調査委員会の結論と提案は、ウクライナ最高議会の会議で検討される。
根拠があれば、憲法構成員の少なくとも３分の２を擁するウクライナ最高議会は、ウクライナ大統領を告発することを決定する。
弾劾によるウクライナ大統領の罷免の決定は、ウクライナ憲法裁判所による事件の審理と憲法遵守に関する結論を受けた後、憲法構成の少なくとも4分の3を占めるウクライナ最高議会によって下される。弾劾事件を調査・検討し、ウクライナ大統領が告発されている行為には大反逆罪または別の犯罪の兆候があるとするウクライナ最高裁判所の結論を得る手続きである。」
したがって、ウクライナ憲法には弾劾の仕組みが明確に記載されている。いくつか説明しておきます。国会には 450 人の議員がいます。憲法上の過半数は338人の議員である。憲法上の過半数の必要性について話していないのであれば、決定を下すには 226 票で十分です。
それでは分析をしてみましょう。
1. 大統領（ウクライナ憲法によれば）は、弾劾手続きの結果としてのみ罷免され得る。彼がどんな犯罪を犯したとしても、それ以外のいかなる犯罪も基本法に対する重大な違反です。弾劾だけか、それとも何もしないか。
2. 弾劾手続きを実行するには、少なくとも226人の議員が特別検察官と特別捜査官を含む特別捜査委員会の設置を開始しなければならない。
3. 次に調査が行われ、その結果は RADA によって検討されます。その後、300人の議員が大統領を起訴するために投票しなければならない。
4. 最後に、少なくとも 338 人の議員が大統領を弾劾し、権力の座から排除するために投票することができる。ただし、「ウクライナ憲法裁判所が事件を調査し、弾劾事件の調査と検討のための憲法上の手続きの順守に関する結論を受け取り、大統領の行為が違法であるというウクライナ最高裁判所の結論を受け取った後」に限る。ウクライナの男性が大反逆罪やその他の犯罪の兆候があるとして告発されている。」
憲法で求められていることが何も行われていないことは容易にわかります。
これはつまり：
1. 弾劾はなかった。国会は328票差で「ヤヌコーヴィチの解任」に賛成票を投じた！つまり、338 (450 の 3/4) 未満です。
2. ヤヌコービッチは引き続きウクライナの唯一の合法的な首長である。彼の正当性の「喪失」についての話はすべて憶測と感情です。それらは法的措置とは何の関係もありません。ヤヌコーヴィチが好きか嫌いかは個人の態度の問題だ。法的な選挙が行われ、新しい国家元首が選出されるまで、彼は大統領です。
3. ヤヌコビッチの排除をはじめ、権力を掌握した「反対派」の決定はすべて100パーセント違法である。これは刑法の最も重大な条項に基づく犯罪です。権力の簒奪、武力暴動等。
4. 国会による 5 月に選挙を実施するという決定も同様に違法である。
5. すべての予定と。 O.トゥルチノフ大統領は違法であり、すべての法令や命令は無効である。
そして最後に、「売上高」は完全な法律違反を理解しています。したがって、彼らは憲法に違反しているかどうかを決定する権利を単独で持つ機関を緊急に清算し、改造する必要がある。
ここは憲法裁判所です。
2月24日。 2014年
「ウクライナの新当局は憲法裁判所の裁判官の解任を決定した。対応する決議は、ヴィクトル・ヤヌコーヴィチ大統領の反対派の支配下にあった最高議会の2月24日の会議で採択された。
「コメント」で指摘されているように、議員らは憲法裁判所の委員らを宣誓に違反したとして告発した。告発の根拠は、裁判官が2010年に憲法改正を覆したことだった。
国会の決定により、議会の割り当てに基づいて任命された憲法裁判所の裁判官5人が解任された。さらに、議会は大統領代行（最近、野党派のアレクサンドル・トゥルチノフ氏が暫定大統領に任命された）と裁判官会議に対し、この司法機関の代表者を解任するよう提案した。」[27]。
この状況から抜け出す方法は何でしょうか？ヤヌコービッチ氏は職務に戻り、議員らとともに国内の秩序を回復しなければならない。国会は弾劾手続きを開始すると同時に、クーデター以来のほぼすべての決定の違憲性と違法性を認めなければならない。行われていたすべての予定をキャンセルします。 O.トゥルチノフ大統領と彼の任命者たち。この後、今日の紛争のすべての当事者によって承認される新しい選挙日が設定されなければなりません。
そのように。私は、弁護士がこの道筋をより適切かつ正確に説明してくれると確信しています。
これらすべてが可能でしょうか?わかりにくい。しかし、ウクライナが法的枠組み内に留まり、血を伴う分裂や緊張を避けたいのであれば、他に方法はない。
一方、ウクライナで起こったことは、クーデターとしか言いようがありません。つまり、どの州の分類においても最も重大な犯罪の 1 つです。
ウクライナに右派セクターを創設したのは誰か
2014/03/03
極右組織「右派セクター」は、ウクライナのクーデター中にキエフの路上で「初期マイダン」の真に平和的なデモ参加者に代わって過激派が登場したことで知られるようになった。花を持った学生の代わりに、鉄筋やバットだけでなく銃器を持った若者たちが現れた。
右セクターを創設したのは誰ですか?彼はどこから来たのですか?
これは長年にわたる努力の成果です。だれの？力強さたっぷり。ウクライナの治安サービスも含まれます。
リンク (-content/uploads/2014/03/383693947.jpg) で視聴できるこのビデオでは、誰がウクライナでクーデターを準備し、武装勢力にベルクートへの放火を教えたかが示されている。過激派を訪問するために来ました...
ヴァレンティン・アレクサンドロヴィッチ・ナリヴァイチェンコは非常に興味深い人物だ。伝記は膨大なので、ウィキペディアで読むことができます。一つだけエピソードを思い出します。
2006年6月、ナリバイチェンコはSBUの第一副議長、つまりウクライナ治安局傘下の対テロセンター所長に任命された。 2006 年 12 月から 2010 年 3 月まで、彼はウクライナ治安局を率い、ウクライナ国家安全保障・国防評議会のメンバーでもありました。
そしてこの立場で、彼は過激派を「訪問」するようになり、その活動の結果は今日全世界に見られている。 SBUはユシチェンコの下で過激派を訓練したが、ヤヌコビッチの下での「接触」は何だったのか？
最後に、最近のニュースをいくつか紹介します。クーデターが起こり、任命が行われています。
2014 年 2 月 25 日。そして今、ヴィターリ・クリチコ率いる「ウダル」党の国会議員ヴァレンティン・アレクサンドロヴィチ・ナリヴァイチェンコが、ウクライナ治安局長官に任命された。質問:
1. ヴィターリ・クリチコ氏の派閥にそのようなつながりを持つそのような議員がいる場合、ヴィターリ・クリチコ氏は「責任を負わない」のでしょうか?
2. 「交代者」によって任命されたそのリーダーが過激派とこれほど緊密に接触した場合、SBU はどうなるでしょうか?
そして一般的に、このようなビデオを見た後は、キエフで何が起こったのかについての霧がはるかに少なくなったことに同意するでしょう...
あるチームが働きました。その中での全員の役割が異なるだけです。大統領に立候補する人もいるし、武装勢力を立ち上げる人もいるが、全員が力を合わせてウクライナを西側諸国の手に渡そうとしている。
第3章 ロシア人。礼儀正しい。彼らの。ロシアの大政治への復帰
ロシアの対ウクライナ政策 - 質疑応答
2014/03/11
ウクライナで政治危機が続く中、多くの疑問が生じている。ロシアのとった立場がどれほど正しいか、現在の状況におけるロシアの行動がどれほど正しいかについても含めて。
これらの質問に答えてみましょう。
地政学は市街戦に似ていますが、特定のルールがあります。これらの規則は国際法と呼ばれます。しかし、最近、米国とその同盟国の一部が国際法の廃止に向けて動いているという明らかな傾向が見られます。これはイラク、アフガニスタン、ユーゴスラビア、そして最近ではリビアとシリアでも見られました。
国際法違反とは何ですか?非合法な当局への支援、武器と資金による過激派への支援、複雑な問題を力ずくで解決しようとする試み。
米国と西側諸国全体がロシアとのパートナーシップを構築したいという話をよく聞きます。しかし、そのような関係は、互いの利益を尊重し、相手側に受け入れがたい結果をもたらす手段の拒否を意味します。このルールに違反すると、状況は直ちに悪化します。
顕著な例は、キューバへのソ連のミサイル配備とその後のキューバ危機に対する米国の反応である。当時、世界は米国とソ連の間で核戦争の危機に瀕しており、その原因はフルシチョフの冒険的な政策にあった。ソ連は夏にフロリダから数分の距離にあるキューバにミサイルを持ち込んだ。各州はこれを容認できず、事態は急激にエスカレートし始めたが、幸いなことに、妥協によってすぐに終結した。
今日の危機の責任は誰にあるのでしょうか?そしてそれを回避する方法はあったのでしょうか？
現在のウクライナ危機の責任は米国と欧州にある。状況をウクライナ憲法の完全な違反にまで追い込んだのはロシアではなく、過激派を支援したのはロシアではなかった。ロシアは当初からキエフの正統な政府を支持しており、その選挙にはロシアは何の関与もしていなかった。ヤヌコービッチの勝利はモスクワで確実なものではなく、「オレンジ」にうんざりしていたウクライナの有権者によって確実なものとなった。西側諸国は、大統領選の戦いにおけるヤヌコーヴィチの勝利が公正だったと記録した。
その後、西側諸国はヤヌコビッチと協力し始め、彼が「EUとの連携」に関する協定への署名を拒否する瞬間まで彼に非常に満足していた。合意の意味は単純で、ウクライナの主権を西側諸国の手に移譲するというものだった。プーチン大統領は、状況のさらなる激化は一種の「誤ったスタート」であり、これらすべてのポグロムや戦闘は計画されたものだと述べた。それは少し後の時期、つまり 2015 年春のウクライナ大統領選挙のときだけです。
米国は2015年の選挙で、ウクライナの経済と国民の生活水準に対する「清算委員会」としての役割を果たすはずだった傀儡を政権に就かせるつもりだった。
西側諸国がウクライナ領土に関して設定し、自ら設定した目標は次のとおりである。
1. 急進的なロシア嫌いの台頭による経済から政治に至るまで、ウクライナはあらゆる意味で混乱地帯に変貌した。
2. ロシアのすべての「罪」を告発し、続いて海軍基地を奪うためにロシアをクリミアから締め出す。黒海および世界の海洋全体におけるロシアのシーパワーを封じ込めるための、アングロサクソン人の何世紀にもわたる一貫した政策は何ですか。
3. 群衆の中のウクライナ人は100％「絶望的なロシア人」となるであろうウクライナ人の参加による、マイダンのシナリオに従ってロシアの権力を変える新たな試みの始まり。基準点は2016年の下院選挙だ。うまくいかないだろう――大統領選挙中の2度目の試みだ。
4. 最終的な目標はロシアの混乱、つまり「新民主主義」ロシアと「全体主義」中国との間の軍事衝突であるが、これは現ロシア政府の下では不可能である。
この地政学的な戦いにおける西側のシナリオにおけるウクライナの役割は、火の中のオカマの役割である。領土、戦場、火を起こす手段。
「欧州占領」条約の署名に関するヤヌコーヴィチの立場が急激に変化したため、西側は事前に着手しなければならなかった。
2月21日、西側諸国の仲介を通じてヤヌコーヴィチと「野党」との間の合意署名に至ったさらなる出来事から、我々が理解しなければならない重要なことは次のとおりである。
1. 西側諸国は、過激派と腐敗した政治家らの手による本物のクーデターを実行することで、ウクライナの不安定化を開始した。
2. 西側諸国には平和的な政権交代を実行するあらゆる機会があった――ヤヌコーヴィチは実際に2月21日に政権を放棄した。平和的で安定した経過を望むなら、これらの合意に従うだけで済みます。さまざまな勢力の合意による政府、過激派の武装解除、すべての政治勢力が自由な選挙運動を行う機会を与えられた2014年12月の選挙。
3. その代わりに共産主義者と地域党への迫害が始まり、憲法や任命などに違反する法律を廃止した。 O.法律に違反した大統領。そして最も重要なことは、「新議会」の最初の法律は、ロシア語の地位の廃止とナチズム推進の責任の廃止であったことである。
現在の「クールな」ナチス過激派は西側からコントロールされている勢力だ。この非和解的な戦闘員たちが米国大使の呼びかけでどのようにして捕虜や建物を解放したかを思い出してほしい。もしアメリカ人が協定を順守し、暴力を停止するよう要求していたら、まるで魔法のようにすべてが沈静化していただろう。
しかし、西側諸国は不支持ではなく、プーシストへの支持を表明した。
なぜ？なぜなら西側諸国は平和を必要とせず、戦争を必要としているからだ。シナリオは同じままですが、1 年前に展開されるだけです。
ウクライナで「混乱を引き起こした」のはロシアではないことをもう一度強調しておきたい。抗議活動との戦いでヤヌコービッチを支援したというロシアの非難には何の裏付けもなく、その証拠はない。ただの叫びと感動。正当な大統領として、ヤヌコビッチは武力と銃器を使って法違反の抗議活動を鎮圧する義務があった。しかし彼はそうしなかったため、国は混乱に陥り、アメリカ人とヨーロッパ人は彼にそうするよう説得した。彼らは保証を与え、約束をしましたが、すぐに破りました。
マイダン号で狙撃兵を撃ったというロシアの非難はまったく批判に耐えられない。
1. 証拠は何一つありません。
2. 狙撃兵がデモ参加者と警察官の両方を銃撃するのに、なぜこのような形で行われなければならなかったのか、論理的に正当化される根拠は一つもない。
3. なぜ全く同じ狙撃シナリオが過去数年間、エジプト、リビア、シリア、イエメン、キルギス、タイで実行されたのか説明がつかない。ロシアもそこですべてを組織したのか？
探偵の実践には、連続殺人犯という概念があります。このとき犯人の筆跡が一致する。これは、複数の殺人事件を、複数の悪党によってではなく、一人の狂人によって実行された一連の殺人とみなす根拠を与える。たとえ犯罪が国内の異なる都市や異なる国で行われたとしてもです。つまり、「正体不明の狙撃兵」の射殺は、異なる国で同じ勢力が同じシナリオに従って犯したデモ参加者の連続殺人である。親米傀儡を権力の座に就かせることが目的。
この状況において、ロシアはその政策において、米国の最終目標を理解することから進めなければならなかった。現在、米国とロシアの間には地政学的対立があり、クリミアとウクライナはまさにこの衝突の場所に過ぎないことを理解することが重要です。キエフの反逆者たちと交渉するものは何もない――彼らは傀儡だ。しかし、米国はロシアの利益を考慮したくないため、米国と合意に達することは不可能である。彼女の願いは、クリミアに基地を置き、隣国ウクライナに友好政府を作り、ウクライナ自体が繁栄し、成功し、平和になることだ。
この状況において、正当なヤヌコビッチ大統領から（たとえ口頭だけであっても）支援を受けていたクリミアの正当な当局を支持しないということは、ロシアにとっては単にアメリカのシナリオに従うことを意味した。そしてすぐにクリミアと艦隊基地の両方を失い、極度に弱い立場にある過激派との軍事衝突に巻き込まれることさえある。クリミアから追放され、ロシア文化とロシア語を話すすべての人に支援を提供しないという立場で。
ロシアは外交支援で正統政府を支援し、現在は財政面でも支援している。賭けは行われました。私たちはクリミアを放棄しません。なぜなら、クリミアを降伏させることは我が国の立場を悪化させるだけであり、民間人に対するナチスによる死傷者や弾圧につながるからである。しかし、それが緊張の終結につながるわけではない。なぜなら、米国における危機の主催者はそれを本当に必要としているからだ。
2008 年の物語がオセチアで繰り返されています。その後、ロシアも同様に、反応しない機会はありませんでした。2008年の平和への願望は、軍事的手段による侵略者の厳しい強制によってもたらされました。代替策は悲惨なものでした。サーカシビリの行動に目をつぶることは、自尊心をすべて失い、北コーカサス崩壊の連鎖反応を引き起こすことを意味しました。
ウクライナの現在の危機は解決するのは簡単です - 私たちは2月21日の合意に戻る必要があります。そしてロシアは常にこれを要求していますが、西側諸国の反応はゼロです。なぜなら、彼は問題の解決策を必要とするのではなく、問題の増加を必要とするからです。
したがって、米国はロシアと中途半端に面会せず、圧力を強めようとしている。
「ジョン・ケリー米国務長官はロシアの同僚に対し「外交的最後通告」を発した。クリミアの駐留地外にロシア軍が駐留し続けることは、危機解決への外交的道筋を残さない、とケリー氏は警告した。」
このような状況では、今日、ロシアが地政学的、国内政治的、経済的に莫大な損失を出さずに「逆転」することは不可能である。ロシアが自国の利益を守り続けることは、まさにこれらの利益を犠牲にして米国と合意に達しようとするよりもはるかに少ないコストで済むだろう。
米国の観点からすれば、現時点で最善の選択肢は、ロシアにあらゆる圧力をかけると同時に、挑発などの方法でクリミア国境での軍事衝突を誘発しようとすることだ。そして西側諸国はクリミア住民投票の前にこれを行う必要がある。西側諸国とその傀儡が暴力的な衝突を引き起こさないことを心から望みますが、そのためには警戒する必要があります。
クリミア人の大多数が「併合を求める」意思を表明する可能性が高い住民投票の実施は、ロシア指導部にあらゆる手段を手に入れる機会を与える。
1. クリミアをロシアに含める（または含めない）。
2. 連邦評議会はすでにロシア大統領の国外での軍隊の使用を承認しているが、大統領はここ一週間この権利を行使していない。
3. ウクライナと西側諸国に対するあらゆる可能な方向の経済的圧力（ガス割引の中止、緊急事態における供給の停止、米国による同様の行動に対する西側財産の押収など）。
今日行われているチェスのゲームには、参加者としての 2 つの側面があります。これはロシアと西側です。そして、ご存知のとおり、チェスプレイヤーの動きは、自分の計画だけでなく、対戦相手の動きによっても決まります。対戦相手の行動に反応し、自分の利益を尊重して行動することが、このチェス ゲームでの勝利への道です。
一方のグランドマスターが、もう一方のグランドマスターの叫びと圧力を受けて、駒を後退させ始め、すでに行った手順を元に戻した場合、彼の敗北は時間の問題になります。
ロシア人。礼儀正しい。彼らの
2014/03/03
変化する画像やテキストの流れの背後にある主要なものを常に確認する必要があります。それでは、移り変わるニュースの感情や流れは置いておいて、本題について話しましょう。
ウクライナをめぐる現状でロシアは何を守っているのか？
1. ロシアはウクライナにおける国際法を擁護する。
驚く人もいるかもしれないが、ロシアは今日、世界で唯一、第二次世界大戦後に形成された国際法をそのままの形で擁護している国である。
中国の支援があれば、そうです。しかし、「国際社会」に単純明快なことを要求しているのはロシアである。
◆ ウクライナ危機を解決するための国際調停者（つまり西側諸国）の合意の履行。これは、状況を2月21日に戻し、その時に署名された合意をすべての当事者が厳格に履行することを意味する。
◆ ロシアは、現在のウクライナの正当な大統領はヴィクトル・ヤヌコーヴィチだけだと主張している。ここでもロシアは国際法に完全に合致する立場をとっている。好きか嫌いかは関係ありません。ウクライナには憲法があり、すべての行動はそれに従わなければなりません。憲法によれば、大統領が何をしたとしても、大統領を権力の座から外す唯一の方法は弾劾である。他にはありません。そして弾劾手続きは実行されなかっただけでなく、開始すらされなかった。
◆ ロシアの今後の行動はすべて、法と秩序の確保を目的としており、最初の 2 つの点に由来する。
事実は、国際法および法律一般への違反がさらなる悲しい結果をもたらすということです。ロシアは単純明快な原則を擁護している。世界には全世界がそれに従う規則があり、世界の政治はすべてこれらの規則に従って行われるというものだ。シリアでもウクライナでも。誰かが「正統性を失った」と言ってクーデターを実行したり、武装闘争を開始したりすることはできません。そして憲法に違反する者には、世界中の誰からも正当な権威として認められる権利はない。
彼らは認められず、強制的に憲法の分野に戻らなければならない。
これはロシアと中国のアプローチです。 2 番目のアプローチがあります。それを受け入れれば、地球はジャングルに変わります。強者がいかなる恣意的なことを行う権利も、この 2 番目のアプローチの本質です。そして、それを記事やレポートでいかに誤魔化しても、意味は変わりません。ジレンマは常に同じです - 法律を破ることができるかどうか?結局のところ、ドストエフスキーは、国際法について話しているわけではないにもかかわらず、『罪と罰』の中でまさにこのことについて書いています。
そして、私たちが主張する国際法の遵守の原則から、次の結論が導き出されます。
2. ロシアは人権を警戒している。
いかなる不法行為も常に人権侵害につながります。国際法違反は最悪です。このために戦争が始まり、人々は生きる権利という主要な権利を剥奪されます。今日、ウクライナでは、この国の国民の一部が、生命の権利、移動の自由の権利、住居の不可侵の権利、財産の権利、宗教の自由の権利、母国語を自由に話す権利やその他多くの権利が脅かされています。ロシアは、法的分野への復帰を要求し、合法的な政府を支持し、非合法的な政府を認めず、ウクライナ全国民のこれらすべての権利を保護している。
ロシアは人々を国籍で分けたり、宗教宗派や政治的見解で人々を分けたりしません。ロシアはウクライナのあらゆる人の人権を守る用意がある。ロシアの居住者にとって、ウクライナの西部地域の住民は、ウクライナ東部地域の住民とまったく同じ兄弟です。酔わせるプロパガンダに陥った人だけです。ロシアはいかなる国籍のウクライナ居住者にも危険を及ぼさない。
ロシアでは100以上の国籍の人々が平和に暮らしており、ロシア人、ウクライナ人、タタール人、その他すべての民族や国籍の代表者がウクライナに住んでいます。そして、ロシアでは誰も抑圧されておらず、母語を話したり、母国の文化を学ぶことを妨げられたりする人はいない。ロシアを恐れる必要はありません。これは地政学的共通の敵のプロパガンダにすぎません。
ロシアが決して妥協しない唯一のものはファシズムだ。ロシアは、死と混乱を蒔いたナチスの犯罪者を除くすべての人々の権利を保護します。ロシアの立場は単純だ。犯罪者は処罰され、憲法上の秩序が回復されなければならない。これがウクライナで起こるまで、ロシアは合法政府がこの秩序を回復するのを支援する用意がある。
国際法の遵守と人権尊重を求めるロシアの現在の戦いがクリミア周辺で起こっていることは非常に象徴的である。
私たちが覚えているように、戦後の世界はヤルタ会談で形成され、今日、後にヘルシンキ協定によって確認されたこれらの国連の取り消された国際政治規則の遵守を求める闘争が再びクリミアの地で起きている。
3. ロシアが治安判事の役割を担う。文明は今ロシアにあります。
治安判事が憲兵に気付かれずに憲兵の隣に現れた。そして、憲兵が命令の有用性、合法性、公平性を問われることなく命令を遂行する人物のイメージであるとすれば、治安判事は、国家の秩序を考慮して公正に判断するという使命を担う国の新たなイメージである。強い者だけでなく、一般の人々の利益にもなります。
実はこれが「文明」のイメージなのです。これが文明と「非文明」の違いです。 「非文明」は権力の権利であり、文明は権利の権力である。 「非文明」では、より小さく弱いすべての人々にとって場所も生きる権利もありません。文明とは、実益ではなく道徳的な理由で、多数派が少数の弱者を保護する世界です。文明は今ロシアにあります。ロシア国外には多くの文明人がいるが、文明を守る準備ができている権力中枢は存在しない。単に権力の中枢が存在するだけだ。ロシア人。礼儀正しい。彼らの。
抑圧されているすべての人々と世界中の民族がこれを言うことができます。ウクライナの後はそれが可能だ。オセチアの後、多くの人がこれを望んだ。
ウクライナはもはや世界に希望を与えたのではなく、チャンスを与えた。
クリミアは住民投票の準備ができている
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今朝、シンフェロポリへ飛びました。空港では、ウクライナの制服を着た税関職員や国境警備隊が淡々と業務を行っている。空港内やその周辺には武装した人々はいません。街中のすべてが本当に穏やかです。私は一度だけ、イヌワシのペア、交通警官、コサックといった強化された衣装を見たことがある。行政施設は武器を持たないコサックによって守られている。シンフェロポリの路上では、平凡な日常生活が営まれています。緊張は感じられず、観察されません。
私は仲間たちに、クリミア自衛隊の「礼儀正しい人々」を見る機会を与えてほしいとお願いした。私たちは探し始めました。事実は、ロシアで出版された美しい制服を着た礼儀正しい人々の写真はすべて、文字通り総督府の周囲で撮影されたものだ。すべてが 1 つのエリア内にあります。今は誰もいません。すでに述べたように、コサックは武器を持たずに立っています。最後の手段として - 鞭で。でも、本当に礼儀正しい人たちに感謝を言いたかったのです。そして私たちは彼らを見つけました。ウクライナ軍部隊が市内の通りにある２か所、入り口すぐのフェンス沿いで、数人の礼儀正しい人々が平和に歩いている。彼らに負けず劣らず礼儀正しい人として、私は彼らと一緒に写真を撮る許可を求めました。ある場所では彼らは拒否しましたが、別の場所では限りなく礼儀正しかったので、特に感謝しました。
シンフェロポリは住民投票の準備が完全に整っている。問題は見られず、聞こえません。礼儀正しい人々が立ち並ぶ通りでは、通行人はただ通り過ぎ、車は通り過ぎます。興奮もなければ暴力もありません。今、私たちはクリミア人の意志の表明の結果を待っています。
クリミアの住民投票
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クリミアの住民投票は法の枠内で冷静に行われている。シンフェロポリにいるので、私は起こっている出来事を自分の目で見る機会があります。今朝、私は住民投票の投票状況を見るために２つの投票所に来ました。
投票所には武装した人はいません。入り口は武器を持たない自警団によって守られている。誰も有権者に圧力をかけていません。通常の選挙と同様に、通常の投票プロセスが進行中です。唯一の違いは、住民投票に来た人々の素晴らしい気分です。人々は笑顔で迎えてくれて、お祭り気分が味わえます。プロセス全体は通常の投票手順と変わりません。投票箱は透明です。
各会場には、おいしいペストリーを含む「セレクトビュッフェ」が必須で、私はそれを試してみることに失敗しませんでした。
シンフェロポリの街路では平凡な日常が続いていますが、今日は天候が悪化し、雨が降り、夜には雪が降ったこともありました。市内中心部には多数の撮影クルーやジャーナリストがいます。最高議会の建物は非武装のコサックによって警備されている。
舞台が設置されコンサートが開催されているシンフェロポリの中央広場付近では、コサックが治安を守っている。
現在、国民投票の正式な結果が発表されるのを待っています。
クリミアからの教訓
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クリミア住民投票は大勝利で終わった。歴史的正義、非暴力、ロシア世界の統一傾向の勝利。
しかし、私たちにとって、クリミア人の意志の表明の結果は、現在の状況を分析する優れた理由です。
変化は常に気づかれないうちに起こります。世界は私たちが追跡できないほどの速さで変化しています。ソ連の危険な解体の翌日、昨日と今日の違いに気づく人はほとんどいませんでした。しかし数年が経ち、1993年10月がモスクワにやって来ます。そしてチェチェン戦争。ドニエストル。血。生活水準の低下、死亡率の増加。さらに10年が経過し、2014年には暴動が発生したキエフで血が流された。しかし、一国の崩壊後に起こったことはすべて、崩壊の日の直接の結果です。
それは今日も同じです - 2014 年 3 月 16 日にクリミアで行われた住民投票の結果は、世界政治に新たな時代を開きました。
文明間の闘争が始まります - イデオロギー間の闘争はついに過去のものになります。
1991 年以来、世界の一部の人々は、あたかも自分がこの世に一人であるかのように行動することに慣れています。この間、「国際社会」は8〜10か国の意見に縮小し、何らかの理由でそれらが人類の生存の唯一の基準であると決定しました。
今日、一極世界は完全に過去のものになりました。文明間の競争が再び始まり、ロシア文明は再び自らのアイデンティティと利益を積極的に守ることになる。これらの利益は単純で理解できるものです - ロシア文明の発展、その多国籍文化、主な拘束力のある国内基盤としてのロシア語の保護と発展。
ウクライナ情勢の急速な発展は、世界政治全体の状況に急激な変化をもたらした。キエフで親米軍が起こしたクーデターにより、ウクライナは国家としての危機に瀕した。そして、この悲劇的な状況は、独立以来長年にわたって存在していたウクライナ社会の内部矛盾を急激に悪化させた。文明の対立という観点からすれば、これらの矛盾は理解するのが難しくありません。ウクライナ国民はロシア国民の一部であり、ロシア文明の一部です。彼らが言うように、これは大多数のウクライナ人が遺伝的に感じていることだ。ロシアへの渇望は自分自身への渇望である。西洋文明は、その光沢と素晴らしさにもかかわらず、異質です。すべてのロシア人（ウクライナ人、チェチェン人、タタール人など）は、ロシアやウクライナから西側に来たときにこれを感じます。
一方、ウクライナの一部（西側）は自らを西側文明の一部とみなしたいと考えている。これが真実かどうかについては議論しません。それはそれほど重要ではありません。もう一つ重要なことは、西側諸国はウクライナを自国の文明の一部とは考えていないということだ。ウクライナは、結婚するつもりで結婚式の日取りを決めているのに、少女の同意を得ていない男性のようなものです。 「ウクライナはヨーロッパだ」という話は、政治家が目標を達成するために掲げた美しいスローガンにすぎません。
ロシア文明の一部をある種の文明的な「前場」に引き入れようとする試み、つまり、ウクライナをロシアから引き離すが、それをヨーロッパに持ち込まず、絶えずそこに「誘惑」する試みは、国内の内部ギャップの創出につながった。ウクライナの州。最初の深刻な危機で亀裂が表面化し、国家の継ぎ目から亀裂が入り始めた。
何千万もの人々の遺伝コードを強姦しても、結果を招くことはありません。彼らは20年間、自分たちはウクライナ人であり、ウクライナ語のみで話し、書き、考えなければならないと教えられてきました。自分をウクライナ民族だと考える人は誰でもそうしました。しかし、自分をロシア人か他の国籍の人間だと思っている人たちは、侵害されたと感じた。ソ連ではそうではなく、誰もがロシア語と国語の両方を学びました。そして緊張感もなかった。なぜ？なぜなら、誰も異質な文明に引きずり込まれたわけではなく、ロシア文明の枠組みの中で、ウクライナ語やその他の母国語を異質なものとして認識する人はいないからです。これは有機的で自然なものです。私たちの文明は多面的で多国籍です。しかし、母国語で話したり書いたりすることが禁止されることはありませんでした。国家アイデンティティの禁止と民族大量虐殺はすべて西洋文明の兆候です。
ウクライナが国家として成功することができなかったのは、そのエリートたちが国民に「ヨーロッパの選択」について語り続け、国を外国文明へと引きずり込み、生きたまま「引き裂く」つもりだったからである。
結果は明白です - クリミアはロシアとの再統一を選択しました。私はこれまでの人生で、2014 年 3 月 16 日の夜ほどの休日と喜びを見たことがありません。ウクライナの他の多くの地域は、連邦化と自由の拡大、さらにはウクライナからの分離に関する住民投票さえも積極的に要求している。
その根本とは逆の方向に進む国家は破滅する運命にあります。これは誰かの邪悪な意志ではありません - これは人生の物語であり真実です。死のタイミングは人によって異なるかもしれないが、それは避けられない。ウクライナの場合、キエフのクーデターがさらなる事件のきっかけとなった。
そして私たちは新しい世界で目覚めました。
またまた多極化です。現在、私たちはクリミア併合の要請に関するロシア指導部の決定を待っているところです。この決定は沿ドニエストル、南オセチア、アブハジアで注目されている。彼はラトビア、リトアニア、エストニアで熱心に耳を傾けています。
私たちは平和を支持しています。私たちは文明間の平和的な競争を支持します。異なる文明 - だからこそ私たちはグローバリゼーションに反対します。
したがって、私たちはロシア文化とロシア語の担い手がいじめられることをこれ以上許しません。私たちは強姦者、強盗、殺人者にとってのみ危険です。他のすべての人にとって、ロシアは平和、調和、静けさをもたらします。祖先が遺してくれたように、母国語を話し、祖先を敬い、神に祈る機会。
ロシアは大きな政治に戻ったが、ロシアの主な役割と任務は常に正義のバランスを維持することであった。
しかし、1991 年以来著しく減少したのはまさに正義です...
クリミアはいくら - リベラル派との会話
2014/03/21
クリミアとロシアの統一をめぐる状況は、ついにロシアの政治的パレットのすべてを所定の位置に置いた。誰が愛国者なのか、そして誰が適切なレトリックを用いて愛国者のふりをして自分たちの目標を追求しているだけなのかが明らかになった。ロシアの「野党」の指導者や一部の文化人たちは、同胞からの最後の尊敬の痕跡を失った。これを顕著に示しているのが、3月17日から18日の夜、民衆が歓喜していたシンフェロポリの広場で私に近づいてきたクリミア人の言葉だ。
「マカレヴィッチはどうですか？」その男性は、隣に少し小さめの4人の息子が立っていた私に尋ねました。「彼は本当に私たちがロシアの一部になることを望まないのですか？」彼に何が起こったのですか？
彼はいつもこんな感じだ。私たちの「反対派」リベラル派は常にこのように、常に西側の歩みを支持し、常にロシアの歩みに反対してきました。したがって、今日のリベラル派の最後の主張は、「クリミア併合はロシアに多大な損害を与えるだろう」という主張である。経済的な意味で。
正直に言うと、私はリベラル派が自分たちの周りで起こるすべてのことを財布のプリズムを通して見ているという事実にすでに慣れています。彼らはお金で考え、お金で暮らし、すべてをお金で測ります。しかし、クリミアのロシア編入をめぐる状況は非常に典型的なものであることが判明したため、声を上げないのは間違っていると私は考えている。
リベラル派の主張を分析してみよう。
クリミアはロシアの一部となった。これからロシアは、クリミア半島を全ロシアのレベルにまで「引き上げる」ために資金を費やし、その開発に投資しなければならないだろう。そして、いつものように、これらの資金は「病院や学校」に使われるか、「孤児や年金受給者」に分配されるべきだといううめき声が上がる。
まず注目したいのは、リベラル派が孤児や年金受給者たち、つまり90年代の孤児や「市場に適合できなかった」飢えた年金受給者たちをどのように「ケア」していたのか、私たちがよく知っているということだ。リベラル派からは、出産資金の支払いをやめ、退職年齢を引き上げるよう絶えず要求されている。ウクライナで権力を握った今日のリベラル・ファシストたちは、年金や社会保障を節約するつもりだ。彼らは退職年齢を引き上げ、スポーツクラブへの資金提供を停止するつもりだ。つまり、彼らはロシアのリベラル派ができなかったこと、あるいはやる時間がなかったことをすべてやっているのだ。したがって、人食い人種による人権に関する会話は、模倣と扇動の手段としか考えられません。 「幼稚園、学校、病院」に関しては、90年代のリベラル派が文字通り国全体に幼稚園と診療所を建設した様子を私たちは皆見てきました。一般教育学校やスポーツ学校からロシアを歩いたり車で横断したりすることは不可能だった。学校や保育所はあらゆる段階で開校していました。それで？いいえ、そうではありません。全然そんなことないよ。そして、祖国の科学、文化、人口動態、スポーツを意図的に破壊したこれらの人々は、まだ何かを言う勇気があるのでしょうか？
しかし、これをリベラル派に言うと、彼は何も理解できないことになります。彼はお金、効率、利益を中心に考えています。なぜロシアがクリミアを必要とするのか、そしてなぜクリミアがロシアを必要とするのかをリベラルな言葉で説明しようと思う。同時に、同胞との連帯、自分の文化や言語をもつ人々を助けたいという願望、抑圧されている人々に対する正義感など、リベラルという意味で理解できないカテゴリーは意図的に使わないつもりです。
1. アパートを購入するときは、費用のみを負担します。
家を買うのにお金がかかるだけでなく、アパートの改築も必要になります。そしてこれらは「直接的で意味のない」支出です。リベラルな論理の観点から言えば、アパートを購入したり修繕したりするのではなく、これらの資金をすべて年老いた親に渡すか、子供の教育に全額費やすべきです。普通の人が両親を助け、困難な瞬間に困難を抱えた子供たちを一人にしないことは明らかです。しかし、大人なら誰でもマンションを購入する意味を理解していますし、リノベーションする意味も理解しています。これらの行動を経済学、効率性、または利益によって説明する方法はありません。ここで私たちは別のことについて話しています。あなたは子供や孫に住宅を残すことになります。美しくリノベーションされたお家で快適な暮らしをお楽しみいただけます。クリミア情勢においてリベラル派が私たちに押し付けようとしている論理に従うなら、私たちは段ボール箱の中で路上生活をする必要がある。それ以外はすべて愚かなお金の無駄です。したがって、クリミアとの再統一は、この国にとって家族のために住宅を購入することと同じことだ。これは私たちの文明、私たちの家族の領域の拡大です。しかし、頭脳、財布、良心を持ったリベラル派は、異質な文明の一員です。だからこそ彼らは抵抗するのです！
2. 私たちの地球の領土は有限です。マーク・トウェインが昔、「土地を買え、彼らはもう土地を生産しない」と言ったのも不思議ではありません。どの地域にも鉱物資源があり、地理的、地政学的な利点があります。クリミアには鉱物があり、私たちの艦隊の基地はクリミアにあります。維持にお金を浪費するという話をするのは、アラスカをアメリカに譲渡するのは正しかったと今日言い始めるようなものです。そして何と - 彼らは予算を節約しました。しかし、今日アラスカが私たちの邪魔にならないことは明らかであり、そこで発見された鉱物は、この領土のためにロシアに支払った金額を米国に返済する以上のものでした。リベラル派はロシア文明の領土をできるだけ小さくし、アングロサクソン文明と西洋文明の領土をできるだけ大きくしたいと考えている。
3. 驚くべきことに、リベラル派が自らを位置づける市場経済の支持者自身は、「市場のカテゴリー」で考えることを望んでいません。なぜ欧州連合は弱い経済を吸収し、すぐに補助金を出し始めるのでしょうか?なぜなら、そうすることで彼は彼らの市場を獲得し、キャンペーンの市場を拡大しているからです。ロシアにとってのクリミアは、ロシアの作戦にとって可能なすべての市場の拡大である。何らかの理由で、リベラル派はさらに数百万人の消費者を見たくないのです。世界中で、国家や労働組合が経済的、政治的影響力の範囲を拡大しようとしています。リベラル派が「賛成」しているところならどこでも、ロシアが同じことをするとすぐに、すべてのリベラル派、特にロシアのリベラル派は断固として「反対」となる。リベラリズムの目標は、世界中の市場を西側に開放することです。したがって、その反対はあらゆる方法で禁止され、嘲笑されなければなりません。
4. クリミアへの資金投資は雇用を創出し、ロシアで消費される収入を人々に与えるだろう。しかし、リベラル派にとって、政府資金の唯一の重要かつ正しい投資は、アメリカとヨーロッパの債券の購入です。同時に、彼らの経済「私的」活動では、何らかの理由で彼ら自身が財務省に資金を投資せず、会社を拡大します。彼らは競合他社を買収し、支店を開設します。彼らはできるだけ大きな市場シェアを占め、できるだけ大きなニッチ市場を開拓しようとしている。国家にとって、ロシアにとって、リベラル派は個人的、政治的、経済的生活で宣言しているものとはまったく異なるレシピを持っています。
そして最も驚くべきことは、彼らはそれに気づいていないということです...
シンフェロポリに正体不明の狙撃兵が出現
2014/03/19
不当なキエフ軍事政権にとっての唯一の希望は戦争である。流血とウクライナ憲法違反を経て権力の座に就いたプーシストたちが処罰を逃れるのに役立つのは戦争だけだ。彼らにはお金がなく、国の半分の支持もありません。そして、年金の削減や賃金の不払いは、今日のプーシストを支持する人々をすぐに激怒させるだろう。そして、あなたは答えなければなりません。米国に輸出されたスキタイの金、狙撃兵の助けを借りた数十人の組織的殺害、ヤツェニュクがヤツェニュク政権ではなくヤヌコーヴィチなしで首相になったためにのみ誠実さが犠牲になったウクライナ、そして選挙の責任を負う。数ヶ月前から開催されていました。
戦争が必要だ。そして彼らはそれを組織しようとしているのです。どうやって？いつものやり方で。
私はちょうどシンフェロポリにいました。ウクライナ軍部隊の封鎖はこんな感じだ。3人の「礼儀正しい人々」が通りを歩いている。部隊の中には独自の生活がある。ロシアがクリミアとの再統一を決定した後に部隊を襲撃するのは完全にナンセンスだ。何のために？意味はありません。ウクライナ軍は何ら危険をもたらさない。クリミアは現在ロシアの一部であり、ロシアは守ることができるし、守らなければならない。したがって、ウクライナ軍部隊はロシア軍全体と戦うことはない。国民からロシアとの統一がほぼ100パーセント支持されている状況で。
しかし、キエフの反乱主義者たちには戦争を始める理由がある。彼らのアメリカ人キュレーターがそれを始めるのも当然だ。
そして3月18日火曜日、私がシンフェロポリから飛び立ったその日の朝、狙撃兵がクリミアの自衛官を射殺、直後にウクライナ軍人を射殺した[29]。
キエフ軍事政権はクリミアとロシアの統一を阻止できないため、紛争を起こそうとしている。計画はマイダンの場合とまったく同じです。正体不明の狙撃兵が抗議活動に参加した被害者を殺害し、当局がその責任を負っています。
シンフェロポリでは、被害者の役割はウクライナ軍が担当し、「血なまぐさい政権」の役割はロシアの狙撃兵が担当するとされている。これは典型的な挑発です。目的は衝突を引き起こし、すべてをロシアのせいにして軍事行動を開始しようとすることだ。
私はウクライナ軍、クリミア自衛隊、ロシア軍に訴えたい。
1. 近い将来、シンフェロポリだけでなく、クリミアの他の場所でも、狙撃兵による挑発が可能になる。そして半島への進入路でもある。
2. ウクライナ軍関係者が主な標的となる可能性がある。目的はロシアの侵略の証拠を作成することであり、実際にはどこにも移動したり何かを占領したりする意図はありません。
3. 殺人者や挑発者に兄弟殺しの戦争を起こさせないでください。これは彼らにとって権力の座に留まり、責任を逃れる最後のチャンスだ。
第4章 ウクライナの3つの賞
ウクライナの3つの賞
2014/03/28
ウクライナ情勢は振り子に似ている。それはどのような方向にも振れる可能性があり、そして何よりもそれはウクライナ国民自身にかかっています。今日、彼らはウクライナ領土が西側とロシアの間の地政学的な戦いの場になっているとよく書いている。これは本当です。この闘争とこの火災をウクライナ領土に持ち込んだのは西側だった。
しかし、一つの偉大なスラブ民族を分裂させるという「共通の地政学的任務」に加えて、アメリカ人は非常に具体的な目的のためにウクライナで戦おうとしたし、現在も戦おうとしている。米国は「ウクライナの３つの賞」に興味を持っている。これはクリミアと南東部の艦隊基地、ガスパイプライン（パイプ）、工業地域です。これら 3 つの「賞」こそが、西側諸国がウクライナのクーデターの費用を支払い、憲法違反には目をつぶった理由である。
これらの「賞」を持たなければ、ウクライナは西側にとって何の興味も持たない。そして今日の様子はこんな感じです。
1. クリミアはロシアと再統一された。西側諸国はこの「賞」を逃した。彼はクリミアに軍艦を配置するためにロシア艦隊を締め出し、クリミアの基地を奪うことに失敗した。
2. 西側諸国は「パイプ」をふさぐことはできない - ロシアはガスの全量をヨーロッパではなく中国に販売する用意がある。したがって、「ガスを入れません」というガス脅迫は機能しません。入れてくれないの？ガソリンを入れずに座ってください。中国人の同志に売ります。
ガスプロムのアレクセイ・ミラー社長は、ロシアのドミトリー・メドベージェフ首相との会談で、ガスプロムは2014年5月に中国と年間380億立方メートルのガスを30年間供給する長期契約を結ぶ予定だと述べた。ミラー氏によると、契約はほぼ準備が整っており、近い将来に署名する予定だという。ミラー氏はまた、協定が締結されれば、ガスプロムは現在欧州向けに使用されている西シベリアで生産されたガスを中国に供給する用意があると述べた。
将来、ロシア連邦はアジアへのガス供給量をヨーロッパに匹敵するレベルまで増やす計画だと対外経済関係ポータルは書いている[30]。
これを理解した上で、ロンドンから来た原則的な「ウクライナの自由と領土保全のための戦士たち」は、ロシアからのガスの購入を始める…終わるのではなく、むしろ始める（！）のだ！ロシアとクリミア統一直後。つまり、彼らは新たな状況下でのガス脅迫の無意味さを理解しているのである。 「ブリティッシュ・ガスを傘下に持つ英国最大のエネルギー会社セントリカは、今年10月からロシア産ガスの直接輸入を開始する。ウクライナをめぐる外交行動や、ロシアへのエネルギー依存を減らすようヨーロッパの政治家に圧力をかけているにもかかわらず、セントリカの調達計画は維持されている」と英国版ハフィントンポストは書いている[31]。
3. しかし、3番目の「ウクライナ賞」をめぐって、闘いはまだ始まったばかりである。工業企業、鉱山、石炭、鉱物 - 現在「奇跡的に」ニュースに取り上げられていないのは、まさにウクライナ南東部だ。
そして、ここでこれを言う必要がある：西側がこの3番目の「賞」に対する管理を奪われた場合、ウクライナ全体は西側にとって興味がなくなるでしょう。彼は必要のないものにはお金を投資しません。しかし、米国はウクライナ西部を必要としていない。そこには鉱物も海軍基地もないが、お金を支払う必要がある国民がいる。
ウクライナの運命に対する米国と欧州連合の「関心」と「懸念」には、明らかな重大な利益がある。西側はそこにある主要なものをコントロールしなければなりません。この矛盾は、西側諸国がウクライナを苦しめるのをやめるためには、キエフやリボフではなく、ドネツクとハリコフに対する支配を剥奪しなければならないということである。
3番目の「賞」を失ったことで、アメリカはウクライナとロシアへの圧力をやめ、ウクライナの関税同盟への加盟とかつて単一だった経済の積極的な統合に抵抗するのをやめることができる。なぜなら、彼らにとっての代替策は、戦略的価値のない分野に継続的に補助金を与えることだからだ。しかし、私たちの西側の友人たちは、無償で利益なしに何かをすることは決してありません。
したがって、今日のウクライナの運命は南東部の住民の手にかかっています。混沌と暗闇は終わらせられるし、終わらせなければなりません。しかし、これにはウクライナの連邦化が必要であり、これにより産業基盤の管理が合法的な当局の手に移管されることになる。
ウクライナ南東部の住民の任務は、これらの合法的な当局を形成し、合法的な手段によってその目標を達成することです。
ドラゴンは宝物が眠る城を守っています。城に宝物がなくなると、ドラゴンは飛び去ります。
西側諸国が再びウクライナを騙した方法
2014/03/25
...アルセニー・ヤツェニュクやその他のキエフ「当局」の非合法な指導者の援助により。鳴り物入りで、ヨーロッパとウクライナはEUとの連合協定に署名したが、ヤヌコービッチは11月に署名を拒否し、これがユーロマイダンの原因となったとされる。それで？いいえ、そうではありません。
ヤヌコービッチがウクライナ憲法の重大な違反で権力の座から追放された今、この協定に署名する時が来たようだ。
ここで欺瞞が起こったのです。
彼らは私たちに何を言いましたか？ヤツェニュク氏とEUは文書の「政治部分」に署名した。そこで疑問が生じます。この協定のそのような「部分」について、これまで聞いたことがなかったのでしょうか?政治的でもその他でもない。それは単なる文書であり、1 つであり、分割することはできません。そしてヤヌコビッチ大統領が代表を務めるウクライナは、ビリニュスでの会合で署名する予定だった。しかし彼女は署名せず、おそらくこれに応じてマイダンが始まった。
文書を突然パーツに分割したのはどこから来たのでしょうか?なぜヤツェニュクとヨーロッパは文書全体に署名せず、一部にしか署名しなかったのでしょうか?結局のところ、私たちは、この道の唯一の障害はヤヌコーヴィチの消極的であると言われましたか？
実際、2014 年 3 月 21 日、ブリュッセルでは鳴り物入りで、前の文書の「半券」のみに署名されました。プロパガンダに惑わされて多くのウクライナ国民がヨーロッパ人に期待していた言葉、つまりウクライナはEU加盟を認められ、ウクライナ国民のEU入国ビザは取り消されるという言葉を、ブリュッセルでは再び誰も言わなかった。
血まみれのマイダンが「盗まれたヨーロッパの夢について」という美しい言葉で始まったことを今では誰が覚えているだろうか。 「血なまぐさいヤヌコーヴィチ政権の崩壊」後、なぜ新当局とEUはこの「夢」をウクライナ人に返さないのだろうか？
なぜなら、誰もウクライナをEUに受け入れるつもりはなかったからだ。誰もビザを取り消そうとしなかったからです。本当はそんなつもりはなかったのに。 2004年のユシチェンコ氏の勝利後、ヨーロッパがウクライナ国民のビザを取り消すのを誰が阻止したのか?誰でもない。 EUはこれをしませんでした。彼は当時私たちに約束と神話を与えてくれましたが、今日も同じ「ヨーロッパのおとぎ話」を私たちに与えてくれています。
そこで、ヤヌコビッチがビリニュスでこの協定に署名するよう説得されたことを思い出しましょう。全体 - 前文からセクション VII まで。
ブリュッセルでは何に署名されましたか?協会協定の前文、第 1 条および 3 つのセクション (I、II、VII)。そして、以前の文書のこの「部分」は突然、協定の「政治的部分」と呼ばれるようになりました。何のために？一般のウクライナ人の間に西側諸国からの支援があるという幻想を作り出すこと。
協定の政治的部分は、セクション IV (「貿易および貿易関連問題」) を除く文書のすべての部分と呼ぶことができます。しかし、ブリュッセルでは署名されるのは「作品」だけです。
ロシアにまったく同情的ではないウクライナ人ジャーナリストの一人は、署名内容を分析して次のように書いている。
「非常に複雑な文書のジャングルには立ち入らず、私たちが何が「満足」したかを明確にするために、署名されたセクションと無期限に保留されたセクションの両方の名前を簡単に挙げます。以下の内容で「寛大だった」： - 前文（ウクライナのEU加盟の見通しがなければ、特別な価値はない）。第 1 条 - 文書の目的について説明します。セクション I – 「一般原則」;セクション II - 「外交・安全保障政策分野における政治対話と改革、政治的結社、協力と融合」。セクション VII - 「制度的、一般的および最終規定」。全て。この「切り株」にはどのような価値があるのでしょうか？ K.エリセーエフ大使は、今週チャンネル5とのインタビューで、3月21日に署名される予定の政治部分には、領土保全、不可侵性、ウクライナ国境の安全の保証に関する条項が含まれていると述べた。秘密を教えます。EU では、この声明が人々を非常に緊張させました。そこにいる誰かからこれについてコメントを絞り出してみてください - それは無駄です...
「なんとなく」ではなく、具体的なことはすべて政治的な部分から抜け落ちたが、主要なものは抜け落ちた - セクションIII - 「正義、自由、安全。セクション V – 「経済および分野別協力」;第 6 節「金融協力と不正行為防止条項」 20 年近く欧州統合について書き続けてきた人物の意見に興味がある人がいるなら、私はこう言いたい。このような形で協定に署名することは不可能だった。これは単なる冗談です。」[32]
11月から何が変わったのか：ヤヌコーヴィチが全文に署名するよう強制された単一の文書が、部分的に署名しなければならないことが判明したのだろうか？そして、これが単一の文書であるという事実は、キエフとブリュッセルの両方によって認識され、記録されています。
ウクライナと欧州連合およびその加盟国との間の首脳会議の最終法には、次のように記載されている。「署名国は、協定の第III、IV、V、VIのセクションに署名して締結するという約束を確認し、残りのセクションとともに単一の文書を構成する」 ”[33]。
この契約に署名するためのさらなる手順について何がわかっていますか?残りのセクションはいつ署名されますか?全体または部分的に、どのように実装されるのでしょうか?何も理解できません。そして、明確さはなくなります。西側にはもっと霧が必要だからだ。
西側諸国は再びウクライナを冷笑的に欺いた。なぜなら、彼はキエフの現政府がいかに違法であるかをよく知っているからだ。ヤヌコーヴィチは合法的な政府であったため、彼は文書全体に署名するよう説得された。そして、新しい「当局」では、空虚な宣言書に署名することしかできない。なぜなら、プーシストたちが支持した文書の違法性と重要性は法廷で簡単に証明できるからである。
一般のウクライナ人にとって、質問は単純だ。自問してみてください。もしあなたが西側諸国の指導者だったら（たとえウクライナ国民のビザを取り消したくても、実際にはそうではありません！）、「革命」後にビザを取り消しますか？軍事倉庫の略奪の後、自動小銃を持った過激派の出現？これらすべてがEUに及ぶというリスクはありますか？明らかに違います。したがって、マイダン以降、たとえ政治を脇に置いても、単純な常識によってビザの廃止は絶対に不可能となった。
要約します。
1. 西側諸国は冷笑的なゲームを展開しており、その目標はウクライナを混乱に陥れることである。
2. 彼はウクライナにいかなる実質的な支援も提供しないだろう。彼らは融資で一定の金額を提供しますが、誰が融資に助けを求めるでしょうか？これ以上何もない。応援の言葉ばかり。
3. ウクライナ国家と経済の見通しは、控えめに言っても悲しいものに見える。状況はますます 1917 年から 1920 年を彷彿とさせます - 混乱、盗賊、権力と国家の欠如。
4. 一部のウクライナ国民の「西側からの援助」への期待はメディアのプロパガンダの結果であり、現実とは何の共通点もありません。西側諸国は助けもせず、もはや必要のない人々を裏切ったのだから裏切るだろう。
幻想から目覚めるのは常に困難です。しかし、ウクライナ国民は実際に何が起こったのかを理解する必要がある。
そして、これが起こりました：
◆ 西側諸国は、冷笑的な悪党や政治家たちの手を借りて、キエフでクーデターを実行した。
■ クーデターの目的は、国家としてのウクライナの崩壊と現在の形での清算を引き起こし、地政学的に重要な地点であるクリミアからロシアを締め出し、ウクライナの援助でロシアも混乱させることであった。
◆ クーデター中、西側諸国とキエフの政治家らは「正体不明の狙撃兵」を使ってデモ参加者を射殺し、「ヤヌコーヴィチ政権の犠牲者」を生み出した。
親愛なるウクライナ国民の皆様！ヤツェニュク、パルビイ、クリチコ、チャグニボク、ヤロシュ、トゥルチノフの顔を見てください。本当に彼らを信じていますか？そのような顔、そのような行為、そのような評判を持つ人々を信頼することができますか？
起きる時間。小さなウクライナを救えるのはあなた以外に誰もいません。このような政治家には希望はありません。彼らはウクライナを破壊するだろう、彼らはすでにウクライナをほぼ破壊している。西側諸国は繁栄した自由なウクライナを必要としていない。私もそれを作るのを手伝いたいです - できますよ。しかし、彼は努力さえしませんでした。彼には、無政府状態と暴動が広がる巨大な「散歩場」が必要だ。したがって、すべての親西側ウクライナの政治家はまさにこのシナリオを実行するだろう。
彼らは嘘をついて嘘をつきます。そしていつものように彼らはロンドンへ逃げることになる…。
今こそ「欧州幻想」を払拭する時だ…
マイナスドル、プラス人民元とルーブル
2014/04/07
地政学は経済学と密接に関連しています。根本原因は何か、その結果は何かということは、専門家の間で長い間議論されてきました。政治の特殊な点は、最も重要なことが通常は見過ごされることです。なぜなら、この「重要なこと」は交渉の対象となることが多いからです。未来か過去か。したがって、当事者は注目を集めることに興味がありません。
ここ数か月、2 月から 3 月にかけて、地政学は再びいくつかの驚きをもたらしました。しかし、それは世界が 2 つの部分に分かれていると信じている人たちだけです。それは「すべての善のために」戦う民主主義国家と、それに応じてすべての善と戦う「悪い」国です。
現実主義者にとっては驚くべきことではありませんでした。彼らは次のことを知っていました。
1. 米国は可能な限り多くの地域で一貫した混乱をもたらす政策を開始した。 （中東、ウクライナは韓国ではうまくいかなかった）。
2. 状況が変化した場合、米国は常に傀儡を何の本当の援助も提供せずに引き渡すこと。 （乾燥食料はウクライナに送られ、2008年にはグルジアにもほぼ同じものが送られた。）
3. ウクライナのメディアが「IMFからの援助」と呼んでいるものは、融資であることが判明した。これは助けではなく、強盗です。結局のところ、ローンは利子に加えて、ガソリン価格の値上げ、退職年齢の引き上げ、社会制度の削減という形で返済しなければなりません。これは、IMF と米国によって「支援」されている国であればどこでも起こります。彼らはウクライナに本当の援助、つまり「無償」の資金を与えていない。
革命はその子供たちを蝕み始める。古いことわざ。なぜ「右派セクター」は自分たちにとってすべてが違うと考えたのでしょうか?革命は終わり、武装勢力は今その「見解」を台無しにしている。奇妙なことに、「革命家」は権力を握ると、常に自分たちが打倒した政府とは比較にならないほどの残虐行為を示します。ボリシェヴィキはデモを銃撃し、制憲議会を解散させた。彼らは多くの犯罪に対する罰としてその場で処刑を導入した。今、同様のことが見られます。もしヤヌコーヴィチ政権下のマイダンでサシコ・ビリーが同じように殺されていたら、右派セクターはどうしただろうか？西側は何と言うでしょうか？そして今では誰もが沈黙しており、ウクライナ内務省の調査でも、彼が胸を撃って自殺したことが真実であることが確認されている[34]。
後ろ手に手錠をかけられても委員会の邪魔にはなりません。しかし、これも新しいことではありません。アレクサンドル・ムジチコは手に手錠をかけたまま「銃自殺」し、ボリス・ベレゾフスキーはバスルームでスカーフを巻いて「首を吊った」。しかも重みに耐えられずスカーフが破れてしまいました。この「センセーショナルな」発見は「専門家」によってなされました...葬儀からほぼ1年後![35]
一言で言えば、政治的な観点から見ると、ウクライナではまったく新しいことは起こっていない。米国はロシアと中国と戦っている。はい、はい、中国と。ロシアの弱体化により、ロシアが西側政治ルートに復帰する可能性は中国にとって非常に危険である。そして中国も反応している。柔らかい。でも厳しい。
2014年3月27日、「イングランド銀行と中国人民銀行はロンドンで人民元による決済を開始することに合意し、両国の規制当局は3月31日に覚書に署名する予定である」と英国財務省は発表した。これは西側市場への中国通貨の初参入となる…国際決済銀行によると、人民元建て取引の売上高は2010年から2013年に3倍になった。 1 日あたり最大 1,200 億ドルに達しますが、ドルの価値 (4 兆 6,500 億ドル) と比較すると、まだ小さいです。」
需要が少ない？今、それは成長します。支払いはドルではなく人民元で行われます。これをどう理解すればよいでしょうか?飲料市場がコーラに乗っ取られるところを想像してみてください。すべてのレストランとカフェは瓶詰めのみです。 99% の店舗の棚に置かれていますが、それは独占状態です。そして今、最大のハイパーマーケットチェーンが契約に署名しており、それによると、棚には「コーラ」ではなく「ブラティーノ」レモネードが並ぶことになります。それはどこにつながるのでしょうか？コーラの需要が減少し、レモネードの需要が増加します。結局のところ、お金には味も匂いもなく、ドルを使いたくない国に対する武力行動によってのみ宣伝することができます。
しかし、アメリカはイギリスを攻撃することはできません。ドイツみたいに。結局のところ、中国の指導者はロンドンの後にヨーロッパにやって来た。
2014年3月29日中国の習近平国家主席とドイツ経済大臣は3月29日、「フランクフルトを中国通貨による金融取引の欧州中心地とするというドイツと中国の決定は、両国の経済大国間の貿易に新たな刺激を与えるだろう」と述べた。 。
習近平氏はデュッセルドルフで開かれた政治家や財界人らの会議での演説で、ドイツに人民元取引センターを設立することは「我が国の通貨の国際化に向けた重要な一歩を示す」と述べた。
ドイツ連邦銀行と中国人民銀行は3月28日、フランクフルトでの中国通貨取引を促進し、人民元決済の清算・決済メカニズムでより緊密に協力する協定に署名した。
これまで、人民元は自由に両替できないため、中国中央銀行に取引を依頼できた欧州の中小企業にとって、中国通貨での取引は現実的ではなかった。ドイツのシグマー・ガブリエル経済大臣は、フランクフルトに清算銀行があれば両国の経済大国間の貿易が促進されると述べた。 「私たちの目標は対等な経済パートナーシップです」とガブリエル氏は結論づけた[36]。
まさにその通りです。そしてドイツ（ヨーロッパと読んでください）ではドルが搾り取られるでしょう。国際決済においてそのような役割を果たしていないのがドルユーロである。追い出されているのはコーラだ――最大手のレストランチェーンはコーラをやめ、ブラティーノレモネードのみを客に提供することを決めた。
しかし、ロシアでそのような発言がいつ行われたのだろうか？ VTBの責任者であるアンドレイ・コスティンが、レストランとカフェのネットワークでは今後コーラの瓶詰めは行わず、独自のモールス信号を使用するだろうと述べたことを思い出してください。たいてい。そうですね、「ピノキオ」も使います。コーラ以外なら何でも。
「ロシアは、まず第一に我が国の資源と武器からガス、石油に至る製品をルーブルで売り、物品もルーブルで買わなければならない。そうすれば、ルーブルが兌換通貨としてもたらす利点を最大限に活用することになる」とコスティン氏は強調した。
彼の意見では、「これは非常に重要な任務です。」 「私たちはこれに向けて長い間取り組んできました。これが現実になりつつある今、新たな刺激が生まれていると思います。将来的には他の銀行もルーブルでの決済をもっと広く利用すると思います」とVTBの責任者は語った[37]。
このような声明の「公式」の理由は、ロシア銀行に対する米国の制裁であった。そして、VTBの責任者はいつこれを言いましたか？ 2014 年 3 月 28 日。
つまり、ちょうどロンドンで人民元が新たな水準に達した翌日であり、フランクフルトで人民元が成功を収めた前日だった。
しかし、これらはすべて「偶然の偶然」です。私が言いたいのは、ロシアの国営銀行首席の声明と、中国と欧州諸国が署名した協定のことだ…もちろん、中国の「インセンティブ」はない。コスティンはこの日を選んだだけです。そんなこんなで、偶然に…
そして、続きはこちらです。この事故の続き…
2014 年 4 月 2 日。 「ロシアはすべての貿易相手国とのルーブル決済への切り替えをただちに開始する必要がある」とVTB銀行の頭取、アンドレイ・コスティン氏は言う。
同氏は第２５回ARB総会で、「長年懸案となっていたテーマは、貿易相手国とのルーブル決済への広範な移行だ」と述べた。さらに、同氏によれば、我々は関税同盟やCIS内の解決だけでなく、「中国や西ヨーロッパなどの主要な貿易相手国との関係においても」直ちに着手する必要があるという[38]。 A. コスティン氏は、ルーブル決済への移行が銀行システム、ロシア連邦中央銀行、政府にとって重要な課題の一つになるべきだと考えています。
さて、どうやって本格的な制裁を導入するつもりですか...
「Buratino」と「Mors」が躍進している一方で、「Cola」は失速し始めています。
ウクライナ: ボールか選手か?
2014/04/07
ソ連崩壊後、ウクライナは世界の地政学的サッカーのボールとなった。行く必要がある場所ではなく、プレイヤーが望む場所に移動します。しかし、ウクライナは以前はソ連とロシア帝国の一員でした。ポズナテリヌイテレビでこれについての会話があった[39]。
A. ヴォイテンコフ: ニコライ・ヴィクトロヴィッチ、ウクライナ情勢をどう評価していますか?歴史的に見ると、ウクライナは独立国家であり、ヨーロッパ帝国の一部であり、強力なソ連の一部でした。ウクライナは今どうなったのでしょうか？彼女は何の一部ですか?それとも彼女は独り立ちしているのでしょうか？彼女は本当に世間で言われているほど独立しているのでしょうか？
N. スタリコフ: 常にいくつかの出来事を追っていると、いわゆる目がぼやけてしまいます。特にこれらの出来事が政治的なものであれば。さまざまな解釈と評価が生じます - 多くの感情があり、その背後には本質が失われています。
政治の例えからスポーツの例えに移りましょう。そうすればすべてが明らかになるでしょう。世界中の何億人、さらには何十億人もの人々がサッカーを愛していると思います。これは、22 人の健康な男性がフィールド上で 1 つのボールを蹴り、お互いのゴールにボールを入れようとするゲームです。このゲームには独自のルールがあります。プレイヤーがいてボールがあります。そして、試合中、選手たちはこのボールを容赦なく蹴ります。四方八方からボールを打ち、おそらく極度の痛みを引き起こします。状況によっては、強く打ちすぎて、しぼんだり破裂したりする可能性があります。
私が言いたいのは、ボールと選手の間には根本的な違いがあるということです。選手自身が、いつ攻撃するか、どこに移動するか、どのようにパスするかを決定し、自分の行動を決定します。ボールは狙ったところに飛んでいきます。誰も彼に、どの門に飛び込みたいか好きかどうか尋ねません。一般的に、ボールである彼は何を望んでいますか？フットボール選手はこの質問にはまったく戸惑いません。彼はただボールを打つだけです。
政治の世界では、プレイヤーになることもボールになることもできます。第 3 の選択肢はありません。今日の状況では、ウクライナ、そして偉大なロシア国民の一部であると私が考えるウクライナ国民に敬意を表して言えば、ウクライナはボールだ。これは地政学的ボールであり、地政学的なプレーヤーがさまざまなサイドからボールを打ち、さまざまな方向に向けて、互いにゴールを決めようとします。
しかし、必ずしもそうではありませんでした。最近では、1991 年までウクライナが参加していました。それは、ロシア文明、ロシア文明と呼ばれる、ソビエト連邦という偉大で強力なプレーヤーにとって不可欠な部分でした。それ以前は、ウクライナはロシア帝国にとって不可欠な部分であり、強力なプレーヤーでもありました。当時のウクライナのプレーを思い出してください。1945 年、彼らはベルリンまでゴールを決めました。それから彼らはガガーリンを宇宙に送り出した。それは壮大で美しいゴールであり、ある意味ではおそらくペレが決めたゴールよりも美しかった。
そして結局何が起こったのでしょうか？今日、ウクライナは選手ではなく、試合の主体であり、ボールだ。残念なことに、このことは、傀儡、似非政治家、あらゆる種類の政治家がウクライナを分裂に導き、一般にウクライナ国家の存在に疑問が生じている今日、非常にはっきりと目に見えています。覚えておく必要があるのは、ウクライナが選手だったということ、そして再び選手になることはそれほど難しいことではないということです。私たちは関税同盟とユーラシア連合に基づいて団結する必要があります。なぜなら、ロシアに存在するあらゆる問題を抱えた今日のロシアでは、誰もそのようなボールを蹴ることはできないからだ。 90年代には彼らはキックを打った。今ではもう機能しません。私たちは再びプレイヤーになります。すでにプレイヤーになっています。もしウクライナが私たちと一緒にいるなら、ベラルーシが私たちと一緒にいるなら、そしてロシア文明のすべての断片が私たちと一緒にいるなら、私たちはより良いプレーをし、質の高いパスを出し、より長い距離からゴールを決めるだろう。
したがって、ウクライナには、ボールそのものの意志を問わないで蹴られるボールであり続けるか、選手になるかという、それほど大きな選択はない。
そして、もう一つ注目したいのは、ボールであっても、プレーヤーがなければ、ボール自体がプレーヤーになることは決してできないということです。西側諸国のパートナーが何を言おうと、どのように握手しようと、どのように敬意を表しようと、彼らはウクライナを対等とは決して考えない。彼らは力の言語だけを理解します。政治において他の言語を理解できる人は誰もいません。したがって、外から見るとすべてが美しく見えます。すべてがゲームの中にあります。
A. ヴォイテンコフ: 全員がフィールドにいる。
N. スタリコフ: 全員がフィールドにいる。
A. ヴォイテンコフ: 誰もが走って動き回っています。
N. スタリコフ: 全員が走っています。 22人が走っており、ボールも動いて走っています。政治だけは誰もルールを説明しない。そして、ルールは次のとおりです。地政学における 22 人は、実際には 22 人ではなく、それより少ないのです。 2 つ、3 つの権力の中枢が、必要に応じて、望むように動きます。そしてボールは送られた場所に飛ぶ、それがポイントです。
したがって、今日のウクライナには選択肢が 1 つあります。それは、再びロシアと一緒にプレーすることです。ボールのままにならないように。
A. ヴォイテンコフ: どうやら、これはすぐに蹴られ、しぼみ、破れてしまう種類のボールのようです。
N. スタリコフ: 残念なことに、将来、このボールに空気がすべて抜けてしまうほどの過負荷がかかる可能性があるという大きなリスクがあります。そして、サッカーに使用できないボールの運命は一般的に悲しいものです - それらは単に捨てられるだけです。
親愛なるウクライナ国民の皆様には、このことについて考えていただきたいと思います。
歴史的な熊手
2014/11/04
国家下院国際問題委員会委員長の記者会見を見て、ロシアPACE代表団長アレクセイ・コンスタンティノヴィチ・プシコフ氏は、私が皆さんと共有したいと思う特定の考えと歴史的類似点を提起しました。
文明化されたヨーロッパの代表者の理解を超えて何が残っているのでしょうか？
アレクセイ・プシコフ氏は次のように明らかにした。ウクライナのロシア人は文化的虐殺にさらされている。 20年以上にわたり、ロシア語とロシア文化を話す人々は強制的にウクライナ化され、二級国民とみなされてきた。
ウクライナのロシア語を話す住民は、母国語で話し、考える権利を守る機会を奪われている。教育過程からロシア語が体系的に排除されており、ロシア語で放送する新聞やテレビメディアの数は、膨大な需要にもかかわらず減少している。映画館の映画はウクライナ語で放送されます。これはロシア人が文化的虐殺にさらされてきた、そして現在もさらされているという証拠ではないのか?!
ヨーロッパ人にはこれが見えない。彼らは耳が聞こえず、目が見えません。ちょうど30年代、アドルフ・ヒトラー率いる国家社会主義者がドイツで権力を握ったときのように。ヨーロッパは帝国首相を歓迎した。ヨーロッパは彼を崇拝しました。そして彼女はドイツ国民の一部であるユダヤ人に対する抑圧には目をつぶった。
ヨーロッパはその後も、ユダヤ人への抑圧を説明し正当化するために奇跡的な寛容を見せた。彼らの解釈によれば、破滅し屈辱を受けたドイツは、敵のイメージを中心に結集しなければならなかった。そしてユダヤ人はこの敵として指定されました。そして帝国の主な目的は国家の浄化でした。
当初、ユダヤ人は文化的、宗教的迫害を受けていました。しかし、1938 年の秋までに、ユダヤ人に対するナチスの政策は、彼らをドイツの生活から完全に追放するという形をとる段階に達しました。ユダヤ人に胸と背中に黄色い星をつけることを義務付ける治安警察の命令、シナゴーグの破壊、集団罰金10億マルクの賦課を受けて、物理的な絶滅が始まった。
ヒトラーのドイツは、文化的虐殺の後には物理的虐殺が必然的に起こることを実際に確認した。それは時間の問題です。
今日、ヨーロッパ人はウクライナにおけるロシアの抑圧に目をつぶっている。しかし、大衆文化的虐殺を背景とした孤立した暴力事件が将来、大規模な迫害やポグロムに発展しないと保証できるだろうか？さらに、ウクライナのクーデター中、キエフの権力はファシストのバンデラ派によって掌握された。
もう少し後には、ヨーロッパの住民は今ユダヤ人に対してしているように、ロシア人に対して謝罪しなければならないのではないだろうか？
当時と同じように、ヨーロッパ人は今も理性の声を聞いていません。しかし、彼らは警告を受けました！ロシアの政治家たちが今日彼らに警告しているように。
ロシアは特別な文明共同体として、ナチスが単一国家の権力を掌握したことでヨーロッパを必然的に待ち受ける危険から世界を守るという特別な使命を担っている。今日、ナチスの感染源はウクライナと、その国のロシア語を話す住民に対する政策です。
もし今日、ヨーロッパが文化的自己同一化に対する人権の保護に立ち上がらないとしたら、ネオナチ・ウクライナにおけるロシア文化の担い手の物理的破壊の責任を負うことになるのはヨーロッパだろう。
ロシアは欧州が再び同じ歴史的熊手を踏むのを防ぐためにあらゆる手段を講じるだろう。そして、別の国の代表者に対する迫害を容認する。今回、ヨーロッパ人はロシア国民を犠牲者の役割に選んでいる。これを容認することは、ロシア全世界の利益を裏切ることを意味する。
ヤツェニュクとトゥルチノフが女性用のドレスを買う時期が来たのはなぜでしょうか?
2014/04/14
いかなる暫定政府も、国民の利益に反した行動をとれば、うらやましくない運命に直面することになる。彼に権限がない場合。武力クーデターによって政権を握った場合。 1917年か2014年のどちらかです。
例外はありません。
しかし政治家は歴史を知る必要がある。他に方法はありません。ヤヌコーヴィチは、権力を失うか金を失うかという選択があるときに金を選ぶ者は権力を失い、その後金を失うということを知らなかった。これは何世紀にもわたる経験です。政治の世界に足を踏み入れるとき、「ビジネスマン」のままではいられないのです。あなたは政治家になる必要があります。しかし、政治家にとって、お金は目的ではなく手段です。そうしないと、お金のために努力すると、すべてを失い、おそらく命を失うことになります。ところで、もしヴィクトル・ヤヌコーヴィチを捕まえることができたなら、キエフの反乱主義者たちも彼を逃がさなかったであろうと私は思う。そしてもし彼が秩序を回復する命令を出していれば、今日ウクライナ国家は崩壊の危機に瀕することはなかったはずだ。
「自由のために」そして「汚職に反対して」マイダンに行った人々は、彼らの「勝利」の最初の結果がさらにひどい汚職になることを知らなかった。その時、寡頭政治が地域を養うよう割り当てられ、財務省が「突然」完全に空になります。 「自由」に関して言えば、他のウクライナ国民と戦うための軍隊への動員は確かに「自由」とは言えません。
サシコ・ビリーのように、ヤヌコーヴィチの権力と「戦った」過激派は、自らの役割を果たした人々に歴史の中で何が起こったのかを知らなかった。彼らは排除されました。せいぜい、騙されて闇に追いやられただけだ。
歴史を知る必要がある、そうすれば未来が明らかになる。結局のところ、この未来はすでに同じような状況にあった過去でした。
現在、ウクライナを国家として救えるのは連邦化だけだ。誰が権力を握るのか、どの言語を話し書きするのか、誰と貿易するのかを各地域が自ら決定できるようになるのはいつか。他に選択肢はありません。
しかし、キエフの偽当局はこれを見たり聞いたりしたくなかった。そして彼らは真の民衆反乱の段階に達した。トゥルチノフ氏は現在、連邦化に関する住民投票を5月25日に実施する可能性があると述べた。つまり選挙と同時に。
これはまったくナンセンスです。
まず、州がどうなるかを決定し、それから初めてその頭を選択する必要があります。その逆ではありません。投票に行くとき、有権者は自分が誰に、どのような勢力で投票しているのかを明確に知らなければなりません。しかし、プーシストたちは意図的にすべてを混乱させた。たとえば、ウクライナで現在施行されている憲法について答えられる弁護士は一人もいません。大統領の権限がほとんどない古い制度、または「ヤヌコーヴィチの下で」採用され、大統領がより多くの権利を有する新しい制度。事実は、2月21日にヤヌコーヴィチは旧憲法への復帰に関する法律に署名することになっており、国会は（圧力を受けて！）賛成票を投じた。しかし、彼は命からがら逃げることを余儀なくされ、...この文書に署名しませんでした。したがって、プーチストたちが変更を望んでいた憲法は、法的に、有効である。しかし彼らは旧憲法が有効であるかのように装っている。
権限が不明確な国の元首をどうやって選ぶことができるのでしょうか？
理解できない構造を持つ国の元首をどうやって選ぶことができますか？
1930年代初頭のドイツのように、路上で喧嘩や銃撃があったとき、どうやって投票できるのでしょうか？
今日のキエフの反乱主義者たちがやっているように、法律や自分の国を気にしないのであれば、もちろんそれは可能だ。
できる。そんなに長くない。
そしてこれは、貧しい学生のトゥルチノフとヤツェニュクが学ばなかったもう一つの歴史の教訓です。
自国に唾を吐き、外国の曲に合わせて踊る人々は、1917年にA・F・ケレンスキーがしたように「女装して逃げ」なければならない。さらに、数か月前に崇拝し、称賛した人々から逃げなければなりません。
そこで問題は、連邦化に関する住民投票が最初に行われ、その後選挙が行われるか、それともトゥルチノフとヤツェニュクが安全に婦人服店に買い物に行けるかのどちらかだ。
R.S.アレクサンダー・フェドロヴィッチ・ケレンスキーは、女装して冬宮殿から逃亡しなかった。彼は臨時政府の同僚たちを残してアメリカ領事の車で去った。これは歴史的事実です。しかし、第一に、ボンネット上のそのような旗とそのような脱出方法は、現代のキエフの反乱主義者にとって非常に適しています。そして第二に、歴史は常に茶番として繰り返されます。
したがって、女性用のドレスのオプションを除外するつもりはありません...
トゥルチノフは東部での特別作戦の開始に関する法令に署名した（ロシア通信社の放送でウクライナ）
2014/04/15
A. トルストフ: スタジオには作家であり偉大な祖国党の共同議長であるニコライ・スタリコフがいます。トゥルチノフ氏はウクライナ東部での特別作戦開始に関する法令に署名した。ウクライナは国連に対し、同国東部の平和維持軍や組織との共同作戦を実施するよう提案した。同時に、ウクライナのユリア・ティモシェンコ元首相は自身のウェブサイトに、すべての国の指導者に対し、ロシア国家に第3レベルの制裁を適用するよう呼びかけた。特に、ウクライナ国民に対する直接の軍事援助を求めている。人民民兵組織の代表者らはウラジーミル・プーチン大統領に保護の要請を訴え、ロシアの内務大臣セルゲイ・ラブロフは、我が国はウクライナの内政に干渉しない、これは我が国の利益に反すると述べた。ロシアはまた、統合された統一ウクライナの象徴でもある。では、どのような結論を導き出せるでしょうか?西側諸国とウクライナはロシア側の軍事作戦を恐れており、現在実際に自国側が軍隊を投入する可能性を発表している。こうした発言に対して私たちはどう反応すべきでしょうか？
N. スタリコフ: ほら、そんなに悲しくなかったら面白いでしょうね。なぜなら、あなたも私も、ロシア側には大文字のPを持つ政治家がいることを知っているからです。彼らは注意深く、すべての言葉を比較検討し、発言をし、決して武器をガタガタさせようとはしません。その一方で、ピエロもいますが、そうでないと言うのは難しいです。しかし、残念なことに、これらのピエロは血を流すことがあります。そして、この話は面白くなくなります。ウクライナ指導部は武力行使、この2日間で3度目の最後通告、そして最近では対テロ作戦への署名について絶えず話題になっている。告発され、権力を剥奪されたヤヌコービッチがそのような法令に署名しなかったことを思い出してください。彼は暴力を使いたくなかった。あなたはこのことで彼を非難することができます：彼が正しいことをしたかどうかにかかわらず。しかし、それにもかかわらず、今、私たちは、勝利を収めた「自由の騎士」たちが、全身を白で統一し、その白いユニフォーム全体を血で満たす準備ができているのを見ます。残念ながら、これはひどいことです。しかし、あらゆる革命は――このテーマについて何冊かの本を書いてきた私が言えることですが――常にこのように終わります。
A. トルストフ: なぜ今このような発言がなされたのでしょうか?なぜもっと早くしないのですか？
N. スタリコフ: 状況が沸点に達しているからです。ウクライナ南東部の人々、そしておそらくウクライナ人の大多数は、この権力を受け入れたくないし、受け入れていないと思います。第一に、軍事クーデターの結果としてキエフに不法に与えられたものです。そして第二に、彼らはバンデラが国民的英雄になることをただ黙って生きていくことはできない。だからこそ、人々はそのように生きたくないのです。それらは聞こえません。彼らは連邦化を要求している。そしてこの民衆の叫びは実際に民衆の反乱へと発展した。そして、国民に話しかけたり、連邦化に関する住民投票を発表したり、大統領選挙の代わりに住民投票を実施したりする代わりに、なぜそうすべきなのか今なら説明できるのですが、私たちはあらゆる方面から血を流すよう求める声を絶え間なく聞いています。これは正常ではありません。
A. トルストフ: 国民投票について。同じトゥルチノフ氏は、政府機構問題に関する全ウクライナ国民投票を5月25日の選挙と同時に実施する可能性があると声明を発表している。確かに、Radaがそのような決定を下した場合。
N. スタリコフ: トゥルチノフの顔を見た人は誰でも、彼の発言に注意深く耳を傾けないでしょう。私が言いたいのは、なぜ同時にできないのかということです。事実は、今日ウクライナで非常に興味深い状況が起こっているということです。どのウクライナ憲法が施行されているかを説明できる弁護士は一人もいません。説明しましょう。ヴィクトル・ヤヌコビッチの時代には、彼の下で、彼らが言うように、憲法を改正し、大統領に権限を追加した。プーシストたちが古い形に戻そうとしたのはこの憲法だった。 2月21日、野党が違反したすべての合意が署名されたとき、ヴィクトル・ヤヌコビッチは命を救わなければならなかったために1つの文書に署名する時間がありませんでした。今日私たちが見ているように、この脅威は現実でした。彼は最終文書に署名する必要があったが、議会はすぐにこれに賛成票を投じた。ヤヌコーヴィチがこの文書に署名した後にのみ、旧ウクライナ憲法が発効した。彼は署名しませんでした。これは、新しいものが有効であることを意味します。しかし、新しいものはまったく異なることを言っています。そして、現在のプーシストたちは、あたかも昔のプーシストが演技しているかのように行動します。つまり、それは一般には理解できない、憲法上の空白である。なぜなら、古いバージョンによれば、彼らは約束をして行動する、それが最初のことだからです。この問題を調査する必要があります。第二に、ウクライナ国民が大統領を選出しに行くことになる。この大統領にはどんな権限が与えられるのでしょうか？ある憲法によれば、いくつかの憲法があり、別の憲法によれば、他の憲法もあります。第三に、連邦化とは何ですか?これは中央と地方の権力の変化である。つまり、国の建設方法の原則が同時に変わる可能性がある場合、どうやって大統領を選ぶことができるのかということです。まずウクライナとは何かを決めなければなりませんか？それは連邦ですか、単一国家ですか、それとも何か他のものですか?そしてこの後初めて、この国のリーダーが選ばれるのです。それは明らかだ。
A. トルストフ: しかし、選挙は秋に延期されるべきだという意見もあります。その前に、憲法を採択し、これらの変更、つまり古い憲法に戻します。
N. スタリコフ: 私個人としては、人間の命がこの世界で最も重要な価値であるように思えます。プーシストやマイダンにいた人々が何を達成したかを見てみませんか？百人が命を捧げた。さらに多くの人が亡くなるという脅威があります。ウクライナ大統領選挙を2015年3月ではなく2014年5月に実施するため。自問してみよう。それだけの価値はあったのか、選挙を11か月前倒しするために、本当に100人もの人命、混乱、無政府状態、国家崩壊の脅威を犠牲にしたのだろうか。
A. トルストフ: アレクサンダーからの質問: 「キエフに軍事政権があるなら、なぜロシアはロシア国民を守らないのか?」論理はどこにあるのでしょうか?そして、ウクライナの主権はそれとどのような関係があるのでしょうか?ヤヌコービッチはロシア軍の入国を許可しなければならない。」
N. スタリコフ: その質問は非常にもっともです。正直に言うと、これらは単なる感情です。リスナーは、ヤヌコーヴィチ大統領はウクライナ領土への軍隊の入国を許可すべきだと信じている。しかしヤヌコビッチ氏はそうは考えていない。そしてそれをどうすればいいでしょうか？尊敬されるラジオリスナーがヤヌコーヴィチの代わりにこの法令に署名するだろうか？彼はヤヌコビッチ氏の代わりに国連で講演するのだろうか？ヤヌコビッチ氏の代わりに、国際法の解説や解釈を行うのだろうか？もちろん違います。ロシアの立場はバランスが取れている。私たちの主な立場は次の 2 つの公準に基づいています。1) いかなる状況においても戦争を始める機会を与えないため。 2) 私たちには、発展し、繁栄するウクライナ全体が必要です。ウクライナの崩壊は必要ない。大統領はこれについて話し、ラブロフもこれについて話します。私も微力ながら、このことについて常に話しています。なぜ？なぜなら、アメリカ人は意図的にこの混乱全体を作り出し、プーシストたちの手でウクライナ国家を破壊し、1818年と同じように、国境の隣に巨大な野原ができるようにしたからであり、「マフノフシチナ」は継続したのである。この分野が過激派組織に機会を与え、膨大な数の人々が職を失い、彼らが一部の過激派組織に引き寄せられ、そこにあるすべての企業が閉鎖される可能性がある。ウクライナ指導部が現在何を委任しているか見てみましょう。彼らはロシアへの武器供給をやめるつもりだ。質問: 他にウクライナから武器を購入する人は誰ですか?主な買い手はウクライナではなくロシアだ。ウクライナ自体はウクライナからほとんど何も買っていない。外国人の消費者もいます。つまり、耳のない義理の息子を義母が持つように、耳を凍傷させましょう。つまり、もし彼らが我々の軍事企業への部品の供給を止めれば、彼らの企業は閉鎖されるだろう。人々は仕事を失います。この行動には何の意味があるのでしょうか？意味はありません。私たちは、キエフの反乱主義者のすべての行動が独立したものではないことを理解しなければなりません。彼らは可能な限りロシアを困らせるような行動をとっている。この理解に基づいて、ポリシーを構築する必要があります。彼らには戦争が必要だ。彼らは常に挑発を仕掛けます。スラビャンスク市の状況を見てください。訓練服を着た私服を着た見知らぬ人々が、人々を乗せた2台の車を撃ちました。 1人が死亡、2人が負傷した。質問: これは何ですか?お答えします。これは、同じ未知の狙撃兵のテクノロジーですが、バージョンが異なるだけです。狙撃兵が撃てる場所はないので、車に乗っている人は車に乗っている他の人を撃ちます。本格的な内戦が始まる前にシリアでも同様のことが起こり、バイクに乗った見知らぬ人々がデモ参加者を機関銃で撃った。任務は、衝突を引き起こし、情熱を高め、この大釜を爆発させることです。したがって、誰かが戦争を必要とし、誰かが犠牲を必要とします。この誰かはアメリカです。これを理解した上で、ロシアは言い訳をすべきではなく、軍隊を派遣すべきではない。
A. トルストフ: リスナーからの別の質問: 「ウクライナ政府が大多数の国連加盟国によって承認されている場合、その政府を非合法と呼ぶ根拠は何ですか?」
N. スタリコフ: とてもシンプルです。第一に、国連、PACE、その他の国際機構のほとんどの国が「たとえ彼が悪党であっても、彼は我々の悪党である」という原則に基づいて行動していることは苦々しいことである。理由はとても簡単です。私たちはウクライナ憲法の旧版と新版の両方を公開します。ウクライナ大統領から権力を剥奪するための選択肢は3つ明確に書かれている：1)大統領は声明を書いた。 2) 彼は亡くなりました。 ３）弾劾手続きを行った。弾劾手続きは単に議員が起立して投票するだけのものではない。まず、これらの議員が一定数存在する必要があります。弾劾宣言に基づいてこれらの犯罪を捜査する特別委員会が設置される。彼女は 2 時間や 15 分ではなく、何か月もかけて調査を実施します。それから彼は報告します。憲法上の過半数の議員がすでに投票を行っている。その後、この決定は憲法裁判所によって承認されなければなりません。そこで弾劾手続きが行われた。反逆者たちは何をしたのですか？ラジオのリスナーの皆さんは、この手続きがまったく始まっていないことを理解していると思います。さらに憲法裁判所も解散させた。つまり、ウクライナ憲法によれば、ヴィクトル・ヤヌコビッチはウクライナの合法的で正当な大統領である。そして、国連がアメリカ人の言うとおりに投票するという事実は、このプロセスに驚くのをやめるべき時です。
A. トルストフ: それでは、なぜウクライナは国連に対し、国の東部で平和維持軍との共同作戦を実施することを提案し、同じ質問をNATOに頼らないのでしょうか?
N. スタリコフ: それはすべてサーカスだからです。これらは同じ血まみれのピエロです。 NATOはウクライナにいかなる援助も提供しない。ウラジミール・セメノビッチ・ヴィソツキーの古典的な言葉を思い出してください。「私たちはスポーツロトで書きます」。これも同じことです。彼らは野生生物トラストに手紙を書く可能性も同じです。彼らの任務はウクライナを救うことではなく、ロシアを困らせることだ。つまり、彼らは、ロシアを何らかの形でこの混乱に引き込み、ウクライナとロシアの間で戦争が勃発するように、ウクライナに混乱の種を蒔いたのである。そして、そのような形容詞が使えるのであれば、私たちは繁栄したウクライナ、そして全体的なウクライナを必要としています。したがって、誰かがルガンスク、ドネツク、その他の地域への軍隊の導入について話すときは、それについて考えてください。そしてリヴィウ地方とジトームィル地方では？彼らもそこでロシア軍を待っているのだろうか？いいえ。それで、これについてどうやって話せますか？ラジオリスナーがこのように書く理由がわかりました。彼は感情に突き動かされていた。国の指導者がこのような行動を取ることはできません。感情の高ぶりで行動を起こさず、よく考えて行動する政治家がこの国を率いているのはとても良いことだ。だからこそ結果は素晴らしいのです。見てください、クリミアはロシアと再会しました。そこには軍隊の配備はありませんでした。結果は達成されました。続行方法は次のとおりです。
A. トルストフ: そして今日でも、ウクライナ新政府に反対する集会がマイダンで開催されているというメッセージが届きました。要件は次のとおりです。まず第一に、経済状況を安定させることです。これが起こらなければ、国は大規模な抗議活動に圧倒されるだろう。この一週間、ウクライナでの群れの生活は耐えがたいものだった、とこの行動の参加者らは言う。食料品の価格は2倍になり、医薬品の価格は50％上昇し、同じことが住宅や公共サービス、ガス料金でも起こっています。キエフでのミニバスによる移動もほぼ2倍になりました。そのような集会は同じマイダン・ネザレジノスティに何をもたらす可能性があるでしょうか？生活の質は悪化している；現政府に対する深刻な反対が現れる可能性はあるだろうか？これにより、欧州統合とヤヌコーヴィチ打倒を主張した人々の心はどう変わるだろうか。
N. スタリコフ: ソ連映画の古典「マリノフカの結婚式」を思い出してください。「権力が再び変化しつつある」。そこでは、お金の問題について、「取ってください、取ってください。もっと引き出します。」でした。そして、リソースの配分方法については、「これは私のため、これも私のため、私にとってはすべて同じです。」そこには現在のウクライナ情勢の全体が説明されている。政府がこのように行動し、それ以外の行動ができない場合、しばらくすると、政府を支持していた人々が自ら政府を一掃するでしょう。なぜなら、彼ら、素朴な人々は、自分たちが何か良いことを達成していると誤解されたからです。彼ら自身が数か月の間にあらゆる結果を伴って国家を破壊しました。国家の崩壊は人々にとって常に恐怖です。これは常に経済危機であり、常に内戦の危険であり、常に生活水準の低下です。国家が崩壊して誰もが豊かに暮らし始めるなどということは決して起こらない。そんなことは起こりません。ソ連の終焉を思い出してください。現在、この悲劇はより小規模で起こっていますが、それでも悲劇であることに変わりはありません。したがって、ウクライナ人自身が現在の不法なウクライナ政府を拒否しなければならない。そして数年ではなく数カ月以内に、ウクライナ人自身が間違いなく彼女を追い出すだろう。なぜなら、彼女は約束を一つも守らないからです。
リスナー：こんにちは。スタリコフ氏、歴史家であり作家として、イリンが何を書いたかを知っているはずです。共産党が崩壊し、反人民独裁政権が誕生した場合、国家の樹立には数十年かかることを忘れないでください。 1818年の恐ろしい革命の後、スターリンはなんとか国を立て直し、短期間ですべての戦争を起こして勝利しました。そして私たちは25年間この沼地にいます、ロシアでは内戦が起こっています、わかりますか？これはいつまで続くと思いますか？
N. スタリコフ: ほら、この国を心から支持している人が電話してきました。なるほど。そしてまた感情が爆発。親愛なるラジオリスナーの皆さん、私は歴史をよく知っています。私はすでに12冊の本を書きました。そのうちのいくつかは革命の歴史に特化しています。そのうちの1人は「スターリン」と呼ばれています。一緒に思い出しましょう。」私はスターリンをとても尊敬しています。しかし、国家を復興させたスターリンとそのチームは、17～18年にロシアを破壊した人物と同じ人物ではない。さらに、1937年から1938年にかけてのいわゆるレーニン主義者の衛兵は、当然の報いを全額受けた。この後になって初めてソ連はようやく前進し、最も悲惨な戦争に勝利し、1991年にゴルバチョフがソ連を裏切るまで完全な超大国になることができた。何を提供していますか?再び内戦が起きて、この国は再び血で満たされることになるのだろうか？もちろん違います。したがって、これはウクライナの発展の道ではありません。いかなる革命も国家の崩壊と流血につながると私が言うとき、それはその通りだ。大フランス革命を思い出してください。 70年のソ連と19年の血なまぐさい乱交と内戦を区別する必要がある。これらは 2 つの異なる国です。両党は名前が似ているように見えますが、異なる共産主義者であり、イデオロギーも異なり、意味も異なります。したがって、十分な回転数が得られます。だからこそ私たちはウクライナで革命が起こることを望まないのです。今日のウクライナを破壊したのは、勝利すると革命と称するクーデターでした。事実です。 2月21日以前、これらすべての出来事が始まる前は、クリミアもドンバスもウクライナから離脱する気は微塵もなかった。私たちが話していることを理解するために、仮説を立てて想像してみましょう。 1999年、バサエフのギャングはダゲスタンに行きました。ダゲスタン人は、わが軍が接近する前でさえ、即座に彼らを撃退した。彼らには本当に感謝しています。ロシアは彼らの偉業を覚えている。しかし、何か恐ろしいことが起こり、バサエフの選挙活動が赤の広場で終わったと想像してみてください。つまり、彼らは勝利し、中央政府になったのです。ロシアのすべての地域が直ちにこの中央政府からの離脱を望むことは保証します。さらに、イスラム教徒の人口が多い地域であっても。なぜなら、そのようなワッハーブ派過激派権力者はひどいからである。これが今日ウクライナで起こっていることだ。西側の利益のために働くファシスト、国家主義者、政治家がそこで権力を握った。そして他の誰もが恐怖を感じ、彼らから距離を置きたがります。ウクライナ崩壊の根源は現キエフ政権にある。すべての普通の人々の願いは、彼女から離れることです。したがって、このキエフ政府が国民と接触し、そこで連邦化に関する住民投票が行われ、キエフにおける権力の意味が変わるならば、ウクライナは救われる可能性がある。
A. トルストフ: ニコライ・ヴィクトロヴィチ、ロシアは各国の領土に軍隊を派遣しないというあなたの発言について彼らはあなたに尋ねています。ローマンは次のように書いている。「申し訳ありませんが、ロシアはユーゴスラビア、シリア、北アフリカ諸国に軍隊を派遣しませんでした。にもかかわらず、そこでは戦争と荒廃が続いています。注意することに何の意味があるのでしょうか？そしてもう一人のリスナーはこう言いました。ロシアの同胞を放置して死なせるのか？彼らに撃たせるか、それともどうするか？」
N. スタリコフ: 最初の質問: 誰が撃たれましたか?現時点で、こうした行き過ぎの防止に関するロシアの厳しい立場は、ロシアを移動している戦車ではなく、外交上の立場にあり、それがキエフがすでに3度の最後通牒を出しており、何も決定できないという事実につながっている。私はクリミアで決心したことはありませんでした。彼らは常に挑発しようとしています。シンフェロポリでウクライナ兵1名とコサック1名を射殺した狙撃兵を思い出してほしい。今、車に向けて発砲している人もいます。彼らには理由が必要であり、戦争が必要だ。親愛なるラジオリスナーの皆さん、考えてみましょう - これが難しいことは理解していますが - しかし、感情を持たずに考えてみましょう。彼らには戦争が必要ですが、私たちには平和が必要です。したがって、同じ目標を達成する必要がありますが、方法は異なります。シリアで戦争が起こっているという事実について。シリアとリビアの違いがわかりますか？ロシアはリビアに干渉しなかったし、ロシアはユーゴスラビアにも干渉しなかった。ユーゴスラビアもリビアもありません。そこでは最近、一部のフーリガンが首相の素行の悪さを理由に逮捕した。これは今日のリビア国家のレベルだ。しかし、そこにはシリアがある。はい、そこには荒廃があります。はい、そこには死んだ人がいます。なぜなら、そこでは人々がテロリストから自由を守っているからです。違いがわかりますか?そして、もしロシアが彼を助けてくれなかったら、彼は自分の自由を守ることはできなかったでしょう。したがって、どこでどのような政策が進められ、それがどのような結果につながるのかを把握しましょう。
リスナー: ニコライ・ヴィクトロヴィッチ、あなたは、なぜその後の再選挙を伴うこのクーデターを実行する必要があったのか、とおっしゃいました。私の見方では、このクーデターはウラジーミル・ウラジーミロヴィチ・プーチン大統領の評価を大幅に下げるために行われた。もしクリミアで流血が、ウクライナ東部で流血が起こっていたら、国民はプーチンを許さないだろうし、プーチンはもはや大統領にはならなかっただろう。このためにあらゆることが行われてきました。さらにオリンピックを中傷するために。あなたはどのように思いますか？
N. スタリコフ: 西側諸国がこれらの行動を開始したとき、かなり多くの目標を追求しましたが、それらはすべて同様に反ロシア的でした。クーデターがもともと計画されていたというのは全くその通りで、プーチン大統領自身も、ウクライナで次期大統領選挙が行われるはずだった2015年にこのことについて語った。しかし、ヤヌコーヴィチは欧州統合に関する協定に署名しなかったため（注意してください、誰もがこの協定のことをすでに忘れています、誰も彼がマイダンに来たヨーロッパの夢を彼に返すことを要求していません、なぜなら彼らはヨーロッパ統合に近づいていないからです）ヨーロッパの夢、食べ物はすでに高くなっている、ガソリンは高くなっている、薬も仕事もない、どんなヨーロッパの夢があるのか）。したがって、ヤヌコーヴィチがこの協定に署名しなかった後にのみ、プーシストたちは即興で対応しなければならなかった。そして彼らには多くの目標があります。第一に混乱を招くため、第二にロシアからクリミアの戦略的拠点を奪い、そしてもちろんロシア指導部を困難な立場に置くためである。つまり、クリミアのために戦わなければ、弱さを露呈し、ロシア国内での評価を失うことになる。特にそれが血まみれの過剰な場合に起こります。これらの血なまぐさい行き過ぎに介入した場合、あなたは血みどろの行き過ぎに介入したため、評価を失います。 1914 年のことを思い出してください。何という愛国的な熱意でしょう！誰もがドイツが宣戦布告したロシアを守りたいと思っている。そして1917年、そのときツァーリを打倒したのは誰だったのでしょうか？この愛国的な熱意はどこへ行ったのでしょうか？これは、3 年間の戦争により、何が起こっているかに対する人々の態度が変化したためです。つまり、西側諸国は私たちを非常に困難な状況に追い込みたかったのです。そしてこれは、敵が設定した目標とは反対の目標を達成し、同時にすべての落とし穴を回避するための政治家のスキルです。重要なことは、血が流出しなかったことです。 2人が死亡した。本当にごめんなさい。おそらく通りには彼らの名前が付けられるべきでしょう。もちろん、彼らはクリミアでその名前を付けるでしょう。
A. トルストフ: あなたの観点からすると、ロシアはどの時点まで状況に介入しないつもりですか?これが不可能になるポイントはどこですか?
N. スタリコフ: 事態が完全に制御不能になるまで、ロシアは介入しないだろう。もし、神が禁じているかもしれないが、万人による万人に対する何らかの戦争がウクライナで始まったら、もちろん、これに何らかの形で反応する必要があるだろう。私はウクライナ国民自身がこの状況を解決できることを心から願っています。警察と軍の双方が国民の側に移行するプロセスが始まっていることに留意してください。一般人を撃てるのは誰もおらず、現在では国家警備隊と呼ばれている右派セクターのファシストだけであるため、これは避けられない道である。空挺旅団を想像してみてください。なんだ、女と老人を撃つのか？何のために？彼女は単に脇に寄って、せいぜい住民の側に行くだけだ。
A. トルストフ: ニコライ・ヴィクトロヴィチ、質問: 「では、軍隊の派遣がないのに、なぜプーチン大統領は軍事力の行使の許可を求めたのでしょうか?」
N. スタリコフ: 彼はロシアの決意を示すためにこれを要求した。使用された脅威はもはや脅威ではないことがわかります。誰もこの許可を取り消していないことに注意してください。これ以上は議論されません。しかし、かなりの時間が経過しました。あれから一ヶ月が経ったと思います。そして、ウクライナの反逆者たちは概してまだ武力行使を行っていない。彼らはそのためにたくさんの理由を作りましたが。最も重要なことは、彼らは、「自分たちにはこういう理由があるから武力行使をする」と常に言っていたということです。つまり、彼らは常に話し続けますが、最後の瞬間に何かが彼らを止めます。確かに、先日行われたCIA長官の訪問ではない。
A. トルストフ: これも興味深い質問です。今日、ロシアのガスに関するメッセージを受け取りました。ウクライナは1000立方メートル当たり386ドルを支払う用意がある。ロシアは以前、価格を485.5ドルと主張していた。欧州でも単一のエネルギー同盟を創設する計画について話が進んでいる。この組織は天然資源の問題に対処できます。一般に、エネルギー問題が提起されるのはこれが初めてではない。あなたの観点から見ると、現在の状況はヨーロッパにロシアに依存しないようにこの問題を解決するよう促すのでしょうか？ヨーロッパと欧州連合がロシアのガスを拒否したらどうなるでしょうか？
N. スタリコフ: この質問にはコメントする価値があります。ウクライナからの声明: ガソリン代として 386 ドルを支払う用意がある。親愛なるラジオリスナーの皆さん、あなたが店に来てカウンターに行き、「このソーセージに 500 ルーブル払うつもりです」と言うと想像してみてください。売り手は「ただし、600 円かかります。」と言いました。そしてあなたはこう言います。 500 ルーブル支払う用意があります。つまり、あなたはそれを 500 ルーブルで私に売る義務があります。」だから何？さて、ここは幼稚園です。価格が固定された署名済みの契約が存在するという事実にもかかわらず、ユリア・ティモシェンコは数年間良心の囚人となった。契約書があり、価格、何かあった場合の減額方法、長期間支払わない場合の前払いなど、すべてがそこに記載されています。そこにはすべてが書かれているので、契約書を読む必要があります。したがって、私たちがある程度の代償を払いたいという事実について話すことは、貧しい人々を擁護することになります。そして、キエフの非合法な政府が権力を握っている状況では、ロシアにはこの政府に補助金を出したり、ガソリン価格を引き下げたりする動機はない。ヤヌコーヴィチ氏の価格を引き下げたのは、彼が正当であり、彼の下で年金が支払われていたこと、グリブナの為替レートが異なっていたこと、そしてファシストが機関銃を持って街を歩いていなかったからである。私たちは彼にこの契約に署名しなかったことを理由に割引を与えました。これは理解できました。なぜこのような割引を行っているのでしょうか?彼らは反逆者であり、国連の一部の国に認められているからでしょうか？これらの国連諸国にこのお金を与えましょう。今日スロバキアから到着しました。したがって、向こうのガスの状況も私は知っております。結局のところ、スロバキアは、スロバキアにとって理由は不明だが、ウクライナが大きな期待を寄せている国の一つである。ウクライナは何を望んでいるのか？彼女はスロバキアで何らかのガス反転が行われることを望んでいる。ガスパイプラインがあり、ガスがヨーロッパに送られていると想像してください。物理的な奇跡によって、ガスは同じパイプを通って戻ってくるはずです。ウクライナが我が国のガスを奪っていることについて話しているのは明らかですが、あたかもスロバキアがガスを供給しているかのように考えられています。すべてがうまくいくだろうが、スロバキアは「このガソリン代は誰が払うのか？」という疑問を抱いている。ここではウクライナのパートナーは何も言えない。したがって、スロバキアは、ガスの逆転は不可能だが、欧州連合がウクライナの代わりにこのガスの代金を支払うという保証を与えれば、一部供給の用意はあるとしている。しかし、欧州連合はそのような保証を提供していません。ほら、ただの話だよ。西側諸国からの具体的な援助は何ですか？現在、米国は10億ドルの援助を提供していますが、これは融資であり、返済する必要があります。 IMF は政治的動機に基づいた融資を行っています。つまり、年金は引き下げられ、退職年齢は引き上げられ、社会保障は削減されるべきです。そうすれば、私たちはお金を渡しますので、後でもっと多くのお金を返してもらえるでしょう。これは助けですか、それとも何ですか?誰もウクライナを助けていない。なぜなら、彼らはウクライナの繁栄を必要としているのではなく、ウクライナが非常に悪くなることを必要としているからです。そして彼らは一言だけ言いますが、計画を実行に移します。したがって、ヨーロッパがロシアのガスからより独立するだろうという話も完全なフィクションです。まず、自立するためには、ガスを何かに置き換える必要があります。ノルウェーにはそのような代替品を提供することはできません。彼女にはボリュームがありません。米国はシェールガスを生産しています。第一に、それを輸送する必要があるが、液化ガスを送り込む巨大な船はなく、ヨーロッパには停泊地もなく、建造のための造船プログラムさえない。つまり、10年後にはそれが実現するかもしれない。しかし、この 10 年間は何かで温める必要があります。アンゲラ・メルケル首相の声明やアルセン・アヴァコフ氏のフェイスブックへの投稿だけではなく、もっと重要なことがある。欧州はロシアのガスを何かに置き換えることはできない。費用も時間もかかり、採算が合わないのです。
A. トルストフ: 同時に、中国から帰国したアルカディ・ドヴォルコビッチ副首相は、ロシアと中国の同僚が中国へのロシア産ガス供給契約を準備する用意があると宣言した。さらに、これらの提案は、早ければ5月にもウラジーミル・プーチン大統領の中国訪問に向けて準備される可能性がある。この市場は私たちにとってどれほど興味深いでしょうか?ロシアは中国に対してどのような見通しを持っていますか?
N. スタリコフ: もちろん、この市場は私たちにとって非常に興味深いものです。私たちがそこにガスパイプラインを建設したのは、偶然ではありませんでした。その名を馳せた現代の最も偉大な思想家の信用を傷つけようとして、今ではインターネットもなく貧しく不幸な生活を送っている人物です。そして、彼がまさにこれ、我が国の炭化水素を中国に導くESPOの建設を阻止しようとしたのは偶然ではない。ここには多くの利点がありますが、欠点が 1 つあります。利点は、ヨーロッパ人が突然、街路に生える木々の中で日光浴をしたいという自殺願望を抱いたとしても、私たちはこう言うことです。しかし、私たちは中国にガスを供給します。」唯一の欠点は、中国がまだヨーロッパと同じレベルの消費を私たちに提供できないことです。
A. トルストフ: この点に関して、リスナーからの質問です。「もし国連がロシアを侵略者と認めた場合、中国との紛争が起こった場合、誰がロシアの同盟国になるのでしょうか?」
N. スタリコフ: そして、ロシアの自発的同盟者であり、私たちよりも私たちのために、少なくとも私たちと同じように戦った人がいるでしょうか?歴史上このようなことは全く知りません。シンプルな理解から始める必要があります。私たちほどロシアに忠実であり、ロシアを愛する同盟国はありません。外交官の技量は、中国が紛争からではなくロシアと友好関係にあることで利益を得られるように、利益の網を編むことにある。イタリアの政治家たちに、ロシアとの協力はいかなる紛争よりもはるかに有益であることを理解してもらうためだ。だからこそ西側諸国は長い間、アドルフ・ヒトラーのような自国に不利益をもたらす政治家を欧州の主要国に連れて行こうとしてきたのだ。あるいは、今日のウクライナの反逆者たちのように、彼らはウクライナをとても愛していると言いながら、実際にはウクライナを潰し、切り刻み、破壊し始めたのだ。
A. トルストフ: ウクライナとの和解でルーブルに切り替えるのはいつですか?
N. スタリコフ: 良い質問ですね。ウクライナとの間だけでなく、天然資源だけでなく天然資源の貿易全般においてルーブル支払いに切り替える必要がある。そうすれば、厳密に言えば、プロセスは速く楽しく進みます。しかし、たとえば、機械工学の製品をルーブルで売ることが難しい場合、ガスを買わないわけにはいきません。あるいは、例えば、フィンランドのパートナーはロシアの木材を買わずにはいられません。それを望むかどうかは別の話です。できません。したがって、条件を設定できます。はい、販売しますが、ルーブルのみです。私たちの両替所に来て、通貨を売って、ルーブルを買って、それで支払いましょう。つまり、これらすべての意味を一言で言えば、自国の通貨に対する需要を生み出すことです。ドルの需要を生み出すことで、米国は高い生活水準を達成した。できる限り幅広い商品のルーブル取引に移行すれば、ここロシアでも同じことができるようになります。
聞き手: ニコライ・ヴィクトロヴィッチ、あなたは、私たちの敵、つまりウクライナ領土内で自由に諜報活動を行っている米国も、ロシア指導部が何を望んでいるか、どのように行動するかを考え、見ていると認めていますね。
N. スタリコフ: もちろん、諜報機関は機能しています。実際のところ、SBUは以前はアメリカの傘下にありましたが、現在は直系の支店となっています。ほら、今日、ヤヌコビッチとともに打倒され解任されたSBUのトップがセンセーショナルな発言をした。同氏は、現SBU長官で中央選挙管理委員会の責任者であるナリバイチェンコ氏が二重スパイであると述べた。ナリバイチェンコ氏は英国と米国の両方のパートナーと働いている。原則的には何も驚くべきことではありません。私が右派セクターがどこから来たのかという問題を研究し始めたとき、ナリバイチェンコ氏がSBUの長として彼らのキャンプに来たことに突然気づきました。想像してみてください、この話はすべて隠蔽されました。インターネット上に写真があります。たとえば、ウクライナ保安局の学校からの士官候補生の卒業式です。アメリカ大使は彼らに卒業証書を授与します。これはFBIでもCIAでもなくSBUです。ロシア大使が将来有望な若いFBI捜査官たちに記念品や入れ子人形、ペナントなどを贈っているところを想像できるだろうか？もちろんそうではありません、誰も彼をそこに入れません。したがって、状況は次のとおりです：アメリカ人はウクライナで働いています。そこへCIA長官がやって来た。しかし、彼らは以前にもウクライナで働いたことがあり、常に働いてきました。そして「ロシアとクリミアの統一」と呼ばれる作戦は彼らにとって全くの驚きだった。彼らはクリミア人がこのように組織化できるとは予想していなかった。彼らはロシアがこの問題に関して意志を示すとは期待していなかった。彼らは一般的に、出来事のまったく異なる展開を予想していました。だからこそ私たちは彼らを驚かせることができるのです。そして、将来的にこれができない理由は見当たりません。
リスナー：なぜ統一ウクライナが必要だと言うのですか？私たちには彼女はまったく必要ありません。そこには、ガリシア人、ユニアテス人、ルシン人、トランスカルパチア人など、相容れないものが存在します。そして普通のウクライナ人、私たちのロシア人。なぜウクライナは統一される必要があるのでしょうか？なぜこのパッケージには、興味や資質においてこれほど正反対の人々が含まれる必要があるのでしょうか?不明瞭。
N. スタリコフ: 私は人々を質と量で分けていないと言いたいのです。私にとって、ウクライナ人は皆平等です。私にとって、ウクライナ人は、方言に若干のクセがあるだけで、同じロシア人です。ロシアの南部地域にも存在します。大きな違いはありません。ミハイル・セルゲイビッチ・ゴルバチョフの言葉を思い出してください。彼はウクライナとは何の関係もありませんでしたが、それでも彼は完全にウクライナの、南ロシアの方言を持っていました。
はい、ウクライナの西部地域は精神的に異なるという決定的な問題があります。特にこの20年で彼らは精神的に変わってきました。しかし、厳密に言えば、彼らが私たちのロシア文明に入ってきたのは、20世紀半ばのスターリンのおかげであることを私たちは理解しなければなりません。この対立がロシア人とウクライナ人の間の対立ではなく、ロシア世界と西側世界の間の対立、それが問題なのですが、この対立が消えるには時間がかかります。私たちロシア世界の愛国者は、繁栄し団結したウクライナ全土を必要としています。私たちの視点は次のとおりであるべきだと私には思えます。「私たちの一部であるものを分割することはできない」ということです。もう一つは、私たちが常に判断できるわけではない状況が国全体の崩壊につながるということです。そして、いくつかのアクションはすでに実行されています。しかし、私たちはこのプロセスを開始することはできませんし、開始すべきではありません。
NATO の最終目標は、ロシアのトヴェリ地域を独立国家としてこの組織に認めることです。
2014/04/21
nakanune.ru リソースとの電話インタビューで、私はジュネーブ交渉の結果とウクライナ全体の状況について私の見解を表明しました[40]。
質問：前日、ウクライナ情勢に関する四者協議がジュネーブで開催された。ニコライ・ヴィクトロヴィッチ、あなたの意見では、彼らはロシアにとって成功しましたか？
N. スタリコフ: 交渉は、当事者が懸念する問題について話し合い、平和的な解決策を見つけるために存在します。交渉の事実そのものが、ウクライナ情勢がなんとなく天秤に似ていて、どちらかの方向に振れていないことを示唆している。もし紛争当事国の一方（今日は純粋にウクライナ人である）が一方的に解決する機会があったとしたら、すべてはすでに決まっていただろうと私は確信している。今日、キエフの正当な当局を自称する人々は、機会があれば、南東部の自国民の蜂起を強力な手段で鎮圧するだろう。しかし、彼らにはそのような機会がないため、キエフと米国の双方が交渉のテーブルに着かなければならない。
この交渉の結果に関しては、特に誇るべきものはない。一言で言えば、彼らは交渉することに同意した。なぜなら、現在ジュネーブで署名されたものは善意の集まりだからだ。一方は建物を立ち退かせて武器を引き渡さなければならず、もう一方は右派セクターの違法組織を武装解除して人々への攻撃を止めなければならない。さらに、2月の反乱主義者たちがウクライナを導いた憲法上の行き詰まりから抜け出す方法は何であるべきかという主要な問題はまだ解決されていない。ここでは、この行き詰まりから抜け出す方法について、各側がまったく異なる見解を持っています。
ロシアが提案した道は正しいように私には思えます。つまり、まず国民の権利、地域にどのような権利を与えるかを決めて、地域で住民投票を行う必要がある。同時に、ドネツクやマリウポリの住民がウクライナ中央選挙管理委員会を信頼しているとは思えない。英国のエージェントが座っています。
そしてその後、この国がどのような国なのか、どのような憲法体系を持っているのか、どのような憲法を持っているのかが明らかになって初めて、その国の元首を選ぶことができるようになるのです。そうでない場合、未知の権限を持つ未知の国に対して、早期選挙が提案されます。そういうやり方ではないんです。
質問: あなたの意見では、今何かが変わるのでしょうか、人々は本当に政府の建物を立ち退かせるのでしょうか？
N. スタリコフ: そのような行動を実行するよう駆り立てられた人々が武装解除して特定の建物から立ち去るためには、人々が街頭に出た目的を実行するという保証を受け取らなければなりません。今日、誰かが地域住民投票の実施を提案していますか?キエフの政治家からそのような発言を聞いたことがない。彼らが国の秩序を回復し、ネオナチグループを武装解除することを保証する人はいますか？これについても聞いていません。これらの問題が明確になるまで、ジュネーブで署名された文書はジュネーブで署名された文書のままになるのではないかと思います。
質問: この文書は、国民が政府の建物から出たくない場合に備えて、キエフ軍事政権が反政府勢力を武力で鎮圧する別の理由を与えるものでしょうか?
N. スタリコフ: ウクライナは常にこれを試みていますが、あまり成功していません。さらに、キエフ当局にとって最も重要な抑止力は、署名された書類がないことではなく、国境地域で前例のない事態が発生した場合にロシア軍を使用するための連邦評議会の許可の存在である。したがって、ジュネーブで署名された書類をそれほど重視する必要はありません。かつて、ヒトラーと私は不可侵協定に署名しましたが、彼はすぐにそれに違反しました。
質問: 交渉後、ジョン・ケリー米国務長官は、ウクライナ問題の解決に進展が見られない場合、米国政府はすぐにロシア連邦に対する追加制裁を導入する用意があると述べた...
N. スタリコフ: 私は、10年以内に、そのような交渉の場で、米国が悪質な行為をした場合、ロシアが米国に対する制裁の導入を発表することを本当に望んでいます。ケリーの発言は控えめに言っても奇妙であり、ここであなたは私たちと合意に達しているか、あるいは私たちに圧力をかけようとしているかのどちらかです。一方が他方を排除しなければなりません。
質問: アメリカが近い将来、対ロシア制裁を拡大する可能性はどの程度ありますか?
N. スタリコフ: もちろん、拡大するでしょう。 21人の代わりに41人の存在しない口座を凍結することになるが、これはロシア経済にとって「ひどい」打撃となるだろう。
質問: キエフ当局が国内で透明性のある憲法改正を実行するというウクライナ外務省長官の約束についてどう思いますか?
N. スタリコフ: 子供の頃、私はクリロフの寓話をたくさん読みました。そこでは、さまざまな約束をしたものの、それを果たさなかったさまざまな動植物の登場人物について書かれていました。したがって、権力を与えたヤヌコーヴィチ大統領との合意に違反し、わずか数時間でキエフでクーデターを実行した理由を説明できない政府を信頼する理由はないと思います。もし彼らがウクライナの安定と民主的発展を望んでいたなら、彼らはすでにヤヌコーヴィチからすべてを受け取っていただろう。しかし、彼ら、あるいはむしろ彼らを支配する人々は、混乱、分断されたウクライナ、そして戦争を必要としている。だからこそ、プーシストたちは何の必要もなくクーデターを実行したのである。ヴィクトル・ヤヌコーヴィチが同じヤツェニュクを首相に任命したとき、彼は同じように職務を遂行できただろうし、今ならトゥルチノフが彼の後ろに立っていなかったであろう。理解できない正当性を伴うが、完全に正当なヤヌコビッチ大統領。
質問：西側諸国がロシアに対し、ウクライナ紛争の激化を阻止するよう要求しているのは興味深いが、同時にラスムッセンは誰もウクライナに中立国になるよう強制すべきではないと述べている。これが私たちの隣人がウクライナの状況を悪化させている方法ではないでしょうか？
N. スタリコフ: 西側諸国は常にロシアに何かを要求します。私たちが多かれ少なかれ目に見える国になるとすぐに、彼らはすぐに私たちに何かを要求し始めました。私たちが敗北し、バルト海沿岸全体を奪った哀れな無防備なスウェーデン人を怒らせなかったという事実から始まり、ヨーロッパのパートナーが、彼ら側に何の保証もなしに一方的にヒトラーと戦争を始めるよう要求したという事実で終わる。そして、代わりに私たちが彼と不可侵協定を結んだとき、彼らは非常に腹を立てました。彼らは常に私たちに何かを要求します。私たちは彼らの要求にあまり注意を払うのをやめ、自分自身の利益に焦点を当てる必要があります。
質問: それでもあなたの意見では、NATO はなぜウクライナは中立国ではない可能性があると声明を出したのですか?
N. スタリコフ: これもまた新たな動きです。今では誰もウクライナをNATOに受け入れたり、他のヨーロッパの構造に受け入れたりしないだろう。一つ一つポジションを譲っていけば、そういう可能性もある。しかし、NATOの最終目標は、ロシアの完全に民主的で自由なトヴェリ地域を、20人の強力な軍隊を擁する独立国家としてこの組織に認めることであることを理解する必要がある。
アメリカ人はウクライナをロシアの一部として必要としており、それをロシアに対抗させるだろう
2014/04/22
2014 年 4 月 21 日に私も参加した RSN 放送の録音を皆さんにご紹介します。
番組のトランスクリプト (スペルと句読点 - RSN)。
A. トルストフ: ロシア通信社のサンクトペテルブルクのスタジオにて、作家で偉大なる祖国党共同議長のニコライ・スタリコフ。ハリコフの自由広場で人民知事が選出された。それは地元の実業家ウラジーミル・ヴァルシャフスキーだった。さらに、ルガンスクの人民集会の代表者会議でワレリー・ボロトフ知事が選出された。次に、スラビャンスクの民兵指導者らはＯＳＣＥ代表と会談した。そこには人民市長もいます。ヴャチェスラフ・ポノマレフです。彼は少し早く選ばれました。しかし、ドネツクとルガンスクの状況は依然として極めて緊迫している。市内では外出禁止令が導入された。日曜日の夜、スラビャンスクの検問所で銃撃戦があり、死傷者が出た。これらすべてのメッセージはあなたにとって何を意味しますか?
N. スタリコフ: これはすべて、2 月にウクライナ国家が事実上破壊されたという事実からの論理的な帰結です。日曜の夜に銃撃戦があったと言ってましたね。今日がイースターであることを明確にする必要があります。そして残念なことに、ロシア側のバリケードの向こう側に立っている悪魔崇拝者たちは、特に復活祭やその他の正教の祝日に血なまぐさい挑発を組織するのが好きだ、と多くの人が書いたり言ったりしている。これらすべては十分に準備されていました。さまざまな情報源によると、民兵3名が死亡し、そのうち2名が狙撃兵に撃たれたという。つまり、それは完全な軍事作戦であった。私たちがウクライナについて聞くニュースはすべて、ウクライナを混乱させ、国家として破壊しようとするある勢力の願望である。最近、アメリカの高官が頻繁にウクライナを訪問している。 CIA長官は偽造パスポートで到着した。彼が最後に来たのは1992年で、それ以降はウクライナには興味がなかった。ジョー・バイデンが今日到着した。この番組は機密扱いであり、ジャーナリストは存在しない。
A. トルストフ: 同氏がウクライナへの技術支援を発表するとの報道があり、その中には同国がエネルギー資源の利用効率を高めることを可能にする特定の技術的ノウハウの提供も含まれている。
N. スタリコフ: ジョー バイデンが新しい省エネ技術について話すためにウクライナに飛んだと信じる人は何人いるでしょうか?彼が来たのは軍事政権が非常に困難な状況にあるからだ。彼らは自国民の反応を予想していなかったので、現在行き詰まりに陥っています。一方で、彼らは本当は武力行使をしたいのですが、それはできません。その一方で、彼らは自らが予定している不正な大統領選挙を混乱させないよう交渉することを望んでいない。
A.トルストフ: 同時に、多くのアメリカ議員が、アメリカ行きを計画していた同じユリア・ティモシェンコとの面会を拒否した。その結果、彼女は行く人がいなかったために旅行を断ったようです。
N. スタリコフ: アメリカ高官のチャーター便の数から判断すると、彼ら自身も間もなくウクライナに飛ぶでしょう。ウクライナ人がそこまで飛行機で行く必要はない。南東部の住民がこれほど積極的に組織化すれば、すぐに誰もがそこに飛ぶでしょう。
A. トルストフ: では、なぜ彼らはティモシェンコとの会談を拒否するのでしょうか?これは、彼女がワシントンによって大統領の真の候補者として考慮されていないことを意味するのでしょうか?
N. スタリコフ: ここにはいくつかの選択肢があるかもしれませんが、そのうちの 1 つは、ワシントンにとってチョコレート菓子メーカーの方が良いということです。逆に、彼女に何について話せばいいでしょうか？最近、彼女は非常に奇妙な発言をしています - 原爆で攻撃するとか、軍事援助を求めるとか。あなたと彼女はテーブルに座り、周りにはジャーナリストとカメラがいて、彼女は何かを口走るでしょう。アメリカがまだ援助を提供しているというウクライナの有権者を失望させないように、外交的に、そして穏やかに彼女を拒否する必要があるだろう。そのため、病気になったり、忙しかったり、また出張したりしやすくなります。
A.トルストフ：ウラジーミル・プーチン大統領は先週、直通電話で、自分は彼女をよく知っていると述べ、彼女はロシア人を核兵器で射殺するよう求めているが、大統領によれば、これは感情的に衰弱しているときに行われたという。
N. スタリコフ: 大国の大統領は最も礼儀正しい人でなければなりません。この意味で、ウラジミール・ウラジミロヴィッチはこの高い称号に完全に対応します。外交官として、あらゆる選択肢を切らないような言い方をする。歴史の曲がり角で、彼女がウクライナの元首になったらどうなるだろうか。さらに、カメラの前で反ロシア的だったティモシェンコは実質的にガス協定に署名し、今日それが私たちにすべての切り札を与えている。そこの価格はかなり高く、私の記憶が間違っていなければ486ドルです。前払いの条件がございます。前払いがない場合、配送を中止させていただく場合がございます。同時に、彼女はこの協定のために刑務所に送られました。この協定はロシアに多大な問題をもたらしたと言えるかもしれないが、その一方で、この協定に署名することで我々に大きな贈り物を与えてくれた。すべてが変化していることがわかります。ヤヌコビッチがいた、彼女は刑務所にいた。現在、彼はロストフ・ナ・ドヌに座っており、彼女が責任者である。ポロシェンコは一般的に理解できない人物だ。
キエフにいたとき、私は彼と一緒にプログラムの一つに参加しました。彼はいつものように欧州統合について語った。男はお菓子なしで取り残されるだろうが、彼はまだバスを生産している。彼が生産するものはすべてロシアで販売されており、ヨーロッパに統合したいと考えている。現在、彼が制作でお金を稼いでいないことが明らかになりました。
A. トルストフ: スラビャンスク人民市長は、市内にロシア軍人はいないと断言した。ヴャチェスラフ・ポノマレフ氏によると、ソ連軍の元同僚らがそこに来たという。記者会見のお知らせです。そこに存在する OSCE ミッションは、これを検証することができます。
N. スタリコフ: 昨日、ロシア軍関係者は見つからなかったと発表したとき、彼らはこれを確信しました。存在しないものを見つけるのは難しいです。
A.トルストフ：ポノマレフはロシアに対し、ドネツクとルガンスク地域の領土に平和維持軍を派遣するよう要請した。外務省は即座に対応した。セルゲイ・ラブロフ外相は、ロシアに対しウクライナ南東部情勢への介入を求める声がロシアを非常に困難な立場に追い込んでいると述べた。どれくらい複雑ですか?出口は何ですか？
N. スタリコフ: 一方で、ロシア文明人の主な特質の 1 つは同情心と正義感です。そのため、我が国の人々は、「私たちが殴られている」と叫ぶと、彼は逃げ出し、「誰が」とは尋ねません。そして、どこ。"ドイツ人は「なぜ殴っているのか」「どこを殴っているのか」「警察を呼んだのか」と尋ねるだろう。しかし、私たちが軍隊の派遣やその他の措置という形でウクライナ問題に積極的に関与するよう求められているとき、私たちはそのような形でロシア語を話す同胞たちを助けることはできないことを理解する必要がある。ロシアはウクライナに軍隊を派遣すべきではない。これこそが軍事政権が待っていることであり、我々を侵略者に仕立て上げ、ロシアとウクライナの国民を互いに戦わせようとしているのだ。そこには膨大な数の若者がいます。 「右翼セクター」は大人の洗脳幼稚園。スラビャンスクで殺害され捕らえられた者を含め、拘束された武装勢力は全員18歳か19歳、あるいはせいぜい20歳である。つまり、これらは男の子です。しかも彼らはロシアの少年たちだ。しかし、彼らの持ち前の正義感は、洗脳されて自国民と戦うために利用されます。もし我々の軍隊がそこに入れば、少年たちは血なまぐさいロシア政権から祖国を守っていると思い込み、徹底的に我々と戦うだろう。これは必要ありません。今日、南東部の住民であるウクライナ人自身がこの状況を理解しなければなりません。残念ながら血が流されましたが、これは彼らのせいではなく、破壊活動グループとして利用されている山賊のせいです。ウクライナの連邦化の道、全国民に関わる問題を取り除く道だけが問題の解決に役立つだろう。私は、ウクライナ憲法に、この国には 2 つの国語があると明記すべきだと思います。これにより、存在する問題の半分が直ちに解消されることになりますが、ナチスも似非権威もこれに同意する用意がありません。その理由は 1 つあります。もしロシア語がウクライナの第二言語であるなら、彼らはどうやってウクライナ人に自分たちとロシア人が別の人間であることを証明するのだろうか？アメリカ人はウクライナをロシアの一部として必要としており、それをロシアに対抗させるつもりだ。この意味で、ロシアによるいかなる軍事行動もアメリカの手に及ぶことになる。多くの歴史家は、スターリンは6月22日より前にヒトラーを攻撃すべきだったと述べている。これは当時の国際情勢に対する大きな誤解です。もしスターリンがこれを行っていたら、イギリス、アメリカ、ドイツはスターリンに反対しただろう。そうすればヨーロッパ全土で解放運動が始まるだろう。
ラジオリスナー: 私たちは西側諸国が私たちをどう思うかをあまりにも恐れていませんか?
N. スタリコフ: 米軍は公式にはウクライナ領土に駐留していない。 CIA長官さえお忍びでそこにいたが、ボルィースピリに向かう途中でなくしたかつらを見せられるまで、長い間そのことを否定していた。寡頭政治コロモイスキーによって招待された民間の建造物があります。 2つ目は、客観的には強くなったので、耐えられない人は正面衝突から逃げるべきだということです。操縦しなければなりません。彼らは私たちを紛争に引き込み、血なまぐさい虐殺を実行し、それをロシアがやったと宣言する必要があり、そうすればNATOとの軍事紛争のような匂いさえするかもしれません。同様に、私たちは1914年に世界大戦に巻き込まれました。それは私たちがセルビア人の兄弟たちを助けることで終わりましたが、私たちは自分たちの国家を失いました。彼らが私たちに派遣する大使を思い出しましょう。彼が行くところどこでも革命が起こり、その後クーデターが起こります。そのような専門家を派遣することで、彼らは我が国の内部矛盾を利用し、制裁や軍事衝突を通じて事態を悪化させ、ウクライナでやったことをロシアでもやりたいと考えている。彼らのゲームを理解した上で、私たちは彼らが望んでいることとは別の方向への一歩を踏み出さなければなりません。
ラジオリスナー: 激怒するオバマを誰が止められるでしょうか?
N. スタリコフ: 私はまた、彼のロシアに対する態度や、リビアやシリアに対する態度も好きではありません。しかし、歴代の米国大統領を思い出してください。ジョージ・ブッシュはイラクを爆撃して無実のイラク人を殺害し、クリントンはユーゴスラビアを爆撃した。彼らは常に爆撃と殺人を行っていますが、それは平和の名のもとにのみ行われています。バラク・オバマに特に皮肉を加えているのは、米国大統領としての彼の政治的キャリアのまさに初期に、彼が事前にノーベル平和賞を受賞していたという事実である。彼らはバラクを喜ばせようとしましたが、それによってバラクを愚かな立場に陥らせました。なぜなら彼はすでにいくつかの戦争を始めていたからです。どの米国大統領も同じ政策を追求するだろう。アメリカの有権者は彼を止めることはできるが、残念なことに、再び戦う彼のような人物を選出するだろう。以前、米国の侵略政策はソ連によって阻止されました。これは常にうまくいくとは限りませんでしたが、多くの軍事紛争はアメリカ人によって実行されませんでした。ユーラシアの強大な力を取り戻せば、彼らを止めることができる。だからこそ、彼らは私たちのこれを阻止するためにウクライナを攻撃しているのです。
A.トルストフ：ヤヌコーヴィチは、キエフの新当局はウクライナ東部地域の人民指導者らとの交渉を開始する必要があるとの声明を発表した。同氏は、当局は流血の一歩手前まで来ていると警告している。彼らは交渉を始めるのだろうか？
N. スタリコフ: 彼らはジュネーブで交渉することに同意したようだが、姿は見えない。これを行うには、さらにいくつかの手順を実行する必要があります。人々は自国民の知事を選出し、ウクライナのさらにいくつかの地域で新たな正当な権威を選出した。これらすべてにより、不法なキエフ当局との交渉が大幅に近づくことになる。彼らは強くて組織的な人々とのみ話します。危機を解決する方法はただ一つ、まず憲法改正と国民投票だ。言語の問題、ウクライナ権力の分権化の問題を解決する必要がある。次に、これらすべてをウクライナ憲法に明記し、その後、明確な権限と国家構造のもとで大統領選挙が実施されるべきである。確かに大統領は変わるだろうが、武装国家主義者が東部の都市に来ないこと、彼らが人々を殺さないことを誰が保証するだろうか？保証がなければ事態は解決しません。
ポロシェンコとティモシェンコがウクライナの一部をルーマニアに与えた経緯
2014/04/27
歴史は人々が忘れてしまえば繰り返されるのです。人々がごく最近の過去の出来事を覚えていないという事実がもたらす結果は特に悲しいものです。今日、ウクライナでは「選挙」という名の本当のパフォーマンスが繰り広げられている。このレースの優勝候補はユリア・ティモシェンコとペトロ・ポロシェンコだ。両者の間には“争い”が起きているようだ。二人とも、今日キエフでは国の南東部出身の自国民をそう呼んでいるように、「分離主義者やテロリストとの戦い」について声高に主張している。
なぜ「闘争」という言葉が引用符で囲まれているのでしょうか？なぜなら、これらの人物、ティモシェンコとポロシェンコは両方とも同じチームのメンバーだからです。私たちはすでに同じ政府の一員でした。西側諸国の命令により、自国の一部を外国の管轄権に移管した。
これはごく最近に起こりました。ちょうど5年前。
今日、ウクライナの健全性を声高に叫んでいる人々が、西側諸国の命令で、どのようにして蛇紋島棚をルーマニアに譲渡したかを思い出しましょう。
ちなみに、天然ガス鉱床が埋まっています...
それで - 2004年。マイダン。前例のない３回投票での「自由の勝利」。西側諸国が指揮を執るユシチェンコ大統領。西側諸国の支援に対して常に支払わなければならないことは明らかです。どうやって？もちろん、あなたの国とあなたの国民の利益のためです。ワシントン、ロンドン、ブリュッセルは歴史上、誰かを無償で支援したことは一度もありません。
そして、ウクライナ当局は3手で組み合わせを行い、オレンジ革命における西側諸国の援助の支払いを可能にした。黒海のウクライナ沿岸地帯の一部をルーマニアの手に移管することが決定された。もちろん、炭化水素が豊富なものです。こちらはズメイニー島の棚です。
欧州裁判所の評決によって事前に下された決定を正式に決定することが決定された。
すべてが時計仕掛けのように展開されました。
2004年9月16日、ルーマニアは黒海の排他的経済水域と大陸棚の境界画定に関してウクライナに対して請求を行った。ソ連が存在していた頃、ルーマニアのパートナーは「何らかの理由で」そのような主張をすることさえ考えなかった。しかし、クチマとウクライナは何の関係もありませんでした...
結局のところ、最初のマイダンはすぐに始まりました - 2004 年 11 月。
2004 年 12 月、ユシチェンコは第 3 回選挙を経て大統領に就任しました。これは世界史上 (!) 類例がありません。
今やユシチェンコは借金を返済しなければならなかった。そして彼はそれをくれた。
2009 年 2 月 3 日、裁判所は、法的条件をすべて破棄すれば、ウクライナの海棚の一部がルーマニアに譲渡されるという判決を発表しました。
一方、ルーマニアを訴える必要は全くなかった。ソ連とルーマニアが署名した外交協定によると、スネーク島は1948年5月23日からソ連の一部となった。これに先立って、再度の露土戦争の後、1829 年にこの島はロシア帝国の領土になりました。当時はルーマニアという国家は存在しませんでした。クリミア戦争後、英国とフランスのパートナーが島をルーマニアに譲渡しました。 1948年、終わりが来たかに見えました。ソ連時代、ルーマニアはズメイヌイ島と隣接する棚をソ連として承認することを３度公式に確認した。ウクライナは、ウクライナ・ソビエト社会主義共和国の法的後継者として、これらの主張を利用する可能性がある。しかし、マイダンの政治的負債は支払わなければならない。そしてハーグ判事の一筆で、ルーマニアはヒトラー側の戦争参加で失った黒海の係争領土の79.34％を取り戻した。ルーマニアが自国の棚の一部を切り取った決定に対するウクライナ政府の反応は極めて好意的である。
「ウクライナのアレクサンダー・クプチシン外務副大臣は、ウクライナは国際司法裁判所の決定に満足していると述べた。同氏は「ウクライナとルーマニアの関係における最後の問題が解決されたことが非常に重要だ」と述べた。
「この線引きは妥協であり、裁判所の決定は双方に拘束力がある」と副大臣は述べた。クプチシン氏はまた、裁判所の決定は非常に重要であり、それによるとズマイニーは12海里の領海を持つ島と認められたと述べた[41]。
今こそ、いとも簡単に笑顔でその棚の一部をルーマニアに譲り渡したウクライナ政府の一員が誰なのかを知る時だ。大統領はヴィクトル・ユシチェンコであったが、彼は長い間政治的に忘れ去られていた。しかし、残りの「ウクライナの英雄」たちは票を求めて戦い続けている。そしてウクライナの誠実さ。
国際法廷で決定が下された時のウクライナ政府の構成は次のとおりです。
ティモシェンコ・ユリア・ウラジミロヴナはウクライナの首相です。
オレクサンドル・ヴァレンティノヴィッチ・トゥルチノフはウクライナの第一副首相である。
ポロシェンコ・ペトロ・アレクセーヴィチ - ウクライナ外務大臣（その他）。
ご覧のとおり、すべてが一緒になっています。大統領「候補」ティモシェンコとポロシェンコは現在「一種のライバル」となっている。不法な電流」つまりああ。」トゥルチノフもその政権にいた。誰もが同じチームにいます。彼らは一つのことをします。そしてすべては専らウクライナの「利益のため」である。
したがって、最初の2つの動き、つまり訴訟とウクライナによる敗訴が実行された。第三の動き、「炭化水素の予期せぬ発見」です。
2012/02/23 「アメリカ企業エクソンモービルとルーマニアの石油会社ペトロムの代表者は、スネーク島近くの黒海棚に天然ガス鉱床が存在することを確認した。ウクライナが以前に係争していた領土で発見された燃料埋蔵量は専門家らの推定で420億立方メートルである。これはルーマニアの年間消費量の3倍に相当します。」
ウクライナの政治家たちは、ウクライナ経済自体が本当に必要としている膨大なガス鉱床を西側諸国に提供したことに注意してください。同時に、今日再び政権を握っている当時のオレンジ政権は、裁判所の判決を大勝利と呼んだ。どの国の企業がズマイニー島からガスの採掘を開始すると思いますか?収益はどこに行きますか? 2004年のマイダンと2014年のマイダンの両方の費用をこの国、米国が支払ったという事実は、すべて「偶然の偶然」です...
残っているのは 1 つの疑問を明確にすることだけです。そして、アルセニー・ヤツェニュクは、ウクライナ領土の一部をルーマニアに移管している間どこにいたのか、今日彼はメガネを通してテレビ画面から皆を威嚇的に見ようとしているのでしょうか？当時彼は政府にいなかった。彼は変革戦線党を率いた。あなたは刑事決定に反対でしたか?いいえ。同氏は、「2008年末までにスネーク島の地位を決定する」ために、ウクライナが裁判に参加し、その結果はあらかじめ決定されていると断言した。
はい、ほとんど忘れていました。裁判所の判決が下される前、ヤツェニュクはティモシェンコ政権の外務大臣でもあった。そして 2007 年、彼は非常に楽観主義者でした。
「アルセニー・ヤツェニュク氏は、ズミニー問題に関して司法的検討が進行中であると付け加えた。 「訴訟の中には法廷で行われているものもあれば、委員会で検討されているものもある。率直に言いますが、私たちはスネークアイランドに関する裁判に絶対の自信を持っています。私たちは優秀な弁護士を何名か雇いました。ウクライナ側の立場は明確であり、理解できる。」[42]
おそらく、ウクライナ領土の一部をルーマニアに失ったのは、この「優秀な弁護士」たちだったのだろう。そして2013年にヤツェニュクの党はティモシェンコのバトキフシチナ党に加わった。サークルは閉じられています。
シナリオによれば、ウクライナの権益と領土は放棄できるし、そうすべきである。
これがヨーロッパとアメリカに有利に行われる場合。
ところで、ウクライナ領土の一部をルーマニア（アメリカと読んでください）に譲渡することに直接的または間接的に関与していた政治家たちが、なぜウクライナの新たな混乱の濁流の中で再び浮上したのか、考えたことはありますか？
一体なぜ彼らは再びワシントンの支援を受けたのでしょうか？
そして最も重要なことは、今度はポロシェンコとティモシェンコが、トゥルチノフとヤツェニュクとともに何をアメリカに降伏するのかということだ。
ウクライナの懲罰者は誰から学ぶのか?
2014/04/29
今日、キエフの偽権力が完全に依存していることは、もはや誰の秘密でもありません。これらはワシントンとロンドンのアングロサクソン人によって操られている操り人形です。現在、ウクライナの「ヴラダ」と名乗っているかつてのプーチストたちは、彼らの主人からの指示を受けている。 CIA長官と米国国務長官がキエフに到着した翌日、南東部に対する二度の「特別作戦」が始まった。
軍事政権が血を流したいという狂気のような願望を持っていることに驚くべきではない。彼らの先生が誰であるかを覚えていれば十分であり、その驚きは消えるでしょう。
今から約95年前の1919年4月13日、大英帝国は血なまぐさい犯罪の一つを犯した。
今日、世界のメディアがアングロサクソン人によって完全に支配されているとき、彼らは事実上このことについて話したり書いたりしません。
そして、これが起こったのです。インドは 1949 年までイギリスの植民地でした。現在、ウクライナは実際には米国の植民地です。
1919年4月10日、インドのパンジャブ州で暴動が発生した。これは、偉大な人文主義者であり、非暴力抵抗の思想の創始者であるインドの偉大な息子であるマハトマ・ガンジーの逮捕によって引き起こされた。イギリスは秩序を回復するためにダイアー将軍を任命した。彼は確実に行動することを決意した。そして彼は実際に挑発を行った。 「早朝、彼の挑発者らが市内に現れ、インド国民会議派が主催したとされる集会に集まるよう人々に呼びかけた。同じ朝の時間帯に、使者がアムリトサルを歩き回り、太鼓の音に合わせて戒厳令の即時導入とすべてのデモと集会の禁止を求める命令を数回読み上げた。騒ぎの中で、伝令の言葉を聞く者はほとんどおらず、誰も彼を信じなかった。」
これは1919年4月13日にインドのアムリトサル市の中心部で起きた。バイサキの祝日の前夜、高い壁に囲まれたジャリアンワラーバーグ都市公園の廃墟に、非武装の人々が集まった。抗議の意思を表明するため。そして多くの人は楽しんで祝います。さまざまな推定によると、1万人から2万人がいたといわれています。
彼らが最初にしたことは、英国君主制への忠誠の決議を可決することでした。
次に起こったことは「ジャリアンワーラ・バーグ銃撃事件」あるいは「アムリトサル虐殺」として歴史に残った。
英国軍は公園に入り、丘の上に陣取り、出口のない人々を取り囲みました。彼らはまるでネズミ捕りの中にいるようでした。イギリスのダイアー将軍が発砲命令を出した。警告なしに。 10分間で1650発の銃弾が発射された。ライフル。誰も機関銃の数を数えなかった。
379人が死亡、1137人が負傷した。これは、フランスの作家クリスティーナ・ジョルディスの著書「マハトマ・ガンジー」（M.: Young Guard、2013. P. 152.）によるものです。
ソ連の百科事典は別の記述をしており,「約1,000人が死亡し,その約2倍が負傷した」と述べている。
アングロサクソン人の「手書き」の特徴は何ですか？人々のある部分を別の部分と対立させる。このおかげで、少数のイギリス人が数億人のインド人を支配しました。アングロサクソン人は、歴史上何度も国家を「分裂」させた経験を利用しました。インドとパキスタン。キプロスは北部であり、単にキプロスです。アイルランドが2つとか。
今日彼らはロシア世界、ロシア文明、そしてロシア国民を分断しようとしている。
注意してください - ウクライナのすべてのファシスト過激派とすべての政治家は完璧にロシア語を話します。しかし同時に、いつものように、彼らは自分たちが別の人々であると主張します...
血なまぐさい虐殺を実行したレジナルド・エドワード・ダイアー将軍の分遣隊には、アムリトサルとその周辺地域に住む英国人はおろか、国籍の代表者も一人もいなかった。
最後に、尋ねる価値のある質問が 1 つあります。彼らは刑事命令を出したダイアー将軍に何をしたのでしょうか?
「捜査の結果、下院はインドのアムリトサル市で集会を銃撃したレジナルド・エドワード・ダイアー准将を不当かつ過剰な武力行使の罪で有罪とし、ウィンストン・チャーチル陸軍長官に次のように勧告した。将軍を解任せよ。」[44]
実際、チャーチルはこの殺人将軍を年金を半分に減らされて引退生活に送り込んだ。しかし、彼のために「委員会」が設立され、軍はそこに26,317ポンドという巨額の資金を送金したとされている。
したがって、殺人者は金に困っていませんでした。彼はなんと後悔の念を感じなかったのだろう。ウクライナで自国民に対して軍隊を使うよう命令を出す人々にとっては、すべてが今日と同じだ。
結局のところ、彼らのキャリアの後には、もてなしのロンドンが彼らを待っています...
良心も名誉もなければ
2014/05/03
現在のキエフの統治者とそれに代わる人々には良心も名誉もない。
そしてこれはオデッサの悲劇によってはっきりと証明されています。右派セクターのナチス過激派は攻撃的な行動により、人々を労働組合の家に避難させた。その後、彼らは建物に火を放ち、消防士による消火を許可しませんでした。その結果、オデッサ住民約40名が火傷を負い窒息死した。
主要な「ウクライナ大統領候補者」は何が起こったのかについて何と言っていますか？
1. 「ウクライナ大統領候補ペトロ・ポロシェンコ氏は、オデッサの悲劇は状況を不安定にし、ウクライナを分裂させるロシア連邦とロシアの特別機関の計画の一部であると確信していると報道機関が報じた。」
ポロシェンコ大統領は、オデッサとウクライナで殺害された人々のすべての親族や友人に心からの哀悼の意を表した。 「人々の死は外国の操り人形師たちの良心にかかっており、彼らは数カ月にわたり疑似分離主義運動を指揮し、後援し、演出し、オデッサの本物の愛国者や他の地域のウクライナ愛国者を攻撃し、恐怖を与えてきた」と同氏は強調した。 [45]。
2. 「大統領候補のユリア・ティモシェンコはオデッサに到着し、5月2日に衝突の犠牲者を訪問する予定だ。バトキフシチナ党のウェブサイトがこれを報じた。
メッセージには「金曜日の夜遅く、大統領候補のユリア・ティモシェンコ氏がオデッサに到着し、クレムリンの諜報機関が市内で組織したテロ攻撃で被害を受けた人々を訪問する予定だ」と書かれている。 「ティモシェンコ氏はオデッサを分離主義者から守った犠牲者の家族に支援を提供するつもりだ」とウェブサイトは報じた。
責任はロシアにある。彼らはいつもすべてをロシアのせいにしている。
「ウクライナの愛国者」に火炎瓶を作らせて建物に投げつけるよう強制したのはロシアだったのか？ロシアは人々の救出を妨害したのか？ロシアは警察に介入しないよう強制し、実際に労働組合の家から立ち去り、火災と煙から逃げる人々をナチスに止めさせたのだろうか？
40人の死者のうち何名が右派セクターの過激派とフットボールファンに属し、共同で人々の焼き討ちを行ったのだろうか?
そして、銃器で殺され、火傷し、窒息死した人々のうち、バンデラに反対し、反対し、聖ジョージのリボンを着けている人々は何人でしょうか?
人々が住んでいる家に火炎瓶を投げ込み、その結果死亡した人々は罰せられるのでしょうか、それともすべての責任はロシアにあるという話を再び聞くことになるのでしょうか？
たくさんの質問をすることができますが、それらに対する答えはありません。
あからさまな嘘 - これがウクライナ選挙の主要候補者の政治信条だ。そのような状況や人々では、選択することは単に危険です。
生命を脅かす。
革命を起こしたいなら、構わない国を選べ
2014/05/05
ウクライナでの出来事を特集したコムソモリスカヤ・プラウダ新聞との私のインタビューを皆さんにお知らせします。[46]
彼らは私たちに何かを伝えていないように感じます。あたかも、ウクライナと呼ばれる領土の下で、計り知れないほどの石油やダイヤモンドの富の鉱床が発見されたかのように、そのような戦いがそれをめぐって起こっているのです...
何が起こっていますか？そして、私たちが慣れ親しんでいる「対ロシア闘争の前哨基地」が、本当に多くの人命を犠牲にする可能性があるのだろうか？そして、なぜそのようなシナリオが世紀ごとにほとんど何の発言もなく展開されるのでしょうか?
「偉大な祖国党」（GF）の共同議長である作家のニコライ・スタリコフとの会話はこれについてでした。
3つの賞品のうち2つが残っています
――何が起こっているかから判断すると、ニコライ、本物のロシア人は実際にウクライナ南東部に住んでいます。ハーネスは長時間つけますが、すぐに終わってしまいます...
「今日の出来事は、クリミア人の行動がいかに正しかったかを示しています。結局のところ、住民投票がなければクリミアでも同じことが起こっていただろう。おそらく、軍事政権がその精鋭部隊をそこに投入するであろうことから、おそらくより大きな範囲でさえ、非合法なキエフ政府を支持したくない人々の割合がはるかに多いのである。クリミアを見ても、南東部の人々も同じ平和を望んでいます。そこでは実際に民衆の反乱が起こっています。鉱山労働者には政治のようなナンセンスな問題に取り組む時間はなく、夜勤と屠殺がある。しかし、キエフで起こっていることは、政治的、道徳的だけでなく、経済的にも彼らを「理解」させます。グリブナは1カ月でほぼ半分になり、ガソリン価格は1.5倍に上昇し、退職年齢は引き上げられる予定だ。そして、この現在の政府は、テキストメッセージで軍に資金を提供する方法を除いて、何も良いことを提供しません...これらは政治的なピエロであり、血を流す準備ができている血まみれのピエロにすぎません。だからこそ人々は連邦化を要求するのです。
— 彼らはこのコンセプトを理想化しているのではないでしょうか？
- いいえ。連邦化とは何ですか?今日重要な多くの問題を解決する能力。人々はウクライナ語を話すことを強制されています - どうか地域がウクライナ語とロシア語の 2 つの言語を決定してください。トランスカルパティアについて話している場合、または 3 つ。次に、経済問題。地域はお金を稼いでそれを自分たちのものにしていたのですが、それの何が問題なのでしょうか？ガス価格：もし今日ロシアがキエフの反ロシア、親米、ファシスト政権を財政的に支援することを望まないのであれば（そしてこれが公平である）、我々は以下の結論を下すことで価格を引き下げることによりドネツクまたはルガンスク地域に補助金を与えることができるだろう。特定の地域との個別の協定。
さて、西側諸国は何を必要としているのかという質問に対する答えが得られます。混沌。内戦、流血、不安定化、ウクライナ経済の破壊。彼らはそこで悪いことをしたいのです。これを理解することが重要です。
――つまり、西側諸国はウクライナの高炉と石炭鉱床の所有権を主張していないということですか？
「ロシアに行かないためには、これらの溶鉱炉が必要なのです。」ここにウクライナの 3 つの「賞品」があります。1 つ目はクリミアの艦隊基地です。新しい非合法政府の任務は、ロシアをクリミアから締め出し、この基地をアメリカ人の手に移譲することであった。それはうまくいきませんでした。この賞品はすでに大切に保管されています。残り2つ。パイプは、ウクライナ領土を西に走るガスパイプラインです。ここで彼らは、ヨーロッパのロシアのガスをアメリカのシェールかノルウェーのガスに置き換えると約束して、私たちを脅迫しようとしています。何もうまくいきません。ロシアのガス供給は何によっても補うことができません。2,000億ユーロを投資するか、米国から液化ガスを運ぶ巨大なタンカー艦隊を建設する必要があります。つまり、近い将来、パリではプラタナスと栗だけを伐採し、薪で暖めることができるようになる。最後に、現在活発な闘争が行われている第 3 の賞は工業地帯です。ウクライナの運命を決めるのは南東部の住民だ。
すべての繰り返し
- そもそもなぜロシア人が祖国の外にたどり着いたのかを思い出しましょう。
— 私たちの地球上には、この質問をできる人がいます。彼は生きています。彼はミハイル・セルゲイビッチ・ゴルバチョフです。そこで私たちは、ロシア人、ウクライナ人、ベラルーシ人、そしてソビエト連邦を構成していた他の多くの民族からなる単一の民族が、突然国境によって分断されてしまったことがどうして起こったのか、彼に尋ねる必要があります。あなた、ミハイル・セルゲイヴィッチは、言論の自由とペレストロイカについて私たちに話しました。そして、すべてがどのように終わるかを見てください...
国家としてのウクライナは1991年以前には事実上存在しなかったこと、そしてキエフがロシア国家発祥の地であるという周知の事実を我々は改めて語るつもりはない。何世紀も経ち、重心はモスクワに移りました。そして、自国民が住む西部地域はポーランド、リトアニア公国、ポーランド・リトアニア連邦の管轄下に置かれ、その後部分的にオーストリア・ハンガリー帝国の支配下に置かれました。今日、最も多くの「ウクライナ系ウクライナ人」が住んでいる最後の地域は、1939年にすでにソビエト連邦の一部となり、大祖国戦争と第二次世界大戦の終結後にはソ連の一部となった。
ソビエト連邦の枠組み内では、これはすべてそれほど重要ではありませんでした-ウクライナではなく、ウクライナ...しかし、ゴルバチョフがソビエト連邦を破壊したとき、それはすでに別の国であることが判明しました。そして西側諸国は、いつもと同じことを始めた。それは、単一の民族を集め、ある原則に従って彼らを分割し、そして彼らを互いに戦わせるというものだった。 1949年にインドを離れたイギリスは、同様の方法でインドとパキスタンという2つの国家を創設し、宗教上の境界線に沿って分割した。私たちの場合、分割はソビエト連邦の行政境界に沿って行われました。そして今日、西側とウクライナのプロパガンダがウクライナ国民に植え付けようとしている最も重要な考えは、「あなた方はロシア人ではない。ロシア人ではない」というものだ。ロシアはあなたの主な敵です。」すべて繰り返します。
- 聞いてください、しかしベロヴェジスカヤ協定はゴルバチョフによってではなくエリツィンによって署名されました。なぜあなたの矢は彼に向かって飛んでいかないのですか？
――エリツィンを含む3人の裏切り者が何の根拠もなくベロヴェジスカヤ・プシチャに集まり、法的に無効な協定に署名し、ソ連の崩壊を発表した。ソ連大統領はどうすべきだったのでしょうか？ 「あなた方は反逆者だ、我々はあなた方を逮捕する、そしてあなた方がそこに署名したことはすべて無意味だ！」と言うことはできません。ゴルバチョフは何をしましたか?彼は言いました：すみません、私は辞任します...そしてソビエト連邦最高評議会に（これもソビエト連邦憲法に違反しています。これは議会によって行われるべきでした）ソビエト連邦を解散するよう強制しました。次から次へと違反が。エリツィンもゴルバチョフと同じくらい有罪だ。
しかし、歴史的な類似点について話しているのであれば、別のアイデアを投入したいと思います。 1917 年 2 月と 2014 年 2 月、すべてがどれほど似ているかを見てください。すべては同じです。「自由」が国家、常識、経済、そして人命を打ち破りました。それはすべて、主にウクライナ領土で起こった大規模な内戦で終わった。なぜこのような混乱が起こったのでしょうか?なぜなら、その時点では安定させる要素がなかったからです。 1917年、ロシアは消滅し、滅亡した。そして今日、彼らはウクライナを破壊しましたが、ロシアが存在するため、自由に血を流したり、自由に嘘をついたりすることはできません。そして、西側諸国は、1917年2月のように、クーデターを実行した人々を支援し、内戦を後援し、白人チェコ人に資金を与えている...今だけロシアがある。したがって、今日の西側諸国の任務はほぼ不可能になっています。
ロシアの春
- 私たちは何をすべきか？目を閉じて歯を食いしばって、国際基準に準拠しますか？
— ウクライナに軍隊を派遣することはできない。西側諸国は、我々を侵略者に仕立て上げるために寝て見ているだけだ。ウクライナ国民は自らのプーシストに対処しなければならない。これからそこでの出来事が万華鏡のようなスピードで進むのではないかと心配です。我々は、ウクライナで完全な混乱が生じた場合、大統領に現地の秩序を回復する機会を与えると述べた。この言葉だけで、すでに多くの短気な人々が流血の事態を避けられています。しかし、西側諸国は傀儡に圧力をかけ続けており、ロシアを挑発するためにあらゆる方法で自国民を殺そうとしている。
国際法の規範を気にすることはできません。今日、人類を大規模な軍事紛争から抑制する唯一のものだからです。私たちの「地政学的友人」はまさに国際法の残存物を解体しようとしているところです。ご記憶のとおり、ごく最近、彼らは国連決議をまったく無視して州を爆撃しました。今日、少なくともシリアでは、彼らをこのことから守ることができます。しかし、ソチオリンピックでのアメリカ人とのホッケーの試合を思い出してください。ゴールキーパーはゴールを少し後ろに動かし、ゴールが決まりましたが、主審はそれをカウントしませんでした。つまり、ゲームの主役は裁判官であり、西側諸国は常にこの役割を自分たちで引き受けているのです。彼らはその行動を評価します。したがって、複雑な地政学的なゲームにおいては、西側諸国はライバルであると同時に裁判官でもあるということを忘れてはなりません。裁きは常に私たちに不利です。したがって、私たちは細心の注意を払う必要があります。しかし経験からわかるように、もし私たちが自分たちの利益のために何かを行えば、西側諸国は常にそれに反対するでしょう。
――3月16日の住民投票当日、あなたはクリミアにいましたか？そこで体験した感情のうち、メモリカードに永遠に書き留めておきたいのはどれですか?
- 一体感。それはおそらく私が人生で感じた最大の休日でした。私は自分がロシア人であること、そして膨大な数の人が私の国を賞賛し、彼らが本気でロシア国民になりたがっていたこと、そしてこれから国民になろうとしていることをうれしく思いました。これは私たちが長い間逃していた勝利でした。この物語全体から学べる教訓が 1 つあります。最近は領土を失うばかりだ。そして今、私たちはついに逆の方向に進みました。ロシアの春が緩み始めます。決して攻撃的ではない私たちの文明の精神に従って、ゆっくりと確実に。そのとき、ドネツクのような平和的な人々が極限状態に追い込まれ、戦車を運転して野原を横切り始めます。
万華鏡の正方形
- これはどれくらい続くでしょうか？ウクライナの警察と軍は自国の国民に向けて発砲するか、国民の側に回り込むかのどちらかである。キエフはその行動を止めるのか、それとも逆に自国民に対する攻撃は激化するだけなのか。
— 歴史的な類似点を挙げます。ナポレオンがフランス領土に上陸したとき、彼は文字通り100人の人々を連れていました。王が派遣した軍隊は皇帝の側に向かいました。そしてナポレオンは彼に手紙を送りました：親愛なる兄弟、もっと軍隊を送ってください、彼らはすべて私に来ています... ここからの結論は非常に簡単です：権力の担い手は人民です。国民が権力を望まなければ、権力は維持できません。ナポレオンは当時フランス人が望んでいたものを代表していました。しかし、王は何も擬人化していませんでした、それが彼が逃げた理由です。
そしてケレンスキーも臨時政府を捨ててアメリカ領事の車で逃亡した。彼はおそらく軍隊に向けて出発したが、戻ってこなかった。彼が女装して逃走したという話は、もちろんボリシェヴィキの神話である。しかし、今日のキエフの同志たちは彼の回想録を読むとよいだろう。歴史は常に茶番のように繰り返されるので、この場合、私は彼らが女装して逃亡した可能性を排除しない。
— ウクライナからのニュースは豆粒のように降ってくるが、その80パーセントはフェイクであることが判明する。おそらくこれほどのフェイクの滝は、これまでの情報戦においても見たことがないでしょう。どうなっているのですか、バージョンはありますか?
— バーレーンの米軍基地では1日24時間労働が導入された…同志たちは「血なまぐさい政権」を非難し、「ウクライナの民主主義」を支持しながら24時間働いている。したがって、偽物の数が増えます。 「私はクリミア人、将校の娘です」というすでに古典的なフレーズは、結局のところ、バーレーン出身のアメリカ人の同志によって書かれたものであることが判明しました。情報戦は現代戦争の非常に重要な要素です。このような偽物が何度も出現しても驚かないでください。したがって、私たちは感情を脇に置くように努めなければなりません。そして、完全な嘘に加えて、起こっていることの本質を単純に歪めようとする試みもあるでしょう。たとえば、数十人が煙で焼かれ窒息したオデッサの悲劇について話すとき、西側とウクライナの「独立系」メディアは犠牲者について取り上げます。しかし彼らは、誰が建物の中で誰を生きたまま燃やしたのかについては説明しない。右派セクターのナチスについては言及されていない、彼らはこう書くだろう：親ロシア活動家とサッカーファンの間で衝突が起きた。こんなにたくさんの人が亡くなったなんて…
- さて、感情は抜きにして、南東部地域をロシアに受け入れることと、ウクライナを現在の国境内に維持することと、どちらが私たちにとってより有益でしょうか？
— ロシアは、街路に戦車のない、統一され、分割不可能な、繁栄したウクライナを必要としている。しかし実際には、チェス盤の反対側でプレーする者たち、あまり賢くない顔で軍事政権の傀儡を操る者たちには混乱が必要だ。そして、もし米国の「要請に応じて」彼らが自国の崩壊に向かう方向に進んだとしたら、これに対抗することは非常に困難です。ビスマルクの言葉を思い出してください。革命を起こしたいなら、同情しない国を選びなさい...鉄宰相の言葉には皮肉がありますが、実際には、私たちの地政学的敵対者は国家を破壊しているだけです。それは彼らにとって破壊することが有益であるということです。 1917 年のロシア帝国 - 競争相手だったからです。ベネズエラ、イラク、イラン - 油田を支配する。ウクライナ - ロシア艦隊を黒海から締め出し、ロシア領土に混乱を引き起こす。
— ここ数日で状況は急激に悪化しましたか？次にウクライナはどうなるでしょうか？
— 占い師の仕事は、特に人の命に関しては、予測です。オデッサの悲劇は、人々が自分たちを守れなかった場合、自分たちの都市で何が起こるかをウクライナ国民全員に明確に示しました。ウクライナにはもはや国家は存在しない。軍事、法執行、経済など、さまざまな分野にその断片があります。しかし、国家は存在しません。2014 年 2 月にクーデターを実行した人々は、意図的に国家を解体しました。ここ数週間の恐ろしい教訓はこうだ。スラビャンスクでは人々が武装して数人を失ったが、オデッサでは武器を持たず、したがって数十人が惨殺された。この後、内戦は激化するばかりで、南東部に武装解除を強制することはほぼ不可能だ。
私が注目したいもう一つの点は、三カ月間の衝突期間中、マイダンでは約百人が死亡し、西側諸国はこれはヤヌコーヴィチ大統領個人の責任であると叫んだ。オデッサでは、警察官を攻撃したり建物を占拠しようとしたりしなかった非武装の民間人が1日で50人が死亡した。反応はゼロです。人権擁護者はどこにいるのでしょうか？制裁はどこにあるのでしょうか？どこでノイズが発生していますか？もしこのようなことがリビアやシリアで起こったら、米国は誰を責めるだろうか?国、政府のリーダー。しかし、アメリカの傀儡と直接の代理人がキエフで権力を握っている場合、ワシントンは何も気付かない。
オデッサ – 極度の残虐行為が必要だった
2014/05/09
5月8日の夜、私は再びロシア通信社のラジオ局の放送に出演するよう招待されました。番組ではほぼ全面的にウクライナ情勢について議論した。以下はこのプログラムからの抜粋です。
I. イズマイロフ: 昨日のウラジーミル・プーチン大統領の声明。国家元首は、ドネツク州とルガンスク州での住民投票の延期を提案した。今日、彼らはスケジュールを変更しなかったことを確認しました。なぜこのような発言がなされたのでしょうか？
N. スタリコフ: これは交渉の素晴らしいスタートです。ロシアは、自国の見解に注意深く耳を傾ける人々に影響を与える用意がある。もし今日、キエフが再び対テロ作戦の継続について話しているなら、ドネツクとルガンスクでは住民投票は延期しないと言っているだろう。今、情報は非常に早く変化します。ドネツクとルガンスクの同僚たちが大統領の意見に耳を傾ける可能性を私は排除しない。しかし、状況が変わっても、彼らは自分たちの視点に留まるかもしれません。私たちは皆、何が起こっているかによって感情的に影響を受けるため、これを理解するのは一般の人にとっては困難です。大統領は「オデッサで起きたことは血の気が引く」と語った。しかし、あなたも私も、オデッサで起こったこと、スラビャンスクで起こっていることはすべて特別に組織されたチェスの動きであり、その背後には地政学的敵が立っていることを理解する必要があります。彼はオデッサでの虐殺を組織する必要があり、最も残忍な方法で行われる必要があった。彼らはロシアを挑発して軍隊を派遣させたいからだ。
この恐ろしいオデッサの悲劇から得たいくつかの事実。人々の間で何らかの戦い、射撃を組織することができます。人々は制御不能になります。人々はこの建物に逃げ込みました。熱狂的な右翼ファンの群衆。まあ言ってみれば。しかし、建物内で何者かが妊婦を紐で絞殺した。怒ったサッカーファンが建物の中で妊婦の首を絞めるなんて想像できますか?不可能だよ。彼らはお互いを殺したり、他の誰かを殺したりすることはできますが、妊婦を紐で絞めることはできますか？なぜこれが必要だったのでしょうか?いくつかの極端な残虐行為が必要でした。具体的には、残虐行為をしなければならないと事前に告げられていた人々がすでにそこに入っていたのです。それはなんのためですか？そのため、ロシア国民は恐怖に駆られて軍隊の派遣を要求しており、ロシア当局はこの状況ではもはや世論に何らかの形で抵抗することができなくなっている。これについて別の説明を見つけるのは困難です。人々はネズミ捕りに追い込まれました。これらの挑発者たちは、赤いテープを巻いて屋上に座っていました。今、映像はすべてを示しています。彼らは勝手口から侵入し、ドアを破壊して人々を殺害した。なぜ警察は介入しなかったのでしょうか？殺す必要があったからだ。
I.イズマイロフ: 顧客は誰ですか?
N. スタリコフ: もちろん、アメリカ人です。
I.イズマイロフ：出演者。これらは火炎瓶を準備した十代の少女たちです。
N. スタリコフ: 残虐行為を行うためにそこに行ったり、彼らが理解しているように、ある種の正義を執行するためにそこに行った人々がいました。なぜ彼らはカメラマンを連れて行ったのでしょうか？なぜなら、このプロセスを組織化することは不可能だからです。オペレーターは 1 つのフロアにおり、最も重要な残虐行為はオペレーターのいない場所で行われました。そこで何が起こったのかは、あまりにも不気味で不可解なので、あなたや私が真実を知るのは50年後か、もしかしたら永遠に分からないのではないかと心配です。なぜなら、キエフ当局はもちろん、これには興味がないからですが、誰も質問しません。彼ら 。その背後には非常に深刻な西側勢力が存在しており、もちろん、今すぐ真実を公表することは許されないでしょう。
I. イズマイロフ: ということは、加害者はそのような残虐行為を行う方法を知っている特別な人々なのでしょうか？
N. スタリコフ: 彼らは方法を知っているか、できるかのどちらかです。わからない。おそらく、彼らの観点からは非常に悪いことが彼らに起こるでしょうが、高次の心の観点からは、サシュコ・ビリムのように、おそらく公平です。ウクライナではすべてが非常に奇妙に起こっていることに注意してください。サシュコ・ビリーさんは後ろ手に手錠をかけられた状態で2度自殺した。そして、この建物にいた人々が焼身自殺をしたと言うのです。そこに火はなく、銃声が発生していることを示す画像がすでにあります。この全体像を完成させるには、ハリコフ市長も狙撃銃で自らを撃ったという記述が一つ欠けている。
M. イズマイロフ: 彼らはすでに笑ってこう言っています...[47]
オデッサの悲劇と挑発の歴史
2014/12/05
挑発の歴史には人類の歴史に匹敵する独自の歴史があります。私たちが知っている最初の挑発の 1 つは、トロイの木馬の物語でした。結局のところ、挑発とは誰かの中に特定の幻想を作り出し、それが誰かに特定の行動をとるよう促すことです。あるいは、出来事に対する特定の評価、つまり彼を誤解させます。そこでギリシャ人は、トロイの木馬たちの間に、自分たちが出航して街の住民に「トロフィー」を残したという幻想を作り出したのです。
挑発が全面的に利用されたオデッサの悲劇は、そのようなテクノロジーが使用された顕著な例です。
特定の政治的目標を達成するために使用された他の挑発の例を思い出してみましょう。そうすれば、オデッサで起こったことの本質が明らかになるでしょう。
規模と結果の点で最近の最も有名な挑発は、2001 年 9 月 11 日の米国でのテロ攻撃です。要点は単純だ――「国際テロ」と戦うために世界のどこにでも侵攻する口実を得るために、米国諜報機関自身が米国内の建物を爆破したのだ。アルカイダ組織と。そして彼らは約10年間それと「戦った」。これまでのところ、アメリカの行動のシナリオは変わっていない。そして今、CIAとアルカイダは「バッシャール・アサドの血なまぐさい政権」に対して共闘している。以前にお互いに戦ったと思いますか？いいえ。 CIAが金を出し、アルカイダは言われた場所で爆弾を爆破し、命令されたことを実行した…。
キエフ - 2014 年 2 月。ヴィクトル・ヤヌコビッチは、人々や武装勢力に発砲する命令を出さなかった。その後、キエフのCIAとその傀儡は、「革命家」の死体を入手するために「正体不明の狙撃兵」による銃撃を行った。そしてヤヌコーヴィチ打倒の理由。同じ計画が1993年にチュニジア、イエメン、エジプト、リビア、シリア、モスクワでも使用された。
シリア - 2013 年。挑発は失敗。シリア侵攻の口実を得るために、米国諜報機関は過激派を通じて化学兵器を使用し、責任をシリア政府に転嫁することを狙って民間人の大量処刑を行った。ロシアの政策のおかげで何も起こらなかった。
ベルリン - 1933 年 2 月 27 日。その夜、ドイツの国会議事堂である国会議事堂で火災が発生した。警察が到着し、オランダの共産主義者マリヌス・ヴァン・デア・ルッベ（24歳）を拘留した。この放火は他の共産主義者らの責任とみなされ、ナチスは報復や政敵の追放に利用した。放火事件の翌日、2月28日、ドイツのパウル・フォン・ヒンデンブルク大統領は、ヒトラーの提案を受けて、ヒトラーとナチスにそのような機会を与える緊急法「国民と国家の保護に関する」に署名した。彼らが何も証明できなかったという事実はファシストたちを悩ませなかった。ブルガリアの共産主義者指導者ゲオルギ・ディミトロフの裁判は失敗に終わり、釈放を余儀なくされた。奇妙な「共産主義者」ファン・デル・ルッベは裁判で不適切な行為をし、死刑判決を受け、ドイツではギロチンで死刑が執行された。ヒトラーの手は解き放たれ、弾圧が始まった。弾圧は法律に従って厳格に行われたにもかかわらず。
ドイツとポーランドの国境、1939 年 8 月。ヒトラーは挑発によってポーランド攻撃の理由を作り出した。 SS隊員のグループがポーランドの軍服を着て、ドイツ国境の町グライヴィッツに侵入した。そこで彼らはラジオ局を占拠し、放送を開始し、銃撃を開始した後、現場にポーランド軍の軍服を着た数人の死体を残して失踪した。
ナルヴァ - 1704年。一般に、敵の軍服を着ることはかなり一般的な軍事トリックです。特に、ロシア軍が二度目のナルバ占領を試みた際に使用されました。 1700年にスウェーデン人が初めてそこで我が国の軍隊を破ったという事実は、ロシアにとってより成功を収めた出来事よりもはるかに広く知られています。そしてこれが起こったのです - ナルヴァは再び諦めませんでした。そしてメンシコフはあるトリックを提案した。事実は、スウェーデン人もロシア人も、スウェーデンの分遣隊が要塞に接近し、我が国の軍隊を後方から攻撃する可能性があることを知っていたということです。そこでメンシコフは竜騎兵２個連隊と歩兵２個連隊にスウェーデン軍の制服を着せ、彼らの協力を得てロシア軍への攻撃をシミュレーションした。喜んだ要塞司令官は、両側からロシア軍を破るために直ちに守備隊を撤退させた。そして騙されて捕らえられてしまいました。
それで、オデッサでの血なまぐさい挑発を準備した人々は、さまざまな歴史的例を地獄のような組み合わせで作りました。
オデッサの挑発の目的は、残忍な方法で大量の人々を殺害し、ロシアに軍隊を派遣するよう挑発することである。軍事政権に反対する人々。
このために：
1. サッカーファンと右派活動家、変装した他の民族主義者、州兵が市内に連行される。
2. 過激派の中には「連邦化支持者」に扮し、手に赤いテープを巻き、セントジョージのリボンを着けている人もいる。
3. 少数の挑発者グループが行進ファンと民族主義者を攻撃し、戦いを開始します。その後、彼は銃器を使用して警察の援護の下に退却した。
4. 死傷したファンや国家主義者数名が路上に残っている。彼らの同志たちは、セントジョージのリボンと赤テープを持った人々によって放火が行われたのを目撃した。
5. 怒ったファンと国家主義者が警察や国民をお役所仕事で攻撃し始めるが、彼らはすぐに姿を消す。警察も出て行きます。過激派とファンは、武器を使用した疑いのある人を殴り（そして殺し）始めます。国家主義者も銃器を使用します。
6. 扇動された群衆を、「お役所仕事をした人々」が逃げたとされるクリコヴォ・フィールドのキャンプに誘導するのは簡単だ。
7. 軍事政権に反対する人々の陣営に向かって押し寄せる脅迫的な群衆により、そこにいた人々（主に女性と高齢者）は救いを求めるよう強いられる。理想的な避難所は労働組合議会です。数的優位は関係なく、入り口をコントロールして守備を維持することができます。
8. 実は、これは罠です。 「お役所仕事をした人々」は、ファンや国家主義者がWHOが下院に来ていると思われないように、事前に建物の屋上に座り込んでいた。
9. 人々が建物になだれ込み、屋上の挑発者が群衆に火炎瓶を投げ始めます。このような行動のポイントは1つだけです。それは、過激派が建物にボトルを投げ始めるように挑発することです。まさにそれが起こります。
10. 同時に、過激派の群衆が建物に侵入します。おそらく、事前にそこへ行っていた殺人清算人のグループもそこにいたのだろう。妊婦の首を絞めるなんて、誰がそんなことができるでしょうか？殺人と残虐行為が始まります。
11. 注目に値するのは、家を取り囲んだ一部の人々の激怒はまさに「官僚主義者」に襲われ、数名の同志が負傷し、さらには銃器で殺害されたという事実によって引き起こされたということである。 。建物から逃げた人の多くは、国家主義者やファンに殴られたとき、「発砲したのは自分たちなのか」と尋ねたと語った。そして、引き金を引いた指にタコがないかどうかまで調べました。したがって、フットボールファンは大砲の餌として利用されました。そして彼らは労働組合議会にいた人々にそれを仕掛けた。
12. 建物内の殺人犯たちは冷血な行動をとり、何が起こっているのかを認識していました。彼らの任務は、できるだけ多くの人を殺すことです。そのため、絞殺された女性や、意図的に殺され焼かれた人々の部分的に焼かれた死体などの奇妙な出来事が発生しました。したがって、奇妙なガスが人々を殺害しました。アンモニアか有毒物質のどちらかです。
13. 建物の中とその周囲には、復讐を求めるファンと冷酷な民族主義者殺人者が同時にいました。これだけで、多くの人が建物から逃げ出し、助けた人もいたことが説明できます。そして建物内では数十人が窓から転落して撲殺され、最も残忍な方法で殺害された。
14. 絶対に起こらなかったのは偶然です。この悲劇は周到に準備されたものでした。しかし、そこにはまだ暗い部分がたくさんあります。
一つ確かなことは、あらゆる挑発は遅かれ早かれ公になるということだ。これが最初です。第二に、何が起こったのかを徹底的に明らかにするには、挑発の主催者の敗北だけが役立ちます。ナチスの状況と同じように。したがって、軍事政権は最後まで耐えるでしょう...
第5章 積極的な政策 – Made in USA
米国の攻撃的な政策
2014/03/12
3月5日、私はモスクワの若者に米国の侵略政策について講演した。教育テレビのご厚意で講義のテキスト版を作成していただきました[48]。
N. スタリコフ: 親愛なる同僚の皆さん、こんにちは。今日は、政治、地政学、経済の問題に特化した別の講義があります。今日は、アメリカと他のアメリカのパートナーが最近組織した軍事紛争について話したいと思います。なぜなら、あなたも私も今でもこのように飽和した情報空間に住んでおり、ほとんどの若者はかつて起こった戦争のことを記憶にとどめており、おそらくすでに忘れてしまっている人もいるからです。そして彼らは少し前に起こった軍事衝突のことを覚えていない。したがって、アメリカの戦争のすべてを当然記憶すべきではないと思います。これは私たちの命を奪うことになるので、彼らは非常に多くの戦争を始めました。しかし、最近のいくつかの軍事紛争とその特殊性に注意を払い、アメリカ人がこれにどのような正式な理由を用いたのかを思い出してください。なぜなら、今日、ウクライナをめぐる状況が非常に苦しいときに、彼らは二重、三重、あるいは場合によっては四倍の基準を使い始めているからです。彼らはロシアが何らかの間違った行動をとっていると言っているが、彼らは決してそのような行動をしたことはない。彼らが実際にどのように行動したかを思い出してみましょう。
私は、その場にいる人たちがよく覚えていない葛藤を出発点として取り上げることを提案します。そこで、まず質問をさせていただきたいと思います。親愛なる皆さん、アメリカによるパナマ侵攻について何を知っていますか?
回答: 聞いていません。
N. スタリコフ: 聞いてもいませんでした。次に、アメリカ人がなぜこの国を侵略したのかを理解するために、歴史をもう少し深く掘り下げていきます。この国はとても小さな国ですが、たくさんの価値があります。事実は、知られているように、パナマ運河は2つの海を結ぶパナマの領土を通過しているということです。もしかしたらスエズ運河よりも重要かもしれない。そうでなければ艦隊はアメリカ大陸全体を航行する必要があるからです。そしてここでは地峡に沿って歩くことができます。これは戦略的な軍事問題であるだけでなく、経済問題でもあることをあなたは理解しています。そこで、パナマ運河建設の歴史を簡単に振り返ってみたいと思います。
パナマ運河が建設されたとき、アメリカ合衆国は非常に賢明な行動をとりました。実際のところ、このパナマという国家は以前は存在しませんでした。パナマ運河はコロンビアという国の領土を通過していました。そして今、そのような状態があります。確かに、それは悪い評判があります。麻薬の生産と、一方ではこれらの麻薬の生産と戦っているように見えるゲリラですが、他方では、彼らは麻薬を購入するために麻薬の生産に従事しています。武器を手に入れてアメリカ合衆国と戦う。それは悪循環です。そして、アメリカ人が我が国国民であるヴィクトル・バウトを不法に捕らえ、完全に不法に有罪判決を下し、懲役25年を与えたのは、まさにFARCと呼ばれるこのグループに武器を販売した容疑であった。彼は今もアメリカの刑務所にいますが、残念ながらそこから救い出す方法はありません。
パナマ運河は戦略的資産であるため、パナマ国民から取り上げなければなりませんでした。そしてここでアメリカ人は今日の観点から見ると非常に古典的な行動をとりました。コロンビアでは、ある州で突然、この州をコロンビアから分離する運動が起こりました。ご存知のとおり、パナマ運河が通過したのはこの国のこの地域でした。そしてパナマの一部の絶望的な住民は独立国家の創設を要求した。そしてもちろん、アメリカ合衆国はこれにおいて彼らを助け、支援し、コロンビアに圧力をかけました。その結果、パナマ国家が誕生し、その領土をパナマ運河が通過しました。コロンビアには運河が残されなかった。
次のステップは米国とパナマの間の合意であり、これによれば米国は非常に少額かつ非常に長期間にわたって運河地帯の租借権を受け取ることになった。つまり、パナマの領土を通るパナマ運河は、実は一定の治外法権を持っており、アメリカが管理しているのです。そしてパナマにそのような算術の必要性を疑問視し始めた政府当局者が現れたが、これはパナマにとって不利なものであった。つまり、選挙中にパナマ運河をアメリカ合衆国の管理下に置くべきだと言い始めた人々が現れたのだ。正直に言うと、大統領に立候補し、そのようなアイデアを提案した人の名前は今では覚えていません。
しかししばらくすると、ラテンアメリカの歴史の中で、国家の利益を守ろうとしたラテンアメリカの大統領は必ず亡くなりました。ラテンアメリカのほとんどどの国でも、このような驚くべき事実を見ることができます。パナマ大統領に関しては何も変わっていない。彼も亡くなった。彼らはさまざまな方法で亡くなりました。最後の大統領、ベネズエラのウゴ・チャベス大統領はご存知の通り癌で亡くなりました。しかし驚くべきことは、ラテンアメリカのさまざまな州のまさに反米的な大統領の銀河系全体が、非常に短期間のうちに癌に罹ったということである。同意します、これは非常に奇妙な状況です。確率理論は、詳しく調べる必要があることを示しています。つまり、多くの人は、アメリカ人は人々を癌に感染させる技術を持っていると言っている。そして実のところ、ウゴ・チャベスは亡くなるまで、自分の病気の原因を米国のせいにしていました。これは彼の単なる思惑ではなかったと思います。
一言で言えば、米国はパナマを注意深く監視しており、パナマ運河が彼らを逃れることができると感じたとき、そしてその瞬間、特定のノリエガ将軍がそこを統治していたとき、ちなみに、彼は売り込みをしているように見えたCIAエージェントでしたアメリカ人の要請による麻薬。アメリカ人はそこに小規模な軍事分遣隊を上陸させた。面白い操作でした。パナマ軍は神話であり、存在しないことを理解しています。彼らはパナマを占領し、彼らの代理人だったこの将軍を捕らえ、アメリカ合衆国に連行し、懲役刑を言い渡した。これはアメリカによる小規模な侵略です。
次にグレナダという国が侵攻されました。この侵攻中に12人の米海兵隊員が死亡し、現在彼らの記念碑が建てられている。どのグレナダも彼らに本格的な抵抗を与えることができなかったので、彼らは船から飛び降りたときに単に溺死しただけだと思います。
私たちにとってもっと身近な時間に移りましょう。その時点から数え始めることができます。アメリカによるイラク侵攻からカウントダウンを始めましょう。いわゆる「砂漠の嵐」。それはゴルバチョフによるソ連の破壊よりも前から始まっていたが、その時点でソ連はすでに実際にアメリカ合衆国の政策の影響を受けており、アメリカ合衆国のいかなる軍事作戦にも何の抵抗もなかった。つまり、全体の状況を理解するには、次のことを覚えておく必要があります。
イラクは世界で最も石油を産出する地域の一つに位置しています。近くにはサウジアラビア、クウェート、カタールがあり、ソ連の映画から引用すると、ここは保養地、穀倉地帯、鍛冶場である。ここは、石油と大量の石油が抽出され、ガスと大量のガスが抽出される場所です。この領域は制御する必要があります。
ある領土を支配するために、総会屋は通常何をしますか?総会屋は、その解決策を高値で販売するために問題を作成します。おそらく、90 年代にこれがどのように行われたのか覚えていないかもしれません。男たちがやって来てこう言います。私たちはそれらの解決をお手伝いできます。」それを理解していない人は、その人にとって本当の問題を引き起こします。彼のレストランが放火されたり、フーリガンに彼の車が壊されたり、彼自身が殴られたりしたのです。しかし、彼が恐喝者たちと合意に達するとすぐに、見よ、彼らは魔法のように彼を殴るのをやめ、彼に火をつけるのをやめるが、そのために彼は金を支払わなければならない。石油埋蔵量の管理についても状況はほぼ同じです。つまり、保護とセキュリティを高く売るためには、この地域に何らかの脅威を作り出す必要があります。
想像してみてください。石油王は何も起こりませんが、たくさんのお金があり、ある種の独立した政策を追求できます。そして彼らは依存者を導かなければなりません。そのためには、自国の領土にアメリカ軍基地を立ち上げなければなりません。したがって、アメリカ人はこの地域での影響力を求める非常に長い闘争に従事している。この闘争は90年代に始まったものではありません。それはずっと前から始まっていました。それは 20 世紀初頭に始まり、当時はイランの支配をめぐる闘争でした。
私たちはこの大きな試合のすべての段階を分析するつもりはありません。まずはイラン革命から始めます。 1979年にイランで革命が起きた。なぜこれを始めたのか、もうお分かりいただけるでしょう。 1979年、アメリカ人は自分たちのお金で大きな問題を引き起こしました。その瞬間、シャーはイランを統治していました。それは世俗的な政権であり、一般的にはかなりユニークな政権でした。彼はかなり全体主義者でした。君主制でもありました。ちなみに、アメリカ人によって育てられた、非常に深刻で非常に厳しい警備サービスがありました。しかし、彼らが言うように、シャーは多くのことを望んでいました。非常に単純な理由で、この体制の特定の近代化を実行する必要がありました。
事実は、ソ連が1979年にアフガニスタンに軍隊を派兵したことである。ある出来事が他の出来事とどのように結びついているかわかりますか?そしてアメリカ人はアフガニスタンでアメリカ軍と戦うために他人の手を使う必要があった。彼らはこれにイスラム的要素以上に優れたものを思いつきませんでした。しかし、イランの世俗政権はより宗教的な政権に取って代わられる必要があり、アフガニスタンの出来事に積極的に介入し、パキスタン人とともに資金提供し、武器を提供し、ソ連軍との直接衝突を行うようになるだろう。したがって、アメリカ人はイランで一種のアラブの春を組織している。しかし、状況は彼らにとって非常に悲しいものです。事態は制御不能になり、本当の革命が起こり、その結果、覚えていると思いますが、アメリカ大使館で人質が取られ、アメリカ人は概してイランから追い出されます。つまり、石油埋蔵量が多い国からの追放費用を自分たちのお金で支払ったことが判明したのです。同意します、それは残念です。これが彼らが今でもイランをそれほど憎んでいる理由です。
しかしアメリカ人はすぐに報復しようとしている。彼らは人質を取り戻そうとしている。特別な作戦が行われ、ヘリコプターが飛行していましたが、故障し、何も機能せず、墜落しました。要するに、アメリカ人は自らに恥をかかせたのである。これによりカーター大統領の政治生命は終わりを告げた。次の選挙でレーガン大統領が誕生した。しかし、アメリカ人はイランを罰するという願望を諦めなかった。そしてイラクでは彼らが権力を掌握するのに貢献します。そしてイラクは軍部という特定の政党、バース党によって統治されていた。
もう一つの小さな事件は、クーデターではなく革命だとさえ言えますが、彼らはサダム・フセインという名前の彼らの代理人を権力の座に就かせます。見よ、彼は同じ79年、ほぼ80年目に権力を握った。そして同じ1980年に、こじつけの口実の下で、彼は直ちにイランとの戦争を開始した。この戦争は 1980 年から 1990 年までの 10 年間続きました。 100万人以上が亡くなりました。つまり、これらの国々にとって、これは非常に深刻な戦争なのです。同時に、サダム・フセインはイラン軍に対して化学兵器を使用した。ご存知のように、彼は最終的には民間人に対して化学兵器を使用した罪で絞首刑に処されることになるでしょう。しかし、それでも彼は化学兵器を使用し、国際社会はこのことから何の結論も導き出さなかった。
当時の世界情勢は非常に興味深いものでした。イランはアメリカ人を追放したにもかかわらず、アフガニスタンでソ連に反対し始めたため、その後、親米イラクと独立したイランの間で戦争が始まったとき、アメリカ人はサダム・フセインに武器を提供し資金を提供しただけでなく、ソ連も支援した。イランを懲罰し弱体化させることも必要だったため、イランは武器も提供し、それに応じてイランはアフガニスタンにいるムジャヒディーンへの援助を弱めた。つまり、ソ連とアメリカの利害が短期間一致したのである。とても興味深い。
10年にわたる戦争、莫大な損失。戦争の理由 - 油田の所有権 - は古典的なものです。イランもイラクもこの国は流血している。戦争は引き分けで終わる。そして当然のことながら、サダム・フセインはアメリカの主人たちに単純な質問を持ちかけます。「皆さん、私はあなたたちのために10年間戦ってきました。何らかの形で自分自身に褒美を与える必要があります。」まあ、あなた自身ではなく、イラクです。彼らは彼に、「クウェートを併合してください」と言いました。クウェートは油田があり、小さな国で、実際には軍隊がありません。しかし、歴史的な理由があります。なぜなら、この中東地域全体が国境に歴史的なルーツを持たない地域だからです。第二次世界大戦後、それらはすべてイギリスによって完全に恣意的に切り刻まれました。深い歴史的ルーツはありません。イラクもクウェートもかつては一つの国でした。したがって、歴史的な理由があります。
これはアメリカがサダム・フセインにゴーサインを出したことを意味する。サダム・フセインはイラクに軍隊を送り、これでは自分には何も起こらないと悟った。しかし、アメリカ人は私たちが話したまさにその問題を作り出す必要がある。そして彼らはサダムの軍隊入国をこの地域への侵略の口実として利用している。つまり、大まかに言えば、彼らは彼を騙しているのです。彼らは、指ぬき製造者が路上で人々を騙すように、人々を騙します。軍隊を派遣しても、あなたには何も起こらないでしょう。
彼は入ります。彼らは彼を攻撃し、要求し始めます。ここの何が面白いのでしょうか？彼は自分がどこに引きずられているのかを悟り、イラクから軍隊を撤退させる用意があると宣言し始めた。彼らは彼と話すことを拒否し、すぐに軍事作戦「砂漠の嵐」を開始した。なぜなら、その任務は軍事紛争を引き起こし、周辺諸国に問題を引き起こすことであったからである。
ちなみに、イラク・イラン戦争中、軍用機や軍事作戦がタンカーの航行を妨害したり、タンカーを航空機が爆撃したりすることが頻繁にあったため、この地域では一般に大きな緊張があった。つまり、常に何らかの衝突があり、この地域は非常に混乱していました。例えば、イラクとイランの軍事紛争からサウジアラビアを守るために、アメリカ人がそこに多数の基地を設立したのはこの時だった。つまり、彼ら自身が問題を引き起こし、これを装って自らこの地域に侵入したのです。
しかし、彼らはサダム・フセインからさらに多くのことを必要としていた。彼らは実証的なむち打ちを組織し、この地域の状況を一般的にエスカレートさせる必要がありました。しかし、一度問題を起こしてしまうと、完全に解決することはできません。これは、アメリカ人が当時サダムを仕留めなかったことに驚かないように助ける重要な理解である。
どうしたの？サダム・フセインは自分が処罰されることを悟り、彼と合意に達した。これも重要なポイントです。彼らはアメリカ人が彼の軍隊を爆撃するということで再び彼に同意した。彼は彼女を危険にさらすでしょう。このために彼は権力を剥奪されることはなく、アメリカ人はイラクに入国することはない。次は何が起こる？アメリカ人、イギリス人、このいわゆる連合軍全体がクウェートに駐留するイラク軍を攻撃し始めますが、彼らは懲罰を受けずに攻撃し、実際には抵抗しません。私の意見では、この連合はわずかな損失を被ったか、まったく損失を被らなかった。イラクは非常に大きな損失を出しています。彼らは行って、行って、抵抗はありません。イラク軍は士気を低下させている。
この瞬間、イラクの少数派シーア派であるシーア派と、より大きな地政学を理解していないクルド人が蜂起を始めている。なぜなら、彼らにとって状況はどのように見えるのでしょうか？今、アメリカの解放者たちが来て、私たちをサダムの血なまぐさい政権から解放してくれるでしょう。彼らはサダムと何に同意したのか知りません。こいつらは反乱を起こしている。サダム・フセインはこの戦争を速やかに終わらせるために化学兵器を使用しました。なぜ彼はその瞬間に化学兵器の使用を恐れないのでしょうか？なぜなら、彼はすでにアメリカ人と同意しており、今では彼らがそれに気づかないことを知っているからです。ただし、そのような理由を与えることは、単にアメリカ人への贈り物であることは理解しています。
比較のために、シリアの状況を思い出してください。想像してみてください、アメリカ人はシリアを爆撃することを夢見ていますが、この瞬間、バシャール・アル・アサドは反政府勢力に対して実際に化学兵器を使用しています。これはアメリカへの贈り物です。本当に、プレゼント？どういうわけか、サダム・フセインは恐れていませんでした。クルド人の反乱は鎮圧された。シーア派の反乱は鎮圧された。どちらの場合も、武装勢力に対して化学兵器が使用されたと思われるが、民間人も同様に大きな被害を受けた。アメリカ人はイラク国内に入らず、戦争は終わり、イラクに対して制裁が課される。制裁は非常に興味深いものです。それらは「食用油」と呼ばれていました。つまり、イラクは世界市場に石油を供給することを禁止された。
しかし、アメリカ人は親切な人々なので、国連はイラクが人道支援物資を提供できることに同意した。なぜなら、例えば医薬品をイラクに持ち込む必要があるからであり、イラク自体が生産していない重要なものもあり、これは外貨でしか買えない。これはイラクに石油を売って外貨を受け取る機会を与えなければならないことを意味する。しかし、ここではすべてがより巧妙に行われます。イラクは特定の国際仲介業者に石油を輸送し、これらの国際仲介業者はイラクに石油を販売し、商品を購入し、商品を輸入します。つまり、イラクにはお金は関係ないのです。彼はお金を受け取らず、物品を受け取ります。面白いのは、イラクが石油を輸送した後になって初めて、石油を輸送した価格が判明するということだ。非常に紛らわしいスキーム。ウラジミール・ヴォルフォヴィチ・ジリノフスキーは、かつてこのことについて、国連の膨大な数の役人が巨額の収入を得ているとさえ語った。なぜなら、大まかに言えば、イラクが石油を輸送する価格を彼らは自由に設定できるからだ。この価格は依然として取引所価格よりも低く、場合によっては取引所価格よりも大幅に低かった。これは、国連が、より正確に言えば、国連がそこで生じる微妙なニュアンスに気付かないように、国連のためにアメリカ人が作った、非常に腐敗の谷でした。
サダム・フセインの第二次破壊の状況をすぐに見ることができるので、それは明らかです。ニューヨークでのテロ攻撃のさなか、アメリカ人がイラクに侵攻した。彼ら自身が双子の家を爆破し、自らがミサイルで国防総省を攻撃し、人々がテロリストと戦っていたとされる旅客機を自ら墜落させたことに疑いの余地はありません。 （質問が 1 つだけあります。飛行機で座っていた人たちはどこにいるのですか？）その理由を説明します。私たちは、これらのツインタワーの奇妙な動作の詳細を調べることさえしませんでしたが、その破壊は明らかに建物が解体され爆破されたときの状況に似ています。それらはまったく同じように構築されました。 2 つの事実を思い出させてください。 3番目の建物がありましたが、誰も衝突せず、最初の2つの建物から数時間後に同じように「崩壊」しました。ご覧のとおり、これらの記録はインターネット上にあります。これについてはほとんど話がありません。
そんな家がありました。彼は背が高くありません。そこはたまたまIRS、FBI、その他何人かの事務所でした。理由はなかったが、人々はこの建物から避難した。そして、建物は立ち、立ち、そして突然、このように「起こった」のです。つまり、大まかに言えば、爆発物を仕掛けたが、飛行機は到着しなかった。出演者過剰。しかし、彼らは爆発物を爆発させないことを忘れていたため、誰にも何も説明しませんでした。彼らは私を情報分野から連れ去ったように見えました。インターネットで情報を見つけることができ、CNNからの生放送があります。特派員が立っており、突然この家が彼の後ろに「折りたたまれます」。この特派員の目は巨大になります。なぜなら、飛行機がないのに家が折りたたまれている理由がわからないからです。これが第一の事実である。
2番目の事実は、なぜ人々が殺されたと言えるのかということです。というのは、ペンタゴンに墜落したとされる飛行機には、丸い入り口の穴が一つ残されていたからだ。あなたも私も航空機の製造には程遠いですが、それでも飛行機には翼があることを認識しています。したがって、飛行機が翼を持って建物に衝突した場合、胴体のレベルだけでなく、翼のレベルでも損傷が発生します。そこで彼はどういうわけかそれらをきちんと折りたたんで、中に飛び込みました。同時に、荷物も瓦礫も何もありません。彼らはいつもこう言います、「すべてが燃えてしまった」。しかし同時に、乗客の DNA は保存されていることにも注意してください。したがって、乗客全員を特定することができました。つまり、飛行機には何も残っていませんでしたが、DNAは残っていました。それはナンセンスであることがわかります。
ペンタゴン前の芝生には何もない。荷物も何もない。飛行機の墜落現場を見てください。散乱する残骸、スーツケース、恐ろしい光景です。きれいな芝生があり、ゴルフもできます。
したがって、ペンタゴンに墜落した飛行機ではありませんでした。飛行機はどこにあるのかという疑問が生じます。この飛行機に乗っていた人々、乗客はどこにいるのでしょうか？これは、彼らが何らかの形で清算された、彼らに対して何かが行われたことを意味します。もしかしたら、いつかこれらの疑問が解決されるかもしれません。
こうしたテロ攻撃が起きています。アメリカがアフガニスタンに侵攻。なぜアフガニスタンに行くのか、今から話します、そしてイラクを侵略します。では、イラクを侵略する理由を見つけるために、彼らは何と言うでしょうか？ — サダム・フセインは化学兵器を持っています。そして彼は細菌兵器も持っています。
一般的に、彼はすべてを持っています、私たちは緊急に彼の武装を解除する必要があります。化学兵器が発見されなかったことを覚えていますか。彼らは、後で見つけられるようにわざわざそれを持っていくことさえしませんでした。しかし、どうやらソ連はもう存在しておらず、彼らは国際法（今日私たちが見ている）から非常に自由であると感じていたため、彼ら自身が化学兵器が存在したと言っているように、彼らは化学兵器を見つけられなかったとさえ言いましたが、ああ、良い。彼らはまだそこにいます。
ちなみにバラク・オバマはイラクから軍隊を撤退させると発言した。一期目に立候補したとき、彼はイラクから軍隊を撤退させると約束した。そのようなことは何も起こりませんでした。ご覧のとおり、アメリカ人はまだそこにいます。そこで、彼らは理由を考え出しました。正式な理由は、いくつかの武器の存在とイラクからの一定の脅威の存在でした。あなたも私も、サダム・フセインがクウェートの後で顔をテーブルに叩きつけられた後、もちろん草の下で水よりも静かに行動したことを理解しています。しかし、彼は一つ大きな間違いを犯しました。これに先立って、彼は石油をイラクディナール、つまりイラク通貨とのみ、つまりドルでは取引しないと述べていた。そしてもちろん、彼らはこのことを絶対に許すことができませんでした。
アメリカ人はイラクに軍隊を派遣した。さらに、イラクの将軍やサダム・フセイン自身が、彼らが被るであろう莫大な損失について語ったことを覚えているだろう。その代わり、どういうわけかイラク軍は突然解散した。彼女は家に帰りましたが、声も聞こえず、姿も見えませんでした。つまり、アメリカ人は将軍を買収し、サダム・フセイン自身が隠れ、息子たちは殺され、しばらくして彼を捕まえて裁判にかけました。ここで彼らは、10年前には自分たち自身も気付かなかった化学兵器使用の事実を掴み、彼を絞首刑にした。そして、彼らが言うように、最終的には水で終わります。
注記。サダム・フセインは打倒された。イラクで何か良いことはありましたか？平和？いいえ。そこではアメリカ人およびアメリカ人と協力する人々に対する党派闘争が起こっているという事実は言うまでもありません。今ではテロリストと呼ばれています。同じ成功を収めたが、1941年から1945年にかけてベラルーシのパルチザンをテロリストと呼ぶこともできる。そしてドイツ人は彼らを盗賊やテロリストと呼びました。あなたも私も、これが解放運動であり党派によるものであることを理解しています。同様に、イラクからアメリカ人を撤退させるために戦っている人たち、テロリストとはどんな人たちなのでしょうか？彼らは自由の戦士です。しかし、アメリカ人はすでにアルカイダの芽をそこに持ち込んでいる。
現在イラクでは、イラク国軍と、ある種のイスラム国家を含むイラク領土の拡大を目指す特定の軍事組織との間で戦闘が行われている。イラクとレバント、そう呼ばれていたと思います。つまり、イラクの国土には平和はないということだ。アメリカ人はそこに自由も民主主義も繁栄ももたらしませんでした。多数のイラク人が死亡した。ウィキリークスは10万人のイラク人が死亡したとする文書を公開した。もっと多くの人が亡くなったと思います。つまり、少なくともアメリカ人自身が認めた10万人は、何のために命を捧げたのでしょうか？サダム・フセインがいなくなるには？ちょっとした慰め。彼らはこの地域を混乱させており、イラクから離れず、イラクを混乱に陥れ続けています。
しかし、イラクは最初の部分でした。次にリビアが来た。そしてシリアがやって来た。兵器はレバノンを経由してシリアに流入している。しかし、それは主にイラク、つまりアメリカ人から来ています。したがって、イラクは地域全体を不安定化させる足掛かりとなった。ドアに足を突っ込み、体全体で乗り込んだのはアメリカ人だった。それが彼らがイラクでやったことだ。
さて、私たちは彼らがアフガニスタンに課した軍事紛争に戻ります。私たちの任務はその原因を理解することなので、あなたも私もアメリカの侵略の歴史に従って動くつもりはありません。そして、いつでも戦争の開始日を調べたり読んだりすることができます。では、なぜ彼らはアフガニスタンに侵入したのでしょうか？質問させていただきます。あなたの視点は何なのか気になります。誰が答える準備ができていますか?なぜアメリカ人はアフガニスタンに関与したのでしょうか？結局のところ、アフガニスタンには石油はありません。アフガニスタンには何があるのでしょうか？
答え: カオス。ここでも古いシステムに従っています。
N. スタリコフ: 私も同感です、彼らは混乱を望んでいます。しかし、彼らがこの混乱をどこに誘導するのかを理解する前に、あなたも私も、アフガニスタンが中央アジアを通じたロシアとの単なる接触の場所ではないことを理解する必要があります。ここがパキスタンと接する場所であり、イランとの国境であり、実際には中国との国境でもあります。つまり、驚くべき戦略的位置により、多くの重要な地政学的関係者がアフガニスタンにいる間に事態を一度に台無しにすることが可能になるのです。まず第一に、当然のことながら、ロシアと中国、イランはインドで困難を生み出し、パキスタンを不安にさせている。アメリカの無人機が絶えずパキスタンに飛来し、何のアナウンスもなしにパキスタンの人々をただ殺害していることはご存知でしょう。そして、これは何年も、何年もの間、起こってきました。したがって、戦争を中心に非常に特殊なインフラが常に整備されるため、彼らはパキスタンの状況を一種の煮詰まった状態に保つことができる。
アメリカ人が麻薬を栽培するためにアフガニスタンに来たことはよくわかります。彼らのアフガニスタン滞在中に、麻薬生産は66倍に増加した。彼らが言うように、アメリカ合衆国への侵略の理由は、そこでの麻薬の生産を阻止したいという願望だったと想像してみてください。麻薬捜査班がやって来て、そのディスコで 66 倍の麻薬を売るディスコを想像してみてください。疑問が生じます。この麻薬対策チームの目標は正しく宣言されていますか?もしかしたら彼には別の目標があるのでしょうか？より多くの薬を売るには？
もちろん、実際に麻薬はタリバンによって排除された。アメリカ人がやって来て、タリバンの力を分散させ、麻薬生産を保護し始めた。同時に、その説明は、まあ、子供じみた素朴です。ロシアがこのビジネスを止めるべきだと言うと、彼らはこう言う。「そこには農民の家族がいるのだから、麻薬をやらなかったら彼らは何を食べるのだろう？」それなら、あなたも麻薬を栽培しましょう。そこには家族もいますし、アメリカには失業者もいます。つまり、この論理に従えば、どんな犯罪も解決できるということです。結局のところ、誰もが家族を持っています。年老いたお母さんたち、私たちは何とかして彼らの世話をしなければなりません。ただ素晴らしい。彼らはそのような発言を躊躇しません。
麻薬が栽培され、これらの麻薬はさらにロシアに送られる。ご存知のように、我が国では非常に多くの人々、特に若者が残念ながらこれらの薬物によって死亡しています。国境は透明であるため、すべての薬物を阻止することはできません。中国に麻薬が持ち込まれている。中国ではさらに厳しく、麻薬を所持した場合は銃殺されるが、依然として麻薬を輸入している。そしてイランは全体的に興味深いです。イランは高さ３メートルの壁を築き、その前にアメリカ軍が突破できないように深さ３メートルの溝を掘った。そこでは全面的な軍事作戦が行われ、ヘリコプターで投下されたり、麻薬をイランに持ち込むために強力なトラックが使われたりした。つまり、アメリカ人はそこに足場を築き、近隣諸国すべての若者を破壊し始めているのだ。
さらに、コソボをユーゴスラビアから分離した彼らは、アフガニスタンからコソボまでの直行便で麻薬を輸送し、そこに到着する車でヨーロッパ全土に麻薬を直接輸送している。速くて良い。実際のところ、コソボには非常に大規模な軍事基地があり、その主な目的の1つはヨーロッパでの麻薬の流通です。そして、麻薬は犯罪取り締まりであり、これはどこからでも利用できる闇の資金であり、これらの政府機関に対する統制です。
コソボはアルバニア系マフィアであることはご存知でしょうが、驚くべきことに、何らかの理由でヨーロッパ諸国の権力によって保護されています。これはそれほど大きな困難ではありませんが、根絶することはできません。それが彼らがアフガニスタンにいる理由です。彼らは今、アフガニスタンを離れると宣言している。しかし、アフガニスタンを離れるとは何を意味するのでしょうか？これは、彼らが約3万人の人々をそこに残して、重要な拠点に座ってそれらを管理することを意味します。今でも彼らはあまり動かないので、事実上アフガニスタン全土を支配していたソ連軍よりも損失はかなり少なく、損失のほとんどは私たちが国中を移動した際の軍事衝突によるものでした。これらは待ち伏せであり、検問所でした。攻撃されました。おそらく映画で見たことがあるでしょうし、このトピックに関する本を読んだこともあると思います。
アメリカ軍は厳重に守られた基地に座っているため、損失は小さい。しかし、正直に言うと、特に我々がアフガニスタンではるかに大きな成功を収めたという事実を考慮すると、それらはソ連軍の損失に匹敵します。
したがって、彼はアフガニスタンに約3万人残っています。彼らはタリバンに資金を提供し始めている。彼らは戦った相手に金と武器を与え始める。そして彼らはこの原理主義をタジキスタン、ウズベキスタン、一部はカザフスタン、そしておそらくキルギスタンに向けています。これが彼らの近い将来の計画です。
つまり、私たちは皆（この場合、分析に従事している人々について話しています）、アフガニスタンでの出来事は、ロシア国境に隣接する他の地域での出来事よりも早く起こるだろうと考えていました。しかし、アメリカ人が新たな状況を利用して即興で行動していることがわかります。彼らは中東情勢を不安定化させようとしましたが、部分的にはうまくいきましたが、部分的にはうまくいきませんでした。これによりアフガニスタンからの撤退が遅れた。彼らは現在、軍隊の撤退を遅らせていると絶えず言っていることに注意してください。
そして彼らは切り替えました。彼らは、タジキスタンを不安定化させる代わりに、アフガニスタンを不安定化させる代わりに、ウクライナを不安定化し始めた。つまり、これらはすべて途中で調整されます。しかし、シリアと地域を不安定化させる完全な準備が整うまでは、アフガニスタンを離れることはできない。
それで、私たちはアフガニスタンに対処しました。他に何があるでしょうか？もちろん、ユーゴスラビアのことも忘れてはなりません。その解体はソ連崩壊前から始まっていた。そしてこの意味で、ユーゴスラビアはアメリカ人とその同盟国にとって、大きな多国籍国家を解体する方法の一種の実験場であった。彼らはそれらを解決しました。ソビエト連邦は非常に大きな国であり、多くの国籍があり、どこでも訓練を受けずにソビエト連邦の解体を開始する準備ができていませんでした。彼らはまずユーゴスラビアを解体する以上に良いことを思いつきませんでした。
ユーゴスラビア解体シナリオは非常に血なまぐさいものだった。そこでは全員対全員の原則に基づいて内戦が始まり、その結果、国家が多くの地域に崩壊し、多くの死傷者が発生し、この地域に膨大な緊張が生じたことはご存知でしょう。これまでのところ、この国の国家間の関係は非常に特殊なものでした。アメリカが国際法に違反してコソボ地域をセルビアから切り離し、独立国家として宣言した後、状況は特に悪化した。何のために？私たちはすでに議論しました：ヨーロッパの中心に事実上独占的に属する領土の一部を獲得するため。
ユーゴスラビアでは、アメリカ人は何も良いものをもたらさなかったことに注意してください。ユーゴスラビアの小さな地域はそれほど繁栄した国家にはならなかった。つい最近、ウクライナ情勢を背景にサラエボが燃え上がる様子が映し出されました。ボスニアは独立を獲得しました、それでどうなったのでしょうか？西洋の投資家がやって来て、すべての工場を閉鎖し、破産させ、すべてを買い占め、オフィスセンターを開設し、人々は働く場所を失いました。つまり、私たちのウクライナ人の同僚（もちろん全員ではない、一部）が参加を望んでいるのと同じEECが、すでにボスニアに姿を現しているのだ。
ウクライナでも同じことが起こるだろう、つまり企業の閉鎖だ。実際のところ、今日のプーチスト政府は IMF に対する義務を負っています。そして彼らは常に義務を負っています - 年金の削減、社会保障の削減、関税の引き上げなど、一方向の義務です。 IMF は生活水準の引き下げと民営化以外のことは決して提案しません。いわゆるショック療法です。それはチリのピノチェトの下で最初に使用されました。それには必ず何らかの暴力が伴います。これは、本当のショックを経験している大衆の抵抗を抑えるために必要です。第一に、衝撃は彼らの抵抗力を弱めるが、軍事的暴力も弱める。チリのピノチェト、軍事クーデターです。その後、これはアルゼンチンや他のラテンアメリカ諸国でも使用され、さらにポーランドでも同じショック療法が適用されました。
その後、これはロシアでも適用されました。ロシアでは明らかな暴力があり、エリツィンによって実行された1993年のクーデターがあった。つまり、議会に民主的に発砲される戦車砲の轟音の中で民営化が行われたのである。民営化には、法律違反や詐欺だけでなく、それを実行する側の武力行使も常に伴います。
そして今日、ウクライナで武力行使が行われたのか？適用済み。権力は掌握されたのか？捕獲されました。武装勢力はいますか？食べる。エネルギー部門を民営化することは可能だとヤツェニュク氏は言う。なぜこれまで民営化を実行しなかったのでしょうか？何があなたを止めていたのでしょうか？社会の反応が邪魔をした。一部のエリートの反応が邪魔をした。現在、社会は士気を失い、他の問題を抱えています。それはもはや、ウクライナのエネルギーシステムに何が起こるかについて考えているのではなく、ファシストがやって来て、何かをしたり何かを説明したりすることを強制した人に具体的に何が起こるかについて考えている。これがどのように機能し、なぜすべてが完了するのかを説明します。
しかし、最も重要なことは、私がもう一度強調したいことです。あなたも私も、アメリカ人が何らかの口実のもとに侵略し、少なくとも何か良いものをもたらすであろう国を一つも挙げることはできません。何もない。ソ連が重大な損失を被り、実際の戦争があったアフガニスタンでも、それが国際義務の遂行と呼ばれていたにもかかわらず、今日ではロシア兵士とソ連兵士はアメリカ人のようにではなく、優しい言葉で記憶されている。 。ロシア人が道路や学校を建設したからだ。これは私たちの文明に固有のものです。アフガニスタン人に近づくと、私たちはアフガニスタン人を自分たちの下に置くとは考えません。私たちはすべての人に敬意を持って接します。重要なのは、彼が私たちにも敬意を持って接してくれるということです。しかし、私たちは彼らを二流とは考えていません。これは常にロシア帝国に固有のものでした。つまり、ロシア人がコーカサスに来た場合、何らかの軍事衝突があったが、ロシア人は登山者を二流の人々とは決して考えなかった。逆に。ロシア人が登山家からどれだけ学んだかを見てみよう。結局のところ、コーカサス戦争は 19 世紀の初めに始まり、ほぼ半世紀にわたって続きました。
見てください、私たちの王の護衛はすでにハイランダーで構成されており、別々の編隊です。 20世紀初頭以降、我が国のコサックはどのような姿をしていたのでしょうか?パパカ、山服、チェルケスのコート、ガズィリ、短剣。つまり、完全にハイランダーの服です。そして誰も彼女をロシア軍に連れて行くことが恥ずべきことだとは考えなかった。実際、そのような衣装を着た天皇の写真も存在する。それが良いものであれば、正しいものであれば、便利であれば、それで終わりです。これがアプローチです。
インド人の衣装を着たイギリスの将軍を見かけることは決してないでしょう。彼にとってヒンズー教徒は二級国民だから、そんなことは絶対にありえない。これが違いです。そして我が国の兵士たち（ソ連は概して人道主義国家であった）はアフガニスタンでも同様の態度を示した。つまり、一方では、私たちは兵士を撃った人々と戦ったのですが、これは理解できます。しかしその一方で、私たちはアフガニスタン人の生活を改善することができたので、それを改善しようと努めました。アメリカ人は何もしません。彼らは基地に座り、そこで何が起こっているかなど気にしません。彼らはただ銃で撃たれないようにお金を出したり、麻薬を栽培するためにお金を出したりしているだけです。全て。彼らの興味はこれに限定されています。態度が人と似ていない。それらは閉鎖されたエリアのいたるところにあります。
つまり、アメリカ人が来るところ、NATO軍が来るところに、彼らは何も良いものを持ち込んでいないのだ。わかりません。おそらくあなたはもっと何かを知っているかもしれませんが、私はそのようなオプションに詳しくありません。
そしてアメリカの軍事的存在は絶えず拡大している。彼らは常にどこかで戦わなければなりません。唯一言えることは、世界最大の軍事予算を持っているにもかかわらず、複数の戦争を同時に戦うのは難しいということですが、これは非接触で戦うことに慣れている軍隊です。彼女にとって損失は非常に敏感です。したがって、もし誰かがアメリカ人を自分たちの土地から追い出したければ、アメリカ人を殺せばいいのです。その後、彼らは非常に素早く避難します。彼らがソマリアに侵攻したときの話を覚えているなら。そこでは15～20人のアメリカ人が殺害され、サダム・フセインのお気に入りの映画の撮影中に非常に素早く避難した。どっちか分かりますか？ 「ブラックホークダウン」 - 彼はこの映画をとても愛していました。理由はわかりませんが、それでもこれは歴史的事実であり、彼は何度も見ましたし、私もそれについて読みました。
私たちのほとんど全員が、過去にアメリカ人が引き起こした軍事紛争をどのように経験したかを見てください。彼らがユーゴスラビアでの紛争をどのように組織したのかについてはまだ話していないので、もう少し説明しましょう。繰り返しになりますが、非接触型：爆撃、ロケット攻撃、海上の船舶、時々ユーゴスラビア領空にさえ飛来しない戦闘爆撃機、つまりユーゴスラビアに近づくとミサイルを発射して立ち去ります。ロケットは自力でさらに遠くへ飛びます。場合によっては、ユーゴスラビアの防空部隊ですら、これらの航空機が領空に入らなかったため、これらの航空機を射撃することができなかった。
そうですね、またそのような実証的なジェスチャーです。覚えていると思いますが、1羽のタマホークがベオグラードの中国大使館を襲い、数人が死亡しました。もちろん憤りの嵐がありましたが、その後は静まりました。中国からの憤りの嵐のことです。しかし、それでも、高精度兵器が中国大使館に到着した場合、彼らはおそらくそれを狙っていたことを理解しています。彼らが言うように、ちょっとしたこんにちは。
はい、そしてこのユーゴスラビアの悲劇に関連したこのような滑稽な話があります。1機のステルス機が撃墜され、その後アメリカ人がそれを生産と運用から外し始めたときです。そしてユーゴスラビアでは、「申し訳ありませんが、私たちは彼が目に見えない人間であることを知りませんでした」と書かれたバッジを付けていました。そうでなければ、彼らはあなたへの敬意からあなたを撃墜しないでしょう。つまり、アメリカ人は彼が目に見えないと思っていましたが、それほど目に見えないわけではありませんでした。そして彼は撃墜されました。これらのステルスは非常に高価ですが、ご覧のとおり役に立たず、現在は入手できません。それらはとても美しく、どういうわけか珍しく、エイリアンの船に似ていますが、どうやら戦闘の意味はまったくありません。
2001 年 9 月 11 日に米国でテロ攻撃を組織したのは誰ですか
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今日は、米国における一連の大規模テロ攻撃から12周年を迎えます。その起源にはいくつかのバージョンがあります。 「ワシントン政権」の公式版は、アフガニスタンの洞窟に隠れていた数十人のひげを生やしたムジャヒディーンが、飛行機をハイジャックして高層ビルや国防総省の建物に衝突させるための複雑な宝石作戦を開発し、実行したと述べている。このバージョンは美しく、理解できるものですが、多くの不一致はありません。物理法則がなければ。
では、2001 年 9 月 11 日に何が起こったのでしょうか?覚えておきましょう。
その悲劇的な日の詳細に進む前に、世界経済の状況について少しお話したいと思います。その困難は昨日、2008 年に始まったものではありません。地表の下で燃える泥炭畑の火のように、金融指向の経済システムの問題は、90年代後半にはすでに目に見えない形でくすぶっていた。そして、一般大衆にとって「火」が表面に噴出し、目に見えるようになったのはつい最近のことだとすれば、世界の政治エリートにとっては、問題はずっと前から見えていたのである。もっと言いますが、ゴルバチョフの裏切りは「世界経済」を崩壊から救いました。 70年代の米国では2桁のインフレでしたが、患者が発熱していることは明らかでした。高温。もしミハイル・ゴルバチョフがソ連を破壊していなかったら、西側経済は80年代後半に今日のような低迷に陥っていただろう。しかし、これはちなみにです。
西側諸国は問題を解決するために常に同じ処方箋を持っています。それは戦争です。そして米国は12年前から戦争の準備を始めた。世界戦争には何が必要でしょうか？世界的な理由が必要です。世界的な挑発。そして2001年9月11日が起こりました。
どういう考えだったのでしょうか？ソ連軍とのアフガニスタン戦争中に国家自らが育成したイスラム過激派組織は、新たな世界紛争の火種として計画された。 2001年の大規模テロ攻撃の後、ワシントンは誰に責任があるのかを正確に「知っていた」。今日、米国はバシャール・アル・アサドがシリアで化学兵器を使用したことを確かに「知っている」のと同じように。
私たちにとって重要な問題は、どこで戦争を開始する予定だったのかということです。答えは次のとおりです。私たちの隣で、私たちと一緒に、私たちが直接的かつ広範に参加することです。世界経済を回復するために、その所有者は（再び！）多くの血を流そうとしていました。どこ？どこでも構いません。主なことは、それがたくさんあるということです。ロシアとソ連が大規模な軍事紛争の標的となったのはそのためです。なぜなら、私たちにはこの血が多く流れているからです。だからこそ、舞台裏の世界はそれが私たちに届くことを望んでいます。
2001年、チェチェン紛争はまだ激化しており、中央アジアでは騒乱が続いていた。ロシアは何をしましたか？私たちは不安定を国境を越えて押し広げてきました。そして戦争は私たちにやって来ませんでした。そして主催者は中東を出発点として準備し、最初からやり直す必要があった。
鉄腕で母国チェチェンに秩序をもたらしたラムザン・カディロフのキャリアの全盛期は、ムバラクとムアンマル・カダフィのキャリアの衰退を意味した。これは矛盾ではありません。これは世界の地政学です。
しかし、今日の状況を理解した今、2001 年 9 月 11 日の出来事についての事実に立ち返る価値があります。これは私の著書「Cherche la Petroleum」の一部です。[49]
「まず、当時の出来事を思い出してみましょう。ボーイングの旅客機4機が、段ボールカッターで武装した19人のアラブ人テロリストによって1時間以内にハイジャックされた。自殺パイロットが飛行機を操縦し、ニューヨークとワシントンに向けて進路を変更した。ボーイング2機が世界貿易センターのツインタワーに送られた。高層ビルで火災が発生し、完全に破壊されました。ボーイング3号機が国防総省に衝突した。 4号機の乗客はハイジャック犯らと交戦し、同機はペンシルベニア州に墜落した。これは一般に受け入れられているイベントのバージョンです。災害発生から数日以内に最終的な形となり、正式なものとなった。
ここで、このバージョンの最も明らかな矛盾を思い出してください。最もあまり知られていないものから始めましょう。
1. 2001 年 9 月 11 日、ニューヨークでは 2 棟ではなく 3 棟の建物が倒壊しました。 3番目の超高層ビルの死は慎重に隠蔽された。 9月11日の出来事に関して設立された政府の公式委員会は、この事実を報告書に全く盛り込んでいなかった。これには 2 つの理由があります。この建物は、CIA、内国歳入庁、証券取引委員会のニューヨーク本部、そしてニューヨーク市緊急事態管理局の作戦センターおよび地下壕でした。そして最も重要なことは、ツインタワーの隣にあるワールドトレードセンター7として知られる47階建ての超高層ビルに飛行物体が衝突しなかったことです。しかし、明らかな理由もなく、建物は 2001 年 9 月 11 日の午後 5 時頃に崩壊しました。そして、その破壊中に怪我をした人は誰もいませんでした。誰も。同時に、家はボーイング機が衝突したタワーとまったく同じ形で崩壊しました。
2. 破壊された建物の設計者らは、建設中に航空機が衝突する可能性が考慮されており、そのためそのような結果を引き起こす可能性はないと異口同音に述べている。塔の破壊は驚くほど均一で、対称的かつ絶対的でした。巨大な高層ビルが砂上の楼閣のようにきれいに折りたたまれていました。それらは完全に崩壊し、垂直の鉄骨柱の残骸がなくても、瓦礫の山と塵の雲と化した。住宅は、期限切れの建物の解体に使用される、指向性爆発によってのみ、美しく正確に「折りたたまれます」。大量の爆発物は必要ありませんが、適切な場所 (構造要素に直接接触) に配置し、厳密に同期したシーケンスで爆発させる必要があります。
3. 飛行機は8時45分にノースタワーに直角に衝突し、理論的には中央に位置する建物の支持鉄骨が損傷した可能性がある。午前9時3分、サウスタワーに2回目の攻撃が加えられたが、衝突は鋭角で発生したため、航空機の破片が支柱に当たるはずはなかった。一方、損傷の違いにもかかわらず、両方の塔は完全に対称的に「崩壊」し、床はきれいに「崩壊」しました。これは、高層ビルの管理された解体の場合に起こることとまったく同じでした。さらに、9時59分には被害の少なかったサウスタワーが先に倒壊し、10時29分には被害の大きかったノースタワーが倒壊した。そして17:00の3番目の衝突には誰も衝突しませんでした。
4. 崩壊の公式説明は、燃料の燃焼により鉄骨柱が溶けたということです。鋼の融点は1538℃です。それぞれの塔には 20 万トンの鋼鉄が収容されていました。そして、この塊はすべて、一機の航空機の燃料タンクからの燃料によって加熱され、溶けたのでしょうか？結局のところ、タワーに入った燃料の量は異なっていました。最初の飛行機がタワー内を飛行した場合、2番目の飛行機の燃料の一部が建物の外で巨大な火の玉に爆発しました。これは記録や写真ではっきりと確認できます。塔は同じで、塔に含まれる鋼鉄の量も同じで、航空機からの燃料の量も異なり、落下と破壊のスタイルも同じです。そして、最初に倒壊する建物は燃料が少ない建物でしょうか?
5. クリーンな航空燃料を燃焼させた場合の最高温度は 825 °C です。塔の中で燃えたのは灯油だけではなく、燃える可能性のあるものはすべて燃えました。これにより、温度は上昇するのではなく、低下するはずです。建物を設計する際、火災の可能性は当然考慮されます。試験火災（英国、日本、米国、オーストラリア）中の保護されていない鋼構造物の最高温度は 360 °C でした。テロリストは本当に物理法則を覆し、必要以上に低い温度で鉄を溶かすことに成功したのだろうか?それとも、不可解にも必要な 1538 °C まで温度を上げたのでしょうか? 9.11の謎のアメリカ研究者の一人であるJ・マクマイケルは、この問題について次のように書いている。発電機、電気炉、その他の複雑な装置からの電気アークですが、これらの巧妙なテロリストは何を使用したのでしょうか?灯油、市場価格では 1 ガロンあたり 80 セントの価値があります。」
6. 公式発表によれば、ひどい火災で、数十万トンの鉄鋼が溶け、数百トンのコンクリートが粉塵と化した。ボーイングの乗客はほとんど何も残っておらず、黒焦げになった遺体の破片だけが残されていた。一方、飛行機のタワーに墜落したハイジャック犯の一人、モハメッド・アッタのパスポートが無傷で漂流し、捜査中に発見された。
7. なぜツインタワーがばらばらにならず、粉々に砕け散ったのかという疑問に対する答えはまだ見つかっていない。火災が建物の倒壊の原因である場合、建物の各部分での損傷の不均一性と不均一な燃焼により、建物ごとに倒壊の発生が異なるという事実につながります。そうなると、コンクリートの破片や鉄骨の破片が広範囲に飛散し、甚大な被害をもたらし、住民に多数の死傷者が発生することになる。そんなことは起こらなかった。いつもあるような大きな破片はありませんでした。
8. 公式発表によれば、ハイジャックされた飛行機の 3 機目、アメリカン航空 (AA) ボーイング 757 便が国防総省に墜落した。最大の被害を与えるために、ハイジャッカーは飛行機を水平軌道に沿って飛ばした。つまり、彼らは飛行機に乗っているのではなく、車に乗っているかのように建物に「運転」しようとしました。ボーイング757の高さは13メートル、ペンタゴンは24メートルです。つまり、旅客機の飛行高度は文字通り地上数メートルでなければならず、これは信じられないほど困難な操縦です。なぜそれが行われたのでしょうか？単に飛行機を建物に墜落させただけでは、さらに多くの被害が生じた可能性があります。同時に、見逃すのは難しい - 国防総省は117,363平方メートルの面積を占めています。 m. テロリストは最も困難で効果の低い選択肢を選択します。同時に、飛行機は地上数メートルを飛行し、道路に張り巡らされた電線を引き裂いた。しかし、なんとかピラーの間をなんとか押し込んだが、ピラーの間の距離はボーイング757の翼幅よりも短い。
9. 人生で少なくとも一度は飛行機を見たことがある人なら誰でも、建物と水平方向に衝突した場合、建物は必然的に胴体と翼の両方に損傷を受けることを理解するはずです。しかし、米国の捜査当局は、墜落現場の写真から判断すると、国防総省の建物には翼の痕跡がないため、ボーイング757型機が衝突前に慎重に翼を折りたたんでいたという事実を当惑しなかった。国防総省内部では航空機の破片は発見されなかった。公式版によると、世界貿易センタータワーの鉄製支柱だけでなく、すべての部品が火災中に「蒸発」したという。一方、人類が経験した飛行機事故では、すべてが跡形もなく燃え尽きることはありませんでした。たとえば、パリ近郊のコンコルドが離陸直後にホテルに墜落したとき、ホテルには灯油が満タンに積まれていたが、破片は十分すぎるほどあった。
飛行機が建物に衝突した場所の前の芝生には破片は残されていなかった。しかし翼は衝撃で折れ、その破片は重いエンジンや尾翼の一部とともに災害現場で目に見えたはずだ。しかし、消防車の近くにはネジが一本も見えず、これは飛行機が国防総省に墜落したことを示している可能性がある。
公式版によれば、飛行機が墜落した壁も長くは残らなかったという。最低速度が時速約400kmの飛行機と衝突した場合、彼女は生き残ることはできませんでしたが。しかし、消防士が消火している間、壁はその場に根を張った状態で保存された。そこには入口の穴がはっきりと示されており、それが飛行機のせいであると考えられるのは 3 歳児だけでした。そして、数メートル離れた巨大な飛行機が墜落した場所の上には、ガラスさえ完全には割れていない窓全体が見えます。したがって、国防総省の外壁は攻撃から数時間後に「崩壊」した。
10. 公式版によれば、2 つのツインタワーの破壊は燃料流出とひどい火災によって引き起こされました。しかし、国防総省前の芝生には灯油が燃えた痕跡はない。芝生はかなり緑です。一方、飛行機が2番目のタワーに衝突したとき、大規模な燃料爆発が起こり、建物の外に火の玉が発生した。国防総省の誰もこのようなものを見たことがありませんでした。そして、この建物自体の破壊は、ニューヨークでの同じ打撃によって生じたものと比較にならないほど壊滅的ではありません。
11. 米国政府は、77 便の乗客と乗組員は DNA 証拠によって特定されたと発表した。航空機用アルミニウム100トンが跡形もなく焼失した火災の後、旅客機の内外装は？
12. 奇跡的に保存された「DNAの残骸」にもかかわらず、公式版によれば、すべての飛行機のブラックボックスは焼失したという。ほぼすべての飛行機事故で発生した同様の装置は無傷のまま残されており、その記録は解読され研究されています。
13. ハイジャックされた4機目のユナイテッド航空UA93便は、空港離陸からほぼ2時間後の午前10時37分、ペンシルベニア州シャンクスビル付近で墜落した。公式版によると、この飛行機の乗客はハイジャック犯と戦い始め、彼らの計画（ホワイトハウスへの攻撃）の実行を許可しなかった。テロリストと乗客の間の闘争の結果、飛行機は墜落した。しかし、航空機の破片の一部は墜落現場から最大13マイル離れた住宅地で発見された。インディアン湖地域の多くの住民は、空から燃え盛る飛行機の破片が落ちてきたと報告した。
14. ハイジャックされた4機の飛行機には250人以上が乗客だった。彼らは飛行機から直接家族や友人に13回電話をかけることに成功した。これが信じられない。 2001 年には、高速かつ高高度で飛行するジェット旅客機から携帯電話が接続できる可能性はほぼゼロでした。 2004 年から 2005 年にかけて、多くの企業がボーイングやエアバスといった旅客機内での安定したモバイル通信を確保するための機器の開発を開始しました。飛行機が降下しているときに通過する可能性も非常に低いです。低高度では、ジェットは 1 ～ 8 秒以内に同じセルを離れます。この間、電話はなんとか通信を確立できますが、すでに別のセルのエリアに入っています。会話は始まる前に必然的に終わってしまいます。
しかし、飛行機から電話が通じないとしたら、犠牲者の親族はどうやって留守番電話の声を特定できたのでしょうか?この質問にも答えがあります。最近、ロシアで新たなタイプの詐欺が出現した。詐欺師は家に電話して、その人の親族に、その人が（事故や喧嘩などで）警察に連行された、その人を連れ出すには不愉快な状況をもみ消すためのお金が必要だと告げます。被害者が何の疑いも持たないように、「被害者」に電話が渡されますが、ほんの数秒の間だけであり、彼は二、三の言葉を話す時間が与えられます。重要なのは、詐欺師の被害者全員が、まったく別の場所にいる愛する人の声を聞き、素直にお金を運ぶということです。電話で話すのはパロディストや職人ではありません。詐欺師は単純な番号のデータベースを使用して電話をかけるため、知らない人の声の音色や会話の特徴を知ることができません。そして親戚たちは彼らが「聞きたい」ことを聞きます...
捜査資料には、行われた通話のうちの1件のテキストが含まれている。このマーク・ビンガムは母親に電話してこう言います、「こんにちは、お母さん、私です – マーク・ビンガム」...
15. ハイジャックされた飛行機からの発信者の中で、電話での会話の中でアラブ人ハイジャック犯について言及した者は一人もいなかった。このような状況では、「アラブ人が私たちの飛行機をハイジャックした」という単純かつ重要な言葉を発する人は誰もいなかった。
16. ジョージ・W・ブッシュ米国大統領は、9月11日の出来事を調査している委員会のメンバーと話すという招待を長い間拒否しただけでなく、すでに会議に同意した上で、独自の条件を設定した。
♦ 彼は時間制限付きの会話、つまり 1 時間だと主張した。
◆米国大統領はディック・チェイニー副大統領と一緒にのみ証言することに同意した。
♦ この場合、委員会には委員長とその代理の 2 人だけがいるはずです。
困難な交渉の末、両当事者は対話がホワイトハウスで行われ、委員会のメンバー10人全員が参加することで合意した。時間制限も解除されました。委員会は大統領から包括的な情報を入手できるとみられる。ただし、すべてがそれほど単純ではありません。この「会話」についてブッシュの承認を得るには、次の点に同意する必要がありました。
♦ ビデオ、音声記録、さらにはそのトランスクリプトも作成されません。
◆ ブッシュもチェイニーも宣誓する必要はなかった。
「会話」は 2004 年 4 月に行われましたが、米国の指導者たちが議員に何を言ったかは今日まで知られていません。この状況の不条理を理解するために、ある証人が法廷に呼び出されたが、別の証人の面前でのみ話すことに同意したと想像してみてください。何のために？彼の証言を聞き、矛盾を避けるため。その後、証人の証言は機密扱いとなります。そして最も重要なことは、誰も彼に真実を話すよう義務づけなかったということです - 結局のところ、証人は宣誓をしませんでした...
アメリカ政府の公式見解があり、それを否定する事実もあります。真実はすぐには分からないのは明らかです。一つ質問が気になります。
すべての計算によれば、この攻撃がボーイング 757 によって実行されたものではなかった場合、国防総省を攻撃したとされる飛行機の乗客はどうなったのでしょうか?
ウクライナ人被害者
2014/03/08
さまざまな州におけるアメリカの侵略について言えば、ウクライナの話題に触れることは非常に論理的です。なぜなら、これも革命の道を通ってのみ行われたもう一つの侵略だからです。
彼らが言うように、乾燥した残留物を要約しましょう。ウクライナには豪華な大統領はまったくいなかった。私たちは彼に同情の余地がありません。それにもかかわらず、年金と給与は彼の下で支払われ、すべてがうまくいくためには150億ドルを借りる必要がありました。でも安定感はありましたよね？ 8月には何もひどいことは起こりませんでした。
ヤヌコビッチがヨーロッパ占領に関する協定に署名しなかったという事実により、状況は崩れ始めた。悲劇的な出来事が起こりました：武装反乱、権力の掌握。お金がまったくないことが判明しました。さて、必要なのは150億ではなく、35億だった。エネルギー部門の民営化が急務となっている。早急に社会保障を削減し、関税を引き上げる。
つまり、同じショック療法と民営化が始まりましたが、これはいくつかの問題を人為的に作り出した結果です。突然、「皆さんの賃金を下げましょう。」と言うわけにはいきません。年金受給者の年金を引き下げましょう。」誰もがこう言います。頭がおかしいのか、それとも何なのか？」
政治家がどうしてそんなことが言えるのでしょうか？彼は誰も彼に投票しないことを理解しています。 「私たちはあなたの生活水準を下げます」というスローガンを掲げて選挙に行く政党はありません。これを背景に、「私たちは有能な経営者なので、皆さんの生活水準を引き上げます」と言う政治家がもう一人いたら、当然、彼らは後者に投票するでしょう。おそらく、生活水準を下げずにこの状況から抜け出す本当のチャンスはありません。これらはすでに人間心理の特徴であり、政治の特徴です。
したがって、ある出来事の後、生活水準を下げて不人気な決定を下す理由が生まれ始めるのを見ると、この混乱全体の目的がこれらの不人気な決定であったことが理解できます。
概して、ウクライナは今日何を達成しましたか?不安定。国家は揺れ動いていた。以前、ウクライナには概して軍隊が存在しなかった。それは小規模で、合計9万人の軍隊でした。これはごくわずかです。そして主に国内部隊で構成されています。現在、ウクライナには警察が存在しません。警察は、職務を誠実に遂行すれば犯罪者にもなり得ると認識したからです。国家の支柱の一つである警察が削減された。約100人が死亡し、数百人が負傷した。
キエフで破壊されたものを修復するだけでも1,000万ドルが必要です。彼らは今探しているところです。彼らはマイダンのスポンサーとマイダン参加者自身に向けて演説します。
何のために？何を達成しましたか?ということは、選挙が9か月早く行われるということですか？それは本当に重要ですか?
もし選挙が1年早く行われていたら、100人の命は本当に価値があるのだろうか？それでユリアは刑務所から出られるのか？彼女の記事が犯罪記事でなくなるためには、100人が死ななければならなかったのでしょうか？同意します、理由は不明です。
それとも、この一連の話は、寡頭政治家が知事になるために起こったのでしょうか？それもなんだか不思議ですね。ウクライナ国民は目に見えるメリットを何一つ示されていないため、「私たちは奴隷ではない、自由になった、ついに解放されたのだ」という感情に駆られる。何から？ヤヌコビッチから？つまり、あなたは1年以内に彼から自由になるでしょう。そして実際、あなたは2004年にヤヌコーヴィチから解放されました。彼らは3回のラウンドで完全に解放され、民主的な選挙が行われた。自由は完全に勝利した――つまり、ヤヌコーヴィチは存在しないのだ。そんなに彼を追い払いたかったのに、なぜ4年後に再び彼を選んだのですか？
私たちには野党が何を必要としていたのかを真剣に考える十分な理由があるように思えます。おそらく、彼女は経済的、政治的状況を完全に不安定にし、凶悪犯たちの残虐行為、そしてファシストたちを通じてウクライナで戦争を引き起こそうとする必要があり、彼らを武装解除させなかったのかもしれない。それからファシストたちは完全に反抗的に行動し始めた。少なくともショーウィンドウが美しくなるように、悪魔のようにどこかに追いやられて嗅ぎタバコ入れに追い込まれる必要があるように思えます。確かに、私たちには過剰なことがありましたが、すべては過去のことです。ファシストがいて解散した、ファシストはいない、それだけです。民主党だけが残った。
いいえ、これらのファシストが前面に出てきて、国家としてのロシアを含む多くの人々の協力を不可能にしています。しかし、私の意見では、キエフの正当なセンターを支援したロシアは、その行動によって直ちにこのシナリオを書き換え始めた。
彼らは、私たちが介入しないこと、ウクライナで混乱が始まること、おそらく優柔不断な行動を開始することを望んでいた。さもなければ、我々は非常に愚かであることが判明し、軍事衝突を起こし、ウクライナ全土の占領を開始するだろう。これが彼らに必要なものなのです。ロシアが何かをしていると叫ぶためには、戦争や占領が必要だ。
しかしロシアは何もしない。ロシア艦隊は黒海に駐屯しており、今もそこにある。そこには兵士たちがいたし、今もいる。礼儀正しい人々がクリミアに現れた。自衛隊は秩序を回復し、誰も逮捕せず、誰も殺さず、誰も強盗せず、何もせず、ただそこに立っていた、それだけだった。そしてすべてが静かで、穏やかです。
そして、礼儀正しい人々を呼び出すことができる合法的な政府はそこには存在しないため、私たちはそれ以上先に進みません。そして、ご存知のように、礼儀正しい人は、招待がなければどこにも行きません。礼儀正しい人は招待されなければ来られません。
したがって、今後の開発シナリオは、ウクライナ南東部地域の住民にかかっています。もし彼らが寡頭政治によって任命された知事たちを組織して追放することができれば、礼儀正しい人々も彼らを助けることができるだろう。そして秩序の領域は拡大します。しかし、それは衝突することなく拡大しなければなりません。なぜなら、西側諸国が必要としているのはウクライナ軍とロシア軍の間の戦争と衝突だからだ。
まさにこれが、彼が単にウクライナを犠牲にした理由だ。そして、脚本が書き直されたので、今度は彼らは考え、再編成し、何かで反応するでしょう。何か分かりませんが、何かの挑発だと思います。そこにはブラックウォーターの傭兵たちが現れているという情報がすでにある。彼らは常にある種の挑発を行っていましたが、どう違う行動をすればよいのかわかりません。
質問: ロシアの構成団体でも同じ挑発が始まるという脅威はありますか?
N. スタリコフ: ウクライナでクーデターを実行した後、アメリカ人は止めるでしょうか?ウクライナは、それを越えれば何もいらない国境のようなものなのだろうか？明らかに違います。ウクライナがゴールではない。ウクライナは手段だ。次の目標を達成するための手段。
次の目標はあなたと私です。私たちの国には、国家問題、汚職問題、経済問題など、さまざまな問題が山積しています。それはすべてそこにあります。彼らはいつこれを行うのでしょうか？彼らはいつもこれをやります。 2011 年から 2012 年にかけて、このマトリックスを強化することができた時期がありました。そして一度、すべてが消えてしまいました。彼らが百万人の行進をしようとしていたときのことを覚えていますか?そして、それによって彼らが得た金額だけでなく、彼らが連れて行きたいと思った人の数の点でも。しかし、ありがたいことに、彼らが持ち出したものははるかに少ないものでした。しかし、なんと素晴らしいスイングだったでしょう！彼らが何を望んでいたのか理解していますか？都市の広場を埋め尽くしてクーデターを実行します。それが判明した場合は無血、うまくいかなかった場合は血まみれです。重要なのはそれを実行することであり、彼らは人命など気にしていません。
したがって、あなたと私は、いつこれを行うかというマイルストーンを決定することができます。世界のクーデターのために、自由な直接民主的選挙より優れたものはまだ発明されていません。すべてのクーデターまたはその一部は、選挙結果の不承認を背景に発生します。国家下院の選挙はいつ行われますか?結局のところ、これらの選挙は国中で行われ、実権者が選出されています。
私たちの国民は、権力のレベルが高くなればなるほど、選挙に積極的に行くようになっています。大統領選挙にはほぼ全員が参加しますが、下院選挙には少し参加しませんが、何らかの理由で自治体レベルでは棒で全員を倒すことができます。逆のはずですが、こちらの自治体レベルの方が身近なので関心も高いはずです。しかし、それでもそうではありません。
したがって、あなたも私もウクライナで起こったことから教訓を学び、2016 年に備えなければなりません。そこでは政府を揺るがす試み、状況を揺るがす試みが行われるだろう。
(テキスト入力: Inna Bychikina、Tatyana Dombrovska。編集: Natalya Rizaeva)
第6章 ロシアは何をすべきか?
ロシアの永遠の疑問：何をすべきか？これに対する答えは歴史の研究によって得られます。私たちは、人々が生き残り、発展したいと願ったときに常に行われてきたことを行う必要があります。経済的および地政学的な利益を守ります。そのためには強力なツール、つまり強力な軍隊が必要です。そして、すべての兵士、労働者、指導者が自分の国と国民の正しさを確信するための強力なイデオロギーでもあります。これは、新世紀と情報伝達の新たな機会が直ちに、私たちの祖父たちが解決する必要のなかった多くの独特な問題を提起するところです。情報空間の制御が必要です。そうしないと、敵対者が「ペレストロイカのトリック」を首尾よく繰り返す可能性があります。つまり、自分たちの地政学的プロジェクトの「無価値と無価値」の考えを国民に植え付けることになります。結局のところ、私たちは 1991 年に世界に足を踏み入れ、自分たちと同等にされるだろうと素朴に考えていました。現実は厳粛なものであることが判明しました - 劣化、人口減少、発展の見通しの欠如。西側諸国のロシアに対する願望の象徴はトランペットである。あらゆる意味でパイプです。 「そこ」に資源を汲み出すことだけに重点を置いた経済の存続方法として。そして人々、彼らの文化、伝統に対する視点として。
私たちがそれを守る方法は、私たちの独自性を明確に認識することです。私たちは独立した多国籍文明です。私たちの価値観は異なり、精神コードも異なります。私たちにとって重要なのは、ソーセージの種類の数ではなく、公平性です。
私たちは違います、そして西洋に来るとそれをはっきりと感じます。自分の独自性を放棄しようとすることは、どこにも到達しない道です。代わりに、自分の利益を積極的に保護する必要があります。すべての分野で。ナポレオンはかつて、自分の軍隊を養いたくない者は他の誰かの軍隊を養うことになる、と正しく指摘しました。彼は、このルールが普遍的であることを明確にするのを忘れただけです。自分の科学を養いたくない場合は、他の人の科学を養ってください。私たちの科学者たちはどこへ行ってしまったのでしょうか？自分自身の教育を養わなければ、他の人の教育を養うことになります。今日、子供たちに教えるのはどこが良いと考えられますか?等々。
私たちには 1 つの道と、「何をすべきか?」という質問に対する答えがあります。一つは、独自のロシア文明を守る強力な主権国家を建設することだ。
ロシアはドルではなくルーブルをどのように支援できるのか
2014/04/03
私は「ロシアの経済成長の財源：埋蔵量は何ですか？」というテーマのラウンドテーブルに参加しました。それは国家院の建物で開催され、このイベントには国家院のセルゲイ・ナルイシュキン副議長が出席した。ロシア中央銀行のクセニア・ユダエワ議長、国家院の議員、専門家、そして多くの非議会政党の指導者。
メディアはこの出来事を非常に控えめに報道した。部屋はカメラとジャーナリストでいっぱいだったという事実にもかかわらず、彼らはほとんど何も言わなかったと言えるでしょう。そして、この話題は非常に重要でした。クセニア・ユダエワ中央銀行副議長は、我が国の通貨の為替レートの安定を維持するために行われた取り組みについて実際に報告しました。
多くのことが行われたことに疑いの余地はありません。同様に、私はすべてが完了したわけではないと確信しています。この円卓会議で私が提案した解決策は表面的なものにすぎません。西側先進国では、別の通貨で口座を開設することはできません。米国ではルーブルまたはユーロで口座を開設することはできません。ヨーロッパではドル口座を開設することはできません。これらはすべて、通貨をサポートするための要素です。これはまだありません。ロシア国内では、外貨で口座を開設したり、外貨ローンを借りることができます。ヨーロッパではドルで融資をしてくれる人は誰もいませんが、ロシアではドルで融資をしてくれますし、積極的に提供してくれます。これはルーブルではなくドルの需要の創出につながります。これらすべてが最終的にルーブル安と経済のドル依存度の増大につながります。
憶測のないようにもう一度説明させてください。私はロシアで通貨を所持することの禁止を求めているわけではありませんし、通貨を持ち歩くことの禁止を求めているわけでもありません。ロシアにおけるルーブルと外貨の交換は無料であるべきです。しかしロシア国家はドルやユーロではなくルーブルを支援すべきだ。そしてそのためには、あらゆる可能な方法で金融システムにおける外国資金の存在を減らす必要があります。これはまさに米国とユーロ圏での運営方法です。では、今からできる対策は何でしょうか？
1. 現在、国家は国民に70万ルーブルの預金を保証している。このルーブル額には外貨預金も含まれます。それは正しくありません。ロシアはルーブルのみが国の通貨であるため、ルーブル預金のみを保証できますし、保証すべきです。
2. これは、法律を改正し、銀行の破産または免許取り消しの場合には、特定の日付（できれば1年以上後）から、預金保険庁が預金者にルーブル預金のみを払い戻すことを確立する必要があることを意味します。外貨での預金には保険は適用されませんが、禁止されるわけではありません。ロシア国民なら誰でもユーロまたはドルでそのような預金を開くことができますが、その場合、お金が返されないリスクは完全にロシア国民にあります。これは公平かつ公正です。
3. 最近、ルーブルの対通貨価格が下落しているため、我が国の財務能力を評価した上で、国家保証のルーブル預金額を現在の 70 万から 90 万に増額することが理にかなっています。国民は1年以内に外貨預金を閉鎖し、外貨をルーブルに両替し、ルーブルで預金を開設することが合理的になるだろう。
これは、ルーブルをより安定して強いものにするために使用できる多くの措置の 1 つにすぎません。これは、ロシアの金融システムをより安定して強力なものにすることを意味します。今日、私たちの国の指導者が独立した外交政策を追求するならば、私たちの「地政学的パートナー」がそれに対して攻撃を開始するのを目にします。
今後はロシア国内の企業や個人への外貨融資から徐々に脱却していく必要があると思います。テクニックの問題ですが、必要に応じて簡単に達成できます。
この例としては、ズベルバンクがすでにとった行動が挙げられ、「国民の為替リスクの軽減に貢献」するため、外貨建て融資の発行を「突然」中止した[50]。
したがって、金融の氷は解けたようだ。そして彼はかなり積極的に出発しました。
しかし、「最大限の綱領」については、偉大な祖国党にとっては明らかであり、我々の綱領に示されています。
「国際法より国内法の優先。金融主権の回復 - ロシア政府が主権を持って通貨を発行する権利。法改正によるロシア連邦中央銀行の国家からの独立の剥奪。
天然資源を管理する国家の独占的権利。抽出された資源の所有権を国家が保持すること。国の通貨であるルーブルで国内外の市場で資源を販売する。」
「国家通貨ルーブルのための国内外市場での資源の販売」という項目に関する偉大なる祖国党の計画がすでに実施され始めているのを見るのは喜ばしいことである。
そこで、このラウンドテーブルでの私のスピーチの本文と、それに対する報道陣の反応を皆さんにお知らせします。
2014 年 3 月 26 日、モスクワ、国家院
「ロシア経済の現状は政治情勢、さらにはロシア政治ではなく西側政治への依存度が高まっていると言いたい。そして、今日のルーブルの為替レートでは、ドルの為替レートは約3～3.5ルーブル、ユーロの為替レートは4～5、おそらく6ルーブルであると言う専門家に同意しないわけにはいかない。これは純粋にロシアに対する経済的圧力である。ウクライナ情勢に関連して。つまり、政治が経済に積極的に介入していることがますます見られるようになっているのです。そしてこの意味で、現在の国際環境におけるロシア経済の発展に対する専ら経済的なアプローチは、国際情勢の複雑さを考慮せずに適切な結果を達成するのに役立つ可能性は低いように思われます。
もちろん、この点に関して、私は非常に驚くべき事実に注目したいと思います。困難な国際情勢においては、たまたまですが、ロシア経済、ルーブルの為替レート、そして我が国の経済の発展に対する責任は、ロシアに課せられているということです。女性の壊れやすい肩。現在の巨大規制当局はほとんどが女性の顔をしている。メガレギュレーターは今日の機能にどのように対応しているのでしょうか?このアナロジーを紹介したいと思います。これが私たちの国の船であり、この複雑な嵐の海から漕ぎ出す漕ぎ手がいます。今日の漕ぎ手は調子が良いですか?大丈夫。彼はもっとうまくやれただろうか？確かにまだ埋蔵金は尽きていないのではないかと思います。
今日、多くの同僚がルーブルの為替レートと預金について話しました。表面にあるものに注目していきたいと思います。欧州連合の国民がヨーロッパの銀行にルーブルまたは米ドルで口座を開設したい状況を想像してみましょう。彼には大変な困難があっただろうと私は保証します。おそらく彼にはそんなことはできないだろう。何らかの理由で、ルーブル、スイスフラン、またはユーロで口座を開設することを決めたアメリカ合衆国国民を想像してみましょう。断言しますが、これをアメリカで行うのはほぼ不可能です。なぜロシアでは外貨での口座開設が完全に無料なのかという疑問が生じます。答えは明白です。なぜなら、今日のロシアは欧州連合や米国の国々よりも民主的な国だからです。しかし、今日ルーブルが深刻な圧力にさらされている状況では、中央銀行と巨大規制当局は自国の通貨の保護にもっと注意を払うべきだと思います。そして、これは非常に簡単な方法で実行できるように思えます。
禁止は問題を解決するのに非常に効果のない方法であるというセルゲイ・ミハイロヴィチの意見に同意するのは難しい。それなら禁止事項なしで行動しましょう。結局のところ、今日、為替レートの変化、市況の変化、銀行倒産のリスクを外貨で自分で口座を開設する人々に負わせるのであれば、私たちは極めて公平に行動することになるでしょう。同時に、私は、保証された国家口座の水準をルーブル単位で70万ルーブルから一定の額だけ引き上げることを提案します。これを行うことで、私たちは国民に重大な信号を送ることになります。外貨で口座を開設したい場合、そのお金を失うリスクはすべてあなたにあります。一方、ルーブルで口座を開きたい場合は、国がこれらすべてを刺激し、保証された70万ではなく、たとえば90万または100万を取り戻す機会を与えます。ただし、ここでは計算を行って、どのような可能性があるかを確認する必要があります。したがって、銀行から預金を受け取り、ルーブルをドルに送金するというマイナスのプロセスを大幅に止めることができました。しかし、彼らが言うように、これらは表面上の微小な尺度です。嵐の海の漕ぎ手の例えに戻ると、はい、私たちの漕ぎ手は上手に漕げますが、最もプロのボート世界チャンピオンであっても、この船に搭載される最も劣った「日本製」モーターよりも効果ははるかに劣ります。
今日、新たな国際情勢の中で、独自の主権機関を創設する必要性が高まっていることがわかります。以前は主権民主主義の創設についてのみ話していたとすれば、今日の議題は国民支払いシステムの創設です。この意味で、ソブリン金融システムは、私たちがこの嵐の海をより効果的に航海するためのツールです。つまり、私たちは主権金融システムの構築について話しているのですが、これだけでロシアは完全に主権国家になることができるのです。そしてこの意味では、もちろん、中央銀行が国家指導部に完全に従属することが必要である。もし今日、中央銀行がその依存性について頻繁に口にする一種の準国家機構であるとすれば、今日ロシアが直面している問題を解決するためには、中央銀行は国家指導部に完全に従属しなければならないと私は思います。そしてもちろん、今日我々が保有する金や外貨準備とは無関係に、我々の国家通貨の主権発行の問題が議題に上らなければならない。」
ウクライナからの教訓 - 扇動とプロパガンダの任務
2014/03/04
ウクライナの現状はロシアにとって新たな課題であると同時に、新たな「機会の窓」でもある。どの国にも、どの州にも、その存在理由があるはずです。解読と、まさにこの「意味」が国家国民によってどの程度認識され感じられるかに応じて、世界舞台におけるこの国家の重みは大きく左右される。
「意味のある状態」は超大国です。現在すでに超大国であるか、将来超大国になる可能性があるかは関係ありません。なぜなら、「文明プロジェクト」とも呼ばれるまさにこの意味だけが、まさにその力であり、その不可欠な属性であり、要素だからである。超大国としての地位を確立している、または近い将来にその役割を志しているすべての国が対象です。もう一つは、単に国民が国家によってのみ、あるいは生計の立て方によってのみ、あるいは過去によってのみ、あるいはこれらすべてが何らかの比率で構成されていることによってのみ団結している国である。
国家の存在意義、つまりその「文明プロジェクト」は常に未来の投影である。これは明日への願望であり、画期的な進歩への主張であり、地球上のあらゆる人の永遠の疑問、つまり自分の人生の意味は何なのか、に対する答えを得るという主張です。なぜ彼は生き、働き、子育てし、戦い、富を得て、そして死ぬのでしょうか？これらの質問に対する答えを見つけ、その答えを自国の政策の柱とした国は常に超大国になりました。この質問に対する完全な答え、変化する非友好的な世界における自国民の緊急のニーズにそれを適応させる能力により、彼らは長い間超大国でした。だが、その存在意義がなくなるまで。
その一方で、「昨日」と「今日」に固執していては、どの国家も独自の「文明プロジェクト」を形成し、超大国のレベルにまで成長することはできません。そのような国は常に、「意味を持って生きる」人々に「適応」することを強いられます。これはうまくいく場合もあれば、うまくいかない場合もありますが、いずれにせよ、歴史は超大国によって作られ、残りの国々はその努力の成果を享受するだけです。これらの果実が苦いものになるか甘いものになるかは、歴史的な時代と闘争における政治的な力のバランスとの運次第です。
この例は無数にあります。誰もが知っている古代ローマやビザンチウムからソ連に至るまで、人類の歴史におけるすべての超大国の隆盛と衰退は、その「文明プロジェクト」の盛衰と直接相関しています。
人類のすべての超大国の存在の意味は、さまざまな人々、ほとんどの場合異なる国籍の人々を結びつける「セメント」でした。この意味は、これらの社会を動かし、例外なくすべての同時代人の生活に影響を与える結果を達成するよう強制する「燃料」でした。時間の経過とともに「セメント」に「ひび割れ」が生じ、「燃料」が「劣化」するとすぐに、超大国は忘れ去られ、他のものに道を譲ってしまいました。
私たち愛国者が、ロシアは通常の意味での国家ではなく、独立した文明であると言うとき、私たちの存在は他国から切り離された特別な意味を持つことをアプリオリに意味しているように思えます。そして私たちは、この意味の喪失が新たな「ロシアの閉鎖」となることを理解しています。一つの国家文明の枠組みの中で、民族的、宗教的、歴史的に異なる人々が存在することには、大多数によって受け入れられる未来への願望以外に意味がないのですから、それは存在するし、あり得ないのです。したがって、愛国者は日々の糧（経済、兵器、社会圏、文化）を忘れることなく、新たな意味を創造し定式化することに取り組むことが極めて重要であるということになる。ロシア国民を中心にロシア世界のすべての民族を団結させる、国家文明としてのロシアの永遠の意味についての新たな理解。この存在の意味は、同じ「ロシアの意味」、つまり平和のための民族の統一だけであり得る。何世紀にもわたって、この統一は、どこかでは平和に、またどこかでは戦争と強制によって行われましたが、いずれにせよ、いつでもどこでも、ロシア世界の他の民族への拡大は、これらの民族に破壊、虐殺、貧困ではなく、繁栄と発展をもたらしました。
ウクライナの現在の状況は、ロシアにとって、兵器の力だけでなく、その行動の明確かつ正確な文明的意味によってこの対立に勝つことができる超大国、国家文明としての地位を確立するまたとない機会である。ロシアが西側諸国に対抗して挑戦することで世界における自らの役割を獲得しようとする試みは、まず第一に、自らを獲得するための挑戦である。ロシア人は、異なる国籍、宗教、文化の人々を自分たちの周りに団結させた西洋とは異なる、ロシア世界の異なる文明の人々です。
権力が支配する今日の世界では、ロシアは平等と正義に反対する可能性がある。二重基準による不法行為が新たな関係パラダイムとなりつつある今日の国際政治において、ロシアは、この不法行為に苦しむすべての人、そしてこれに我慢することに同意しないすべての人に、法の代替案を提供する義務がある。現状。平等と正義に基づいた実践活動に拠り、法を体現すること、これがロシアの役割であり、歴史的使命に相当する。私たちの文明プロジェクト、その意味。これは超大国としてのロシアの当然の役割であり、そこから逸脱すれば、愛する祖国を失うことになるかもしれない。
しかし、実際にこれをどのように行うことができるでしょうか?
西側諸国に挑戦するとき、西側諸国は単にイデオロギー的、文明的優位性を放棄するわけではないことを理解しなければなりません。私たちが守勢に回っていては、超大国、国家文明として勝利し、自らの役割を確立することはできません。守り続けていては勝てません。これは、我が国の攻撃への移行は生存の問題であり、千年の歴史を持つ国としての我が国の存続に関わることを意味します。
「プーチン時代」の政策のおかげで、あらゆる代償と欠点を乗り越えて、私たちはついに軍事力が再び「パートナー」に脅威となるレベルに到達しました。この脅威は非常に重大であるため、公然の紛争はもはや不可能です。限定された「平和維持部隊」をロシア領土に導入する可能性についての90年代初頭の議論は、すでに政治的幻想と化している。
しかし、今日の勝利は剣だけで築かれるものではありません。それもそれほどではありません。現在のロシアには情報戦争を仕掛ける準備ができておらず、この地政学的な対立分野は今や過去数年の砲撃に完全に取って代わられている。情報戦争を成功させ、情報攻撃を防御する能力、そして最も重要なことに、自分自身を攻撃する能力は、敵の士気をくじく最良の方法であり、自分自身の勝利を達成する最良の方法です。
新たな緊張の中で、ロシアは1941年と同様、これらの戦争を実地から学び、勝つ方法を学ばなければならないだろう。そして、「学習」プロセスがうまくいかなかった場合、この試験を再受験する機会はないことを明確に理解する必要があります。これはメディアに対するコントロールが必要であることを意味します。そしてロシアにとってそれを獲得するための「機会の窓」が開きつつある。これにより、ウクライナのシナリオに従ってクーデターが組織されることから国が守られ、我が国の政治の周囲で起こる可能性のある情報封鎖を突破することが可能になります。
情報セキュリティ、法の規定や人生の真実に従うだけでなく、嘘や反ロシアのプロパガンダに対する自分の視点に反対する機会などの情報政策、これらすべては現時点での緊急課題であるだけでなく、しかし同時に、超大国としてのロシアの存続の問題でもある。
「暴力による悪への無抵抗」はとても美しい理論です。しかし、残念なことに、名誉も良心も持たずに攻撃的な人々を相手にする場合、その有効性は生涯にわたって確認されていません。扇動の問題を扱うとき、私たちは世界規模での世界メディアの支配条件の中で私たちの扇動が存在することを理解せざるを得ません。そして軍隊の場合と同様に、あらゆる敵を破壊する能力があれば、ユーゴスラビアのような軍事侵略から私たちを救うことができます。それはメディアについても同じです。私たちに対する誤ったプロパガンダを無力化し、説明キャンペーンを実施するメディアの能力だけが、私たちを文明的独占性の完全な喪失、そしてその後の国家の地位の喪失から救うことができます。
ウクライナはまさに、我々がそこで勝利し、剣よりもペンを使った方がロシア人、ウクライナ人、その他の国籍の人々の法と権利を守ることができるケースだ。
残っているのは、これを認識し、この方向に取り組み始めることだけです。
メドベージェフ政府は理解すべきである：ロシア連邦はビジネス構造ではない
2014/03/29
ロシアはここ数カ月、自国民、ロシア語を母語とする国外のロシア文化の利益を守るために真剣な一歩を踏み出した。そしてこれは喜ばざるを得ません。しかし、地政学的勝利の高揚感の中で、私たちはいかなる状況においても国内問題を忘れ、現在起きている出来事を注意深く監視しなければなりません。そして、成功の年、ロシアとクリミア統一の年である2014年は、JSCロシア鉄道が郊外旅客輸送量の前例のない削減を実行する年になるかもしれない。通勤旅客会社（PPC）は1月だけで26地域で144本の列車をキャンセルした。リペツク（31列車）、カリーニングラード（29列車）、ノヴゴロド（20列車）、ヴォロネジ（13列車）地域では、ほとんどの列車が運休となった。
電車の大量廃止の公式の理由は、ロシア鉄道持株会社の再編であった。改革の本質は、ロシア鉄道がこれまで物資を輸送することで損失を補填しており、それが鉄道労働者に超過利益を与えていたという点だった。しかし、D.A.メドベージェフ首相率いるロシア連邦政府の祝福を受けて、ロシア鉄道は高価な品物を撤去し、地域予算に充てる必要がある。郊外の旅客会社は地域へ資金を「移転」するツールとなっている。その結果、2012年から2013年にかけてすでに310本の電車が廃止され、2014年にはさらに294本の電車が廃止される予定である。この傾向が続けば、近い将来、近郊電車の本数は全土の50％に減少するだろう。 2010 年のレベルでは、1 日あたり 6 ～ 6,3 千本の列車が出発する代わりに、1 日あたり 2.3 千本以下になります。
しかし、メドベージェフ大統領率いる政府は、このことをほとんど懸念していません。そうでなければ、郊外の旅客会社が地域の支払い能力のみに基づいて契約を結ぶことは推奨されないでしょう。さらに、ロシア政府は、原則として地方予算では鉄道による郊外旅客輸送の費用を全額負担することができないことをよく知っている。
説明しましょう。連邦法「ロシア連邦臣民の国権の立法（代表）および行政府の組織に関する一般原則に関する」は、郊外交通における鉄道による国民への輸送サービスを地域当局の権限に委ねている。運送業者（郊外の旅客会社）と認可された地域行政当局との間では、住民向けの輸送サービスを組織するための契約が毎年締結または延長されます。
地域は、郊外サービスにおける旅客輸送の料金を設定します。原則として、関税規制当局が設定する価格は原価よりも大幅に低く、輸送活動に関連して発生した損失は補償されません。同時に、「鉄道輸送に関する法律」は、郊外輸送中の損失は、対応するレベルの予算から全額補償されると直接規定しています。このような贅沢ができる地域は 3 分の 1 にも満たない。残りの人々は、将来的にはウォーキングルートを探索するよう奨励されているようです。
ロシア鉄道によると、2013年末時点でPPKが利益を上げていた地域はわずか5地域で、残りの12地域は損失を全額補てんし、残りの郊外企業は80億ルーブルも支払いを下回っていた。ロシア鉄道のウラジミール・ヤクニン長官によると、過去数年を考慮すると、2014年1月1日の時点で、各地域は鉄道独占会社に対して300億ルーブルの債務を負っているという。
講じられた措置により、多くの地域は関税を引き上げることによって状況を「是正」することを余儀なくされた。ブリヤート共和国とアムール地域では、2014年1月1日から鉄道チケットの価格が2倍になった。
他の人はできる限り外に出ます。ロシア鉄道の従業員から提供された情報によると、ヤロスラヴリ地域の2014年の予算は補助金に必要な額の3％に相当する1900万ルーブルのみで、PPKが対象となるのはこの金額である。つまり、電車による乗客輸送の100％ではなく、わずか3％が輸送され、コストロマ地域では必要額（1億7,900万ルーブルのうち440万）の2％のみが割り当てられ、オリョール地域では2.5％となる。 （2億ルーブルのうち500万）、チェチェン - 9％（1億5500万ルーブルのうち480万）。約 25 の地域は、支払いの保証がないため、PPC サービスの利用に関する契約をまったく締結しないことを余儀なくされました。
交通機関の崩壊はすぐそこまで来ています。しかし、ロシア連邦閣僚内閣は一貫して反社会政策を追求し続けており、国民に対する社会的義務を意図的に放棄するよう国家に押し付けている。
二人目以降の子供が生まれた家庭への出産資本金の支払いを拒否しようとする試み、光熱費の消費に関する社会基準の導入、郊外の旅客輸送の削減、これらすべてはメドベージェフの反社会的実験の有毒な果実である。政府は自らの国民を優先する。
この政策の結果は、秋から春の雪解けの終わりまで、電車が最も信頼でき、手頃な交通手段である小さな町や村の住民の間で全く正当な憤りを引き起こしている。電車の廃止は多くの集落にとって死刑宣告となる。特にヴォロネジ、ロストフ地域、クラスノダール、スタヴロポリ準州の肥沃な土地の再開発には、インフラへの巨額の投資が必要となる。信頼できる交通機関の欠如は、村を住居の候補として考えていた若い家族の世帯主にとって重要な議論です。内地からの交通システムの離脱は大都市への人口流出の加速につながり、失業、手頃な価格の住宅、人口動態の問題を悪化させている。
大都市の住民はこの話題にほとんど関心を持っていないが、数週間後に本格化するダーチャシーズンの始まりとともに、園芸家、漁師、都市からの観光客も不快な驚きに見舞われることになるだろう。
私は、現ロシア政府の活動は憲法に反していると改めて言わざるを得ません。閣僚にとっては、自国の国民の利益よりも独占企業の利益の方がはるかに重要である。しかし、鉄道インフラは国民の税金を犠牲にして建設され、すぐに民間の手に移管されました。今日、ロシア鉄道の莫大な利益を確保するために、ちなみにその一部は最終的にはオフショア会社に送られることになるが、政府は国民に対する社会的義務に対する国家の責任をすべて免除する用意がある。ロシアは社会国家であり、その政策は人々に人間らしい生活を保障する条件を作り出すことを目的としていると定めた基本法第7条は完全に無視されている。
メドベージェフ政府は単純なことを理解しなければならない。国民に提供される重要なサービスを商業ベースに移管することは国家に壊滅的な結果をもたらすということだ。メドベージェフ政府は理解すべきである：ロシア連邦はビジネス構造ではない。オープンな株式会社、クローズドな株式会社、民間起業家、個人起業家などとは異なり、国家は国民を犠牲にして利益を上げ、自らを豊かにするという課題に直面しているわけではありません。ロシアには、社会正義の原則の順守と、ロシアの経済社会生活における国民の福祉の向上を確保するという、最も重要な目標がなければならない。ロシアの納税者のお金のために働いているロシアの役人がこのことを理解していないのであれば、防空計画をよく知り、そこに指定されている任務と目標を考慮することをお勧めします。
そして、その第一歩は、エネルギー消費基準の設定と鉄道旅客輸送に対する補助金の拒否問題の両面での反社会的措置を中止することである。
防空中央委員会幹部会の声明
2014/04/22
防空中央委員会幹部会は公共料金の消費に関する社会規範の廃止を支持する発言を繰り返してきた。これはロシア連邦憲法の基礎に違反し、ロシア国家の社会的指向の原則を無効にする容認できない措置である。
2013年8月、ロシア連邦政府のD.A.メドベージェフ議長は、我が国に「電力消費に関する社会規範」を導入する決議第614号に署名した[51]。
2013 年 9 月 1 日から、ロシア連邦の 6 つの試験地域では、国民が消費する電力が社会標準とこの標準を超える消費の 2 つの部分に分割されました。 「エネルギー補給」の範囲は印象的です。社会規範はほぼ 4 倍異なります。
ニジニ・ノヴゴロド、ウラジーミル、サマラ地方はすべてロシアの中央部で、生活水準と人口はほぼ同じです。しかし、何らかの理由で、最初の2つの地域では電力消費量の社会基準が50 kW/h、サマラ地域では150 kW/hです。
南部地域: オーレルとロストフ・ナ・ドヌ - 「軽標準」はそれぞれ 190 kW/h と 96 kW/h です。エネルギー配給量は 2 倍変化します。
トランスバイカリア島の住民には毎時65キロワットしか割り当てられておらず、サマラ住民には毎時150キロワットしか割り当てられていない。ただし、サマラ地域エネルギー・住宅・公共サービス省の計算によれば、電力消費の社会規範の基本値は次のとおりであるはずである。 1 人あたり月あたり少なくとも 178 kW/h。つまり、この地域のほぼすべての住民は、値上げされた料金を少なくとも 28 kW/h 支払ったことになる。
ロジックはどこにあるのでしょうか？ -素朴なロシア国民に尋ねます。偉大なる祖国党は、「論理はない」と答えている。市場経済擁護者の中には、国民に対する社会的義務に対する国家からの責任を取り除きたいという強い願望がある。
空軍はメドベージェフ政権の決定の違憲性の問題を繰り返し提起してきた。その結果、世論の圧力を受けて、D.A.メドベージェフ首相は、ガス供給、水道供給、暖房などの公共料金の消費に関する社会基準の導入を延期せざるを得なくなった。対応する決議は 2014 年 4 月 21 日に署名されました。
以前、ロシア連邦閣僚内閣は、電力消費に関する社会規範の導入に関する実験は失敗だったと認めることを余儀なくされた。
ホッと一息つけそうです。そうではありません。
政府の説明によれば、社会規範の導入は、国民の間に計量装置が不足しているために延期されただけである（そしてこれは永遠を意味するわけではない）。突然、政府の専門家は、暖房とガスのメーターがないことは言うまでもなく、個別の冷温水メーターが設置されているアパートや住宅は 57.5% だけであるという事実に目を開きました。
さらに、2016 年 7 月 1 日までに、例外なくすべての地域がエネルギー消費の社会規範の規模を決定し、その広範な実施を開始しなければならないというロシア連邦政府の決定は引き続き有効です。
偉大なる祖国党は、真の社会指向国家の最終目標である国民の生活水準の向上は、密かに関税を上げることではなく、関税を下げることによってのみ達成できると主張し続けている。さらに、神はこれに必要なすべての資源をロシアに惜しみなく与えたとき。人々の生活を改善するための 2 番目の方法は、国民の収入を大幅に増加させながら、関税を凍結または最小限に引き上げることです。その代わりに、政府は関税引き上げの抜け穴を作るために、これらの関税を社会的関税と非社会的関税に分割し始めており、それは必然的に我が国国民の生活の悪化につながるでしょう。
PVOは、メドベージェフ大統領率いる政府の決議は違憲であると考えており、エネルギー効率の問題を解決できず、エネルギー効率の透明性を達成できないロシア連邦閣僚の職員の立場の順守に問題を提起している。関税形成。
防空は、自国民に対する反社会的政策が社会的混乱と爆発につながることを思い出させます。そして私たちは、最も豊かな天然資源を持つ国に彼らを許したくないのです。
ロシアの社会国家では、国民が消費できる光、水、熱の量が法的に制限されることなく、尊厳を持って生活し、発展できるような条件を作り出さなければならない。彼の誠実な仕事と収入は、彼に快適な条件、配給の影響を受けない生活を提供するはずです。人は、自分の予算を犠牲にすることなく、何をどの程度支払うことができるかを独自に決定する必要があります。偉大な祖国党の綱領に掲げられているのはこの立場であり、社会正義の原則と国民の福祉の向上がロシアの経済社会生活において決定的なものであるべきであると述べている。そして、メドベージェフ政権がそれに従うことができないのであれば、政府を変える必要がある。
全ロシア政党中央委員会幹部会
「偉大なる祖国党」：
党委員長: B.P. オボズヌイ
党共同議長: I. S. アシュマノフ、A. ユー クリノフ、N. V. スタリコフ、V. E. ホミャコフ
ウラルフラン - 未来にならなかった過去
2014/04/24、17:00
時間が経つのは本当に早いですね！ちょうど 1 年前に公開された私の記事は、今日ではさらに意味のあるものに聞こえます。今日 - ロシア文明とロシア世界を分断しようとする西側諸国の執拗かつ組織的な行動のおかげで、ウクライナで何が起こったのか、そして他に何が起こり得るのか。
分断して互いに押し合います。まず彼らはウクライナを分離し、次にウラル山脈とシベリアを分離しようとした。祖国の敵によって破壊された統一を回復する時が来ました。クリミアが始まり…
私たちは一つの現実の中で生きています。本物とは、私たちの周りにあるものです。したがって、指導者たちが異なる決定を下していたら、その国に何が起こっていたかを評価できないことがよくあります。
ミハイル・ゴルバチョフはほぼ6年間権力の座にあった。まだ6歳です。そしてこの間、彼は共犯者たちとともに超大国を滅ぼした。非常に高速。
ウラジーミル・プーチン大統領は12年以上ロシアを率いてきた。もし別の人が権力を握ったらロシアはどうなるでしょうか？推測することしかできません。
私たちの地政学的「パートナー」のシナリオによれば、ロシアは解体されるはずだった。このプロセスは、1999 年の秋にバサエフのギャングがダゲスタンに侵入したことから始まるはずだった。
ロシアの政治的・軍事的清算には経済的準備が先行した。将来の崩壊は経済的に規定されていた――ダゲスタン侵攻の1年弱前、GKO市場は「突然」崩壊し、1998年8月にデフォルトが発生した。そしてその直前、ロシア中央銀行の公定歩合は、1998年5月27日から1998年6月4日までの期間に「突然」150％に上昇した。暴落の直前、お金は特に高価になりました。偶然ですか？いいえ。これはデフォルト、つまり経済の崩壊に向けた意図的な準備でした。
この行動の意味は、国の死に対する国民の無関心と無関心を生み出すことです。なぜ彼女はこのように、すべてが崩壊し、転落し続けるのでしょうか？このシナリオはソ連でリハーサルが行われた。ペレストロイカの最後の数年間の赤字を覚えていますか？それは人工的でした。車は降ろされず、工場から製品も持ち出されなかった。製品は埋め立て地やゴミ捨て場に捨てられました。
1989年の夏、私はノヤブリスク市の建設チームに所属していました。私はゴミの山にある果物や野菜を個人的に見ました。ちなみに、かなり許容できる品質です。ノヤブリスクの棚に完全に存在していないことを背景に。
そしてソ連は消滅した。ソ連指導部がそう望んでいたからだ。
しかしロシアは生き残った。そしてそれは発展します。もちろん、私たちは皆、開発が迅速に進むことを望んでいます。しかし、我が国の健全性を保ったのは、1999 年秋のプーチン大統領の行動と、ダゲスタン民兵と我が国の兵士たちの侵入する盗賊に対する英雄的な闘争と相まってでした。これを忘れてはいけません。ロシア崩壊の問題をロシア政治の議題から外したのはプーチン大統領だった。これに対して彼に感謝しないのは、忘恩と無礼の極みだ。
なぜ今日このことを思い出したのでしょうか？エカテリンブルグへの旅行中に、友達がウラルフランのコレクションを全部くれたからです。リンクからご覧いただけます: 。
すべてのロシア国民が私たちの未来にはならなかったこの過去を見て、思い出すことが重要であるように私には思えます。独自の通貨を持つウラル共和国。独自の二院制議会を持ち、別の州の立法機関を模倣しており、この地域には一院で十分であるにもかかわらず、「偶然に」ウラル地方に二院が存在することになった。
このような事故はたくさんあります。ところで、ウラルの議員候補者は、「共和国」と直接書かれた非常に特徴的な文書を持っていました。
ここに彼らはいます、私たちの過去、失敗した未来の兆候と幽霊です。そして、この過去が再び私たちのドアをノックしないように、私たちは注意する必要があります。
私はウラル フランの出現の歴史をこのリソースから取得しました: -notes.ru/spravka/fn_st0085_makurin.htm。
ウラルフランの解放に関連した謎の死に注目してください。 「その後、地方検察庁が命令の支払いに費やされた資金源を特定しようとしたが、成果は得られなかった」ことを忘れないでください。つまり、潜在的なウラル共和国の通貨を印刷するための資金がどこから来たのか、誰も解明できていないのです。
オレンジスタジオのシベリア分離主義者
ノボシビルスクでは、テレビチャンネル49の「スタジオ49」という番組に招待されました。チャンネルとスタジオのデザインはオレンジ色を基調としていると言わざるを得ません。これは色の観点から言えばそうです。しかし、本質的には、ホールに座っていた生きているシベリア分離主義者を見るのは興味深いだろうと確信しています。そして私は彼に対して、彼と彼の同僚がこの問題をやめる時が来たことを明確に説明しようとしました。手遅れになる前に、ロシアからシベリアを分離しようとして彼らが刑務所に行く前に。
一般に、番組では地政学、クリミア、文明間の関係について議論した[52]。
番組ではシベリア分離主義の様子が描かれていましたね。この人は自らを「地域主義者」と称し、シベリア人の民族文化自治「シビルスカヤ・ヴォルヤ」の創設者であるアレクサンダー・バカエフだ。
ちなみに、彼はノボシビルスク地域の公会議所の会員でもあります。
しかし、これこそが分離主義者たちが実際に達成しようとしていることなのです。これはロシア連邦シベリア連邦管区の全権代表に宛てた公開書簡で、シベリアに独自の課税基盤を創設することを求めている。連邦予算とは関係なく！地方の役割拡大という美しい隠れ蓑の下で、権力の分散化という考えが推し進められている。今日のウクライナでは、それが最終的にどのように終わるかを賞賛することができます。政府は全く無力で、国は混乱し、地方は不安を抱えている。以下は分離主義者が全権に宛てた書簡からの引用である。彼らが隠そうともしない分離主義への同情に注目してください。
「分離主義感情は、健康な体に意図的に植え付けられた海外の細菌ではなく、国民の不満の最も過激な形の一つの現れです。彼らに対する抑圧的な措置の使用は短期的な効果をもたらしますが、問題を根本から解決するものではなく、むしろ新たな、さらに多数の根本的な緊張の原因を生み出すことになります。連邦中央部自体が連邦主義の原則に違反していると国民が認識している限り、脱退という憂慮すべき考えは、必然的に明示的および暗黙的な支持者を獲得し続けるだろう。
ロシア連邦の一体性を維持し、戦略的マクロ地域としてシベリアの発展の条件を確保するためには、今日、権力の分散、権力の分散、税金の再分配のための「ロードマップ」の作成を開始する必要がある。地域を支持する基盤となる。」
ウィキペディアの「ロシアの分離主義」の記事では、シベリア分離主義の代表者としてアレクサンダー・バカエフを挙げている。 「2013 年 7 月、ノヴォシビルスク地域公共会議所の代表者と公的団体「シベリア民族文化自治」の創設者であるアレクサンダー・バカエフ氏とエフゲニー・ミトロファノフ氏は、シベリア駐在大統領全権特使ヴィクトル・トロコンスキーに宛てた公開書簡の中で、彼にこう尋ねた。 「国の最高指導者のレベルで、連邦臣民の税金、管理権限、立法権限を強化してシベリア地域をマクロ地域シベリアに統合するプロセスを開始する」。
しかし、アレクサンダー・バカエフは、シベリック国籍は存在すべきだと言っています！
その後、彼は誰ですか？分離主義者か「地域主義者」か？
そして、その場所はどこですか？これについては何度も話しましたが、そのようなことが行われる場所はシベリアです。国の全面的な支援を受けて、新鮮な空気の中で国民経済の建設現場で働かせてください...
そしてもう一つの質問。防空軍はエフゲニー・フェドロフとともに、分離主義者との戦いに関する法案を国家院に提出した。その後、ロシア連邦共産党の議員らが独自の、より柔軟なプロジェクトを紹介した。大統領はすでに 2013 年 12 月 13 日にこの法律に署名しました。この法律は 2014 年 5 月 9 日に発効します。
そこで私は分離主義者のバカエフに対し、最善の意図を持って「やめるべき時が来た」と伝えた。彼はただ聞くだけでしょうか？
これがロシアベイビーだ！
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90年代にすでに政治権力を奪われ、財産が盗まれ（民営化され）、軍隊も持たず、共通の目標によって組織され団結した国民もいなかったロシアが、なぜ世界の舞台に復帰することができたのでしょうか？そして彼女は、以前と同じではないにせよ、すでに重要な声を再び得ることができました。同時に、国民の生活水準を向上させながら、失われた国家機能の多くを取り戻し、臆病ではあるが将来への新たな自信を得ることができたでしょうか？
これが本当のロシアの春です。そしてロシアはこれをウラジーミル・プーチン大統領に負っている。
2014年4月3日、モスクワで一連の出版物「イズボルスク・クラブの鏡の中のウラジーミル・プーチン」のプレゼンテーションが行われた。イズボルスククラブの常任メンバーとして、私はこのトピックに関する資料を IC リソースに公開しました。
私の記事[53]を皆さんの注意を引くために提示します。
政治家にとって最悪なのは無関心である。誰もビジネスに興味がないとき、誰も数字に興味がないとき。この意味で、ロシアのウラジーミル・プーチン大統領は心配する必要はない。彼は大多数のロシア有権者からの敬意を呼び起こす一方、アメリカ大使館に指示を求めて「向かう」非体制的野党からは激しい拒絶を呼び起こしている。
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1992年、アメリカの哲学者で政治学者（そして「偶然の一致」によりアメリカ国務省の職員でもあった）フランシス・フクヤマの著書『歴史の終わりと最後の男』が出版され、その中で著者はアメリカでの勝利は次のように主張した。西洋型の自由民主主義の世界は、人類の社会文化的進化の終着点です。彼の意見では、これは最終的な政府形態の形成を意味します。フクヤマ氏は、このような政府形態の単なる普及は歴史的出来事の終わりを意味するものではなく、イデオロギー対立、革命、世界戦争の時代の終わりを示すだけであると主張した。そしてそれとともに芸術と哲学も終わります。
この研究は西側の報道機関や科学界で幅広い反響を呼びました。ソビエト連邦の「崩壊」の轟音は、新しい現実を理解する緊急の必要性を引き起こした。そのとき、その現実は、1992年に、破壊された第二の権力の中心地から残る沈降する灰を背景に、ちょうど輪郭を現し始めたばかりだった。世界、それはソ連でした。対等なパートナーとの通常の抑制的な対立なしに、地球全体で孤立した状態で、このような地政学的な状況に対する米国自身の驚きが、ある種の「成功に対するめまい」を引き起こしたことは、まったく正当である。今ではこの作品を福山と呼ぶことができます）。この本の当時の大成功（今日、西側諸国では誰も引用したがりません）、その明らかな矛盾、西側社会の最も多様な層による要求は、「フロイトの失言」にすぎません。誰かが、人が、国が、文明が、自らを大声で宣言し、自らを全人類の発展の完璧な結果であると理解するとき、彼らが言うように、トラブルが予想されます。
結局のところ、誰も飛び越えることのできない理想のように感じるとはどういう意味でしょうか?これは、他人を裁き、他人に代わって決定を下し、説得や暴力によってその決定を強制する権利を意味します。確かに、相手方が発展も文明も能力も劣っている場合、二者に関する決定の策定、採択、実施に他の人や他の国が同等の条件で参加することを認めるのは奇妙です。より能力の低い人（一定の義務的な発展レベルにまだ達していない人、国、文明を他に何と呼ぶことができますか）は、まさにその法的能力が低い、または不十分であるという理由で、同様に責任を負うことはできません。人生はこのルールを何度も確認します。私たちは、子どもたちが成人するまで、可能な限り子どもたちの意見を考慮して決定を下します。それは、彼らが私たちと同じくらいの能力を持つまでです。大国や強国は常に自国の利益を第一に考えて意思決定を行い、弱小の近隣諸国の利益は副次的にのみ決定します。平等とは、平等な力、平等な責任、平等な承認のことです。これら 3 つの柱がなければ、それ以外のものは平等と呼ばれる資格はありません。より強力な当事者が、その道徳的および文明的原則に基づいて、関係において平等な責任と平等な認識の両方を許可する場合、平等性がなくても平等が可能であることが時々起こります。この場合の強さの役割は、より強い側の強さの自己制限に対する内部の態度によって演じられますが、同時に道徳的に発達しています。しかし、あなたの愛する人であるあなたが、自分自身を標準であり、発達の最高点であると認識している場合、そのパートナーがあなたと同等でない場合（または、これが戦術的にあなたにとって有益でない場合）、あなたはアプリオリにパートナーに平等を与えることができません。ある時点で何かのため）。
しかし、人類の歴史におけるどの文明も、接触した他の文明との関係で常により良いものを感じてきたことに注意する必要があります。そうでなければ、それを構成する人々や国家は、それを作る意味も動機も持たず、別のものに合併することが容易になるでしょう。この観点からすると、西洋文明（ロシア文明を含む他の文明と同様）が他の文明との関係で自らをより優れていると考えるのは驚くべきことではありません。しかし、私の意見では、次の非常に重要な点に注意する必要があります。自己の感覚において「より優れている」ということは、実際に創造の頂点、標準、そして「歴史の終わり」になることを意味するわけではありません。例えば、ロシア文明は、自らが最も多面的に発展していると感じているが、第一に、人類全体の発展の終点であるとは感じておらず、第二に、それ自体が一つの終点であるとはさえ感じていない。自分自身の成長と自己改善のために、終わりのない時間を残しておきます。これは西洋文明には決してなかったものです。その擁護者たちは、自分たちの中で常に自分たちが宇宙の中心であり、すべての人種や民族の模範であると感じていました。歴史的な基準からすればごく最近の時代でも、彼らは個人の衛生状態を否定し、手づかみで食事をし、家の隣の窓から自分のスロを投げ捨てました。
一般に、ヨーロッパの歴史自体の経験は、どの国や文明も、哲学的に、そしてその後は政治的および地政学的に、現存するすべての国家の唯一の可能性のある「歴史の王冠」として自らを概念化し始めるとすぐに教えてくれます。 「本物の人間」のために」、それですぐに（人間の命ではなく歴史的過程の観点から）大規模な血、混乱、そして荒廃が起こりました。古代世界の古代ローマ。中世の聖なる異端審問。現代史における第三帝国。これらは、「歴史の終わり」とローマ文明の勝利、教皇庁の権力、あるいは「アーリア人の精神と血」という哲学的パラダイムの政治的実施の最も明白な例である。さらに、自らを人類文明の発展の頂点と称する者は、彼らに課せられた異星文明の選択を受け入れない者たちと戦うことを余儀なくされた。彼が野蛮人、異端者、または「亜人」と正確にいつ戦い始めるかは時間の問題ですが、選択の問題ではありません。この観点から見ると、「全体主義的で民主主義が不十分な、または単に非自由主義的な政権」に対する西側諸国の現在の闘争、新たな「悪の枢軸」の創設は、まったくよく知られた「欧州の選択」である。 1991年にソビエト連邦が崩壊するとすぐに、西側諸国はすぐに独自の独占性の「通常の」状態に戻ったと言えます。今回、彼の例外主義は、一見すると「人道的で平和を愛する」自由民主主義のパラダイムの中で表現されました。しかし、別の「服装の変更」に騙されないでください。これが西洋社会の哲学的および政治学的な社会思想の構造であり、西洋社会との同等性が消えると（または同等性の一時的な代替として彼らに利益が得られると）、誰も平等な責任と平等な認識を達成することはできなくなります。私たち。これは悪くも良くもありません。これは何世紀にもわたって証明されている事実です。西側諸国との関係を構築する際には、このことを考慮する必要があります。ある意味、これは悪いところよりもむしろ良いところだと個人的には思います。数千年にわたる予測可能性が優れています。一般に、西側諸国と西側文明は快適で有益なパートナーとなり得ます。条件はひとつ、ビッグクラブや強力な軍隊を持っているときだ。外部の磨きに妥協することなく、彼らとの平等を維持するために努力すれば、その後、西洋の「パートナー」とのコミュニケーションから必要な利益と結果を受け取ることができます。
1992年のこのような初期データにより、ソ連の最大かつ最も裕福で潜在的に強力な部分としてのロシアは、西側諸国から孤立することになった。彼女は彼らとの同等の尺度を奪われ、すぐに平等な認識と平等な責任の欠如に直面しました。これには何も驚くべきことはなかったが、当時の国民の大多数、そして今でもかなりの部分が「西側諸国は我々から何も必要としない」あるいは「西側諸国は我々を助けてくれるだろう」という誤解を抱いていた。しかし、地政学は独自の法則を規定します。そしてそれらは、西洋志向の同胞の夢や妄想とはまったく関係がありません。西側諸国は私たちから多くのことを必要としています。そしてそれは当然のことです。そして確かに、困難な時期に実際に私たちを助けてくれるのは、この世界で最後になるのは西側諸国だろう。
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西ヨーロッパにおける資本主義の形成とその起源の長い歴史にこだわることなく、この歴史からの結論を直ちに表明するならば、20世紀初頭までに産業資本は金融資本に取って代わられたと言えるでしょう。 。このうちどの程度が客観的要因によるもので、どの程度が主観的要因によるものであるかという問題はここでは置いておきます。私たちは西側諸国と衝突したソ連後のロシアに興味を持っています。私たちの西側の「パートナー」は、ソ連とは異なり、この「異なる社会システムの平和的な競争」で「ゴールラインに到達」しましたが、全力を尽くしてそうしました。医学用語では、西側世界の状態は「安定しており、深刻」だった。ソ連でペレストロイカが始まったとき（本質的には、ゴルバチョフによるソ連国家の制御的破壊の始まりだった）、アメリカ合衆国のインフレ率は二桁であった、と言えば十分だろう。失業者の数は大恐慌時よりわずかに少なかった。繰り返しますが、「偉大な地理的発見」の時代が始まった 15 世紀のように、永遠に幸せに暮らすためには誰かから盗む必要がありました。しかし、単に強盗をするだけでは西側は西側ではなくなる。彼はほとんどの場合、「強盗の物語」という美しい説明を必要とします。これは「ヨーロッパ人のメンタリティ」の必須の部分であり、「ヨーロッパ人の自己認識」の一部です。ヨーロッパ人がただやって来て、殺したり、強盗したりすることはできません。彼は殺人や強盗によって「使命を遂行する」ことに慣れていた。これに嬉しい追加が「軍の（略奪された）戦利品」です。ヨーロッパ人は、メキシコシティからマニラ、プスコフ地方まで、さまざまな時期に火と剣を持って「カトリックのキリストの言葉」を運びました。少し後には、彼は単に抽象的な「文明」を担っただけでした。少し後に、私たちは「国家の監獄」と闘い、次に国家社会主義者の手を通して「ユダヤ・ボリシェヴィキ」と闘いました。それから彼は「全体主義と戦った」。彼は今、再び「公正な選挙を求めて独裁政権と戦おう」としている。一般に、ヨーロッパ人にとっての「白人男性の重荷」は、私たちロシア人にとって、最愛の女性が私たちの手の中にあるものであり、彼女は自分自身の重荷に耐えることができません。そしてこの「重荷」には常に、「文明化され救われた人々」から盗まれた財産という形で多額の代償が伴いました。 「強盗による」ヨーロッパの生存方法の繰り返しは印象的です。段階も同じです。
ステージ 1: 目標の選択。目標はいくつかの基準を満たしている必要があります。西側諸国にとって極めて必要なものを備えていなければならない。相対的に言えば、それは中世のような金、あるいは今日の石油やガスかもしれません。これらは、人的資源、肥沃な土壌、過去の亜麻や麻から今日の原油や丸材に至るまで、資源の一次抽出と加工によるあらゆる製品です。目標を選択するとき、西洋人は「私に必要なものはすでに私のものである」という原則を公言します。ソ連が平等を失い、その後平等な責任と平等な承認を失ったロシアは、自国にとって次の目標を自国に見出した西側諸国と対処しなければならなかった。
第 2 段階: 「混沌」政策の意図的な実施。彼が必要としているのは、「文明化された」社会とそれに伴う国家制度を衝撃的な状態に陥らせることだけである。これが「文明化されたオブジェクト」を最大限に制御できる唯一の状態です。別の州では、彼は「文明化している」国の利益を優先して自分の利益に反して行動する用意ができていないでしょう。混乱の結果として生じるショックだけが、黒人たちをプランテーションで食糧のために働かせることができる。インディアン - 生きる権利のために金、トウモロコシ、タバコ、香辛料を与える。ヒンドゥー教徒 - 東インド会社の収入のために貧困と内戦の中で生きていく。そしてロシア人にとっては、IMFからのさらなる信用と「民主主義への運動の成功」に対するさらなる賞賛と引き換えに、国家と産業という形で自らの基盤と基盤を破壊することだ。
第 3 段階：西側にとって有利な現状維持政策。これらは、「文明人」から「文明人」に挑戦できる唯一の国家愛国的な自己意識の芽を抑えることを目的とした植民地当局の行動である。特に注目に値するのは、西側諸国は常に、特に第二段階と第三段階では、直接賄賂を贈り、それを「強制文明」のシステムに組み込むことによって、「文明人」の内部エリートの力に主に依存しているということである。この観点から見ると、90年代のソ連崩壊後のロシアは、西側諸国が注目した「文明化された」領土と何ら変わりはなかった。それは、国富に対する損害のレベルという観点でも、常に何百万人もの命で測られる直接的および間接的な人的損失のレベルという観点でもありません。賄賂、汚職、地元の「先住民エリート」の代表者を西側の価値体系に組み込むという形態に関してさえ、20世紀には何も新しいことは提案されていなかった。貧困と死はアメリカ・インディアンにも、インディアンにも、そしてロシアの都市にも等しく訪れた。そして同様に、この秩序の維持に等しく関与し、「文明人」に有利な自国民の強盗と殺害に参加し、インドの指導者、インドのマハラジャ、ロシアの寡頭政治と腐敗した役人の代表者が賄賂を受け取った。彼らは子供たちに西部で教え、戦利品をそこに保管し、自国民は貯蓄を持っていました。混乱と衝撃の政策により、西側諸国は常に驚くべき成果を達成することができました。アメリカの偉大な文明を火と剣で破壊した中世の征服者も、この観点から見ると、今日の「シカゴの少年たち」やヨーロッパの委員たちと何ら変わりません。
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プーチン政権下の 2000 年代に私たちに起こったことの不合理を理解するには、アメリカ征服の始まりからアステカ帝国を想像してみましょう。スペイン人、衝撃、征服者に身を売ったエリート、そして本格化するアステカ国家の解体。そしてすべてが変わります。あたかもモンテスマが死ぬ前に、スペイン人からエリート層を買収するであろう後継者に権力の手綱を引き渡したかのようだ。 「同じ金額を払っているが、死刑執行人と私はスペイン人よりも近い」という理由で。不謹慎な強盗は有益な貿易と引き換えに行われ、その結果、アステカ人の生活水準はモンテスマの時代よりも大幅に向上したでしょう。その後、たとえば 1508 年 8 月に、彼はスペイン人によって武装され、スペインの基準に従って訓練された近隣部族の軍隊を破ったでしょう。彼はスペイン人によって散らばったインディアンの部族を自分の周囲に集め始め、アステカ軍を再武装させる計画を開始することになった。 1518年までにスペイン軍がアステカ人を屈服させることができないレベルまでアステカ軍を引き上げる計画を採用した。
このようなシナリオは、現在では歴史上のフィクションとして認識されるでしょう。しかし、このような例にはきつい慣習性があるが、90年代と0年代の変わり目に同様のことがロシアでも起こったことに注目せずにはいられない。 90年代のロシアはすでに「文明人」によって緊密に絡み合っていた。本物のモンテスマはスペイン人に「私たちはあなたたちを待っていました、ここがあなたの家です」と挨拶した。私たちの国内の「モンテズマ」B.N.エリツィンは、言葉ではないにしても、行為でほぼ同じ方法で「文明人」に会いました。しかし、本物のモンテスマだけは後継者を持っていませんでしたが、ボリス・ニコラエヴィッチには後継者がいました。その結果、ロシアの歴史は、アステカ帝国の仮定の歴史からの歴史小説のジャンルで私が説明した仮定の例と同じように、15年にわたって少しずつ急変しました。このことを考慮すると、やはり 15 年前と同様に、この質問は依然として完全に関連性があり、多くの人が今でも答えを探しています。「プーチン氏とは誰ですか?」
私の意見では、それをイデオロギー、経済、政治学の用語で探すのは間違いです。彼らと一緒に行動すると、私たちはレフ・トルストイの『戦争と平和』に出てくるフランス人のようになってしまいます。彼は 1812 年の愛国戦争を次の寓話で説明しました。フランス人は正しい位置でロシアの敵に対して効果的に防御し、モスクワに到着しました。そしてロシア人が剣を捨てて棍棒を手に取り、フランス人を自国から追い出すまでフランス王冠に叩きつけ始めたとき、彼は非常に驚いた。この例でトルストイは、フランス人が信じていたように、ロシア人が当時存在していた「戦争規則」に違反した状況を意味した。これらすべての気質、激しい戦い、側面攻撃、その他の「白い手袋をはめたフランスパンの噛みつき」。フランス軍にとっての主な危険は、「騎士の戦い」の宮廷マナーの訓練を受けていない、銃を持った怒り狂ったロシア人となったが、そこでは何の勇敢さもなく、ただ黙って銃でフランス人を破壊した。
「プーチン氏とは誰ですか?」という質問に答えようとするとき、そして、自分自身のイデオロギー的、経済的、政治的見解を適用すれば、私たちはトルストイの架空のフランス人のように、フェンシング選手の「正しい」立場を受け入れ、その中でどんな敵も「フェンスで囲う」準備ができています。問題は、西洋文明からの現在の敵対者がこの「正しいフェンシング位置」にないことです。彼らは私たちが自分たちの見解をどれほど巧みに理解しているかなど気にしません。彼らは「剣とルール」を持たず、「グローバリズムのクラブ」と「独自の独占性の軸」だけを持っています。そして彼らは、シャフトと混ぜ合わせたこのクラブを、うらやましいほどの安定した安定性で全世界の王冠に叩きつけます。これを理解できなければ、自分自身のイデオロギー的、経済的、政治学のテンプレートと現実との絶え間ない断絶につながり、そこで「プーチン氏」は「宮廷マナー」を捨てざるを得なくなる。これは、これこれの政治的見解を持つ、これこれの政治家に、これこれの問題で、これこれの方法でこのように行動するように指示するものです。そして、それらを拒否したため、彼は「グローバリズムのクラブ」と「彼自身の独占権の軸」に対抗して、「国家主権の武器」を手に取り、どこかで「文明人」を王冠に叩きつけることを余儀なくされる。どこかに逃げて、茂みの中に、待ち伏せして、静かに座って息をする。勝利が近づかなければ、死には勇気がありません。この観点からすると、「プーチン氏」は「人間の機能」です。コンピュータのウイルス対策プログラム。出世主義者、日和見主義者、トロツキストの掃除役であり、彼らと「文明人」との同盟により、ペレストロイカの始まりによるソ連の崩壊が可能となった。そして、その「機能」とは何なのか、そのパラメーターは何なのか、そして今日の機能が明日継続して発展しない場合の状況の危険性については、次のパートで説明します。
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新自由主義のフリードマン学派は、国家が自らの機能を果たすことからより良く、より正確に「遠ざける」方法を教えています。減税、完全な貿易の自由、最もおいしい国有財産だけでなく、国家機能の一部（教育、医療、年金、法と秩序の維持など）の民営化。
社会分野への支出が全般的に減少し、政府の管理が全般的に弱まる。なぜこれが必要なのでしょうか?そしてすべては企業の財務的健全性のためです。お金の力を政治力に変えること。理想的には、将来は、国家も法律もなく、経済的（財政的）都合だけによって動かされる人々や国家が存在するでしょう。ビジネスに従事する国民を含む自国民に依存する国家が存在していた世界は、多くの人がそう思われているように、ソ連の崩壊とともに取り返しのつかないものになってしまった。それは、企業が純粋に企業目標を追求するために国家に依存する世界に取って代わられています。そして、財務報告の改善に表れる企業の目標を達成できなければ、国民はすでに敵に変わりつつある。信じられない？以下は、ハリケーン・カトリーナ後のニューオーリンズの私立および公立学校の問題に関するミルトン・フリードマンの言葉です。市場。そして、これはロシア、イラク、ユーゴスラビア、リビアの国民については語られていません。アメリカの有権者については、「外敵からも国民からも」と言われている。今日、多国籍企業は「新自由主義」理論の枠組み内のグローバリズムのルールに従って存在しており、企業ビジネスを効果的に保護するためには、世界のすべての州からの軍隊と警察だけが必要です。フリードマンが公然と語った同じニューオーリンズにおける賢明な「新自由主義」政策の結果、ハリケーン・カトリーナ以前には公立学校が 123 校、私立学校が 7 校ありました。市の「復興」後、公立学校は 4 校、私立学校は 31 校になりました (2006 年のデータ)。
私たちは 90 年代にロシアでこれらの理論を自分自身で徹底的にテストしました。ステージ 1: 混乱を引き起こす (1985 ～ 1991 年)。第 2 段階: 社会をショック状態に陥れ、通常の社会的結びつきがすべて切断され、通常の社会環境が崩壊し、効率的な国家権力機構が解体される (1991 ～ 1993 年)。第3段階：混乱状態が最高潮に達し、国民が自らの生理的生存以外のことを考えなくなり、国家の士気が完全に低下したとき。現時点では、国家の抑圧的な要素（戦車によるホワイトハウスの銃撃）が急増しており、これは抜本的な改革を強制するために必要です。その目的は、企業ビジネスにとって魅力的な旧国家財産と国家機能の再分配です (1993 ～ 1999 年)。 「新自由主義者」の観点から見ると、プーチンが国家の実権を握った1999年には、ロシアはすでにかなりの「企業」国家だった。あとは、前期に「民営化」されたものをすべて多国籍企業の手に移管するだけだった。所有権の問題は非常に重要です。 「ホドルコフスキー家」と「ネフズリン家」は、最も危険な時期に「ジッツ議長」として仕事をし、汚い仕事をすべてやり遂げて、民営化された資産を手に渡さなければならなかった（売却）。混沌の主催者。つまり、大規模な国際独占です。同じユコスを世界最大の産油企業規模に統合し、売却の準備を進めたのが、この過程における「スタートピストル」の役割を果たした。そしてここで、ロシアの「新自由主義」革命の主催者、政治的・財政的後援者であるソ連は、7とジャックの後、彼らが期待していたエースではなく、同じ致命的なロシアの「スペードの女王」に落ちた。プーチン大統領が権力の頂点に立つことは、状況がランダムに組み合わさった結果、単独で起こることはあり得ない。財産と権力の問題には、敬虔で思慮深い態度が必要です。ここでは「ランダム」に決定を下すことは認められません。財産や権力に関するこのようなリラックスした「礼儀正しさ」、偶然への期待、または「なんとなく起こる」という考えは、通常、魅惑的な敗北と獲得したすべての喪失につながります。私たちの地政学的パートナーは、「強力なロマン主義」に悩まされたことはなく、世紀ごとに最も皮肉な現実主義を示しています。他の行動は政治的な死を意味し、ほとんどの場合、肉体的な死が続きます。彼らがまだ「政治におけるロマンス」を享受できた時代は、神話上のアーサー王、あるいは極端な場合にはリチャード獅子心王によって終わりを迎えました。
では、なぜこれほどの幸運があったにもかかわらず、エースではなくクイーンを獲得することになったのでしょうか?政治権力を奪われ、財産が盗まれ（私有化され）、軍隊も持たず、共通の目標によって組織され団結した国民もいない国が、どうして世界の舞台に復帰することができたのでしょうか？国家は生き残ることができ、以前と同じではないにしても、すでに重要な声を再び得ることができ、同時に失われた国家機能の多くを取り戻し、同時に国民の生活水準と新たな、臆病ではありますが、将来の日への自信はありますか？ 「彼ら」の一人が私にこの質問をしたとしたら、私はブッシュ、サッチャー、フリードマン、ロスチャイルド、ロックフェラー、クリントン（とその妻）、そして他のすべての「サルコジ」たちと同様に、質問者の肩に腕を回すだろう。 」と、彼らは自分たちの映画から理解したフレーズで彼の目をまっすぐに見て答えました：「ここはロシアです、ベイビー！」まったく冗談ではありません。ロシアは独自の発展の法則に従って生きている独立した文明です。これが最初です。そして第二に、ロシアは最後まで誰にも征服されなかった唯一の世界文明です。 B.N.エリツィンが言うように、そのような「波線」がロシアで起こったのはまさにそれです。
私たちは、その理由を考えずに、自分の中で他文化を消化し、外から何かを自分の文明の懐に取り入れ、受け取った成果物がもはや、外から持ち込まれたもののようには見えません。私たちがこのような「文明的免除」を維持できたのは、まさにロシア国家が千年以上途切れることなく存在してきたからだ。
なぜなら、西洋と東洋の接点で生まれた我が国の国家は、両方の要素を吸収し、西洋と東洋の両方の人々とサブカルチャーを統合し、特別な文明的特徴、つまり独自の「善-悪」システムを発展させることができたからです。東洋の集団主義と西洋の個人主義を融合させた、彼ら独自の特別な生存方法。ロシアは、共通の目標によって結びついた個人主義者の集合体として存在する社会という、相容れないものを組み合わせることに成功した。したがって、ところで、私たちの弱点は、共通の目標や理念を持たないことで、「頭の中に王がいない」個人主義者に陥ってしまうということです。しかし、ここが私たちの強さの源です。個人主義者であり続け、個人の「個人的な」主導権で行動する運命を認識していますが、共通の目標によって団結し、無意識のうちに自分たちの勝利の累積効果を「放棄」しています。これは、誰もが自分のためにあるという西洋の「騎士制度」ではありません。そして、誰もが単なる歯車であり、群れのルールに従って行動する東の大群ではありません。 「ここはあなたにとってロシアです、ベイビー！」ここでは、大多数が感じている無意識の目標が、誰もが考えもせずに、やるべきことをするよう強制します。特別な注文なしで、個別かつ独立して。そして、これらの行為と思考の合計により、個人は集団の目標のために力を絞ることになります。それは必要であり、正しいことだからです。それが私たちの気持ちだからです。たとえ、なぜこれが正しくてあれが正しくないのかを実際には説明できない場合があります。
実際には、これは、私たちの地政学的な「パートナー」が、自分たちの民族と征服した民族の文明規範と価値体系を正確に知っていることを意味します。もともと商品を宣伝するために発明されたマーケティング技術や広告技術は、現在では個人の政治家や思想を宣伝するための政治的操作の目的で使用されており、ロシアの国土では定期的に失敗を引き起こし、「パートナー」を失敗に導いている。何世紀にもわたる私たちとの闘いにより、彼らは私たちの「軍事機密」についての「知識」を与えられました。それは、私たちの文明の枠組みの中で、私たちの社会を単一の全体に融合させ、無敵の安定にすることができる共通の目標概念の必要性についてです。この知識により、彼らは 20 世紀の 2 度、1917 年と 1991 年の共通の目標概念が深刻に不足していたときに、私たちを「捕まえる」ことができました。しかし、すでに征服されたように見える人々に対して次に何をすべきか、彼らはその知識を持っていません。したがって、彼らは勝利に次ぐ敗北を重ねた。破壊された帝国に代わるソ連と、ソ連崩壊後に肩を正した新生ロシアである。これが彼らの問題なのです。私たちは違います。そして、私たちのパートナーの活動は、「私利私欲」だけでなく、私たちが天然資源に富んでいるという事実だけでもありません。何世紀にもわたる彼らの躁状態のニーズが、剣や会話によって私たちに迫ってくるのは、ほとんどの場合、私たちが彼らの頭に収まりきれないという事実によるものです。私たちの存在が成功しているという事実自体が、西側の開発パラダイム全体に対する挑戦です。私たちは異なる宗教を主張し、異なる価値観を主張し、そして裕福です。通常のヨーロッパの政治思想にとって、これは私たちが原住民であり、危険であり、略奪と征服の対象であると認識するのに十分です。しかし、特に彼らを苛立たせているのは、ほとんどの場合、私たちが彼らに似ているということです。つまり、私たちは...白人です。共通のロシア文明によって団結した私たちロシア国民が、黒人、中国人、アステカ族のように、容姿も文化も異なる彼らとは異なるとしたら、私たちとの戦いは「単なるビジネスであり、個人的なものではない」だろう。しかし、私たちは彼らの文化と文明に挑戦し、彼らとは異なる発展の道を示します。そして無意識のうちに、それが恐怖と不信感を引き起こします。そして政治においては、このことは、過去10世紀にわたって、私たちが「文明化された」ヨーロッパ人からの戦争と侵略のほとんどを撃退してきたという事実につながります。過去 300 年間、ほとんどすべての戦争はヨーロッパとの戦争でした。そしてここには、一般的な背景に反して、ロシア・トルコ戦争やペルシャ・日本との戦争（これらは東洋での戦争ではあるが、資金と西側諸国の直接支援による）も稀に含まれている！
しかし、プーチン政権の初期のロシアに戻りましょう。 1999 年、我が国について「顧客は成熟した」と言えるでしょう。国家の全財産は「ジッツ会長」の手に渡った。軍隊そのものは存在しない。チェチェンでの第2次作戦が始まるまでに、世界中から募集された即戦力部隊は約3万人いた。国家は存在しません。1998 年の危機により、国家の義務制度は完全に存在しませんでした。人々は自分たちが生き残ることに忙しかった。わかりません。ソ連の共和国の例に倣い、ロシアからの離脱願望が勢いを増し、各国の共和国において完全な形をとった。彼らの計画はシンプルで何度もテストされました。外からの一撃。西側への石油とガスの輸送ルートの遮断、ヨーロッパへのエネルギー資源の途切れのない供給を確保するという名目でのNATO諸国の介入、さらには核兵器の制御されない拡散の脅威（即応三師団を思い出してください。コーカサスでの戦争にも従事していた） - これはすべて、「不安定に関連して」民営化され盗まれたすべてのものを売却する絶好の理由でした。その上に国家の崩壊が待っています。一つの大きな国家よりも、複数の小さな国家を外部から管理する方が明らかに容易である（これはすでにソ連崩壊の経験である）。そして、このシナリオの実現として、今日のシリアのギャングの原型であるハッタブとバサエフのギャングは、一部には地元住民を含み、宣伝され騙され、一部には世界中から集まった傭兵も含めてダゲスタンに移住した。
私はすでに、プーチン大統領の権力の台頭は偶然、単独で起こった可能性はないと述べた。当然、こうした事態の展開を踏まえての選出であり、「すべてを考慮した」のは当然だ。治安部隊の無名の役人が「理想的な」候補者だった。政治的重み、大勢の支持者、彼が頼れる政治力の欠如、国家的資源や物質的資源がない。同時に、彼は治安当局者でもあり、西側諸国が予測する出来事の発展のために暗躍する可能性がある。軍隊での経験は、何か突然問題が起こった場合に、ロシア国家の「予想される崩壊」の問題に彼が含まれることを保証する可能性がある。そして、政治家としての彼の微視的な重みは、「現場に人間がいない」ため、プーチンを操り人形のように操ることができることを確実にした。同時に、1年前にキリエンコ氏が経済破壊で同じ役割を果たしたのと同じように、プーチン大統領も国家破壊の「スケープゴート」の役割を果たす可能性がある。しかしここはロシア…
アヘン戦争に負け、西側諸国への奴隷依存に陥った中国人は何をしたのでしょうか？負けたということは負けたということですね。彼らは敗北のしるしとしてピグテールを手放し、西側諸国自体が弱体化してその支配を解放するまでそれを着用し続けた。降伏文書に署名したとき、ドイツ人は何をしましたか?彼らはシチューとお粥を求めてソ連軍に行き、マーシャル・プランのために米国に行き、今でもあの戦争を謙虚に悔い改めています。 1999年にロシアの人々は何をしましたか?私たちの「ロシア語コード」は機能しました。プーチン大統領の有名なフレーズ「トイレに浸かる」は、彼がこの言葉を全土に向けて語った情熱と苦痛が、国民の「一般無意識」を目覚めさせた。スニッカーズもいいし、ジーグリスの代わりに外車の中古車もいい。自分の店を持つのは一般的に素晴らしいことだし、言論の自由も素晴らしいことだが…一般的な無意識は違っていて、それは「くたばれ、みんな…、私たちは苦い大根よりもひどいことにうんざりしている。」という次元にあった。 ……千年間、私たちはこの土地での戦争での敗北を知らなかったが、今は勝利して誇りを持ちたいと思っている。」この「トイレでおもらし」は、絶対多数派の一般的な無意識の期待を呼び起こし、共通の目標と自信、そして共通の勝利への渇望を与えました。あらゆる勝利。グデルメスとグロズヌイの捕獲からホッケーでの勝利まで。国民の死と苦しみに個人的に関与した過激派指導者の殺害から、ガスプロムとの次の注目を集める契約、そして欧州サッカー選手権での同国の代表チームの3位まで。勝利に慣れていたこの国と、自らを勝利民族と認識した国民は、砂漠で水を渇望する旅人のように貪欲に勝利を求めた。そして、彼らはこれらの勝利の味と意味についても同様に無差別でした。彼らは武装勢力を押し返したのだろうか？素晴らしい！ベレゾフスキーは逃亡し、NTVはグシンスキーから奪われた？素晴らしいですね、彼らは私たちを笑っていました - これを知るのは時が来て光栄です] 石油価格は 0.5 ドル値上がりしましたか?すばらしい！これで暑くも寒くもないとしても、少なくとも 0.5 ドルは節約できました。独立した個人主義者の緊密に結束したグループであるロシアは、再びあらゆる勝利を目指す国家文明となった。そして、私たちを研究し、研究しているすべての研究所の計算はすべて失敗しました。どうして？彼らは誰のために戦えばいいのでしょうか？彼らは降伏しなければなりません！しかし、私たちは諦めませんでした。そして、プスコフ師団の隊員たちが過激派の大群を止めて死亡したのは、「アブラモビッチのヨットのため」ではなかったが、死ぬ前に彼らが支援もなく無謀にもそこに置き去りにされたのを目にした。そして、この無意識の勝利への渇望、ロシアの集団的個人主義の屈服しない姿勢、奴隷的な従順ではなく勝利への怒りと渇望を生み出した祖国の屈辱感から。たとえ自分の命を犠牲にしてでも…
5
「ウイルス対策プログラム」としてのプーチン大統領の役割は、ロシアの歴史における彼の役割である。フェンサーとは異なり、クリーナーには常に同じ位置に立つ機会がありません。同じフェンシングの立場で同じ剣を持って彼に対抗する人は一人もいないのですから。ハリケーンの被害に対処するには、用務員や庭師から大工や石工に至るまで、多面的な才能が必要です。ところで、荒廃と故障または「故障」の違いは、あなたにとって役立つ可能性のあるものはすべて「壊れた」状態にあるということです。そして、技術構造と社会関係のあらゆるレベルでの完全な荒廃から、国家愛国的な自己意識の高まりを背景とした今日の国の経済的および地政学的な能力に至るまで、ロシアが過去15年間にたどってきた道。 「ロシア十字」と、まだ臆病だが増加している先住民の出生率、これがプーチン大統領の「役割」をうまく遂行したのだ。
しかし、よくあることですが、この世界のすべてのものには両面があります。事実上不可能なことを達成し、1999 年の国の発展レベルが本当に素晴らしいように見えたとしても、いつでも反対の極端な方向に進むことができます。つまり、次のステップに進むことを拒否して、現在の成功レベルを維持しようとすることです。 「清掃員」の仕事は、一般的な建設プロジェクトの最初の段階としてのみ意味を持ちます。将来の建設現場でない限り、「芸術的な混乱」ではなく空き地が良いわけではありません。 「建設」は「施工者」があってこそ成り立ちます。ソ連崩壊後のロシアは、単一のロシア文明の枠組みの中で新たな政治的、経済的、文明的連合を創設するための将来の建設現場として、自国民の努力によってのみ達成され得る。共通の目標と理念によって団結し、積極的な個人主義者のチームに属します。ウイルス対策プログラムの形での「プーチン機能」は終わりに近づき、「オペレーティングシステム」がオンになる時が来ています。清掃員と守護者は建設者と戦士に道を譲らなければなりません。形式としてのロシア連邦は、ロシア文明の意味で満たされなければなりません。そうでなければ、それは形式の死と内容の抑圧です。ウラジミール・ウラジミロヴィチ、主にあなたの功績のおかげですでに達成されたすべてのことに感謝します。ロシア文明の重要な国民が形成されました。今のところ彼らの数はロシア連邦国民よりも少ないですが、私たちは敵に怒り、勝利に貪欲です。私たちは、愛する祖国を注意深く守りながら、前進する準備ができています。私たち自身の文明の枠組みの中で発展すること。ロシア文明を世界文明の一部として認識し、私たちにとって異質な文明的優先事項を優先してそれを放棄することは、ほとんど死につながったことを私たちは覚えています。そして私たちは、誰が、どのような「おとぎ話」のおかげで、この「死」が私たち自身にとって有益であることを確信させてくれたのかを覚えています。そして、この教訓、この経験は私たちに永遠に残るでしょうし、自分自身の切断を避ける方法の一例でもあります。
遅かれ早かれ、ロシアには別の大統領が誕生するだろう。世界は今、全人類の生き方を選択する時代を迎えています。多国籍企業に分割されたこの惑星では、国家も家族も部族も持たない人々が、自分たちの手から「パイの一部」を得る権利をめぐって互いに争っている。あるいは、平和とは、人々、国、文化、文明の利益のバランスです。全人類がどのような道を歩むかは、ロシアが自国の歴史のこの段階でどのような選択をするかに大きく左右される。そして、ロシア文明におけるこの選択は、主に第一人者、つまりロシア大統領にかかっています。ロシアは、プーチン大統領の有無にかかわらず、「プーチンの機能」を順守し続ければ生き残ることができる。しかし、ロシアが開発を成功させることができるのは、保護のための「ウイルス対策プログラム」を忘れず、開発のための「オペレーティングシステム」をオンにすることを忘れない場合に限られる。清潔さと秩序の維持を忘れずに、略奪的な手法を機械的にコピーするのではなく、先祖が1000年にわたって築き上げてきたもの、つまり私たち自身のロシア文明を築き続ければ。しかも、それらは私たちに向けられたものでもあります…。
ロシアには、プーチンとともに、そしてプーチンの後にも素晴らしい未来があり、もし「プーチンの機能」の路線を継続することができれば、独自の経験に含まれる自国の独立、文明的特殊性の維持に向けて歩み続けることができるだろう。異なる民族と文化の融合であり、その中で魂の中の神と社会の最高の社会的価値としての人間が有機的な統一のもとに共存する。
私たちはロシア人であり、神はロシアを愛しているということを忘れないでください。
結論 団結することでしか勝てない
団結には常に強さがあります。私たちはこの不変のルールを歴史の中で、現代の政治の中で、そして日常の状況の中でも見ています。数十人の若者のグループは、深夜でも市内の公園の最も暗い隅で安全に散歩に行くことができます。誰もそれらに触れようとはしません。ロシア人、トルコ人、白人に加えて、北と南の人々が国の発展に貢献し始めたとき、ロシアは超大国になりました。アメリカ合衆国が今日私たちが知っているような強大な国家になったのはいつですか。いつイギリスから独立を達成したのですか、それとも合併した 50 の州の連合になったのはいつですか?
統一の必要性を確信するのに、外国文明の例は必要ありません。ヒトラーが敗北したのは、私たちが団結したからにほかなりません。もしソ連の代わりに多数の「独立国家」があったとしたら、その独立は非常に悲しいことに終わっていたでしょう。しかし、我が国の人々は困難な状況でも団結する能力を持っています。これだけが私たちが生き残り、発展するのに役立ちました。今日、ロシア文明の人々が混乱と不法の困難な状況の中でいかに素早くお互いを見つけ出し、攻撃から愛する人たちを守るという問題を解決するためにいかに素早く団結できるかを私たちが目にしているのは偶然ではない。
私たちの背後には素晴らしい歴史と文化があります。
私たちの後ろには偉大な先祖と偉大な英雄がいます。
私たちの勝利は常に敗北よりも大きく、陰湿な敵に襲われた後でも常に立ち上がってきました。今回もそうなるだろう。
私たちの目標は明確です - 偉大なロシアです。すべての分野と感覚において優れています。規模から社会の公平性のレベルまで。
私たちの地政学的反対派はこれを理解しています。ウクライナ情勢をめぐる闘争がこれほど激しいのはそのためだ。なぜなら、ウクライナはロシア文明の一部だからです。これは、西側諸国が私たちが再び一緒になることを許可できないことを意味します。
でも、私たちは必ず一緒にいます。そうでなければ、私たちは単に存在していないでしょう。
結局のところ、今日のグローバリゼーションの波は、二つの崖があるからといって全世界を席巻するわけではありません。 2 つの州。二つの文明。それは西洋とは異なり、西洋とは異なるものであり、それを望んでいませんし、なることはできません。ここはロシア世界と中国だ。これだけが、世界を完全にグローバル化し、世界の銀行家の利益に完全に従属させることを妨げます。
そしてこれは、私たちが自分自身のためだけに立つのではないことを意味します。私たちは全世界を代表します。私たちがいなかったら、中国を潰すのはずっと簡単になるでしょう。
私たちは 1945 年に平和を支持しました。 1812年に世界を救いました。何も変わっていません。 2014 年も私たちは平和を目指します。
そしてそれは常にこのようになるでしょう。なぜなら、ロシアは世界の正義の均衡を保つことが求められているからである。
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